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歌 ふ 小鳥 は 小鳥 を さそ ひて 歌 はしめ、 

蹬の葉は^^の葉にゅすられて打額ふ。 

憂 ひ は 深き わが 胸の 叫びに 答 へん 人心、 

ああ、 そ はあり やなし や。 

シャ アル *ゲ ラン (永 井 荷 風 氏譯： 


自 序  、 

あま リ にも 早く^の 彼方に 遝 ばれし 生命よ。 それ はお 

の 夜のお ぼろなる 花 かげ を 忍びやかに， 通り過ぎた あの 微 

風ではなかった か？ 夏の 夜の 地平線の 上に 明滅した 稻 

妻の 一閃ではなかった か？ いづれ にしても、 それ は 白 

甕の ものではなかった. 一 あ. -、 我がき 卷ょ、 我が 靑春 

の^;々ょ、 我が 靑 春の 嘆きよ！ 

^樾 めた 頗を もて 生れて 來た 者に、 靑 は い 負镥に 

過ぎなかった。 どれ だけの 苦痛が、 どれ だけの 憂愁が、 

私に 弱々 しいくら い 目 をした 子供 を 生んで くれたで あら 

5 ま =J* め 

う しかし その 憂愁 も 苦痛 も 石 女に なって しまった。 私 

の 詩祌は 永久に 沈 してし まった。 その後に 來 たもの は、 

た 嘆息に 過ぎない、 t. 吟 に過ぎない。 ぁ乂、 靑卷の 日 

は 貧しき 歩行者の 上に、 いかに 速 かに 慕れ るで あらう！ 

as- 魂の 秋 


； 5^ は 「未だ 認められ ずして 巳に 忘られた る」 詩人で あ 

る。 そして これが 私の 述命 である。 私 は？^ 命に 服從 する。 

？ がどうして 名驟を 欲する であらう！ 私 は， れ^ちた 

只 一葉の 桂の 葉 さへ も豫 期しない。 私の 心 は 老いた。 若 

き 詩人 は 喜び JBf^ んで、 希 SlS の 道 を 迎ん で、 蹈蹈 して 桂冠 

を 奪 ひ 取れ。 多くの！ _ 吹と、 失望と、 一せ 11 との 後に それ は 

成功す るで あらう 。私 は それ を 眺める の を！； f しみと する。 

少しの 嫉み もな くこれ を 眺めて 喜ぶ を^ば、 それ は C! 分 

の 成功よ リも 樂 しい 事に f に ひない。 人生の } ^お 者に は そ 

れは 困難な 事で はない。 その 代リ、 ； 5^ の n 邊に 浮ぶ かす 

かな 微笑 は 許されなければ ならぬ。 

然し、 私 も 詩人で ある。 笫 二流の 詩人と して、 ；；^ の 名 

も 他 口 或は 好事家の 口に 上る かも 知れない。 人 は？^ 命に 

虐げられて 貧しく 死んだ あはれ なる 詩人と して、 1 生 を 

夢よ リ 夢に 轉々 として 終った 滑稽なる 痴人と して、 私の 

ために 泣き 且つ 笑 ふか も 知れない。 十 年、 或は 何十 年 か 

の 後、 サン ト. ブゥヴ や マ シ ユウ • ァァノ ルドが、 忘却の jG^ 

五 


の屮 から 私 を iT ひ 起して くれる かも 知れない。 それ は ど 

うで もい、。 私が 何で そんな^ を^み にしよう。 ^は已 

に C ら 十分^ しんだ の だ。 若し 詩が 無かった な"、 私の 

生 は 此ヒ： 炎に どんなに か^めの ない、 みすぼらし いもの 

で^ったら う。 やひに して 私 は，：； I 分の 姿 を、 .0 分の 陰輟 

な^ マ^ を、 詩の 錡に 眺めて、 ひと リ 人知れず 榮む事 力 出 

k ^た。 そ.^で十分ではなぃか！ それ は 勿 is 私 とても 

持ち切れぬ ほどの， む 心 を 持って ゐた^ ハキ であった。 それ 

が、 その 野心が、 慘 酷な おの 手に、 片 つばし から 小^ 

^よく ぶちこ はされ- 足下に 蹂赒 されて しまった" その 

ときに なほ、 人 は どつ して さう した 野心 を、 名眷心 を 

は J 榮心を 値 ある ものと る^が 出來 たで あらう。 かくて 

今 私 は 唯 C 分 の^を き、 C 分の 足跡 を 眺めて 1- く 疲れ 

た 心 を める のみで ある。 然し その 墓 も 忽ちに して 他の 

人の おこ 代 へられて しま ひ、 その 足跡 も 風に 吹き^され、 

いん こお よれて しま ふで あらう。 すべての もの は „ ^じ^ 

亡の？； 3 を^み、 忘却の 河へ と いで ゐ るの だから、 「不 


朽」 のりん おも、 第二 流の 小さな^ ォも。 

これ は 失 はれた る 幸福の 馱 である U 世界 は 彼の^め に 

暗くな つた。 夜 を 墓 ひ 夜 をな つかしみ て、 常に 祕密 に充 

ちた 夜の 蔽に身 を 潜めた 彼に、 太陽け 得び い 升る こと を^ 

ふ。 彼の 希 5 おは 何 へ 行った か？ 彼の 愛する.^ は 何處 

へ 行った か？ 

これ は 失 はれた る 幸福の 欲で ある。 しかし、 幸福と は 

抑 も 何もので あらう。 幸福と は拘 ベば 消 ゆる 泡で あらう 

か？ 近づ いて 见 ると 消えて しま ふ. iul 化で あらう か？ 

いな、 幸福 は 空しい f がで はない。 た^、 人 か 幸福なる 

ベく 餘リに くなる ので ある、 或は 幸福 S 巾に あって 幸 

福 を 感じない 程に 思 かなので ある。 幸福の 中に あって 幸 

福に 氣の附 かない 人^ は、 失 はれた る樂鬧 の^めに 喷く 

人 1^ である。 见ょ、 凡ての 子供 は 幸福 を 有って ゐる、 S 

も 不幸な 者に も 子^の 時 ^ は ある。 

これ は 失 はれた る 幸福の 耿 である。 人よ、 この S かな 


る 嘆き を 嘲弄す るな、 よし 彼が 嘲弄 を ：！》 受 しょうと も 0 

彼 もまた fs- ましく 遝 命と 戰 つた 戰士 である、 よし 彼が 败 

れ たにしても、 彼 小さな チタ アン は、 決して 屈する 事 を 

知らないの である。 彼の liMi^ は 明るい ものでなかった け 

れど、 なほ美しぃ^3-にょ つ て飾られてゐた、 しかし その 

$5- は 醒めなければ ならなかった。 あ >-、 |！ お を 越して な 

ほ 失 はれた る 幸福 を 嘆かない 者 は 幸福で ある U 

これ は 失 はれた る 幸福の 歌で ある。 祭し む 事な くして 

永遠に 返る 日な く 失 はれて しま つ た！.； 2:^ の輓 歌で ある。 

詩 入 は旣に 生る  >- こと 通し。 我が 歌 はんと 欲する 事 は、 

旣に ハイネ や、 バイ ロン や、 レエ ナウ や、 プ ラァテ ン 

や、 レオ パル ヂゃ 、ポオ ドレ エル や、 ルコント たド， リイ 

ルゃ、 ド*ヸ -1 ィゃ、 其 他 あらゆるす ぐれた 詩人に よって 

歌ひ識 されて ゐる。 我等に 與 へられて ゐ るの は、 沈酖 か、 

然らずんば 拙き 反 覆 か で あ る 。 

我が 愁名 づけが たし，、， 

蹈魂の K  . 


た 2- 古よりの 愁 のみ。 

か >f る 首 葉、 人す でに 云 ひき。 

され ど 我 もまた かく 思 ふ。 

II されば 詩人と 我れ を 許せよ。 

？；^かこの：！^^を作ったのも、 巳に 五六 年の 北 3 となった。 

年 を まねる につれ て、 書を讀 むことの 多くなる につれ て、 

益々 時の 遲れ たる を、 生れる 事の かった の を 感ずる。 

ラっフ リュイエ エル は、 旣にニ  w 年 前に、 たくみに (あ、 

この 相 心 を さへ も！) もう 云って しまった — 

語らるべき こと は龜 きたり、 考 へむ ために は、 人 

生る >-_$遲 し。 

私は是 等の 詩に よって 何 を 誇るべき か。 何もない。 た 

だ、 これが 高い 惯を拂 つて 臃ひ 得た もの だと 云 ひ 得る ば 

かりだ。 世間に は隨 分立 派な 詩人 も あるで あらう。 ？ ^網 

たる 感覺の 詩人、 幽玄な象徵3詩人、カ强ぃ现f=:の：l^^人、 

—— それら は^ すぐれたる 人々 である、 それら は 常に 裔 
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年のお 敬 を、 さも：^ のリ がしない やうな 手つきで 受取つ 

て ゐる人 々である。 私 は それと は 全く 別の 世界に 生れ、 

別の 世界に 住み；^ した。 ； は C 分で それらの 人々 に 比 層 

する に 足る と は E 心って ゐ ない 0 然し、 —— それ だからと 

て、 此の 私と！： じ やうに、 1" いところ で 生れ、 1" いとこ 

ろで 竹った 詩が、 此の 透 魂の 奥底よ リ逃リ 出た 詩が、 無 

料で 罝 はれた もの だと は 思 ふこと が出來 ない ので ある。 

然し、 私が 欺され て， 安物 を 高く E 只 はせられ たにしても、 

命が 私の 一 痈に高 慣な報 訓を與 へ る 事 を 拒んだ にし 

て も、 それ はどうで もい 》 ので ある。 これらの 詩の 價値 

など はお：： 十 私の ii: ふところ ではない。 

私はた i-^：：分が誰の道も路まず、 C 分 C! 身の 道 を路ん 

だ 事に —— これが； 4 の 詩 雄が 今の 詩壇に 不思議な スト レ 

ンジァ の やうに 见 える であらう が 11 その 唯 1 の 慰 

め を 兌 出す。 ？ 4 は 私で ある、 外の 誰でもない、；？^ は 私の 悲 

み を 歌った、 私 は 私の 思想 を耿 つた、 それで 私に は澤山 

である。 彼等の 天才が 私に なくと も、 私の 感情 は 彼 ，に 


は 歌へ はしない。 私 は 私の 地盤 を^つ、 彼等が ェ ン サイ 

ク 口べ ヂァの 数 K を與 へられる のに、 ；； T か 十 行し か與へ 

られ なくと も、 ；；^ は敢て 彼等に a 分を換 へようと は 思 は 

ないひ 

昔、 人の 惡ぃァ ゥグス ッスは 食卓に ついて、 胸 狭き， ヰ 

ルギ リウスと、 限うる める ホラ チ ウスとの 問に すわった 

時、 「私 は 今 嘆息と！^ との にす わ つて ゐる」 と 言った。 

人 は、 この 書を讀 むと き、 まったく 羅 馬の 皇帝と Ei: じ や 

うに 食事 をす る 事が 出來 る。 然し、 ホラ チ ウスの あの 快 

^さ を此 巾から^ ひ 得る 人は羅 馬の 帝よ リも幸 福で 

ある。 それ は 最も 高價な 哄笑で ある。 それ は獨 逸人が 

Galgenhumor と 呼ぶ ところの ものである。 私 は 私が 泣く 

時に 於ても、 よき ユウ モリ ストで ある。 私 は 第一流の 道 

化 者で ある。 私が 「打 たれる 子」 であると いふ 事 は、 旣 

に 他の 人に とって 哄笑に 値する 事で ある。 そして 讀 者が 

<5 'ムレ ヴトの 如く  "  Alas,  poor  Yorick  ！  *、 とい ふとき、 

それ は^ 釆の聲 に 外ならぬ。 


厭世家に も 慰め は ある。 顿世 それき 體が 一 つの 快 で 

ある 場合 も 多い 0 靜 かな 丘の 上に ひと リ 坐して、 十分に 

人 を 憎み 55： る 時 は、 厭世家に 取って いかに 喜ばしい 時 

であらう。 人生の 中から 悲慘た 事 •！：：； を あとからあとから 

とかき 第め て來 て、 かりにも 人生 を 架し いもの だな どと 

云 ふ 者が あれば、 これで も かこれ でも かと 突き 附 けて や 

る 時 は (例へば ギュス タァヴ *フ 口 オベルの やうに) どん 

なに 胸が すくで あらう。 十；： 人の 言 說の 中から、 あらゆる 

1" い 言葉 を、 あらゆる； め定 的な 斷案 を、 あらゆる 人生に 

對 する 厭 忌 を- 人 § ^に對 する 惜惡 を、 運命に 對 する 絕望 

を、 に對 する 呪咀を 漁り 來 つて 之れ を讀 み： つ 感嘆す 

る は、 いかに 深い 滿足 を覺 える であらう。 も 十分に 

厥揪 家の 喜び を^った。 

人生の 悲慘を 嘆ず る 若 は、 つ ひに は、 あらゆる 光明 的 

な 事赏を g- する ようになる。 I もまた さう であった。 

そんなら、 私 は 人生に 光明 的な 1 面の ある 事 を 認めて ゐ 

^ の 秋 


る 力？ あ 、光明 r. さう だ、 ； 4 も 光明 を 認めて ゐ る。 

だが、 その 光叨 は、 n- よ、 あんなに it れて 行く、  H は 沈 

ん でし まふ。 私の 靑春は 何處へ 行った か？ 誰が 私に 私 

の 靑春を 返して くれる か？ 私が どうして 1$ び 子？ ハ にな 

れ よう？ 私が 遊んだ 野原に は、 ^？！った子^が今は遊ん 

で ゐる。 太陽 は 再び E 升る、 だが 人 1^ は W び 失った 啻^ を 

—— 失った 幸福 を 11 失った 光明 を 恢^す る 事 は 出來な 

いの だ。 て 肱吞み 込んだ 林擒を 11 智懿の f:- を W び卟き 

出す 事が 誰に 出來 るか？ すべての 幸福 は、 すべての 光 

明 は kincKsch な ものである。 無智、 無！^ 驗、 子 仉の有 

する 几ての 心的 狀 態の 中に のみ —— あ.,、 幸福 は ある I 

光明 は ある！ 

私 も 曾て は 子供であった。 私の 感情 は 「子^」 を かへ 

せ！ と 不幸な 母親の 呼ぶ ごとく 呼ぶ。 然し 私の 理性 は 架 

しい 少年の 日の 幸福 を斷 乎と して 斥ける。 四 十 年の 後に 

死な、 ければ ならぬ のが 3Si 、實 であるのに、 それ を 知らな 

いで 避んで ゐる十 歳の 子供が 何で あるか？ 十 歩の 光き 
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に 恐ろ し い 深^が 口 を ひらいて ゐ るのに、 それ を 知らな 

いで 進んで 行く』；；： 人の 幸 福 が 何で あるか？ 苦い iK; 赏を 

知った 後に、 甘い 無お にかへ らうと 云 ふの は、 不可能で 

あるよ リも、 より 以上に Hi^ 鹿々々 しい^で ある。 花い く 

野^ を W いて、 卞：^の^^-のさ--ゃく^を、 海に 流れ込んだ 

水 は、 ^のギ 和な 生沾を 出で て 嘆く こと は あらう、 が、 

もとの，：： 水に かへ る亊は 不可能で あるよ リも、 より 以上に 

好ましくない 事に E わ ふで あらう、 そして 永劫の 海の 中に、 

い かに も 海の 波ら しく、 いさぎよく 碎け 故ら うと 思 ふで 

あらう 0 

.敝 ^主教よ、 あ X、 それ は どんなに 廿ぃ を 持って ゐ 

るか！ 

私 は アン リイ • フ レ デリック • アミ ェ ル と共に かう 云 ふ 

ベ き で あ る o『^ に 生きて 行く こと はむ づ かしい ことで あ 

る。 お、、 疲れ^てた 我が 心よ』 と。 そして、 その 首 葉 

と共に、 やがて は、 E 十晚 11 1^ の 後に か、 二十 の 後 


1〇 

にか i 私の 生涯 も g ぢられ る 時が 來る であらう。 これ 

が 私の 慰めで ある。 

Eternitv,  b ひ thou  my  refuge 一 

二 

以上 はさま ざまな 時に、 さまざまな 氣 分で、 序文に と 

思って 誓き 出した ものである。 が、 まだ 肝^な 事が 云 は 

れてゐ ない。 それ を 次に 簡？ * に喾き 添へ て^かう。 これ 

は 私の 心の 歴史で ある。 私の 半生 はこの やうに して 過 さ 

れ たので ある。 ^はこの 詩篇 を见 ると き、 さながら n 分 

の 墓 を：：^ る やうな 思 ひがす る。 この 中には 私の C 似 もよ き 

ものが、 卽ち啻 春の 夢が 眠って ゐる、 美しい 美しい 黃金 

の 夢が、 つらい 現 の 荒々 しい 手に 無慘に 引きむ しられ 

扱き 破られた 蝶の M の やうに 脆い 夢が 眠って ゐる。 私 は 

この いとしい^ 命だった 私の を、 夢の 斷.. 片を かき a め 

て、 うれしく また 悲しく 、甘い 1^ と 苦い 笑 ひと を もって、 

この 屮に 葬った のではなかった か？ さう だ、 これは^^^ 


の a- かな 夢想の 墓で ある。 しかし その^ 碑の 而に は， ； 5^ 

の 名前が 彫リ附 けられねば ならぬ。 あ- -、 私が 想の 外 

の 何もので あったらう。 —— これ はまた 私の^ 銘 でも あ 

る。 碑銘と して この 1 册は あま リに 長す ぎる であらう、 

それならば 識者 は その 中から a 分の 好きな 1 句 を 選ぶ こ 

とが 出來 る、 それが 齐 人に 對 する 私の 碑銘になる であら 

う  

これ は 私の 半生の 仝 築で ある。 ^が この 殆んど 十 年 近 

くの 11、 いかに 生きた か、 いかに 苦んだ か、 いかに 迷つ 

たかを この 詩 築 は 示す であらう。 これ は 或る 代々々 の 

ある 風潮 を 示す もので はなく、 然し 一 個の 人 §1 を 示す も 

ので ある。 一 個の 人 §E の內而 生沾の 幾轉變 (私 は 敢て發 

展とは 云 はない) を 示す ものである。 その 人 問 はさして 

^彼 ある 人間で はないで あらう、 けれども 尠くとも 多少 

の 興.^ ある 人 たる こと は確實 である。 よし そ の 人間に 

與 味が なくと も、 その 人間の 經 過し 來 つた 思想の 變化は 

何等かの 1" 示を與 へる に 違 ひない。 

楚 魂の 我 


この 巾に は 一 人の詩人の靑^；^の黎明ょリ^^^に至るま 

での 三つの 時期が 包括せられ てゐ る。 その i.su 期に 於て 

彼 は 美しい ロマン チケル である。 そのお々 しい や はら か 

な 心 を も つて 凡て を ，製 し 凡て を 抱擁 せんとした お？ W 的な 

人道主義 的な 「愛」 の 詩人で ある。 然るに 時 は 彼 を 1" い 

洞穴 へ 速れ て 行く。 そこで この 幼い 感激と 人逍 主義 と は 

忽ち 打 破られて しま ふ。 そこで. I- 驗は 彼に 苦い JSM:; を 示 

したので ある。 處 女の やうな 弱い 心 は、 赤裸々 なる 人生 

の 姿に 而 して、 只管に おそれ 戰く のみで あつたが、 ー輙 

して それ は 烈しい 絡 望の^、 否定の 叫びと なった、 そし 

て 私の 詩 はいつ となく 哲學的 色彩 を帶 びて 來た、 私 はこ 

れを 一一 ヒ リズ ムと名 づける。 これが 第二 期で ある。 然し、 

この 1= ぃ杏定 の 洞穴の 中に 人 §1 はいつ 迄 も 止って ゐる事 

は出來 ない。 彼 はどう かして この 入 生 を おしなければ 

ならない。 その 靑 春の^ にあって、 旣に 十分 紙 世 家で あ 

つた 私、 「失欣 者の 哲ゅ」 をつ くって、 人生に 成功 すれば 

する ほど 惡で 失败 すれば する ほど 善で あると 云 ふやうな 

1 I 


考を 抱いて ゐた 私が， ：w 端な ュ ヒ リス ト になつ たの は 寧 

ろ.：：！ 然の 事で あらう。 が、 一 一 ヒリ ズムを 最も 傲 底 させて 

行った 形式 は、 いかに 强 51 しょうと も、 結局 シ ユイ サイド 

の 外 はない。 然し 私 も 生きなければ ならぬ、 生きる ため 

に は こ の 人生のお！； を 認め、 世界の 罪惡と 人間の 利己心 

と を ilT おしなければ な. りぬ。 マ キア， エリが^ 破し、 ダァ 

ギ ン が 励 かすべ からざる 科 學的极 據を與 へ、 -I ィ チェが 

一 5i? した かの 無 慈 悲な 峻烈な 恐る ベ き 3は现 がまた；；^の 腐 

^とならなければ ならぬ。 それと 共に、 一方で は 一一 イチ 

H 及び ロマ ン •  口 オランの あの 悲^な Amor  fati の 思想 

に 安心立命の 地 を 出さなければ ならぬ。 此 努力に 於て 

此詩 は 終って ゐる。 その 努力 は £i ^して 成功す るで あら 

うか？ 此 ffif に^れた 詩及譯 詩と、 其 後の 作と を 第め て 

刊； ：；； せらるべき 詩^が それ を^げ るで あらう。 然し 其 思 

想が いかに. 化しよう とも、 ^は 依然として 1 個の 小さ 

な ロマン チケル である。 無限の 一の 子で ある" あるが 

まんの-^-生に^足する^の出來なぃ理想家でぁる。 私が 


,1 ヒリ ストと なった の も、 羅竟 私が 餘リ に现想 家で あつ 

たからで はない か。 -11 然し、 詩人の 饒舌 は ふべき こ 

とで ある、 今 は 沈！^ すべき 時で ある。 

曾て；？^の畏敬する友は；^^、を 「1 茶」 と t- んで くれた、 

私の 小學 時代からの 友 は 私 を 「純情の 人」 と んで くれ 

たリ 私 は それに 値する であらう か？ いや、 よし それに 

値しな くと も、 「c 分の やうな もので も、 なほ 何等かの 足 

跡を此 世に 殘 して 置きたい」 と 口ごも リ ながら も、 額 を 

あからめながら も、 私 は 言 はずに は ゐられ ぬ。 幼い 時 か 

らの なつかしい 友 は 此時私 を汲勵 して 言って くれる T 心 

から 出た もの は、 それだけで 尊い、 それだけで 存在の 値 

が ある」 と。 この 言葉に 甘えて、 I は 安んじて， この 不 

幸な 私の 愛兒 を、 この かくし 子 を、 世の中へ 送り出さつ 

と 思 ふ Q 

1 九 一七 年 十お 十 If 日  ♦ 


M 魂の 秋 (I 九 二 年— I 九 1 三年) 


IJG ベ  お..？ ひ 

いと 古き 調に、 いと. K: き 想 をのせ てノ 

我れ はと こしへ の獎 きを あげん。 


断 篇 


あはれ わが 胸 こそ 

あめつちの あやしき 鏡、 

悲しく も、 嬉しく も、 うつる が 儘に 

くも りて はま た 照れ ど、 

よろこび は 消え やすく 

かなしみ はなが くと どまる。 

くだく るまで は 眠りが たきに 

絕 えず 人の 世の 影 をう つして、 

S 魂の 秋 


とこし へ に 止む： M も あらぬ 

なげき をぞ する 0 

あはれ 人の 心 こそ、 

とこし へ に滿 つるな き 海な り けれ。 

よろこび にあれば、 よろこびに 飽き、 

かなしみ にあれば、 よろこび を 求む。 

されば、 すぎ 去りし 日のお も ひで に 

いと ふ ベ き 今 もな つかしむ ベ き 0 

その 1 • 

ちき さめ 

秋雨の ふるに まかせて 

木の葉 いろづく、 

おとろ へし 光の 息に 

12^ はし をる る。 

1 三 


ああ 秋の しづけ さ。 

いま ぞ すべて は 息づ くなる。 

木々 に^り そよ ぐ 西風、 

^^：はしる雲、 

地の 床 を 兌 いづる 木の 雄、 

ひととせ の^めと かれし わが 心 も。 

春の 花 どき、 

すずしき； fij の 夕 も、 

さち 

かく も 幸 ある 悲しみ は 

わが 胸に 來ざ りき。 

惱 める 胸を鑼 めむ とて 

かくは ひそ やかに 來 りけん、 

あめつち  I 

汝、 天地に みつる 平和よ。 

わ がをはりの 年 もまた かく あれ。 

その 二 

胸 ユカく 泥み スる H 力げ 

稲の 簡は に 垂れさが り、 


れらべ  £ とめ 

罪な き》 と や さしき 少女と， 

たは むれし 古里お も ふ。 

まち 」. 

はろ かに も 街 は 息 づき 

荷車の 昔 かすかに て、 

ふる 

足 もとに ひそ；？/ かしらに 颤ふ 

衣 ずれの 昔、 梳 きがての 髮、 

なき 人 も かへ り來 るか。 

かって そこに 我等い こ ひし 

木の 极は 朽ちて、 

彫りつ けし 名 は 消え はてぬ、 ， 

苔む す 幹に、 石のお もてに。 

さはれ など か 消 ゆべ き 

わが 胸に 刻みし なき 人の 面影、 

はた、 靑 {みー にわが 厘 もて 書きし 

美しき 人 をた たへ し 不朽の 歌、 

墓の 下よりか の 人 も 仰がん 

0 の  一 W の しげき ゆ ふ ベ ゆ ふ ベ を。 


かかる 夕 は かなる 道 も かくせ ど 

朝 ご と の わが 寢 床に 我 はた だ 我 を の み 見る。 

ひで リ 

ああ 枕 も 朽ちぬ に、 わが！： 3 は 夏の にあ ひぬ。 

1 人 は 愛 を もて 立 去り たれば 

この 世に 我 を 慰む る もの、 

ああ 秋よ、 眠よ、 

いや はての 安き をば 我 も 求む る。 

夕暮の 断片 

夕暮の ひととき 

小鳥 等 は 木立に とびこみ 

タ. i え は 塔に する る。 

さびしく も 森 を わたり 來る 鏡の 音 は 

やがて わ がをはりの 夕 を わが 友に 告げ、 

あはれ の 胸に 「ル みて ひびかん。 

胸に わく ため息 か あら じか、 
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おとろ へ し憂，の跟に^^ふりかかり、 

山 を 越え、 野 を 流れ、 家々 の ：！^ 根 をつつ みて 

暗 はもて 來ぬ、 祈？ おとね むり を、 

はて 知らぬ 嘆きの なかに。 

秋の 憂愁 

われら この^に 何 を かなす ベ き、 

われらの 愛と まこと を もて。 ノダ リス. 

この 老い つかれたる 世に 

若老と 生れた る こそ 悲し けれ。 

偽りに みちみ てる 世に 

誠 を もちて 生れた る こそ 悲し けれ。 

鐘の音 は 森 をと ほして 

わが 胸に こだます。 

, •[  > 1 五 


無益な り、 

わが 愛に^ かこた へし • 

外 而には 秋： 响ぞ 土を濕 ほす 

ゆたかなる 收換 のために、 

わが 心、 わが 心に は 

人の 淚ぞ 涸れ はてた る。 

湧け よ、 溢れよ、 流れいで よ、 

乾かん とする 胸に そそげ、 

みなぎり たりし 流れ すら、 

いま は 涸れた る 時 なれ ど。 

いな， その 故に、 その 故に こそ。 

子供よ、 汝れ はげに 末の 子な りき、 

母の 淚は その とともに 汝れに すくなし- 

されば ただ 自ら を 泣け。 


1 六 


夜に 寄す る 空想 

その 1 

とこし へ の 妻に と 

天の 汝 におくりし 夜 は、 

あっき 晝の すぐる を 待ちて、 

その かぐろ き 翼 もて 汝れを かくま ふ。 

嘆くな、 嘆くな、 

誰か 汝 のおと ろへ を见 るべき、 

誰 かまた 汝を さげすむ ベ き。 

めが 髮も、 汝が 乾け る 唇 も 心 も、 

夜 は その 淚 もてうる ほすな り。 

汝が失 ひし あまたの 戀人 にか はりて、 

夜 は その 息を汝 にかけ、 やさしく も かき 抱くな りご 

日 ひと 日 を 無 (Jl にもと めしもの を 夜 は 

いと ひそかに、 汝が 胸の なかに おくな り、， 


渴 望の：：：！ もて、 光に あへ ぐ 草の葉 を 

閱は しづかに うる ほすな り。 

なさけ 

ねがへ、 夜の ふかき 情に、 

よれよ、 ただ、 夜の や はら かき 腕に、 

,  さなつ J 

足らぬ もの ある 稚兒の ごとくに。 

さらば うすもの もて 汝の惱 み をつ つみ、 

夜 は 母の ごとく 凝- 1 せん、 

ち  ぁふ 

千た び たび。 

その 二 

晝 のっかれの 癒えぬ 間に、 

あはれ みじかき 夜 はわれ をす て 去る、 

長き ものう さ を また 與へ むと。 

雪の 上に また 雪の ふりつむ ごとく- 

かくは 悩みの 上に 惱 みぞつ もる。 

いとしの 夜よ、 

など つれな くも われ を緊 つる や、 

たのしき 夢 もむ すび あへ ぬに。 

S 魂の 秋 


ああ、 夜よ， 神の あたへ しわが 戀 人よ、 

われ をして 汝の やさしき 胸のう ちに 

醒 むる 時な く 眠らし めよ。 

その  一二 

夜よ、 來 りて わが 罪 をお ほへ。 

闇 あらば、 世の 人の ごとく 

な ど かまた 罪 を を か さん、 

ただ、 悲し さに、 嬉し さに 祈らん もの を。 

夜よ、 美しき 目 を あまた もてる 少女よ、 

愛の 心に 遠ざかりて、 あだなる 望に つかれ、 

いま 汝が 膝に われ はた ふる、 

夜よ、 汝の膝 を わが 淚の 床と なさし めよ。 

さまよ ふ 鹿の その 妻に かへ る ごとくに 

われ は汝が 愛の 胸に ぞ よる、 

なん ぢ 

夜よ、 汝の膝 を わが {f, & 想の 花 おとせよ。 

いま ぞ、 夢にも 似た る 汝が手 は 降りて 

わが 厭 ふ もの、 わが 憎む もの を 悉く 蔽 ひぬ、 


汝來 ると き， わが 愛 はめ ざむ。 

さらば 夜よ、 うる はしき マリアの 心よ、 

わがお もき SJ^i をき よめよ かし。 

その 四 夕つつ に 寄す 

世に すてられし 我れ なる に 

夜ごと わが 窓 ゆな にち かくお とづる る 

汝れ にさ さげん わが 欲 を。 

しばし はか たれ、 汝夕 ぐれの 星、 

& われ をば あはれ と兑 るか、 

はた、 めめしと て 卑しむ か、 

われ を I 人 この 世に 殘 せし 戀 人の ごとくに、 

はた われ を 卑しき ものと なした る 女の ごとくに 

ああ 汝、 わが 求めえ した だ 一 人の 女の 友よ、 

汝 かかる 淚の量 をば 3^ しか、 

また 兑 しか、 わが ごと かく も 悲しめる もの を、. 

さらば われ たづね 逢 ひもて.、 

泣き あかさ なんこの 夜 を。 


5 まし 

ああ &、 わが 淚 にも 似た ろ 子よ、 

来れ、 ものいへ、 わが 終りの 願 ひのう へに、 

汝が くらき 獎 きの {.^- より くだりて 

やがて わが さびしき 墓を訪 ふこと ほどに。 

その 五 

夜よ、 我 を この 世よりか くせよ、 

晴ょ、 我に この 世 を かくせよ。 

あはれ の 我 をば かくま ふべき 

山中 の 修道院 も ここに あら ね ば 、 

や さしき 愛 の 腕 も 2:^ 出 で ざれば 、 

よし 鼯 の 手な りと も 我 は汝が 手に よる。 

夜よ、 汝靑 やかなる やさしき 魔 ものよ、 

汝は 5 ちょす る 波の 破片より 生る るか、 

など わが ま はりに 底知れぬ 大海 を もち 来る ぞ、 

汝は戀 人の いつはり の 涙より 出づ るか、 

など わが nw にかの 美しき 妖女の 面影 を途 るぞ、 

11 され ど それ こそ は 今や わが 友な り。 


甕の つとめ は 我 を 卑しう す、  1 

その 汚れに まみれし 不信の 子 を 

きょき もて 汝は洗 ふ" 

され は、 たと へ しづかなる 面 紗 のうしろ に 

殘 忍なる 運命の 目 は 光れり とも、  一 

我 は汝の 胸に もたれて 泣かん、  一 

我 は汝の 末の 子と して、  j 

その 暗き マ ン テル もて 蔽 はるる 甘やかし 兒 とならむ 01 

ああ 夜陰よ、 汝の 慈悲に かくれて  一 

人の子 は あらゆる 罪 を 犯せ ど、  一 

お， C づ  I 

にくむ ことなく 訪れ 來て  j 

あはれ， 甘き 眠を汝 はもたら す。 

—— されば我をして3^ょと汝をょばしめょ。  一 

不運 兒の 月の 歌 .  j 

1  一 

け^れる 海ぞ  一 


わが 眼の まへ に は ひろ ごれ る" 

森、 丘、 塔 を 

盛りて かをる ^ こそ 

わが 股の まへ に はお かれた る。 

すてられし 女の ごとく 

月よ、 御 {4 にわび なせ そ。 

うらむ もった なし、 憤る もお ろかし 0 

あらゆる 苦惱に 融け ゆく 隨 もて、 

ただ、 かなしめる ものの 胸 を や はらげ よかし。 

昨日 見き、 また 明日 も 見ん。 

よろこび もて、 かなしみ もて、 

など 不運 兒の 一 人の！^？逸でざるべき。 

されば、 若く して 世 を 去りし 詩人の 

まごころに むくいむ の 意 あらば、 

わが 墓のう へに も 照らす ベ し 、 

うせに しうる はし き 心 を か ざ る と 

花 もちて お とづ るる 戀 人の ごとく。 


二 

不幸なる 人の子の 母、 

聖 の隨 よ。 

かく もや はら かく われ 等 をつつ みて 

はげしき 世の ゆ ひよりか くま ひた まふ。 

うる はしき 母の 子なら ば 

誰か はけ がれに 染まるべき。 

^めと は、 まれよ と は、 

いつの 日に 誰か をし へし。 

人 を； £ みし われ こそ は^けれ。 

その 彩 は 泉に 碎 くれ ども、 

なほ、 悲しみ もて 地上の すべて を 愛づる 

いと もやさし き © の 手に、 

ふかき 傷 手 は あやされたり。 

マドンナ はた だ ひとりの み、 

いな、 人 ごとに ただ ひとりの み。 

いま ぞ、 たかぶりの 心は棻 てて 


15^ 兒の ごと、 

その 膝に、 顔 を うづめ てよ よと 泣か まし。 

不運 兒の なげき 

森の 木 は、 「ち ふる ひ、 

枝 は 小屋の 尾根 をた たく。 

かをり も 苦き 盃に むかひて あれば、 

夕の 鐘な りと どろけ り。 

とせ  « 

ああ、 いく 年の さすら ひよ 

汝、 何 を か 我に あたへ し。 

世の いとぶべく、 人の 惡 むべき を、 

今 こそ は 知り つれ。 

求む ると ころみ な Mi しく、 

すべての 自負 はく だけたり。 

世の 聖 きもの、 うつくし きもの、 


まほろし は 我に 死したり 0 

螢 ひとつ く 飛びて、 

星の ひかりに まぎれ 去れり。 

ああ かく も、 など ひとり 飛び去り つる、」 

いと も 悲しき 女よ、 君よ。 

熱く 愁 ひて、 すくなく. 言 じ、 

絕 えず 盃 にお ぼる る 我 を、 

鞭ち て. 力 づけて、 

ら な ぢ 

荒き：！ i 路に みちびきし 君、 」 そ は， 

とこし へ に 我に あるべ かりし に。 

わが； i は 垂れ、 わが 手 はふる ふ。 

ああ 誰かな ほ 我 を い つ くしむ、 

この あさましき もの を。 


をす て 一」、 

友と わかれて、 

苦しみ を たどりて、 

何處 まで 行くべき か、 我， 


力 望みい つかな ふべ き、 

痛みの み 日々 に まされ ど、 

あはれ なる 子よ、 

來ょ、 わが 膝に とよぶ 人 もな し 0 

う る は しき 戀人 は 失せ、 

花と 見し 世 は 幻な りき。 

やぶれた る 胸の 鏡に 

なにものか またう つるべ き。 


罪人の さまよ ひの 歌 


i1 の^ 


狂へ ども なぐさめな く、 

迷へ ども 道 しるべな し、 


二 


眠れ ども 人 を ゆめみず、 

^は. とも 酒も兑 出で ず。 

^もな き 迫 を たづね て 

夢の g もとめ むくべ き 

わが これ ぞ わが 罪、 

i だきつ は か。 

人す まぬ 異鄉の (発の 

森 かげに 倒れ伏す とき、 

すてし 2、 わかれし 友の 

いかばかり 戀 しかるべき。 

罪 入の 詩 

淸き 世界に ただ 一 人、 

つみ U と  . , ノ  JJ  -ぐ, ノ/ *  0 

罪人と して 生れ 出で し 力。 


ニニ 

はた、 荒き 森の 露屮に 

ここに 泣けよ とて. 取 残されし か。 


運命の 手に 虐 けられて 

歸る 家な き 迷 兒ぞ、 我 わ 

m 々の 苦役に ー装 へて 

の 命に 思 ひわ づ らふ。 

いとけ なき 日の すぎ 去り てより 

1 日 も 我れ に樂 しき 日 はな かりき 』 

S さな ご  、 » 

すぐな りし 幼兒 も、 、ま 

あらゆる 犯 i 非に 黑く ゆがめり。 

なやみ 疲れし わが 面 をば、 

あはれ 唾して ながめさる 幸福の 子よ、 

乞 貧 すら 我れ を わら へ り、 

死せ るが 如く 蒼 ざめ し 生ける 『不幸』 を。 


あはれ 罪と は 我が 名なる べき、 ， 

晴き 世界の 牢獄に 鎖を曳 きて、 

身 を 終 ふるまで 逃る る を 得ず。 

ああ 誰か 我れ をば いっくし むべき、」 

^  a  "と は 

我 力 身 すらな ほ 厭ひ果 つる を" 

閉；^ よ、 閉ぢょ 

ああ わが 目よ、 

*r つ は 

わが 戰 ひの 具よ、 

いと もろき もの、 世の 人の 前に 伏し、」 

あらゆる 誘 ひ に抗ひ ST す、 

天 もえ 仰が で 塵に かくる る。 

戀 人の mi にえむ か はず、 

ただめ めし う も 淚をぞ  一 J ぼす。 

この 目に むかう とき、 

？ 一お 魂の 秋 


女 はつねに あざけり をた たへ、 ■ 

友の 目 もしば しズ くもる。 

され ど ああ わが 目よ、 

汝 はいと よく 耐 へしの びき、 

二十 年 を、 汝は 世の 不正 を见 たり。 

あらゆる けがれ は汝を 苦しめ、 

せめく な 

あらゆる 責苦 は汝が 輝き を 靡 へ り。 

もとむ る ものの 1 つ を も 見し ことなくて、 一 

わが 心の 錢は くもれり。 

ホォ マァの 口 に、 うる はしき もの まう つる？， 

閉ぢ よ、 閉ぢ よ、 

汝が うちに こそ 淸ら かさと 喜び は あれ。 

絕 望 

雨に 濡れん と 出で 行けり、 

望 も 失せて 暗き 巷に 出で 行けり。 

二三 


傘 もな く？ もな し。 

我 は^子 を はら ひすて て、 

長く のびたる 髮 を：.！ に ゆだねむ、 

}^ は 牛ば. 死せ る^に も溫 かかる ベ し。 

否む しろ 願く ば この 衣服 を も， つち はら ひ、 

我 はこの 泥潭の 屮に橫 はらむ。 

S け、 1:2： け、 ^かき：， 1 よ、 わが 胸 を H け かし、 

^Inl き 顔 を 打 つのみ にて は 足ら はず。 

ぁぁ|^«の¥^」そは我がー^は都の泥淳の中に見出さる 

るべ けれ。 

われ は 他人の 笑 ひに よりて 傷 けらる、 

され ど 雨 はいかに 我 を 似し く 打つ かな。 

はけ、 s け、 意地 惡く 世の 人の 笑 ひの ごとく 我 を 傷け 

かし 

我 はかく て^も なく、 衣 もまと はず、 ^の 泥に うづ も 

れて 

世の 人の 踏む に まかすべし。 


ふるさとの 友に S ル) 

友よ、 汝は 知らん いかに 多くの ものの 我に 失 はれし 

か を、 

また 知らん、 ただ 汝 のみと こしへ に 我が 手に 殘る を" 

^は 朝 の 子、 我はタ 紅の 子、 

され ど 我等 はおな じ搖 藍に 宵ち き、 

されば また おな じ墓邊 に 眠る ベ きな れ。 

げに汝 は、 この 古里 を 追 はれて 旅に 泣く 子 を、 - 

ただ 一 人悲 みの 中に 見す つる こと をせ ざり き。 

汝は けがれし 雲に かこまる る 月に して、 

我 は ひとり 港し く 薄れ ゆく  なり。 

つみびと 

見よ、 世の 人 は 呼ぶ、 汝 ゆゆしき 罪人よ と、 

さらば この 罪 もて 神の 前に 立た むと おも ふ。 

さほ ♦ 

我 は 胸に ひそかなる 罪 を やしな ひ、 裁け ど - 

罪 を 犯さで はかな はぬ ほどの 惱み こそ、 


我 は 信ず、 その I 非の 正しき 償 ひなる を。 

しかもな ほ、 見よ、 世に は 正しき が 常に 罪と なる を。 

我等 a しかるべし、 弱 かるべし、 

され どた だ淸 く、 うつくし かるべし、 

よし その ゆ ゑに 罪せら るると も。 

我に あやしむ、 いか なれば 此の 狭き 日本の 

か くもお び た だしき 偽り を容れ 得る か を。 

ああた だ 狂 はん、 友よ、 我に はな ほこの 自由 あり。 

さ；^ 

鞭て よ、 罪せよ、 裁け、 

され どこの 心 をば 誰れ か簿 はん。 

ふたつの 胸 はな ほ 他の 一 人 を容れ 得べ く、 

四 つの 手 はな ほ 罪 を わくる に堪 ふ。 

友よ、 安 かれ、 我等な ほ 愛と まこと を 持つ。 

醉 人の 詩 

その 1 

S 魂の 秋 


前 の 世紀 の 詩人 等 は 幽愁 の あまきに ふけりき。 

いまの 我等 をに がき 熱愁は 襲へ り。 

針 さかばえ し 針鼠の ごとく 砂上に まろびつつ、 

ひる. 4 る  かて 

ただ わが 淚 のみ 晝夜 そそぎて わが 糧 なりき、 

され ど わが 涙の つ ひに 酒と ならざる を かなしむ。 

酒の みぞ この 罪人の 天國 なれ。 

かく ぞ我は 神 を 嘲り、 神 を 憎み、 神 を 呪 ひき、 

この 我 を擊っ だけの 慈悲なん ぢ にあり やと。 

見よ、 地上に あ ふるる ものた たか ひに、 

侮 は あせて、 日の 光 さへ 薄らぎ ゆく を。 

千た びに 一 たび を かかる 世に 生れて、 

この 詩 を 作る も 喜劇の み。 

我れ 病めり.. 我 を み、 我が 惡む 者の 嘲りの 如し、 

す こや 

され ど 誰か もつ とも 健 かなる も のぞ。 

その 二 

我れ は あらゆる 愛に 燃えき。 

二 五 • 


神 をた たへ、 人の 心 をた ふとし とし、 

人生の いひ 知れず めでたき を S ^へり。 

かく も かりし を さな 兄 をして、 

にくむべき 醉 人と なせし は 誰れ ぞ。 

我れ 愛せし かど、 世 は 我れ を 嘲りき、 

罪な き 我れ を捉 へて ぬすと と； K ひき。 

つ ひに 我れ は 卵 人と して 生く るに 至れり。 

若く して、 一人の 愛でい つくしむ 人 もな く？ 

一 口の やす かりし 日 も あらで 老いぬ。 

今ぞ 我れ す ベ て の 喜劇 を わら ふに 堪 へたり。 

され ど、 老いても 若き をね が ひ、 

失 はれた るふる さと を 求む る こそ、 

罪 ふか き^^^ の ふか き 罰な る ベ き。 

、) そ の 三 

愁 多くして^ すくなし とい へど も、 . 

酒 を かたむ くれば 愁 来らず。 


我がお も ひ 人す でに かく も 歌へ り、 

まこ う 

されば ただ 醉 ひて 滿 腔の 不平 を 吐かん、 

歌 はんため にも 時す でに 遲し。 

時す でに 遲し、 歌の こころ も 知らず して、 

たくみに 彈 ずる 樂師 あり、 

感ぜず して 歌 ふたくみ なる 詩人 あり。 

默 して 酒を飮 むば かりいた ましき はなし、 

され どもの 云 はんに も 時す でに 通し。 

時す でに 蓮し、 若くして我れは^^^ぃたり。 

才 なく、 智 なく、 富な く、 幸運な し、 

ただ 恥の み 我れ に殘 されたり、 

神よ" いざ 擊ち たまへ、 この 不信者 を。 

ゲ ェ テの 言葉 を 

母が 推し ゆく^ 母 車の なかに、 


ましろき 稚兒ぞ 安らかに 眠れる" 

三 あしに 一 たびの くちづけ を も、 

汝れは 嬉しと 思 はぬ か、 やよ 稚兒 よ。 

：^賺 を はなれて 生れ たれ ども、 

汝れ は談ら む、 美しき ゲェテ の 言葉 を。 

島國 になき 愛と 力に 充てる 人の、 

ブ 口 ンドに H はかが やけり。 

われ もし 汝れの 父なら ば、 • 

汝れの ごと 樂 しかるべき。 

若き 農家の 妻に 

きがあた へし 秋の 果物、 . 

いま 一 たび 味 ふ を 得ば！ 

S  び せ 5 

汝が つねに 我に おくりし 微笑 を 

いま 一 たび n に 吸 ひ 取る を 得ば！ 

汝が つよき 腕に 抱かれ、 

E 魂の 秋 


汝が柔 かなる 身 を 抱く を？ おば！ 

汝が 焚きし 飯 を 食 ふ を ST は、 

鋤と りて そ の 米 も つ くら ん。 

汝が 織りし 衣 を 蕾く る を 得ば 、 

綿つ くる 畑に 肥 もに な はん。 

つま 

さはれ 素朴なる 汝が夫 を a て、 

疑 ひぶ かき 身の 顧ら れて 悲し かりき" 


かって 田 旁に おく を 惜しと 思 ひき、 

され ど、 けがれた る 都に 逋れ來 て、 

よき 衣つ けて 飾りた る 人妻と せば、 

その 悔は 今日に まさりし ならん。 

&が 幸福 を 1= はず、 汝が 面影 を 傷け ざり しょ 

我に 騰な きを 知り、 また 些かの 智 ある を 見たり 

さらば 幸 あれ、 女よ、 村人に たた へられ、 

つま ともしらが： ， ) 

汝が 夫と 友白髮 せよ。  - 

我れ不1^- な る絕望 の 日に ありて、 

二 七 


り 


うる はしき j 時に いささか 慰み、 

い と si. 純なる 幸福 を汝に 祈る。 

なき 妹に 

妹よ。 

妹と 汝れを 呼ぶ こそうれ しけれ。 

妹よ、 我れ に ひとりの 妹よ、 

おのが 嘆きの しげく して、 

汝れ をいた むこと さへ 忘れた る、 

さち 

つれな き、 さはれ 幸う すき 兄 を ゆるせよ。 

六 歳に して 海の あなたに 汝れは 失せに き。 

汝が な きが ら を燒き に し 草原 に 

はや 五た び を花ハ きけん。 

若し、 水^ 場に 近き かしこに 家の たちな ば、， 

汝れ によく 似し 子の 手毬 もちて 戲 るるらん、」 


か つ てハ. t.^ 山の 1 に 汝が樂 しげに 遊びし ごとくに。 

二 

うる はしき 少女と なれば 

淸ら なる 戀に なやみ、 

母と なりて は、 人々 にたた へられ けん。 

つれな き 兄の 妹とう まれ 

さち 

世の 幸 を 知ら ざり しか ど、 

またけ がれに も 染ませ じと、 

神 は その 手に か へ した まひき。 

我が 一 家の 美 點 のす ベて を 持ちて、 

いと 賢 かりし 汝れ こそ は 失せ つれ。 

いまな ほ惡 しき かたのみ 擔 ひて、 

世路 にいた み、 愁 ひっつ ある 兄 を あはれ め。 

ミ 

町の 老いた る 長 表の さかんなる 扉 ひ ありし 夜、 

我れ はおとろ へ し 母と ともに 

汝が 骨 を ふるさとの 墓場に うづ めき • 


その 夜 月 あかく、 海の ひびき 高 かりき、 

我等の _ ^は 露に 濡れ、 

我が 持つ 鍬 はふる へたり き。 

され ど 母の 淚に 我れ もまた ともな ひし か。 

妹よ- ゆるせよ" 

我れ はつれな き 女を戀 ひて  . 

汝が あはれ さ へ も覺ぇ ざり しなり。 

ふさ 

げに、 人の 世の 樂し みは 我れ に 適 はず、 

妹よ、 我れ は ただただ、 汝れ のみ をいた みて あらん。 

四 

歩く につれ て 從ひ來 るかと 見えし 塔 影 を 

う 1>ろ  , 

やがて 後に 見出せし ごとく、 

秋風に ゆく りなく もまた 泣かれぬ る。 

&が 面影 をう ち 見れば、 

神の むすめに 似た るかな。 

あ れ、 ，ゥる はし さは 息の ごとし、 

汝が命 こそ 神の 息な りし か。 

S 魂の 秋 


愛 はけ がれし 心に 止まる をね が はず、 

さ こそ 汝れは 我が 手に 止まる を 得 ざり き。 

され ど 妹よ。 

いかに やさしき 戀人 も、 を はりの 床に 

汝 がごと いとせ ちに 我が 名 をば 呼ばざる ベ し 。 

五 

妹よ。 

秋 は 木の 紫に うづ もれて、 

冬 はつめ たき 雪のう ちに、 

なに を 思うて 眠る らん。 

入に 知られで、 けがされで、 

うる はしく 生き、 うる はしく 死にし 汝れ こそ 

永遠の 神の むすめ ぞ 11 

され ど、 ああ、 など かく も 早く 我れ に 失せし や。 

罪人の 罪 を 見 じと や。 

さらば 大穴との 高く とも、 あまりに 我れ の 罪な 見 そ- 

妹よ、 妹よ"、 汝 が淸ら けき 心より 

二 九 


天堂 へ みちびく 人 も 持たぬ 身 を 

あはれ と はば、 せめて あの世に 導け よ。 

孤 獨の賛 

ひとり 生れき、 ひとり 死なん、 

我れ.^. 愛せば 我れ を 顧るな かれ。 

雲 行かず ば 我が身 は 船と ならん、 

世人去らずば我れは^^5-を捨て ん のみ。 

ああ 孤 獨 よ、 世に 我が 兑 出で たる は 唯だ汝 のみ、」 

祌 ひとりなる を惯 みたま はば、 

我は汝 とともに 居らん。 

さらば 孤 鋭よ、 影の ごとく 我れ を 守れ。 

ゆめみる cll は 群れて かけらず、 

月 はみ f& にた だ ひとり、 悲しみ さすら ふ。 

見よ、 卑 しきものに 滿 つる 世 を、 


一二 〇 

聞け、 かの いま はしき 女 等の 笑 ひ を。 

ああ 孤獨 よ、 汝は惯 むべき 世 を 防ぐべき 

我が 城な り、 我が 櫓な り。 

ただ 去らん 

人々^ にして い たく 我れ を 罵れり、 

あだ かも かの 詩人 ダ ビ デ に な せし 如く。 

その 時 我れ は 自らに 云へ り、 ただ 去らん と。 

愛する 女の 家の 前 を 我れ は 幾. 度 かさまよ へ り、 

その 時 哀れなる ェ ルテルの 云へ るが 如く、 

我れ は 一 つの 嘆息 もて 云へ り、 ただ 去らん と。 

ただ 去らん！ ただ、 暗き 此の世 を、 

くち 

かく 云 ふ 時、 甘き 絶望 は 我が 脣 にあり。 

我 は 永遠に 去るべき 人、 ただ 去らん、 去りて か へら じ。 


シ ン ブル 入 アト 

(！ 九 


一 E, 


九 一 四 年) 


おろかしと 人 わらう と も- 

も だしつつ  ほろびな ばよ  し  „ 


不幸なる 人の子の ため 

とこし へ になげ ける 人 こそ 

ただ われに なぐさめ を與 ふれ、 

ただ わが なぐさめ を受 くべ けれ。 

くるしみ はわ かち わか たれ 

つらき 旅路 を 手 をと り 行かん。 

ひとり 忍ぶ をよ しと は 知れ ど、 

くるし き 時 にもら す 言 薬 を 

卑しめよ と は、 聞 かざりし を * 


すこやかなる を 誇る もの は 

みなこれ 獸の ともがら のみ 

あはれ 不幸なる は なんらの 幸福 ぞゃ、 

祌 はかなし める ものに 來 ませば なり。 

人の 世に、 夢 もな きね むり はな かれ、 . 

ただ その 夢 はうる はしかれ。 

惱 める 人に 

苦痛 ほど 友 を 求めて ありく はなし、 

ま た よき 友 を 得る もの はなし。 

一 一十と せ を われ ゎづら ひに 生きて、 

あだか も 地獄 をめ ぐれる おも ひす。 

かて 

われ は糧 をく らふ ごとくに 灰 を くら ひ- 

わが 飮 みものに は淚を まじ へ たり。 


われ IP- ふに 倦みたり と ェ ホバ のた まふ。 

げに、 人 をお のれに 似せて つくりし 神 は、 

人の ごとき 弱き ところ を 持ちた まふらん。 

友よ、 ことごとに 祌を ゎづら はさむ より、 

く  るし みは くるしみに 換へ， 

なやみ はなやみ とわ かたなむ。 

草 刈の 子が 足に ふまれて， 

折れ、 まがりても 咲け る なでしこ， 

われ、，： また かく こ そ あら め。 

5.^  to すがた 

美しき 後 姿の ふり かへ りて 醜 かりけ る 

人の 世の あはれ を 知らば、 —— ああ 入よ、 

涙と こそ は 融け 介 はめ、 愛の 小川に。 

病める 詩人の なぐさめに . 

問く、  ^；；の^-范しと。 ああ、 ォを 忌む もの ひと 


り 人間に とどまらざる か。 我れ 君と ともに む 

ことなし といへ ど、 またお なじく 人生の！^ みに 

傷け る もの。 つたなき 1 篇の 詩、 もって 一!;; にこ 

の 情 を 致さむ とす。 

慰められつ、 慰めつ、 

人の 世 は 御 {1^ に 通 ふ。 

枯木に は 小鳥 ぞ ならぶ、 

荒き 世に、 飛ぶ も 憩 ふ も、 

離れ ざら まし、 とこし へに。 

世に すてられて 世 をす てぬ とも、 

森のお とろへ を 友と なして、 

刈 田の さびし さ を 慰めと せん。 

取る 手 は 互に つ めた けれど、 

來れ、 ふかき 愁に さまよ はん。 

さち 

君が なげき はわが 幸な り、 

君 も よろこべ、 わが 惱み を" 

おのれに 等しく 悲しめる 人 を 


見出 づる喜 び は、 

世に 不幸なる ものの みぞ 知る。  . 

見よ 野邊 を、 われらが いためる 胸に も 似て、 

荒れ 架て て、 li も あらね ど、 

なほ 來る ベ き 日の 望 は ひ そむ。 

惱む とも 望を捨 つるな、 

よろこび は 君が 胸に 波打ち 人らん • 

人の 世に 上 なき 藥水 の 淚は 涸れず、 

花， 咲く 春 は 慰め を ぞ裔ら す。  < 

； 卞；！ 記。 詩人 W 波 御白 はつひに 逝きぬ、 され ど そ 

の 遺稿 は 幸福なる 諸 詩人 を恥ぢ しむる ベ し。 

あはれ なる 基督の 弟子の 歌 

い とたかき 人と なら まし、 

うつくしき 人と なら まし、 

のちの 世に 慕 はるる 人と なら まし、 

盟^の 教 


人に よき こと をな さまし、 

世の ために 血 も 流さ まし、 

くるしみ をお のれ 1 人に とりてお かまし。 

わかき 戀人 等に あた ふ 

不幸なる 人の子の ため、 

戀ょ、 とこし へに とどまれ かし、 

なやみに 充ち たる 生涯に ただ 

これの みぞ まことの 慰め なれ。 

されば 汝等 ただ まこと もて 愛し、 

力 を あはせ て 人の 世の 險 しき 道に のぼれよ。 

しからず ば、 愛 を 云 ふこと なかれ、 

愛の 名に よりて 罪 を 犯すな かれ。 

, 不信者の 聖歌 

一二 三 


いと I おきや はら かき 心 は、 

ただしば し、 祌を たた へ き。 

うつくしき サ： はや ぶれて、 

ニヒリスト のおき 微笑 ぞ 今の こり たれ、」 

父 紐の 時よりの この 不信者に。 

神な くばな どか あるべ き、 

わが も、 わがくる しみ も。 

このな やみ こそ 神の たまもの、 

とこし へに 抱きて あらむ。 

めぐみの 光 はわれ をつつ み、 

いとしの 風 はわが 身 を撫づ る。 

かかる よき 日に、 

いかで わが 家に とどまらむ。 

ああ 祌ょ、 君に えうな きお それ もて、， 

など か こ の 世に とどまらむ。 

11 


さち 

神 はわれ 等 を 幸 は ひた まふ、 

い と 高き 人 の み を 幸 は ひ た ま ふ。 

そ は 重き 惱 みとして 來れど 

おも ひでの 世に うる はしき 影と なる ベ し、 

ころろ よく 受け、 よろこび 保て、 

こごし き 山々 を ふり か へ る 日 は 

花咲く 野 邊に汝 等い こはん。 

神 はわれ 等 を 幸 は ひた まふ、 

いと 高き 人の み を 幸 は ひた まふ。 

祌の 息の 身に かかる とき、 

さち ， 

そこに 惱 みあり、 いと 幸なる。 

惱み わが 胸に しのべば、 

祈り はわが 口より 出づ る。 

四 

わが 胸 はよ わく、 神の 息の 身に かかる も 

これ を 吸 ふこと あた はず、 


わが 手 は あまりに よわく、 神の この E 物 も 

ささ 

もち 支 ふること あた はず。 

五 

いかに 惡魔 わが 頭 に 巢 くう も、 

神の 息 は 胸に ぞ かかる。 

六 

友よ、 世の あらき をお もへ、 

さらば 神の 寶 むべき を さとらん。 

塵に ひとしき 財 をぁづ くる だに、 . 

人 は 安固なる 金庫 を もとむ、 

まして 貴き Ih の 命 を 安んじ て ぁづ く ベ き 

祌を など もとめ ざらん や。 

セ 

神な くば、 など か あるべき、 わが 罪の。 

天に えうな き 恐れ もて 

など かと どまる 人の 世に、 

汝れ なぐさむ る もの あり や。 

E 魂の 秋 


其 h 督の敎 へ あらず ば、 

わが 生涯 も あら ざり しならん、 

されば 主よ、 一 重の 螭を 隔てて 吹きす さぶ 

浮世の 嵐より われ を 守り ませ。 

九 

くらき 影の 身に ま つ はる は 

神の ひかりの あれば なり、 

神な くば わが 罪 もな し、 

罪に おそれず、 神に 行か まし。 

十 

はげしき 惱み にさい なまれて 

くらき 小路 を さまよ ひし 時、 

聖 なる 歌は會 堂の 窓より 洩れぬ、 

さまよ へ る ものよ 立ち か へりて 

天つ ふるさとの 父 を兑ょ やと。 

あはれ 世に かくれ 家 もな き 

三 五 


我れ にな ほふる さ と はありき、 

いかで 我れ 歸ら ざるべき、 父の 御 もとに。 

惱 みの 讃歌 

其 一 

樂 みの 與 へぬ もの を 

苦み ぞ絕 えず 與 ふる 

よろこび は、 ぬり 多き 奶：^ にして 

偶み こそ 操 ：4:： しき 夫人 なれ。 

幸 ひ は 解きに 解け ども 

不幸 こそ、 そ をば 織る なれ。 

來れ、 靑 {II き 女よ、 

その 手 は 冷たし、 され ど 我れ を聖 うす。 

其 二 

我 か 不幸よ、 我れ を 拾つ るな、 


我が 苦惱 よ、 我れ を捨 つるな、 

人知れぬ 德、 

人知れぬ 惱み、 

人知れぬ 思想 こそ、 

我が 心よ、 汝に奥 知れぬ 神祕を あたへ、 

おもて 

我が 面よ、 汝 にた ふとき 美をぞ あた ふる。 

其 三 

惱 みぞ 先づ 我れ を 愛す、 

されば 我れ を 何もの か鸾 ふべき。 

惡 魔よ、 去れ、 

我が 心 は ただこれ 德の巢 として 造られた り- 

たと ひそが 今 汚れし 手 もて 亂 さるる とも。 

惱 みぞ 先づ 我れ を 愛す、 

されば 我れ を 何もの か 慰むべき。 

現世よ、 去れ、 


我が 胸 はた だ 天上の 灝氣 のために 造られたり， 

たと ひそが 今 地の 風 を 吸 へ りと も。 

罪人の 群れより 

11 詩人 竹友蔬 風に —— 

我 はわが I 似 をし る、 わが 罪 はつねに わが 前に あ 

リ。  (詩篇 第五 十 ニ；0 

かって 我れ なほ子 供な りしと き、 

我が 通に 美しき 子 は あら はれぬ、 

素直なる 顏 付と、 親しき 眼 付と を もて。 

我等 はたの しく 戯れぬ、 

ある は^に もの を畫 きて、 ある は 歌 ひて" 

そはリ ンデ ン の 璽 場に して 

老いた る 巡禮の 連れて 來し 輝かしき 子、 

イエスの 子供に 似たり しが、 

我れは罪に於て^？^まれ、 惱 みに 於て 生れ、 

S 魂の 秋.  , 


_^ しき 心 もて 土 を 掘ろ モ ル モプト なりき。 

我が 心 は 腐れた る 塵より なれり、 

やさしき 愛の 一 言 も 我れ に は 蔑り と 思 はる。 

かくて 戯れの なかばに、 我れ いたく その子 を 打ちぬ、 

我れ は 嘆きつつ、 悔いつつ. 罪の 家へ 歸れ り。 

人よ、 この 子 を むるな、 そ は 自ら 餘 りに 罪せら るれ 

ばな り。 

かかる こと あら じと は 知れ ど 

もし 美しき 愛の 心に、 憎しみ を植 ゑつけ しならん に は、 

我が 罪 は I 一倍に 罰せら るべ きな り。 

尠くとも、 輕 蔑の 跟 はいと 高き 人に ふさ はしからず、 

そ を 求めし ならん に は、 我が は輕战 せらる るの みに 

て は 足らざる なり。 

我れ 悲みを もて 思 ひ 出づ、 

我が 齡の 君に 等し かりし を。 

1 二 七 


され ども、 今 は 等しから じ、 

我れ は 生長す る こと を Enl さ ざれば なり。 

また 生長せ ざり し を 信ぜん とする 程に 我れ は あはれ な 

ろお なり。 

され どかのう る はしき やさしき 子 は 生 ひ 立ちぬ、 . 

しかして 立驛を か な づ るいみ じき 詩人 と はなり ぬ。 

入 を •  肌 ふ 心に たえず 追 はれて、 

我れ は 死の 陰の ハ介 にも 似た る 沼.？ にす わり 

^ffi に つ きぬ 嘆き を こめ て ぞ 吹く。 

我れ は 敗れき、 よし 君 我れ を 敗らず とも • 

され どこれ 我が 罪の 爲め、 我が 喜ばしき 慰め なれ。 

淸き 若者、 少女の 口 は 君が 聖き歌 もて 充 たさる。 

我が 歌 は 牢獄の 夕の 窓を洩 るるの み、 

されば 我れ、 彼等 罪人と 共に、 今 曰 この 歌 を ぞうた ふ。 

(1 九 1 三年、 竹 友 If 風が 欲の 多く 世に もてはや 


一二 八 

されし 時、 彼 を 苦しめし 過去の 罪 を 嘆き、 ひそ 

かに 作りて 俊 底に 藏せ しもの) 

愛 と 慰 め 

淚は戀 のなかう どなり、 

軟 かにな りし 心に 愛 は 沁み 入る • 

幸福の 與 へ し戀は 不幸に.^ らる。 

され ど悲み の 結び し戀は 喜び に 破れ じ。 

ああ、 破船の 後た だ 二人 殘 りし 男と 女との 戀 I 

. ^られ たる 船に &.^ はたの しく 押入る、 

やぶられ たる 胸に 愛 はたの しく 忍び入る。 

1* へた . , 

虐げられて 

あまき 同情の を 見出 づ、 

そ は 二 つの 目な り、 


かがやく 水 を そこに 汲め！ 

汝が心 乾く ときには U 

婚禮の 詩 g 片) 

花嫁の はじめの 言葉、 

あらゆる 愛 の はじめの  一一 一 II： 薬、 

その 中に 永遠の 生命 は 籠る。 

よしきら び やかなる 婚禮の 式 は 擧げぬ も、 

愛の 抱擁 は正敎 會の嚴 しき 式に まされり。 

X 

いと 烈しき 人生の 渦卷の 中に、 

手 を 執りに 進み 入る いと 若き プゥァ • カップ ル の 

苦滿も て 裏書き せられし 幸福 を 

友は淚 もて 喜びて、 貧しき 食卓に 連なる。 

魂の 秋 


されば、 おのが 家の 樂 しき ®i、 

隣へ と f::!: び を 分け、 

また その 隣へ 分け 與へ、 

全き 世 を 地の 上の 樂 とせよ" 

冬枯れし 人々 の 胸に 

, , " 卞 -たリ 

紅き 血 の 滴 を し た たら し 行き、 

たん は ほ  うづ 

その 足跡 を IST 蒲公英 もて 埋めし めよ。 

かくて その 喜び をと こし へ の 世に 

もたらせよ、 おのが 3- に、 おのが に。 

溫 かき 雨に 濕 ほされて 

ひ か ら び し 世 も 穿ぐ み 出る ごと、 

愛の 波紋の ひろがる ままに、  身 

地の 骸 すら 動き 出づ べき 

その 日 こそ、 この 婚禮の Ei^ てし Ml なれ や。 

敗殘 者の ために 

一 11 九 


出版せられ なか つた 詩染 r 破船 者』 の 献本 £1 

すべての".^ める 人の 枕 もとに、 

看. 1 に 45 げられ、 たよる 人な き 手の 中に、 

かたる ベ き 友 もな き 孤獨の 人 に、 

みたされぬ 願 ひのう へ に、 破れた る 愛の まへ に、 

我が 爇術は 捧げられて ある！ (一  九 〇 九 年) 

第 一 

我 は年經 たせ 酒 を 

我が 穴藏 から 出して 來る、 

この 饔宴の 座席に は 

身う ちに 傷 を 受けない 者 は 許さぬ ー 

蠶を そな へた 未来の 人と、 

詩 を 生 _活 して ゐた 過去の 人と が此 處にゐ る， 

に汝 等、 不幸なる 汝等を 待って ゐ る。 

我が 世界に は 人み な淸く 美し かれ！ 

比 II に は、 人み な 歌 ふこと を 知れ！ 


た^ 一  つの 不一 公平 も、 罪惡も 止まろ な ー 

あらたに 搾った 原 林の ffc^ の の 香に 胸 をば 充 たし、 

世 の 深い 海 を 泳ぐ ことが 出來、 

黑喑 々 たる 地下に なほ 喜び を 得て 〔 

天上の 靈氣 を 呼吸す る ことの 出来る 人に は、 

苦痛 は 最も 甘美な 酒で ある。 

我が 詩集 は餘 りに 値 かに 賞め られ るべき だ、 

唯、 汝 等に、 友よ、 汝 等に 讀 まれ 讀 まれむ 察 を 欲する 

憂鬱の 眼 を もて 我 は 世界に 迷 ひ 出た！ 

ふる へ よろめく 足 奴り で 我は汝 等の 胸に 忍び入る！ 

太古の 森で、 慰め 合うた 過去の 人、 

ただよ ふ 光の 中で、 さかまく 潮の ただ 中で 

やがて 逢 ふべき 未來の 人よ、 

た と ひ 今 巷 で すげ なう 行 違 はう と  ， 


どうか 知らぬ 入と はおつ しゃるな！ 

第 一一 

我 は 我が 一 生 を 不幸なる 人々 の爲に 捧げん 事 を 誓 ふ ー 

その 人の 嘆きに 代って 嘆き もし、 

その 人の 恨みに 代って 恨み もし， 

その 人の 憎みに 代って 憎み もし、 

また その 特別 喜ば し い 喜び に 代って 喜び もす る。 

頼る ものな き 人々 の 杖と なる に は 弱く とも、 

なほ、 日 熱ければ 蔭と もなら う、 

雨 ふれば 傘と もなら う、 

夕 暮を草 間にす わる 時、 蟲 ともなって 慰めよう、 

ヒ かどの 

七つの 夢の 高 摟には 若 やぐ 酒を缺 がすまい、 

待て、 朝 ともなれば、 我が 童話の 靑ぃ花 も^か 50 

凡ての 勝利者、 現世の 適者に 我 は 一 つの 正義 も 見ぬ！ 


美 を！^ ぬ！ もとより 詩を兑 る もの か！ 

此の間 違 ひだらけ の 社會で 成功す ると 云 ふの が、 

旣に その 正しくない 何よりの 設據 だ！ 

歷史は 勝利者の もの だ、 

しかし、 藝術 は敗殘 奢の もの だ！ 

敗殘 者の 友 は 誰た 詩人の みだ、 此 外に 何が あら，..！ 

藝 術の 中に、 敗殘者は人知れぬ喜びの杯を擧ぐ！ 

されば今大ぃなる敗殘^|9、 藝術 家なる 基督の ために 

敗殘と 呼ばる る大 いなる 勝利 を 祝せ しめよ ー 

シン^〃  • ハ アトの あとに 

あから 引く うる はしき 少女の 心よ！ 

我れ は汝の 輝き を 愛す。 

汝は 人生の 曙の、 や はら かき 光 を もて 

悲しめる 人の 胸に 沁みん とねが ひき。 


、  四 二 

その 愛の かたちな き？？！^ と 溶く る は、 

き 人の； 1^  くに まかせん。  ， 

ひとす ぢに入 生の 哀れ を 泣きて 

愛 をうた ひしゃ さしき 心よ！ 

ああ、 かく も 我れ はいたく 愛でたり し を、 

ああ、 その 愛 はいかなる^ を かせし？ 

を は 今や その 詩人の 若さ を 殺しぬ、 

その^^.想家の^純を永遠に超ひぬ|  ■ 

《一九 1 ici 


我が 畫廊 より (一九0九年一1九ニーた牛) 

幸 福の ffi は 見る 人の 顔に 輝き、 

不幸の 場面 は 人の 目に くもりて 消 ゆる。 

なに 人 も 樂 しき 色 もて 描かれん と はすれ ど、 

され ど 悲しき 畫面 に 自れを 兌 出で ぬ はなし • 


みまかりし 女の 墓 

丘の 上の ち ひさき 墓に 

い とも かなしき 人ぞ 眠れる。 

とつ 

强 ひられて 嫁ぎ、 病みて 去られ、 

かなしみ のうちに 世 を 去りし ひと、 

うる はしき かたち は あら ざり しか ど 

失する まですな ほなる 心 を もちて、 

入 をう らます、 おのが 身 を かなしみ にき- 

S 魂の^ 


世に も 不幸なる その 戀 人と、 

昔 馴染の 友と して、 

彼女の ために 咲きに し 花 を そな ふるとき、 

牛の むれ 家路に かへ る 

夕 暮の野 はかす みて、 

あたらしき 墓 こそ 白く うかび たれ、 

ひつぎ  しにが ほ 

棺 のなかなる 死顏も かく やと。 

少女のう たへ る 歌 

月 かげの 窓に 入る を 誰か はふせ がん、 

わが 胸に 入る 面影 を われい かで はら はん。 

憂き ことしげき 世に うまれ 來て、 

われ をい つくしむ 戀 人と ぞ 

よばれ まし、 よば まし、 さらば 君よ、 

たかくつ め たき 星 を 仰ぐ もよ しなし、 

四 三 


四 四 


暖かき 血の めぐる， 擠 i6 を はやく 摘み ませ、 

たと ひ 花の ひとやに つながる ると も。 

あはれ 聖 なる 罪人 マリアよ、 

われに また 許し ませ、 聖 なる 罪人のお を。 


罪に なやみ は 添 ふ もの を、 

君が 愁 にいだ かれて 

花の ひとやに ねむらなん、 

あっき 涙に ひたりつつ。 . 


お^のうた へ る 歌 


夢 物 語 


さまよ ひ ありく 旅人 も 

it るれば やどる 家 を 兑ん、 

われ も 疲れ しゅふべ ゆ ふべ 

その 黑髮を 手に まきて 

この^の ほかの 夜 を 见ん。 

われ は 心 もみに くくて 

愛する を くるしめぬ、 

か く も い や し き .；^?- な れ ど も 

ほ は その子 をい やしま じ、 

はと もお もふ戀 人よ、 


女 

うる はしき 世に うる はしき 女とう まれ 

うる はし き戀 に 泣く こそ、 

卜： もな き祌 のめぐ みとい まぞ さとりぬ。 

されば もろ 人に 知られん とねが はず、 

ただうる はしく 生き、 うる はしく 死なん とぞ思 ふ" 

かくもう る はしき わが 胸の なやみ を歜 ふに 

ふさ ひたる かな、 君が よき 歜、 

5 たびと 

その かをる 言 薬 を われに 惜 みたま ふな， うまし 詩人" 

詩 人 


ちとせ 


もも 千年 君 はなが らふる とも、 塵 もい かで か 汚す ベ き • 

わが 歜も君 を 歌 ふに 恥ぢ かくる、 

されば ただ. 君が ため、 いとめで たき 寢床 をぞ つくら 

ん 0 

1?;; がむ くろ はわれ 園の 繁 みの 中に 葬らん、 

さら ば 薪 薇と 生 ひ いでて、 世の 戀 人の 手 に 花咲く ベ し。 

君が 心 はた だ わが 胸の 靜 けさの 中につつ まん、 

さらば 鶯を啼 き やます ベ きう る はしの 歌 をうた ひ て 

かなしめる 人 を なぐさめ やせん。 

人 妻 

ひと 妻 こそ は あはれ なれと、 

友のう たへ るかな しさよ。 

つらあてに 飲む 酒の 瘦せ を、 

肥え ふとりた る ひと 妻の、  . 

いそがしと いふ ひと 妻の， 


ゑみ をた た へ て 見る 憂さよ • 

友の 老いし も その ゆ ゑ か。 

尼に ならむ とよく 泣きし 

君 は 行きけ り 尼寺へ、 

あか 兒の聲 する 尼寺へ。 

泣かね ど淚 かわく 問 も 

かくれ 家 もな き 男の 身、 

ひと 妻 を戀ふ 罪な くも 

われ は 尼に もな りが たし。 

人妻のう た へ る 

髮 あら ひっつお も ふこと。 

おも はるる 身と しりし とき 

むか ふ 鏡 もはづ かしく、 

みだれし，^ のく ろ髮を 


四 
五 


かき あぐる 手 も ふる へに き。 

髮を 乾しつつ おも ふこと。 

ひと？！^ 1 とい ふ にめ でて 

苦勞 する 身 はいと はね ど、 . 

君が •  渡 ざめ の 枕 もと 

わがお ち髮 をい かに せん。 

おもかげ 


生きて ゐる やら 死んだ やら 

.  と とせ 

逢 はで 過き たる その 十 年、 

はね ど、 また 忘られぬ。 

荒歸の はての 墓 ひとつ、 

もし かさう した.； ij^ の 架かと、 

案じられて はた だ 逢 ひたい が- 

た とひ；  逢うても わかるまい、 


四 六 

塵に まみれて、 髯に翁 さへ おいた もの。 

ゆ ふべ の 夢 はま さ 夢 か、 

窓の ほとりに 鏡 をす ゑて 

髮 といて ゐる 肩の 瘦せ、 

それ も苦勞 をした しるし。 

おもて 

ぢ つと 面 を 見合せ て、 

言葉 もな く て はら はらと 

落つ る淚が とめられぬ。 

ああ これが、 またと 此 世で 見られう か。 

月の 夜 を、 岡に 短い 松の かげ。 

三年の のち 

夫と なれる 戀人 のうた へる 


いつもい つも 君が 額に この 脣を おしあてて 

我 は つめたき 戀の あはれ を 味 ふなり。 


夕 はう する る 影 を たづね て 

嘆きの 道に 我ぞ さまよ ひいる。 

噴き い づ る 水盤 のかが やくお も ひに、 

くれな ゐの 夕日の 影のう する る ままに、 

わが 求むな る その 影 もと もに うする る。 

ああう すれ ゆく 戀の なげきよ、 

み とせ 

かくて 三年の むかし は 夢と なりに けり。 

夕 はう する る 影 を たづね て、 

いつもい つも 我 は つめたき 額 を 味 ふなり。 

戀の、 薔薇の、 われらの 春の 去り ゆく とき- 

む なしき 眞晝  の あざ や けき 影 をた づ ね て 

嘆き の 道に ぞ我は さまよ ふ。 

S 魂の 秋 


ある 女の 一 生 

幸； 1 の ただなか にして 

我が 胸に 病 は 入りぬ U 

小さき 神の 矢の あと さ へ も 

癒 やされ しとき、 

君の 外に は 入れ じと 云 ひし 

我が 胸に 冷やけ き 魔 は 忍び入りぬ。 

手 を 取りて 花摘みし 

遊びの 樂 しきと きに、 

俄雨 あらく 降り 來ぬ。 

幸福 は 長居せ ぬ もの、 

甘き 夢 はねた まるろ もの、 

一 ときの 冬 をし のべば 

やがて また 春は來 べしと 

四 七 


慰む る 人 も 悲しく、 

なつかしき 都 もす てて 

ここに 來し かど、 

かいひん  L  » 

泡 g$ の こ ころよ き 風 も 

つ « 

やさしき 夫の 慰めさへ も、 

我が 顿の 紅と なる のみ U 


ひと- fs! は 苦しく すぎて 

わくら 雖の はや も 散りく る。 

秋風に 我れ も収ら れん。 

これ も 我が 述と おもへば、 

祌も怨 まず、 ただ 泣く のみ • 

ぉのが^^;^はなほょけれども* 


つま 


我が 夫の なげき はいかに „ 


罪 を 知らず、 人に 愛でられ、 

幸福の 杯 を 我れ は 乾しに き、 


この 上に 何 を 望まん、 

うる はしき 浪 子の ノ 

うる はし く 我れ も 死な ま し 一 

我が 夫の なげき あらず ば。 


若人 はは やもおき いで、 

馬の 鈴 鳴り ひびけ り" 

は なれが たなき ふるさと を捨 て て 

行く 路 はけ はしから む も、 

貧しき なかに 老いく ちて 

人の 世の たのしみ を 知ら ざらん はくやし „ 

うし ラま 

うら ぶれの 子 は 牛馬の むれに まじりて 

糜を 浴び、 砂を懺 めど、 


たれ 慰む る 人 もな く 

さすら ひの なかに やつれぬ。 

世の 呪 ふべ く、 人の 惡 むべき を、 

はじめて 悟りし 身 を、 あざけりつ つも。 

ョ 

旅人の ころもに 霜 はおけ り。 

馬 を 下りて！^ I とれば 

ふるさとの 鐘の音 ひびく。 

人よ、 われ を あざけり、 わらへ。 

され どこのお ろかし きもの の 

賢くな りて かへ りし を 誰か は 知らむ。 

牧場の 少女 

しののめの 光 を 見つつ、 

夕 ぐれの 虹 を 追 ひっつ、 

驢馬の 背に かよ ふ 朝な 夕な に。 


人の ために 羊 は 守れ ど、 

人の ために 花 はつめ ども、 

君なら で 誰に か あはむ、 牧場に 野 

巡禮の 少女の 歌 

ふるさと 遠き 物 思 ひ、 

わが 父母 はいかに ますらん。 

世 を 捨てて、 世に 捨てられて 

旅に あるい とし子 を 嘆きた ま はん 

過ぎ 來 し 橋に 白鷺 も 見ず、 

わが 髮も卷 き 上げられ ぬに、 

など かこの 罪！ 

kr る は  つく 

ああ 神よ、 美しき 世 を 創り て 


その 中に この 身 をお きつ、 

よき 衣 を箭て 祭の 日を樂 しむ 娘の かずに 

われ を もかぞ へた まへ り。 

などかくも，^^命は つ れ なき、 

うる はしき この 子 あはれ と 

父母 は 嘆きた まへ り。 

ゎれは^^の紫の蒸の中に 

弱き 蓖と生 ひ 立ちぬ、 

つむ 人の 手に も 染みな ば おそろしと 

草の 問に ふかく かくれぬ。 

谷 かげの 花 をと る だに 

恐ろしと わが 手 は 額 ふ。 

鳥よ、 さは 笠 をの ぞくな、 

あはれ 悲しき わが 肌に は 風 も 胸る るな。 


.  五 〇 

ああ 神よ 怫ょ、 この 惱み消 ゆる 日な くば 

あはれ わが 身 を 取りた まへ と 

祈りし こと も 幾度 か。 

地獄に は、 人 n を 避けて 

靜 かに 嘆く ベ き 陰 も あら むに。 

牧者の 生活より 

うつし 世の 榮華 こそ 女の 命、 

洗 場に 牧の 兒を粲 て、 

さ. ん  さろ び  ， - 

聚 紅花、 蓄薇、 ある は 葡萄の 園に 行き 

かをりみ のれる 頸 をば 

王の 手に 捲 かしむ るらん。 

顔く ろき 我れ は牧 の兒、 

悲しみに 眼く もりて 


我が 毋の 墓を訪 へば、 

風に まぎれて 『いとしの 子よ』 と懷 しの f§、 

『なに を愁 ふるこの よき 曰に、 

狼に 襲 はれた るか、 

や.？ なご 

女子の 汝れを 梁て しか』 

『母よ、 狼 は 心 やさし、 

羊は鸾 へど、 我が 胸 はや ぶらず。 

うる はしき かの 姿 こそ 

>ゥ つ そみ 

いつはり の 現 身なりき、 

母よ、 など 貧しく も 我れ は 生れし』 

『あはれ なる 弱き 我が 子よ、 

村人に 生 神と たた へられた る 父 を 思 へ よ" 

汝が まこと を 欺き し 女 は 

,  あた ひ  や 

愛する の 値 はなき に、 い たづら の 嘆き を： めよ。 

よ、 春の 日 はや はら かに 汝が黑 き髮を てらす を、 


この 限りなき 神の愛 こそめ でた けれ』 

牧 の.. h はつみて 來し 花、 言葉な く 墓に 手 向けぬ、 

その 心 慰められ しか、 はた 否か、 詩人 は 知らず" 

流浪せ る舊 王が 歌  ， 

我が 後宮に 三千の 女 ありき、 

我 は 彼等の 身體を 底まで 極めて 樂 しみし が、 

彼等の 身體と 手足と は 唯だ錢 かの 相違 を も つのみ なり 

き、 やや 高き と、 やや 低き と、 やや 肥えた ると、 やや 

瘦せ たると。 

そ は や や it き 者 を 長く 欺く ベ き 器具に あらず。 

よく 眠る もの はよ き 王な り。 悲しい かな 我れ 不眠症な 

わき。 

むしろ 我より 眠を棄 てて、 眠 は 我 を 追放し ぬ。 

され ど 我が その 事 を 嘆く とお も ふな、  . 


^れ、 歡樂の はての 哀傷に して、 

び G ろ ど  —  >  1 一 

玉 鹿の 天^ 滅の^ 薇の 模様の まことの 刺 を もつ を 知れ 

り。. 

王宮 をす てて 我れ はじめて 人となりぬ、 

我 は 小さき 少女 を 知りぬ、 そ は 我に 愛を敎 へぬ、 

そ は 我が 未だ 曾て 思 は ざり しもの、 女の 心を敎 へたり。 

今にして 知る 、後宮の 三千 人、 や はら かき 枕な りし を。 

まつりごとと は 日の 中の 眠の 名な り、 よき まつりごと 

と はよ き 眠な り。 

民 はた だ 業に いそしめ、 晝 眠らぬ ものに まつりごと は 

要ら じ。 

民 を はなれて、 奥深き 宮殿に ひそむ 種屬 よ、 

散 は 汝 等が 良心 を燒 く^なり、 

かひな  m  9  9 

iii 千の 後宮の 腕は汝 等の くびきな り。 

我れ 昔日の 王、 我が 衷心より 汝等諸 王に 告ぐ、 

去れ、 兑 捨てよ、 汝 等の 宮殿 を、 惡 魔の 支配す る場處 を、 


五 二  一 

然して まことの 幸福 を 勤勉なる 人民の 中に 求めよ * 一 

鳴く よ、 あはれ に 足 折れし 蟠蜉 こそ。 

あはれ なるおの が 嘆き を 歌 ひて は、 

宿世お なじき 人の子 を かなしま しむ 0  一 

ひとや ひま  た，， へ らべ  一 

これ ぞ 牢獄の 隙 もる る 妙なる 調"  j 

蟲 賢の 手に も かかりて、 

場末なる まづ しき 家に うつされて、 ， 

人 を戀ふ 少女 子の 夢、  ム 

世 をい とふ 若者の 夢、  一 

老人の 衰へ をいた める 胸に、.  一 

夜もすがら、 ぬみ て 行く らん。  一 

ゆがみた る 竹の 籠の みか は，  j 

黄金の 籠より、 汝れは 草 場 を 好むな り • 


なにものの むごき 輩 か、 

夜の 岡の 邊に火 を かざした る。 

ああ それ も、 今と なりて は 術 もな く、 

惱 みのみ か は、 命 さへ 歌に かふる か Q 

汝が ための 祌は あらぬ か、 

はらから はいかに しつる や" 

さも あらば あれ、 蹺は絕 え 入る 蟲の、 

今宵ひと夜は！！^ひ明かせょ。 


iliS 人 の 言葉 ( 一 九 1 】 年 1 1 九 ニー！ 年) 

く 生れし もの 

我が 愁名 づけが たし、 

ただせより の愁 のみ。 

かかる 首 紫、 人す でに 云 ひ き。 

され ど 我れ もまた かく S -』 ふ。 

—— されば 詩人と 我れ を 許せよ。 


1 詩人の 言葉 

その j 

才な きも の を して 榮ぇ しめよ、 

され ど、 才 あるが ゆ ゑに、 

滅びな ばいかに 悲し かるらん。 

世に 知られで 止む よき もの は 無しと、 


五 四 

ゲェ テは敎 へき。 

われ は 後代の 腿 を 信ずる ものな り。 

(さはれ など かく、 われ は 牛： きたる) 

生れ 來し身 を うらむ より、 

安き ねむり をね が ふ こそよ けれ。 

たと ひ 知られで 失する とも、 

われ は 不朽 を はかれる なり。 

地の 上に かしこから むより、 

神の しもべ となる ぞ よき。 

いかなる 神の たすけ もな くして、 

生れに しもの よ、 末の世の 禍 ひの ものよ、 

いかに 服に うる はしく とも、 

覧 なき 鳥の 

い つ の 世に か は 天上 をう かが ひ？ おし、 

はびこ 

かなる もの こそ ここに は蔓 りたれ， 


棄て 去る に はげに よきと ころ ぞ。 

神の み わざ をた た ふるため、 

かなしみ、 なやめる 人の ために、 

われ はうた へど、 

わが 歌 はな ほ わが 疾病な り。 

友よ、 今日の みは 許せ かし、 

われに この 言雜 ある を。 

その 二 

(筑 波极 詩人 を 哀しみて、 3M 詩人の つとめ を 

おも ふ) 

うたび と は 世に 多 かれ ど、 

まことなる こそ 稀れ なり けれ。 

いつはり にの み 馴れたる 世の 人に 

君が まことの 歌に こもる 

整 魂の 秋  . 


あはれ はな どか 汲まるべき。 

ああ、 蓮 命の はげし さに 

われ こそ は、 1^ れ e;- てた ろ 船 なれ ど、 

その 荒海に 船出す る 

力 を だに も 1； はれて、 

ボォプ とおな じな やみ もてと、 

なげきし 君が 言の 紫の 

おなじ うれ ひ は 持つ もの を" 

二 

げに やまこと のうた びと は、 ， 

そと 胸お せば 泣き出 づ る 

人形 の ごと く ある ベ き なれ。 

よろこび も、 また かなしみ も、 

われ 等み づ からの もの にあらず。 

蘆 は 河畔に あらざる ベ からず、 

うたび と はなやみ のうちに 

絕 えず ふる ひ てあらざる ベ からず • 

五 五 . 


さらば、 ほと つく 息 は 風と なりて、 

すべて の^の 紫 をして 咽ば しめん。 

オル ネェの 村よ り 

カウ パァの 歌 は ひびきき、 

筑波 板に 君 は 老い けん、 

あはれ 詩人よ、 その 溜息 を Ml しう せ ざれ。 

その 三 

すべての {. ^しく、 うつろなる もの も、 

わが 胸に 入りて 花 おくべし。 

人生の かなしみ もて 

われ こそ は 愛の 國を 見たり。 

い ともち ひ さき わが 手 を もて 

にぎろ べき もの、 

天地 こそ は大 いなれ、 
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その ゆ ゑに われ はわが 手 を さしの ぶる。 

こ ひ くるひ ひ 

戀、 狂、 醉、 

5 こで  .5 

もろもろの 傷 手 を 癒 やすもの ぞ これ • 

狂 ひご ころ を 

いかなる 病 か を かし 得む。 

久遠の もなかに、 

梁 てな き 世界の ただなか にあれば、 

わがお も ひこ そいと 澤 なれ。 

わが 歌 を 誰れ もうた はず、 

らま t 

ぎに 立ちて 聞けば、 

等のう た ふ は あだし びとの 歌な りき。 

やが て ほ ろ ぶ ベ き 言葉 を も て 


いまの 世に さから ふ 歌、 

さきがけ 

先驅 のこ ゑ、 

つ ひに のぞかる るな きこの 十字架 も 

よろこびて 負 はむ とねが ふ。 

たと ひ 世 はかへ りみ ずと も 

われ はまことの うたび となれば、 

なげき、 泣き、 祈る ひとびとに 代りて 

if をよ ぎり、 山 を 越え、 

森 をく ぐり、 i ひに、 

け はしき 小み ちの 盡く るまで 

歌うた ひっつ 行か まし を。 

一 詩人の なげき 

わが 詩 世に 知られず となす、 

ひそかに 愛誦す る 人 ある や も 知れず * 


わが 願 ひ あまりに 高く、 成らず となせ ど、 

いっか はかな ふ 日 も あるべし。 

われ 愛 を 受けず となす、 

遠くお も へ る 子 ある や も 知れず。 

われし 失せな ば、 わが 戀も願 ひも かな はむ。 

われ は不 蓮 なる 能才と 呼ばれ、 

キ イツよ と、 ノブ リスよ とたた へられて、 

友に、 世に、 あまたの 人に 惜しまれて、 

かくて 靑 白き 子の 口より わが 歌は唱 へ られな 

— . ただお そる、 わが 才 のかく も あらぬ を。 

大 詩人と 小 詩人と 

おだやかなる 微笑 もて 悲劇 を ものし、 

喜び と 痛みとの 栗 てをき はめつ、 

_&ろ て 

兩 手に 天の 惠 みと、 地の 幸福と を 持ちて、 、 


晴れ やかに い と萵 く榮ぇ ある 生を完 うする は 

ただ 大沙 翁、 大 ゲェテ にの み 許されたり。 

ここに 我等い やしき 小 詩人 等 は、 

f: 一： び もな く、 つたなく おろかなる 惱 みに 

我れ と 身 を 嘴み、 狂 ひ、 溺れ、 罪せられて、 

おのが 恥 もて 同時代お の 機知 n を 助け つ 、 

忘却の 地 5^ の 底へ、 なだれ を 打ちて 落ち込む ならん。 

詩ェに 與 ふ 

バグ はった なき 詩人な り や？ つたなき 詩人と 

や？ いな！ 

彼は少 くと もた くみなる 詩 H なる ベければ なり 

レッシング 

たくみ にたく みに ものして は、 

わが 友 を ほほ ス ぶまし むる 
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才 たかき 君に これ をお くる。 

君 をた た へ て われ 詩ェと 呼ばん _* 

愁 なく、 いき ど ほりな く、 

ストア 與ー徒 を も恥ぢ しむる 人よ。 

錄 とれば 立ち どころ に 歌なる 君の ために、 

斗酒 を 要せし 李 白 を わら はん。 

あたらしき 言 紫 を もて、 

なまめかしう も 歌 ふわ ざを舉 ばねば、 

身 は 一 吟雙淚 ：1 るる を あはれ みたまへ。 

翼な き 鳥 も あれば、 

詩人に 君 ある も 世の つねの こと。 

されば、 飛ぶ 鳥の 夢 を わら ひて、 

あたたかき 木 かげに 餌 を ひら ふこ そ 賢 けれ" 

再 び パ ヴ に 


ゲ ェ テは言 へ りき。 

近き 世の 詩人 は そのいん きに 幾分の 水 を まじ ふと。 

思 ふに 君 は その 水に 幾分の いんき を まじ へ たるべ し。 

群衆 はた だ 手 ざ はりの よき ものの み を 愛す。 

現在す. でに 然り、 後代 を 誰か は 信ぜん。 

情熱と 苦闘と 生死の^の 澳惱と は、 

人形と おもちゃと 骨董と を 好める 民衆に ふさ はず。 

されば 汝 巧みなる.！ 工人よ、 その 技術 を 誇れ。 

友に 寄せて 志 を 示す 

ふるさとの あらき 高峰のお に ふし 體の 子な どと 

わら ひなん かも 

佐 藤 春 夫 

我 は 鳥な り、 

自 出 を 愛する 鳥な り。 

我れ は 天上 を ふるさと となす。 


我れ は 地上 を 制^す る もの を輕 蔑す。 

すべて 我が k り 得る 處 こそ は 我が 世界 なれ。 

きの ふ は 谷の 花に 伏しき、 

け ふ は 南に 海赵 えて、 

あす は 揶子樹 に^ をつ くらん。 

我れ は 歌 ふ。 

我れ は瞰 下す。 

我が as は 農夫 も 聞きて よろこべ ど、 . 

我が 服 をば 帝王 も 避く る を す。 

され ど 我れ は 悲しみ の 梁に 生れき、 

鷲の 子よ、 汝笑 ふとき 我れ は 泣かん。 

我が 詩篇 を 手に して 

我が 歌よ、 いとしき 者よ、 我が 愛兒 よ、 

汝は 微か なれ ども 快き 隱昔を 持てり、 


されば 我が 失せし のち、 世の 人々 に 

我が^？^？と愛と願ひを^^げょかし。 

今の^に 稀れ なる もの も 

後の世に あと を絕 たずば、 

我れ に 等しき 人 ありて、 

やさしき 心 は、 いかばかり 慰め を 得ん。 

我れ は鼙& て、 夜 を 行く 旅人な りき、 

我が 歌よ、 汝れ もまた 夕闇に 消 ゆる をね がふ 

かぎりなき 鄕愁に 我れ は けり、 

その 時 汝は兑 知らぬ 人々 の 中に 響きき。 

なん ぢ 

あ る 者 は 汝を窓 打 つ 風と おもへ り、 

他の 者 は 何も 思 はず、 また ira くこと を顿 へり • 

され ど そ は ゆく りなく 心の 惱 める 時、 
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思 ひも かけぬ 魔力 もて 襲 ひ來る こと も あらん。 

あはれ その 作者の 如くに、 

多く 苦しめられ たる 我が 歌よ、 

我れ 汝を 見る とき 淚 ながる、 

「かかる 身 を 親と 仰ぎし」 汝れの 不運に。 

X 

我れ 自ら を 見て 淚 ながる。 

され ど 詩人よ、 い たづら に 悲しむな かれ、 

IT か 絕望ぞ 汝れを 救 はん、 

&の死 は汝の 生命 を その 詩に 與ふ。 


TAEDIUM  VITAE. 

ある ニヒ リス トの 手記より (1 九 二 as! 六 8 より 九月まで) 

Vanitas  vanitatum. 

生く る は 空なる つとめに して 

すべ て の^き 言葉 は 空し。 

ソロモンの 智慧 はこの 王に これ を敎 へ 、 

我が ほ-鈍 もまた この 奴隸 にこれ を 告げたり。 


ゆ. S 


秋の 渴望 

かど 

夏よ、 足早に 我が 門 をよ ぎり 去れ ー 

光 は 我が 心に 痛し。 

^子の 杯に 熱湯 を充 たせる ごとく、 

いと 脆き 頭 は 狂暴の 情火に 裂けん。 

夏よ、 みだらなる 女優よ、 我 を棄て 去れ。 

さらば はげしき 命、 狂氣の 熱と ともに、 

整 魂の 秋 


輕き 浴衣と、 それよりも 輕き心 は 去らん。 

かくて、 あはれ 深き 歌 を 

秋風 は 我が 窓の 鍵盤に 彈 かん。 

秋 は 甘き 淚を 傷け る ものに 注ぐ、 

すべて は 疲れ、 すべて は樂 しき 眠 を 求む。 

いざ 来れ、 銀色の 秋！ 

汝が腕 は 力なく、 ただ 柔 かに ゆるめり、 

いと 熱き 夏の 抱擁に 傷 けられし もの を 

病み て 去られた る 蒼 ざめ し 夫人の ごとく、 

細長き 膝に 取りて 撫でさす るべ く  i . 

かど 

夏よ、 足早に 我が 門 をよ ぎり 去れ ー 

光 は 我が 心に 痛し。 

秋の 疲れ g 片) 

ほどよき 冷た さ、 

胸 ひきし むる 秋の よろこび、 ， 

六 一 . 


^子戶 に f,f としたた る 朝 2^ の 中 を 

さしの ぼる 日の 淡き くれな ゐ、 

そ は 夕 ぐれの 紅の び を もて、 

眠 をね が ひて：：：！ 覺めゐ しもの を 愛撫す。 

老いし？，^ 夫の 如く 安らかなる 眠 を 求む る 

色つ きし 木の 雜の そよ ぎ、 

つ ひに 滿 つるな き 心の あはれ をい ましめ、 

おもて , . . 

贺 になり し ig に 5 かぶ 

力なき 影と 撇とは 等しき に、 

など 汝 もまた 地の 胸に やすまん と はせ ざる、 

眠 は い とも や はら かき をと、 

とげが たき 望に かられ 

冬の 日の 氷の 中に 凍ら ん とする 心 を 

なつかしく 共に 誘 ふ、 

秋よ、 うれしき 我が 友よ、 

我が 心の 故！： に 去る ことなく 止まる 季節よ。 

X 
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つかれ Ei- てし 秋の 光 は 

我がつ かれし 睚の 上に いこへ り、 . 

秋よ、 眠 はいと よき かな、 

こころよき 疲れのう ちに 

こ ころよ き^りに ぞ 入る 

幸 ひ はな ほ 我に ある もの を。 

あはれ 冬の 虐げ をな ほ も 欲り して、 ， 

秋の 長夜 を 一 時の 眠に 餓 ゑて、 

いかで 我れ なほ 喘ぎ 行かん、 

しき 願 ひも 枯れ 果てし とき。 

0 却 (あきらめ) 

戀も、 ほまれ も、 

あはれ なる 望 も、 

幸福の 日 も、 

すべて を樂 てて、 


すべての^ めより 我 を はなちて、 

靑 空の 晴れし 心に 

ゆく 雲の かか はり もな く、 

美しき 少女の 戀も、 

我が 友の 高き ほまれ も 

夢に 見し &樓の 宴の 如く、 

、-- やぼ ぶし 友 

や ふれた ろ 石驗玉 の 輝きに し て、 

人 も、 おのれ も、 

心 を 淘す手 とならず して、 

お. <? て 

すみて 淸き 泉の 面に 

うつり 行く 影 をた のしみ、 

ほほ ゑみて 紅の 花 をな がむ る 

安き 心 は、 

地の 上に 身 を 投げ出し 

嘆き 泣き し 日の^ を あ はれむ とき、 

幸う すき 我 は 葬られたり。 

.S とな 

いま ぞ 世の 入 は 幸う すき 營み をす る- 

塁 魂の 秋 


盲た る 意 jj^ の驅り 行く ところ 

ただ 怨み、 憎み、 嫉 みのみ 住む 

罪業の 海 は 深き を、 

ああ 我 はかくて 去らば や。 

.5 のち 

きの ふ 若き 生命 は 自ら やぶり、 . 

け ふ 望 ある 身 は斃 されたり、 

あはれ この 荒き 山路に 

いかで 我な ほ 踏み迷へ る、 

手 力 力り は 力く も 危ュく 

暗き 谷底 は 落 つ る をね が ふ。 

I ときをの ばして、 一時の 苦痛に 碎 かれ 

なほ 狂 ほしく 腿り つき、 

しかも その 執着の 深き を 誇れ ど、 

運命 は、 ^博 上手の 

其の上に ごまかしの 札 をつ かへば、 

► ,  かけもの 

生命 さへ 愚かなる 賭 物 なれ や。 

1 場の 戲れに いさぎよき 終り を あた へ 

六 三 


高 笑 ひして 立 上る とき、 

ああ そはい かに 快 からん。 一 

si- 命よ、 汝 いたく 我 をば 苦め にき、 . 

され ど、 我 を やぶれり と汝、 誇る を 得ず、」 

いま ぞ汝は 我が 前に 力なき 神と なれり。 

その 無力 は しりぞけられし 王に 似たり。 

1 切 を棄て 去りし ものに、 

何もの かな ほ 君臨す る、 

leg 能の 運命 も 

.5 け. H え 

傲が みして、 逃げ去りし i を駡り 泣かん 0 

運命に^ 向 ふ もの、  ， 

自ら を 救 はんとせば、 

よし、 さらば 先づ、 自ら を粲て 去れよ かし。 

賭 博 、 

命の 賽の 目に より 
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泣き、 笑 ひ、 死す る 人間、 

あはれ 造物主の つくりし おもちゃ、 

.S のち  ろち 

生命が けのば くち 打なる 

人間 も # ^物 主の^け もの。 

勝負 は 見えたり、 我 は 負けたり、 

しゃれ 

我が 敵 はこ こに 氣の 利いた る 洒落 を 言へ かし、」 

我 は今默 して 退くべし、 

嘆く ことなく、 泣く ことなく、  

これ 我が 運命 なれば なり。 

あらゆる 行爲は 愚かなる 夢、 

そ はた だ 悲しき 滑稽の み、 

あやまりて 生れ 来りし 力 弱き ものに、 


惱 みは 超ぎ たり， 彼が 身 はもろ く 折れたり。 . 

かくて 慰めな き 一 生 は閉ぢ たり。 . 

ああ この 悲劇 は あまりに 滑稽な り。 

また この 富 劇 は あまりに 退 M なり。 

欠 仲して 觀^ は 散る、 

ああつ まらなかった と：^ きつつ ！| 

其 時、 舞臺の 上の 死人 も、 大きなる 欠 仲 をば すべし。 

ま ちぢ-つ 

あらき 火 を もて 我れ は 街 中を^け 廻れり、 

『あぶない、 あぶない、 君 は 子供 だよ』 と 友 は 言へ り、 

『資方 はどう かして ゐ ます』 と、 彼女 は 言へ り、 

『狂人 だ』 子供の あとに つきて 大人 は 叫べ り、 

『犯 1  非 者！ 』 警官 は 追 つ け て 来ぬ。 


火 は 消えぬ、 我が身 は {r^ しき 灰皿と なれり。 

『君 は老 込ん ぢ やった、 しっかりし 給へ』 と 友 は 言へ り、 

『あの人 はぢき 死ぬ だら う』 と 昔の 戀人は 言へ り、 

『病人 だと 見える』 行き 會ふ 毎の 人 は 思 へ り。 

『生ける 死 i^』 と Q  Neddy は旣に 自れを かく 呼びき。 

わかれの 言 葉 

世界よ、 我れ は 汝を兑 き、 . 

汝の 我れ を虐 ぐる 間に， 

我れ は 汝を觀 察しぬ、 

今 我れ は汝を 十分 見たり、 . 

殘る ことなく 見拔 きたり。 

今 我れ 汝を棄 て 去らん、 

これ 汝の鞭 を 恐る るに あらず、 

そ を 恐る ベ く 我が身 は餘 りに 硬. まりたり" 


な、 我れ は 汝の而 に 飽きぬ、 

& ける：：： にも 尙ほ 映る そ の 怠 地 惡き面 を 

忘却の 河に 流さん。 

未知の^ E 仆ょ、 11 

そ- H 汝 より 类 しくと も 醜く とも、 ， 

汝 より^しく とも 酷な りと も、 

よし、 我 はた だ汝 ならぬ 面 をば 見ん。 

これ は 別れの 言 雖 なり、 

あ つ かましき 賢 女に 似た る汝の 面に 投 ぐる 

我が 絕交狀 なり。 

運命に 忠齿 する 

何故に かく 我が 周 園 は 

かば かりの 悲劇に 充 つる や、 
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神 はつひに 『悲哀』 にして、 

人間 は 永劫の 地獄に あり や。 

若き 心 はかば かりの 悲劇に 堪 へ ず、 

見知らぬ 人の 苦 患 だに 

なほ その 胸に 堪 へがた き戰 慄を與 ふ、」 

我が 友の 苦痛 は 我れ に 慟哭 を與 ふ、 - 

まして 自れの 苦痛 を や、 

そ は 弱き 胸 を 破らん。 

いかなる 苦痛に も碎 けぬ ベ く 

，た  £ 

鍛 へらる る 間に、 

かな 1- き  _ 

我が 心 は 鐵砧の 上に 溶けたり。 

その 繼子を 能 ふかぎ り 苦しめん とせば" 

ああ 智慧 淺き 運命よ、 

汝 若し 彼 を 保たん とせば、 


彼 の 胸より 多感な る 心 を！： へ 。 

あまりに 霜き 荷 を 負 はする はよ し、 

され ど 忽ち、 その 背のう ち碎 けなば、 

あっけ 

汝の樂 しみ は あまりに 飽氣 なく 終らん。 

社交 と は 其 場 に 合 はさざる もの を 

惡し ざまに 談る ことなり。 

あ- r.*  く 

戀 愛と は ilzTm! の强き 欲望と、 

無 怠 識 の 打！：^ との 収引 なり。 

さか づき  - 

友誼と は 酒杯の 屮に 生れ、 

財布の 中に 死す る 怪物な り。 

^界のぁらゅる美しき^^は 

もて 

すべて 醜き 面 を 飾る。 

これ は 人生の 正しき 觀察 なり、 


^き 匂 ふ 世界の 苦き 露資 なり、 

尙 ほこれ を 愛せん とする もの はこれ を 愛せよ 

滅亡の 富 び 

我が 四肢 は 甘く たるみて 

痛む 頭 もこ ころよ し、 

，-. 'しち 

この 頭く らく， めくろ めくと き、 

失 ひし 樂園は 幻に 见ゅ。 

手 はふる ひ、 足 は よろめく、 

さながら、 醉 ひどれ が 

家路へ かへ るに も 似て、 

地獄の 門に 倒れ 人らん。 

三 

減び よ， 滅びよ、 いとしき 我が身、 


けよ、 たのしき 地^の 門へ。 

すべての ものの 存在せ ざる 

共處に こ そ 我が 失 ひ し樂^ は あれ。 

衰弱の 喜び g」6 

心く ろむ S の 晝に、 

さびれて、 藏 ろる 秋の 光 を 待ちわびつつ、」 

手 を 胸に おしあて、 

たかまり ゆく！^ 動 を ほほ ゑむ 我れ。 

ざめ て、 より 臂 ざめ て、 

なつかしき 場のに ほひに 染みつつ、 ， 

n に见 えず、 心に 强 くお ぼ ゆる 

衰 への サま t びに iif^ を ゆだぬ ろ 我れ 0  , 

人生の 歡びは 


すべて、 身 を すりへらす 歡び にして、， 

はげしく 働き、 身 を さいなむ も、 

これ もた だ 滅亡の 爲め。 

性の 病の ごとくに、 

快樂も 苦痛 も、 人の 身 を さいなみ 殺ぐ よ。 

燃 ゆる は ランプの つとめに して 

汕盡 きな ば 嘆き 消 ゆる。 

風の 來て火 を 吹き消す 如く、 

ろん めし ,  さら 

蓮 命の 氣ま ぐれに 攫 はるる もの， ， 

または 急性の 死に 逃れむ と 

決然 と し て 匕首 を 取る も の 。 

我れ も 去ら まし 一 . 

され ど定 命の 時 をね がふ は 待 遠し、 . 

命 をた のむ は氣遣 はし、 


匕 も、 毒 も， それ はまた 餘 りに 荒し。 

世の 歡びは 我れ に 否まれて あれば、 

いざ、 我れ は 身 を 苦 めん、 

あらゆる 惱 みと 辛 勞 とに、 絕 間な く衰へ 消えん、 

『徐々 にかつ 確實 に』 しかも^ ほ はろ かに 早く。 

滅亡に 向 ひ て 急ぐ 自れを 眺めな が ら 

しづかに 落つ る 淚を樂 しめる ものに、 

すさまじき カタ スト 口 オフ はなつ かしき もの。 

ああい かに、 その 呼ぶ 聲の 甘く 樂 しき G 

處 世哲學 


程よ き智 なり、 

聊かの 利己心な り。 

世界の 中に て 愛よりも 尊き はなし、 

され どまた 愛よりも 酔き はなし。 

りの ち 

人の 爲 めに 生命 を棄 つる はよ き 事な り， ， 

され ど 徒らに 竊牲 となる は 愚かな り、 

先づ 相手が 其 身を捧 ぐるに 足る かと 間へ Q 

人生 は 常に 聰明なる もの に 味方す、 

され ど 聰明す ぎる は 愚かなる に 等し。 

そ の 手加減 は 料理 の 如くむ づ か し。 

悧巧 なれ、 され ど 倒 巧す ぎるな、 ， 

これ 汝が 幸福の 祕訣 なり。 


誠 寶は人 を 破滅に 誘 ふ、 

若し 智慧の 伴 ふなく ば。  んの、 ひこつ 、， 'て 

人間の 生存に 必要なる もの は 

m 魂の 狄  六 九 


世より 世へ と 

かぎりなき 人 も ありし が 

たまたまに 同じ 世に 生れ 來 りて ノ 

鹿き仉3,^;のただ屮にして、 

たまたまに 顏を相 見て 

>  えに レ 

力た る だに、 世に も あやしき 緣 なる を、 j 

しかもな ほ、 いか なれば 人 は 

僧み そしり、 あざ笑 ふらん。 

しかも またな き 友と なりて 

交 はりながら、 陰に ゐ ていたく 馬り、 

敵の 中なる 敵よりも 烈しく 憎み、 

その 人の 世 を 去りし まで 

瘢ぇ がた き 嘆き を あた ふ、 

いな、 その 入の 世 を 去りし のち も 

堪 へ がた き^り をば すらん。 

かなしく も 造られし 入の 心よ。 


,  七 〇 

人生の 空虚なる 事に つきて S 篇) 

愛し、 憎み、 

ねたみ、 恥ぢ、 

なげき、 喜び、 

あやまちて、 また 後悔し、 

かくて あはれ なる 一 生 は 終る。 

生く る も、 死す る も、 

束の間の 戲れ にして、  • 

めまぐるしき 世 は 

を かしき 樂 劇の 舞臺、 

一 時の 勝利 も、 敗北 も、 

«- た. f た 

消えて あとな き 泡沫の  • 

夢にも 似たり。 


卑しき 性 も、 美しき 心 も、 

人間の 下 畫を染 むる 偶然の いろどり にして、.. 

そし 

善と よぶ も， 惡と! S る も、 - 

罪に あらず、 譽れ にあらず。 

"ド くも、 笑 ふ も、 

運命の 氣 まぐれに 操らる る 人形芝居、 . 

筋 迫が 立って ゐ たらば 

不思議な 位。 

十錢で 見る が ものな し、 

ぼ界 とよぶ 此の 花屋敷" 

欺かれし も、 欺きし もの も、 

盗みし もの も、 盜 まれし もの も、 

そしりし 者 も、 そしられし 若 も- 

す る だけ  の^さへ  すめば 

S 魂の 秋 


墓 を つら わて 橫 はる。 

土の 中にはた だ 等しき 腐蝕と 沈 1^ と あるの み。 

人が 行く か、 時が うつる か， 

フィル ム のま はる は：： 十く、 

つと 絕 えて 1:^ れば はかなし 

人生の 活動 寫 露 11 

1 昨日の 御馳走の 味の ごとくに 

うまかった と 云 ふ も 馬鹿らし。 

こよな き快樂 も、 限りなき 苦痛 も、 

すぎ 去りて 见れば 同じき ：1 驗 のみ。 

百年 も 足らずと 思へ ど、 

つ ひに は 来る 死の 床に して、 

惡 しき 夢 を^た る ものよ と 

嘆く らん、 幸福の 子 も。 

七 1 


かくて 時代 は 時代と か はる、 

父より 子へ、 子より 孫へ と 

か ぎりな き 嘆き は つ づ き、 

虑 無より 出で て 虚無に かへ る 

肉の 彩なる 魂 は、 

霧より W でて 霧に かくる る 

旅 入の すがたの 如し。 

顏 なる 者の 幸 一 1 について (斷篇 ) 

でし、 でし、 

人生の 踊り場に して、 

無 (鈦 なる^ 飾 をして 尻込みす る 者 は、 

忽ち 幸 の 帳簿より 除名 されん。 

见染坊 よ、 內氣 よ、 

汝の 『踊らざる 踊』 は 拙劣な り、 變則 なり、」 


七 二 

汝は 陰部 を も恥づ る 事な き 若と なれ。 

汝の M も 人に 見ら るる 亊を 恐る る もの は 

汝の 持てる 最もよ きものな り、 

その 『利己心』 を さらけ出せ。 

かくて 踊 は 本式と なる" 

惡鼸の 踊 も 及ばず なる。 

無 W な 遠慮 をす る こ と 勿れ， 

人生 は あまりに 短し、 

下ら ぬ辭返の 鱧^^に こ だはって 

失 ひし 一 秒 は 返る 事な し。 

X 

人生 は假面 舞踏 會 なり、 

ここにして 地顏に まさる 假面 はなし、 

こ の 假 面に よりて 思 ひ の 儘に 人間 は戲れ 蹄る。 

まことに 生きる こと を 知ら ざろ^ のみ 


恥 を かたり、 良心 を かたる。 

幸福の 行列の 落伍者と して 

彼等 は 零落し、 ^！；！殺し、 發 狂すべし。 

人生の 棄機者 は 

常に 車の 五番 目の 車輪と なる。 

片隅に 引 込んで ゐる者 を 

せ は 

踊に 引出す 面倒 を 見る に は 人は餘 りに 忙しき なり。 

X 

生く る は 人間の 第一 の 喜びな り、 

生く る は 凡て の 尊き 惡 事よりも 尊し、 

生く る は 『利己心』 の 面白き 競技な り、 ， 

生く る は卽ち 踊るな り。 

生きよ、 半； きょ、 

ああ 人間よ、 

S れの もてる 物 は 皆 ジャス チフ 7 ィ せよ、 ， 

0 理は 『利己心』 に 反すべ からず、 

友 は 中傷の 滿足を 知らし め、 


i わ 人 は 誘惑 と飜弄 と の 喜び を 汝にホ M げん。 

M: 顔なる 生の 踊 を。 

女 は 11 々しき 手に入る を樂 しみ、 

幸福 は 厚顔なる 者 を 喜ぶ。 

され ど 我れ は 足 萎へ たり。 

『生の 踊』 を 恥づる 者に 

神 は 足 をば ひったくる。 

足 萎へ はた だ 『死の 蹄』 をのみ 踊る， ， 

面白く もない 陰氣 臭い 『死の 踊』 を。 

二重の 踊 

間違 ひの 圓き かたまり、 

無限大なる 空間 を 踊り 廻る。 


その上に 出來损 ひの 人形が 

顔き はまる 踊 を を どる" 

ああ, しらじらしき .1 の 上なる 赤な 隨ょ！ 

/ン センス 

生か じりの 作家の めに 

滅茶苦茶の 舞？：^ マ』 立って、 

泣きつ 笑 ひつ 飛び ま はる 

ああ： iM の 港な 役者 達、 

トガキ の： 迎り、 『 このところ 十五 分 問 沈 默』 に . 

物 入 は 欠 仲して、 

, t  , ひっこ 

日 も， 月 虽 も、 食堂に 交りばん こに 引 込め ど、 

この 滅 茶な 芝居 は、 何時 迄た つても 幕に ならぬ。 

悲痛な ユウ モア 


よし。 我れ は 嘆か じ 0 

そ は祌の 試みな り、 それ もよ し。 

そ は 前き の 世の 報いな り、 それ もよ し。 

そは惡 魔の 惡戲 なり、 それ もまた よし。 

そ は 他の 何事に も 非ず 唯 だ 運命の み、 それ もい とよし。 

我れ は 嘆か じ。 

t ルー に 嘆くべき 言 紫 を 遣 ひ Hi^ たし たれば リ 

第二に 嘆く より 善き こと をよ く 知り たれば。 

そ は 何ぞ。 そ は 嘆かず して 笑 ふこと なり。 

出る 處 にて 頗を打 たれ、 

ベ そ を かき つ つ 引き 退る 

世 ra^ の^ 化 役なる 自れを 笑 ひて 樂む ことなり。 

.  ル ゲン フモ オル 

有難し. 汝 CJalgenlulmor  (悲痛な ユウ モア！) 

宿命論者の ユウ モア 


彼 は 生れき その 家の 破產 せし 日に。 


彼は戀 しき、 その 女の 戀を し 0 に。 

彼 は „ にあり つきぬ、 徵 兵に 取られし 時に。 

彼 は婚禮 しぬ、 花嫁の 不^の 時に-り 

彼 は It 駄穽 きて 出で ぬ、 その 日 雨降り 出で ぬ。 

彼 は 傘 もて 出で ぬ、 その 曰 雨 降ら ざり き。 

彼 は $s になく 車に 乘 りぬ、 その 車 覆りぬ、， 

彼の 兩手は 挫けぬ、 彼は螯 家な りき。 

彼 は. H 殺せん とて 海に はまりぬ、 

漁夫が 驟け 付けて 彼 を 救 ひぬ！ 

彼 はまた 坐 きんと する 欲 を 得て 

夜中に 村 を 通りし に、 人に 怨み を 抱く もの、」 

人 違へ して 打ち殺しぬ！ 

f 1乂1 u< 

しかして II ヒ リズム ー 


^壞の 喜び、 絶^の 笑 ひ、 

しかして 人類への 挽歌 1 

我が 轉 倒せる 享樂は 

ノルマ ァ ル なる 享樂 よりも If し。 

入 問の 悲劇 

人 問の あると ころに 地獄 あり、 

しかも 人 il は 地獄 を 恐る。 

彼 の 惡智！ はつひに 天 國を 造れり、 

され ど 人間の 入る とき 天國は 地獄に 變 る。 

暗 面 

おのれ 暗 面 を 有すろ もの は 

あ，？ めん 

好んで 人の 暗 面を談 ろ。 

あんめん . » 

ああ、 人 は S に 暗 面を審 ひ談 る。 


詩 は 预；： 口な り、 

あまりに 悲しき 预；〕 a なり、 

^5人の本能の|^は 

そが 運命 を ほら かたる。 


我が 人生に ありし は、 

大涖 にた だよ ふ 小舟に ありて 

一杯の 飲み水 を 求む る 杏の、 

水の 屮に ありて 水に 渴 くが 如くな りき。 

我れ は 人 問の ただ 中に ありて、 

一 入の 人 問に こがれたり、 

我が 瀕き を醫 すべきた だ 1 人に …… 


そ の 財產 を 銅貨 も て 蒔き 散らす 人 の 如くに 

つか 

我れ は 我が 感情 を 愚かに 費 へ り。 

バヴシ ヨン を 小出しして、 

1^ ひに 我れ は 必要なる もの を ひ 得 ざり き。 

文學と 呼ぶ 棄子の 味を覺 えて、 

胃腸 を 弱めて、 我れ は 人生 を 消化し 得ざる 

若隱 居と なれり。 人生 問題に 耽って 

かへ つ て 人生の 明きめ くらと なれり。 

愛の 敎 への 甘言に うまう ま乘 せられ、 

我れ は 神様の ぺ テンに かかれり。 

あし 

若く は、 神 を 偽造せ し 人 問に してやられたり。 

かくて 我れ 三 歳 兒の やうに ベ そ を かく。 


愚痴 は 醜き 過去 を染 むる 醜き 色彩に して、 

すべ て の 後悔 は 馬鹿らし きものの 王な り。 

痴^よ， 永遠に 汝の星 は 落ちぬ。 今は默 せよ， 

汝の 愚かなる 過去 を 憤 ふ もの は 唯だ汝 の沈默 のみ。 

我が 不 幸 を遣憾 なき も のと せん^めに 

あらゆる 苦難 を、 運命よ、 我に 與 へよ、 . 

か く て 我れ 思 ひの 儘に 汝を 馬り 得べ し。 

かかる 時、 申譯 だけの 幸福 を與 へて 

口 どめ せんと 31 ると も、 そ は 成功せ ざるべし。 

我れ は 限りなき 不幸 もて 購ひ 得た る 

運命 を 罵り 得る 此 の 幸福 を 抱き て 死なん。 


11 一一に 

我が 生涯 は あはれ なる 夢、 

我れ は 世界の In- の 上の 一 つの 誤植な りき、， 

我れ はいかに しく 世界の 著者に 

その 正誤 をば 求め けん。 

され ど 誰か 否と 云 ひ ん、 

この 世界，： ni らも また 

あやまれる、 無益なる 書物なる を。 

『あきらめ』 の Si: 學 S 片) 

忘れ去れ、 つれな き 女 を 

粲て 去れよ、 いつはり の 友 を、 

願 ふなかれ、 あだなる 譽れ、 

梨て て 行け、 苦み に充 つろ 此の世 を。 


おろかなる 朱 練の 心に 

獎 きつつ、 拊 みっつ、 嫉 みっつ、 

女の 幸福 を、 友の 譽れを 

眺めつつ、 悶え 死ぬ 若 は 醜し。 

述 命に：； S する 者 は 野 者な りと 

希^ 人 も 云 ひき。 

無 _ おの 戰 線の  一 を 守りて、 

我れ は 其 日 其 時、 るべき S 命 を 持つ。 

いかに i?; けば と て 嘆き は 減らず、 

ただ 汝の茶 を i!i 々可笑しく する だけな り。 

棄て 去れよ、 すべての 悲^ を、 

あ ひしゃ ラ 

汝には 合性 惡 しき 娠 はしき 世界 を。 

我れ は 人生の 餘計教 として 生れき、 


七 八 

しかも 『無用の 者 入るべからず』 と、 

張 札の ある 幸福の 嚴 めしき 門の 中 へ と 

押入 る ベ き 圖 々 し さは 我が 美； S に 背け り。 

かく も 我れ は 古き 日 本人な り、 

我れ け歐洲 人と 支那 人との 執 唐な し、 ， 

ハラ キリ を 美しき 芝居と 思 ひ、 

『あきらめ』 を 又とな き齊舉 となす。 

我れ は あらゆる 欲望 を I つ 一 っ禱 ちて 來ぬ、 

今や 人生に 對 して、 想像し 得る 限りの 

£1^も^2:かなる要求をもっのみ。 

それさ へ も、 is 氣 なく 手 離す を？ おん。 

飽きたり 


我れ を殘 して 日 は 沈む、 

我れ を殘 して 人 は 逝く， 

世に 忘れられ、 

幸福の 帳面に 附け 落されて 

我れ は 生きたり、 十分 生きたり。 

我れ は 未だ 戸籍の 上に て は 一 一十 幾 歳 なれ ど、 

我が 經驗は 華 かに 豐 富なる 芝！^ に は あら ざり しか ど、 

我れ は 人生 を 洞察 したりと 誇る ベ き 何物 も 持た ね ど、 

され ど 我れ は餘 りに 欺かれたり、 

我れ は餘 りに 虐げられたり、 

(我が 一 一 + 五 年 は 幸福の 子の 百年に も當 る) 

11 我れ は 飽きたり。 

若く して 『飽きたり』 と 云 ふ は 悲し、 

百年 も 生きた るが 如く 思 ふ は 悲し、 

正義に 渴 望し、 平等 を信條 となし、 

あらゆる ユウ ト ビアの 夢に 靑卷 を秦 ひたる もの、 , 


あはれ、 『幻滅 3£ なる 醜名の もとに 

嘲 けらる る 者の 末輩と なりし は 悲し、 

運命の 烈し さに 泣く 事 も 能 はずな りし は 更に 悲し。 

X 

人間の 心 は 水 の ごとく 

限りなき 苦痛の 水 を 盛る こ と 能 はず。 . 

あまりに 烈しき 音 は 耳の 鼓^ を 破り、 

あまりに 酷し き 苦惱は 感情 の lg 膜 を. ^らん。 

むし .£ 

啻 くして 蝕まれた る 木の 資の ごとく 

我が 心に は皴 寄れり、 

常に 鍬 を 取る 手の 皮の 厚くなる ごとく 

常に 激動せ し 我が 感情 は 化石せ り、 

人の 苦痛 も、 自れの 苦痛 も、 

今 は 我れ に 何の 關係も 無し。 

人生の 美食 も 無味に 等しく、 

幸福 も 不幸 も 同じ 事と なれり。 


に 酬いろ！： 惡も なく、 

！^！：^附に對する憐^もなく、 

我れ は 辛辣なる 皮肉 を 浴びせ かくる もものう くして、 

人通り 檠 きお 一の ほとりに 腰お ろして、 

世界の 4;^ 行 を 眺め ゐる。 

我れ は 凡ての 人^の §2  r 翦 ひなり、 

無 感&〕 となれ り。 

ああ、 何時の n にか 欺くな りし、 

かの 敏感 を 持て あませし 我が 心 は。 

我れ は 飽きたり。 

そ は歐縱 巴に て は 一 世紀 遲れ たる 

流行お くれの 呼， 碟 なり、 

今更 物 珍ら しげに 眩 く  nil 鹿よ と 

批評家 は れ よかし。 

我れ に は その 應 など はどうで もよ し。 
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かかる 惡 詩の 羅列に も 我れ は 飽きたり， 

我れ はすべ ての 我が 本能に 飽きたり、 

され ど 人間 を辭 職す る そ の 手續 きも 面倒 奐 し、 

:J1I1V.- る も 死ぬ る も、 どうで もよ し。 

1 初 戀 

初 戀の人 をお も ふ は、 

なほ 我が 墓 を 見る が 如し。 

ソシァ リズム は 我が 初戀 なりき、 

我れ 年 十七 歳に して、 

かの 赤き 表紙の 書 を 感激 も て讀 みき。 ， 

岡 燒 きをして、 その 戀 とその 戀人を 

でし 

朋輩と 世間 は 誇る。 

かく 我れ も 『貧乏人の ソ シァ リズ ム』 と 

富める 友より 嘲 けられ、 

幼稚な 感激よ、 ヒロイズム よと 


處 世のお m 者より は 笑 はれぬ。 

(され ど そ は 一 つの ボェ ム なりき。) 

がけの 戀は おもしろし、 

情婦の 爲 めに 一 生 を 棒に ふる はよ し、 

1 つの 信仰に 殉 ずる はえら し、 

ただ 其處に のみ 人間の 生き S. 斐は ある。 

我れ は 子供な がらに そ を 知れり き、 

また やけくその 勇氣も あり、 

血 氣は辩 せし 身 體に充 ちたり き。 

され ど 此の 13  士は餘 りに 內氣 なりき。 

すべての もどかしき 初戀の ごとくに、 ； 

我れ は 遠くより その 姿に あこがれ、 

あへ て 我が 理想に 近づかむ ともせ ざり き。 

(かの F に 死ぬ までの 戀 をしながら 

1 言 も 打明けて 言 ひ 寄りし 事な きが 如く) 

—— その 間に 我れ は 年を取りぬ …… 

nil 魂-の 秋 


人 問 を 改善 せんとせば 

人間 を 滅ぼさ ざるべ からず、 

そ は 不治の病に かかれる 人の 如し、 

癒 やすと は 滅ぼす を 云 ふ" 

人間の あらゆる 惡 しき 制度 は 

世界の 惱 める その 病な り。 

(いな、 人間が 世界の バチルスお 物 かも 知れず〕 

平等と 自由と は 人類の 其の 爲に 生きる 

美しき 夢な り、 最高の 標的な り、 

しかも そ は 唯 『死』 の 中に 在り。 

かくて 絕對の QS と 平等と を？ 4- ん とて 

人間 はつひに 死に 行く。 

. I かく 經驗は 我れ に敎 へぬ。 

いま 我れ は 死 をのみ 信ず、 

あらゆる ユウ トビ ァ は 1! 氣樓 なれ ど、 - 

八 1 


死の みは 不滅の ユウ ト ビアな り。 

我が 努力 は 今や これに 向へ り。 

され どな ほ 世に あるう ち は、 

を 掘み ST さるう ち は、 

^を よろこぶ、 詩人なる 我れ は。 

初 戀の人 をお も ふが ごとく、 

我れ は 愛す， ソシァ リズム を。 

美しき 世界 は lif き^^き苦痛 の M な り。 

美しき 世界 は 不治のお にか かれる 突 人の 如し， 

彼女の 美し さは 病的に して、 

美 を 滅ぼす ときに そ は 癒 ゆ るな り。 

世界の苦痛をのがれんとする^|5?は世界を棄てょ。 

世界の スト レン ジ ァ より (斷 篇〕 

贿 


憂鬱の 股 を もて 我れ は 世界に 迷 ひ 出ぬ、 

きらびやかなる 此の 世界に 。 

され ど 世界 は 我れ を兑 知らず、 

冷やかなる^ に经 られ て、 

行き暮れ しこの 旅人 は 

家 ごとに、 一夜の 宿 を 求 むれ ども、 

いたるところに、 隣の 家を敎 へらる。 

に，？ き あ 

あはれ、 この 世界 は 人氣惡 しき 土地な りき。 

しかも 我れ、 何處 まで さまよ ひ 行く ぞ。 

家な き 人の ねむり 場 は 

つめたき 土の 上に あり、 

他國の 者の ふるさと は 

つめたき 土の 底に あり。 

歸れ、 歸れ、 地上に 疲れし 旅人よ、 

1 日の營 みに nil みし 人の 

家の いろりに くつろぐ 如く、 


汝れ もやさし き 土の ふところに 土と なれ かし。 

今 こそ 此 世の 修羅場 を緊て 去る の 時、 

ながき 日 も：：^ やた そがれぬ。 

ミ 

見馴れぬ 者 を、 造の べに 

子供 はは やし、 犬 は 吠 ゆ。 . 

笑 ひの 槍よ、 晴き心 は Mi く 血 を 流せり、， 

それに も 馴れたり。 

我れ は 世 E 外に 馴れ 行け ど、 

世界 は 我れ に 馴れん とせず。 

我が 胸に こ こなる は 氷の 如く， 

世界の 光 は 我が身に 毒矢の 如し。 

ああ、 旅人よ、 

汝は あやまりて 世界に 出で ぬ、 

力 ある 者、 正しき 位置に 汝を 置き かふる とき、 

光な きと ころに 暗 は汝を 愛撫 せん 11 

汝が此 世に 願 ふ もの、 


事業 も、 幸福 も、 汝 には强 すぎる 光 なれば， 

こころなく 日向に 置かれし 日 の^の 如くに 

枯れ EiO 、しょ、 二度と また 萌え出で ぬた めに 0 

ああ、 世界 は 苦し 

我れ は t おくして 晚年を 3- たリ …ミ 

ああ、 世界 は 苦し、 

ああ、 我が 命 は 長し、 

ち さあけ 

朝 明 は あまりに 早し、 

胸 を燒く 光は强 し、 

夕暮は あまりに 遲 し。 

あはれ 枯る るか 萎る るか、 あはれ なる 草、 

いざや 與 へむ 我が 淚を 

され ど ああ、 我か淚 はかく も をく、 かく も し。 


二 

ああ、 欠 仲す ろ 魂よ。 

ああ、 疲れたる 旅人よ" 

醒 むる 時な きこの 惡夢、 

が. T あん 

止む ことのな き 拷問よ。 

ああ、 朱 だ 未だ 世界 は、 ¥ ひず。 

^界の 堅き 心 を 我れ は， <k へ り、 

我が 脆き 齒の碎 くるまで。 

世界に 充 つる あらゆる 毒 を 我れ は 吸 へ り、 」 

我がい と 弱き 胸の 血 を 流す まで。 ， 

され ど、 なほ 我れ は 生きたり。 

我が 過去 は あまりに 悲し • 

我が $は あまりに 暗し、 

我が 現在 は 悲しく^し。 

しかもな ほ 目に 兑 えぬ 鎖に つながれ、 . 
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盲 s の 意志と 呼ぶ 磁石に 引かれ、 

我れ はこの 世界 を 逃る る を 得ず。 

あはれ 眞畫の 熱き 光に 祭 は 涸れたり， . 

まな 二 どく 10 

眼 は 髑髏の 穴と なりぬ。 

ああ 泣く もの は £Z ほ 幸 ひなり、 

その 心 は 若し —— 

我が 心 は 今や 百 歳に なれり。 —— 

今 はた だ 腹の 底よりの 大 いなる 欠 仲出づ るの み。 

あはれ、 いつ 我れ はかくな りし？ …… 

幽 靈 

人の すべての 眠りし とき 

あら はるる 星の ごとく、 

生な き 者の ほとりに 


さまよ ひ 出づる 幻の ごとく、 

と び 

光な き 灯火と なりて、 

形な き 影と なりて、 

燃えし こ となき 灰と なりて、 

生れし こ となき 死人と なりて、 

氣 なき 世界に 迷 ふ" 

我 

我れ は I つ だに 大 いなる 事 をな さ ざり き、 一 

され ど 我れ は大 いなる 事 を 思 へ り。 

我れ は 人の 爲め 貴き 事 を敎へ ざり しか ど、 . 

なほ 自ら 貴き 事 を 多く 學べ り。 

いとつ たなき 韻律 を あや つりし かど 

自然の 壯嚴 なる 韻律 を 深く さとりぬ。 


幢 からま ことが 出る 

, *  ，ん がん u ざな 

かけ 服 鏡 跟を誘 ふごと く 

佯狂の まことの 狂 氣に轉 ずる ごとく、.， 

苦痛 をつ くりて 樂 しめる ものに 

つ ひに まことの 苦痛 は來 りぬ。 

か つ て下活 接の 一 ー階を12^根裏と稱し、 

その 苦痛 を 誇張して |^せ ひし ものに、 

運命 はまことの 2:1 根 裏と 沈默 とを與 へぬ" 

力 を 持たぬ アトラスの 歌 

目 に 見えぬ 力の ありて 

滅亡に 向 ひ て 我れ を 供 へ き。 

名 づけ 難き もの 我れ を とら へ て 

あらゆる 惱み に 我れ を 捧げき。 


大 いなろ 跪 術 帥 ありて 我が 知らぬ に 

^5^き^3^を我が屑にぉけり。 

かくて 我れ 日に日に 卑しき 奴讖 となり、 

ざめ て、 背 ざめ て、 靑ざ めて 行き、 

い と 脆き 火と して 風の 前に？ g かれ、 

女 ほどの 力 もな きァ トラスと はなり ぬ。 

ァ トラ ス 世界 を 投げ出. すと き、 

彼の いなみし 膝に 罪 は あら じ。 

力 即 善 

あはれ 我れ は あやまりたり、 

『カ卽 范：』 の JKf を 

知る ために、 ああ いかばかり 

涵牲 をば 我れ は拂 ひし。 

力 あると ころに は 善、 
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なに 人 も ただこれ を 知れ。 

欺かれし もの、 破られし もの、 

嘆きつ つ 正 _f を 呼ば ふ。 

人の 世 は 問に 介せ なり、 

ここにして 泣く はおろ かし。 

ただ 强き ki? わがへ、 

こ 5 ふし  .f. 仁  ► 

强き 拳よ、 これにまして 語る ものな 丄 * 

力 ある 拳く だせば 

こな；！；  ,t 

粉微塵に 正義 は碎 くる。 

プ ioj 善 

力なき ところに は に 

愚かなる 淚 ただよ ふ。 

無 題 


我が 淚 土に 流れて 

さびしき 微笑 は 脣に實 り を あたへ、 

たくみた る 哀れ を訴 へし もの、 

まことの 痛みの 來 るに まかす。 

苦痛に 耽り 喜ぶ もの、  ， 

その 度び に談 りて やまず、 

我れ は ひそかに 苦しみ を 胸に やしな ひ、」 

なめげ なる 問 ひ を 担め り。 

され ど 苦しみの すぎ 去りし とき、 

そ は もなかり きと 人に か：： ぐる、 

されば こころよき 今日の 疲れ は 

なきあとに 誰に かかた らん、 うれし かりし と 0 

自ら を 葬る 

S 魂の 秋 


我が 眼 は 失 はれて 行け、 

我が は 我が 服に 溢る。 

かなしげ なる 微笑 を 

汝 はつねに 淚 にかへ たり。 

我 が^は 失 はれて 行け、 

そ は 愚かなる 嘆きの ために 色褪せ、 

そ は I 度び も 人： 熱き 接 4； を 感ぜず、 ， 

ただ 遂げが たき 願 ひ を 口籠りし の み。 

我が 兩の手 は 失 はれて 行け 

そ は 一 度び も 力 を こめて 

溫 かき 世界の 胸 を 抱きし ことなく、 . 

ただ はかなき 夢 を 記せし のみ。 

我が 魂 は 失 はれて 行け 

そ は惡魔 さへ 買 ふこと をね が はず、 


この 哀れなる 肉 1^ さへ も^ へ る もの、 

不 4、 に 生れし 發宵せ ざり し 魂な り。 

一 度び も 生き し^なく、 

ただ 影の 如く 漂 ひしの み、 

しかも^に 死 を かたりし その 消 稽さを も、」 

かくて 我れ は 今日つ ひに 葬る。 

海の 死 

我れ を 宵て し搖籃 よ、 

限りなく 廣き 我が^ 床よ、 

永遠に 朽 つるな き 我が 境 墓よ パ 

世に 狭め、 隨 しつけられて、 

我 は 限りなく 汝を ひき。 

海の 求めし i よ、 
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地の 上に 不幸なる 者よ、 

漂へ、 漂へ、 海の 上 を •—— 

生ける 者の 最も 與敢 なる 者 も 

未だ 行 かざりし 北極に、 . 

氷の 墓 は汝を 待たん。 

侮の 象なる 觫 の 群れ、 

古き 世界の 王者の ごとく 

汝を衞 りて 導かん。 

漂へ、 漂へ、 海の 上 を —— 

果てな き 波と たは むれて、 . 

世に 忘れられし 汝が歌 を 

眠に 誘 ふ 守 瞬に 

やさしき 波 はうた ふべ し 0 

地の 上に ありし とき 一 たび も 笑 は ざり しもの 

波の 巾なる 波と なり、 


躍り、 狂 ひ、 叫びて 笑へ、 ， 

汝を棄 てし 女の 

汝を 賢り し 友の 

その 地上の あはれ なる 幸福 を あはれ みっつ もゾ 

遠き 故 鄕の岸 を 打ち 

幼馴染の 墓 を 洗 ひ、 

汝を追 ひし 地の 上に 

雨と 降れ かしゃ はら かく。 

地と 相： れぬ 陸上の 反亂 者、 

海に のがれよ、  - 

海 は故鄕 なき 亡命 客 を 

など かつれ なく 陸の 上に 投げ出 だす ベ き、 J 

^#の胸は限りなく廣し。 

f ,  £^ き 胸 もつ 花嫁よ、 


汝が新 床に 年若き 夫 をむ か へ よ、 

古くして、 とこし へに 若き 汝の 欲情 もて， 

大 いなる 詩人 シェ リイに なせし が 如く、 

小さき 詩人の 我れ にもな せ。 

憂鬱 家の 断 章 

短劍、 短銃、 また 毒藥、 

ああ わが 戀 人よ、 

わ が 夜毎 必ず いだきて 眠る 

最終の わが 戀 人よ。 

われ を 人生の 鐵 鎖より 解放す る 

義 者よ、 俠士 よ、 

不幸なる 者の 救世主よ。 

われ は汝 等が 千^の 行の 

最もよ き證 人た らん。 


われに まして， 汝 等が 

働き s.§{ の ある 苦惱 はな からん。 

また われに まして、 汝等 をば 

限りなく 愛する はな からん。 

二 

人生 の is なし 沼に 踏み込みし 者 は、 

絕 を樂 しみと せよ。 

のが 

免れん と あせる たけ 苦しみ はま さる。 

ただ、 ^ち 込め、 落ち込め、 

^く、  く、 また if く …… 

ミ 

その 生涯の を はりの 具に 

T ぽ end の 文字 を 自ら 霤 かば、 

そ は 胸の すく 事な り、 

そ は 二十 餘 年間の 溜飮を 下ぐ るに 足る。 

し て や ら れ た る 意地 惡き 運命 の 狼 m を 

冷 かに 笑 ふ は 梁し。 
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ここ 迄お 出で を やりながら。 

四 

あまりにみ ぢ めな る 生き方 をす ベ く 

わが 誇り は 高し。 

資本 を 持たず して 人生の 市場に 立ちて、 ， 

何 一 つ？ ると ころな かりし は當然 のみ、 ， 

資本 無 かり 13 を 嘆く より、 

その 途方に 暮れた る まぬけづら を 笑へ， ， 

泣くょりもそはg^bしo 

高 笑 ひして、 己れ に 最も 尊き もの を 

地に 纏つ は、 誇の 高き ものに 似合 はし。 

五 

ブ 口  ロォグ なくして 始まりし 生 は 

ェ ピ 口 ォグ なくして 終るべし。 

おそらく これ は 創造者の 氣 まぐれの 產物、 

その 全集より 除かるべき 失敗の 作、 

斷片 のま まに 捨て去ら るべ き 駄作なら ん。 


そ はた だ 悲劇の 下書きの み、 

悲劇 を 作らん とせし が、 ^；ぱ屮ょり 

作 ホ；： の 氣が變 りて、 喜劇と したる 斷片 のみ。 

こ の きぞ こな ひ の 草稿 を 

燒 きすて よ、 作者の 名譽 のために。 

六 

われ は，：：： 然 より 此の 肉體を 借りたり、 

われ は て かかる 重荷 を 欲せし 事な けれど、 . 

氣が 付き て 見 たれば 負 は され て ゐ ぬ。 

かくて 『生きる』 に は あらで、 『生きさせ』 られ て、 し 

絕間 なく 手酷し き 利子に 追 はれて、 

われ は 無期 徒刑 者 の 絕 望を惱 めり。 

かかる 禍ひ の 生命 はわれに 用無し、 

苦痛の 利子 を 日毎 日毎に 拂 はんより、 

われ はむしろ 此の 肉體を 自然に 返さん。 

日 H の疲勞 もてなしく づ しに 支拂 はんより、 . 

おもに 

かためて 高利 貸の 面に たたきつけん。 

魂の 秋 


R 常 生活の 小出しの 苦痛 を 

小氣 味よ く 一  瞬の 痛み もて 代 へ ん。 

われ は旣 にあ まりに 多くの 利 千を拂 へり、.」 

しかも此の^^^本もてする察業はなし。 

われ は 人生の 無期 徒刑に は 飽きたり、 

さらばよ し、 

か の T 抹の 王子が 最後の 言葉 を もて 

此の 「結 宋」 の 結末と せん、 

R  ，rhe  rest  is  silence." 

餘るところは：！？！^？の み  


$3化^!?-として (一 九 一 四 年 Ir 九 I 六 年り 

アラス、 フゥァ • ヨリ ヴク！ 

. お ま へ は 悲しい S3 化^、 

お ま へ の 1^ も 笑 ひの 1^ になる ぽか wi 


莫迦の 歌より (大正 三年 九月一十 H0 

—— 『紙上 英雄』 の 豪 詰と a 嘲と 11 

思 ふだけ で滿 足出來 なかった 大 阪の與 力の ふみの あは 

れた ふとし 

一 册の本 は 書かね ど 宗五郞 は 平 八郞に 劣る もの か は 

二 千ネの 日本 歴史 にた だ ひとり 我れ を 泣かし む 佐 倉 の 

宗： 

瓦と なりて 全 からん より 玉と なりて 碎 けんと 言 ひし 古 

人 を ふ 


九 二 

タル タル ゥ スの li^ き 底に？^ 込まれても J_ 妊に 屈せぬ チタ 

ァネン 我 も その 族 

つるぎ 

チタ 二 ック のこの 精神の 向く ところ 焰 ともなれ 劍 とも 

なれ 

竹林の 七^ は 日に 淸談す 我 は 日に日に 繩 目の もとに 齒 

ぎしり を せん 

我が小さき家をめぐりてなく蟲ょこの{1^1想兒をゎらふ 

か 悲しむ か 

はらわ 

弱き もの しきものの 群れに ありて 我が 眼うる ほひ 腸 

ま %| づ 

ミイラと なりて 千年の のちに 殘 らん か 階級 戰の 塵と な 

、レズ 力 

大逆 無道 犬 も 許さぬ 罪 犯し i めら るる 時 を 想 ひっつ 便 

こ ほ： C ぎ 

所の 中で きく：^ 

宿な し は 今ごろ 何處を うろつく らんこの 夜雨 ふりて 十 

月に 入る 

文豪に ならむ とお も ひ 鄉關を 出で し 日お も ふ 秋の 雨 か 


な 

義賊 、 J そ 我が 理想 なれと 口 で 言 へ ど 藥 ねら ひも 出來 

ぬかな しさ 

叱られて 家の ま はりの 雨に 濡れながら 泣き ま はる 猫よ 

叱 つ た 僕 もお ま へ と 同じ 弱者 だ 勘忍し て くれ 

臆病で へ まな 僕 さへ 傲慢と 见られ て 反感 を 買 ふらし 人 

生の 悲劇 

人口 制限 を 持論して ゐる僕 なれば 一 ダァス の 子 を 神 や 

授けん 

質草 はま さに 盡 きんと す この 僕 を 質に 取つ て くれる 質 

尾 はない か 

酒屋の 拂米： の 拂何か あらん 妻よ 恐る るな 我に 尙 半日 

を 想せ しめよ 

食へ なくなれば 夜 逃 を せんと 思うて ゐる それにして は 

本が 靈 すぎる 哉 

5 ゐ てんぺん 

1 の 養子 今 は 燹屋 のお 客樣有 爲轉變 のお もしろ きか 


ままの てこな このうる はしき 少女 子に 我 も わたさん 我 

が 家の 鍵 

夕 ぐれの 何とも わかぬ 悲しみに この 一 生 をむ しろ ゆだ 

ねん 

豆し ぼり、 L るし 半天、 繩 のれん、 意：； 讽な 職人が うら 

やまし けれ 

四海 波 を さまり て R 出度 けれ 花嫁 i の も絕、 卞 

して 天下 泰平 

續莫继 の 歌 (穴 正 1： 年 八 fi 

妻に のみ えらき 人よ と賴 まるる に顏を そむけて 高 笑 ひ 

する 

か ひ. L やう 

夕 ぐれの 雨 を ながめて 髯 のびし を 撫で をる 甲斐性な 

しかな 

つら 

長居して 低能の 底 ぶちまけて 格子 戶を 出る しょげた 


にやり として く 人の 顔に 氣が附 きて に はかに しょげ 一 

し 低能 见 かな  一 

街； 的の 風に 吹かる る 塵と なり 雨の 来る までせ めて 狂 は 

ん 

糜努に すりへら さるる 愤 りが Ycta と 出て 來て 罵られ 

にき  一 

五 tii の 仆事を さへ も "默 はしと 思 ふば かりに 疲れ はて 一 

にき  一 

月末 をよ そに 手枕す る ほどの なまけものと はいつな り _ 

に けん 

いかばかり 困る もの か を 知らん とてな まけ 暮 しぬ 月 は 一 

し，  一 

くろれ ど  一 

あべ こべに しかも 巧みに 出 來てゐ る 世の 莫迦ら しさ 笑； 

はん 泣かん 

三十に して 失せに し 友 をと むら ひて かへ る 夕の f 化 の 稻ー 

妻 

&g が、 この： ^脳の もとなる か、 腦ゅ ゑの この © 乏ー 


九 四 

力 

低能 兒 の 濟 民を說 くその 鬆 に まじる 赤き を 友 はわら ひ 

き 

臭し i. 犬し、 され ども 悲し、 かの いたちの 最後 屁に 似る 

莫迦の 欲 かな 

莫迦の 歌の 後に (大正 五 年 六月) 

十分 に 莫迦 を發 揮し た その &の 莫迦ら しさ こ そ 莫迦 の 

やくと.、 

i 

俺 は 莫迦 だ つ たと 後悔す る ほど 賢くな つ た 時の 莫^の 

みぢ めさ 

おひとよし、 正直者であった ゆ ゑし くじり にけ り惡の 

世 なれば 

だまされた の 愚痴 を さかなに して 一杯 やる のが^ 入 

の ti 

『幻滅』 の 歌 を 『人道主義』 の 日に うた ふ何處 まで 逆に 


ゆく 述命か 

莫迦の 歌の 時代の 生き た 記念碑 の 友 は 氣まづ く 我と 別 

れき 

これほどに 階い 人生 觀 がよく 抱かれた ものと 思 ふ 人 こ 

そ 幸福の 人 

『人 問』 を 僧む に 至ら しめたる その 友と あはせ て 『莫 

迦』 に 今. 日ぞ 別れん 

再び 一年の 後に (sl^fv ね 

『露の 世 は 露の 世ながら さりながら』 ここに 生の 唯 1 

の 肯定が ある 

勝つ 望なくて 戰ふ チタ アンの この 大 leR 氣、 我れ を棄っ 

るな 

我れ もまた 强 く邪惡 にならん とす かの シ ルス • マリア 

の隱 者の ごとく 

惡ょ惡 よ、 この 利己心よ、 ここにの み 生存 は ある、 肯 


定は ある 

凡て 世の 危 _ぉ！： に 對し抗 すべき もの 我 身 1 っぞ その 故に 

自 己 を 愛せよ 

この. HI 己よ この 中に こそ 限りなき 力 は ひそむ 自己 を 愛 

せよ 

造化 者 は 神樣を どう 見る？ • 

神 は どえらい 犬儒 だ！ 

トルスト イアンに 貯金 を與 へ、 

^人の下女を^？^ませ、 

ヒュウ マ ユタ リア ン 同志 を 反目せ しめ、 

ぺ シ ミストに は 百 歳の 歸を ばねが はせ、 

雲の ゆから 手 を拍っ てからから 笑 ふ。 

『神 はチ イク 君よりも 皮肉 g だよ』 と 

チ イク！？ « をから かった ハ イネの 傳記 も、 


y  九 六 

『神 は ハイネ^よりも 皮 肉屋 だよ』 と 

この^化^！？に言はせるが、 

また この 俺より、 更に 俺 を 皮肉る 者よりも、 

神 は どえらい 皮肉 ほ だ！ 

彼 は 永 i„ おの この 走 "iSH 燈 をば ま はして 見る 

飽く  、  J と 知ら ぬ 意地惡 の い たづ ら小^ I 

彼 は 特別^に ^耻 つて、 

s 分の 作った お： 劇 を .：：1 ら樂む 大作 若- 


、も の 放ー很 ( 1 九 一 六 年 秋 1 1 九 一 七 年 S 

『こ こまで も 私け 來 たか？』 

おどろいて 叫ぶ か、 心の 放浪者、 I . 

終リを 知らぬ この 旅に 心 はっかれ た！ 

つかれた 眼に、 ^える 日 のない この 祸望. * 


果實と 詩人 

ぐ の 

未熟な 靑ぃ 果物 は 木から 落ちる、」 

落ちながら それ は 嘆息す る、 ， 

『これが 私の 運命 か？ 

私 もまた 甘く 熟して、 

この 世の 快樂 のかぎ り をつ くし、」 

11 1 夏の 日光 をた のしみ 1 . 

美しい 秋に めぐりあ ひ、 

さて、 鳥の £1 の腑に 入らう と 思った のに …… 』 

S 魂の 秋 


不運な 木の 實ょ！ 

然し、 お まへ は 一 人ぢ やない、 

お まへの 運命 を この 木の 下の 詩人 も わかつ I . 

食 はれ 隊 まれる の は 果資の 喜び だ、 

讀 まれ 歌 はれる の は 詩人の 樂 みだ、 

それ も 私と お まへ に は、 ああ、 悲しい 願 ひ ー 

『そんな もの を 食べる とおな か を こ はす』 と 

母親の 『批評家』 は 子供 を いましめる …… 

勝 禾 

ある 處に 罪人が 十字架に かけられて ゐた、 

平常 仲の 惡か つ た 男が 其處を 通りかか つ て ， 

ざまを見ろ、 平常の 心得が 惡 いから その ざま だ、 

早く. 舌 を 噴み 切れ、 それが 今の 貴 樣には 一番い い 事 だ 

などと 

九 七 


あらん 限りの 嘲笑 を 浴びせ かけて 行った リ 

罪人 は 首 を 垂れて,：：：： した 儘 何も 言 はな かつ た。 

惡 口した a- は 牛 町ば かり 行く と、 

に その 男が 可哀 さう になって 來た。 

c 分 の 態度が あ まり！ T 酷す ぎた と氣附 い た。 

それで 引返して、 俺が 惡 かった、 勘辨 して くれ、 

は 苦んで ゐる、 俺 は 君の 苦 を餘 重す ると 言った。 

罪人 は 首 を 垂れて ^iw した 儘 やつば り 何も 言 はな かつ 

た。 

ごろつきの 幸福 

ごろつきの 面白味 は 

すべての 名譽を 捨てた ところに ある、 

を 飾る に 忙し い 良 ：11^ の 中に、 

赤裸々 な 虾性 をむ き 出す ところに ある。 


E;^. も實 直な 人間で さへ も 

いひ わけ 

酒の 上と 云 ふの を 萬 一 の言譯 にして 

(醉 つた 時の 人間の 理性 は 素面の 時より 確か だ) 

大道で ふざけたり、 傍若無人の 擬舞ひ をして、 ， 

ごろつきの 虞 似 事 をして 得意になる。 

それ は 暫くの 間 檻 を 放 たれた ©獸 の 喜び だ。 

だが 此の ごろつきの 素人の 翌朝 はみ ぢ めだ、 

自分 の 顔 を 始め て 見た カリ バンの 苦痛 を 味 ふ か らだ、 」 

本物の ごろつき はこの 自覺 から 出發 して ゐる。 

人 問 を 超越し ようと 云 ふの は 夢 だが、 

人間 を沒 却しょう と 云 ふ の は 確かな 話 だ 0 

だが、 それだけの 手數を かける にも 及ぶまい、 

ごろつきの 幸福 は 人間性の 勝利に 外ならぬの だから。 

ごろつきよ、 そこで 先づ 一 杯 ひっかけろ。 

惡 魔の 嘆 息 


人 ii を 誘惑した の は 

おれの 若氣の あや ォ i-i^ だった、 

おれ は 彼等 を豎く した、 

今では 彼等が おれ を 苦め る。 

この 不埒な 奴等め、 あつかまし くも 

おれに 誘惑の 催促 をし をる。 

今度 はおれ を 誘惑し よる。 

何と、 小 まし やくれ た 此の 人間 共め が.. 

買って くれ、 買って くれ、 

出來る だけ 勉强 します とっき まと ふ、 

魂の 押寶 りば かり は眞平 だ、 

今ぢゃ 魂の 値 打 も 安くな つて 

うかう か 買って ゐち や 損 をす る。 

ファウストと いふ 31；! のゐた 時分に は 

0  の f: ね 


まだまだ 人間の 魂 は 値が あった、 

今 どき の ずる く 卑し い 人間よ り は 

ま づ蛆蟲 の 方が 一 割 方 は 値が あるて。 

中には てんから 魂 を 

持 合せても をらない 癖に、 

どうです I っ氣 張って はな どと 言って 來 る、， 

い つ かな 可笑しくな いおれ だとて 

これに はつい ふつ と 吹 出した くなる。 

さてさて、 人間と いふ もの は 

小 ざ かしくて、 しかも 馬鹿げた 動物 だ、 

そこで 何處ま でず るくなる かきり が 見えぬ。 

何しろ 今ぢゃ 金に さへ なり や 『糞で も くら』 ふ、 

まして 魂ぐ らゐ 屈と も 思 はぬ、 

もうかうな つ て は 惡魔も 上ったり だ、 

まあまあ 天王星 あたり へ でも 逃げ出さうよ。 

，フ ノン 


〇〇 


f  s 義よ迷 

人 問 11 それ は 不思議な 謎 だ。 

今迄 なかった ものが ひょっこり 現れ、 - 

また ひょっこり なくなつ てし まふ。 

それ は 人 問. H 身 に は 解けない 謎 だ。 

だが、 1^ 不思議な ことがある。 

たった 一 人の 人間の ために、 

忽然と し て 眩^し さうな 快樂が 湧き 33 し- 

また 癒 やす 車の 出來な  い 苦痛が 生れる。 

その 人が やって 來 なかった ばっかりに 

夜の 家 は、 沈 默と淚 とにつつ まれる。 

その 人が たった 一 言 iB つたば つかりに 

今迄 沈んで ゐた胸 は 火の やうに 躍る。 


人 問 11 それ は 不思議な 謎 だ。 

頭から 爪先き まで 謎の かたまり だ。 

だが 不思議な 人間の 中で 一 番 不思議な もの は、 

それ は戀 人と 云 ふ もの だ  快樂と 苦痛との この 手 


變 心  - 

忍びよ る， 忍びよ る、 我れ に 『不幸』 は I 一 

戀 人を戀 人の 訪 ふが ごとくに 

忍び かに、 また うちとけて -11  一 

またお なじ 悲しき 微笑と、 

おなじ うるめる 靑き 眼と、 ほそき 頸 もて 

おなじ つめたき 脣 もて、  一 

またお なじ 細長き 手 を もて 

我れ を 接吻し、 我れ を 抱かむ がた めに。 二 


され ど 汝の戀 入の 此の 變心を  一 

知る か、 ああ、 『破滅の 德』 よ、 I . 

汝の戀 人 は 生きん とねが ふ 11 

血 を、 功名 を、 快樂 を、 罪惡 をね がふ。 一 

執拗なる 年上の 女の 戀 をい とひて、 

つれな く、 さはれ あでやかに 娘 を ふくめる 

娼婦 を 慕 ふ、 『幸福』 を 慕 ふ。 

『同情』 と 『愛憐』 との 戀ょ、  ； 

我れ はつれな く、 憎み を もって 汝れを 担まん ー 一 

ここにして、 嫉妬の 一?^ が 

つ ひに 我が 胸 を 刺す とも. * 

我れ も 男子 ぞ！ 

『幸福』 への この 渴望、 ，1 

『不幸』 に 愛せられ たる ものの みが 知る この 渴望！ 

そ は 我が 生命 を 値せん とも、 11 

S 魂の 秋 


おなじく 滅亡が 人間の 運命なら ば 

なほ 一 たび、 勝算の なき 戰 ひに 

11 『幸福』 のせめ て 輝く 黑き腿 を のぞまん ために —— 

運命に 抗 ひっつ も、 

美しき 娼婦の ために 死なん と ぞ思ふ …… 

我れ も 5? 子 ぞ！ 

つめた き輓歌 

死に 行く もの は 美し —— 

我 は 我が 愛せし 人の 柩の 上に 

祝福の ^ を 置かん、  . 

その 人の 生 はい たづら なる 憂苦な りしと も、」 

その 人の 死 は、 ああ！ 我に ほし。 

.き， 

ああ、 かずかずの なつかしき 思 出よ、. 

1〇1 


(サ右 し そが 我が 心 の 傷 を 思 出さし めず ば！ ) 

いかばかりの 謝恩と、 

いかば. かりの 敬愛と を、  . 

ああ、 我は^；に^：；：：へるぞ！ 

しかも、 今 H はつひに 昨日に あらず …… 

ああ、 一生が 橫牲 なりし 人よ、 

そ は、 おろかなる 女の 逍 なりし。 

され： と.；^ に のぞみての 怨み ごと、 

か へらぬ^き、 1 . 

これ こそ は、 まことの 生の はじめな りき。』 

人生の まことの 悲痛 は 

その 一 生の 苦痛に あらず、 

ただ その 最期の 悲嘆な りしの み、 

あまりに 遞く來 りし 侮な りしの み。 

みまかりし 命 は 契し II 
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萎れた る 花 は 美し、 

再び 永遠に かへ る こ となき も のよ .《 

び捉 へがた き 樂の音 こそ、 

再び あ ひがたき 人生 こそ、 

1W びかへ しがた き 友 こそ、 

ああ、 我に 尊し！ 

まと  ► 

されば 盡 きせぬ 渴 望の 的と なるべく  . 

うる はし き 電光 の 如く 愛 せらるべく、 

， , ほろ 

ああ、 つ ひに、 此の世界 は 滅びざる ベから ず …： • 

ほろび 行く ものよ、 また あらぬ ものよ、 

我れ 汝を 愛す、 ただ 汝 をのみ！ 

冷酷なる 我が 輓 歌のう しろの 

おろかな る淚を —— おさ へお さへ しこの 淚を 1 . 

我に 許せよ、 我が 蛇よ、 冷たき 蛇よ ー 

二 


生 は 醜し、 存在す る もの は 醜し、 .1 . 

いやしめられ、 はづか しめられても 

なほ 生きん とする 心 は 醜し。 

『 一 日 を 生く る は 一 日の 勝利』 と 入 は 語る。 

はかなき 勝利よ、 

より 不幸なる 敗北に 終らん ための はかなき 勝利よ！ 

—— され どこの 醜 さもつ ひに 終る、 

その 時 凡ての 非難 も 共に 死 せ ん。 

さて、 そのの ちに、 我 は はじめて かく 言 はん、 

『彼が 命 は 言 藥を越 ゆる 苦 患な りき、 

彼 は その 愛する ものに、 ただ その 者に のみ 

人知れぬ 苦み を與 へき。 

され ど 今 彼 は あらず、 彼 はつひに かへ る靠 なし、 

その ゆ ゑに 彼 は 美し 11 

冷酷なる 我が 輓 歌のう しろの 

おろかなる 淚を —— おさ へお さへ し この 淚を  

S 魂の 


我に 許せよ、 我が 蛇よ、 冷たき 蛇よ！』 

惡 心の 曙 

『道化へ.：-ぶ^?の三年』は過ぎたり、 i 

今日 我 はい さぎよ く 告げん 11 『滅亡の 德』 と、 

その 德の 結果なる 一一 ヒ リズ ム とに、 

永遠 に、 こころよき、 いと 廿き 『いざさ ら ば 』 を —— . 

『人生に 對 する 愛 はすべ ての 邪惡の 中より 生る。 

人生 を 愛する もの は、 まづ この 「惡」 を 肯定せ よ！』 

かく も 賢く 我が 耳に 冷たき 蛇 はさ さやき ぬ、 

ああ 弱き 少女の 心よ、 汝 はたして 理に堪 ふろ か？ 

『若し かく も 世界が 邪惡 ならば、 むしろ 我は棄 てん、 

そ は 生く る だけの 値な し』 と 弱 き 理想家 はかく 語る、 

『いな、 いな、 生きよ、 厚顔に、 また 狡猾に、 

1 〇 三 


何と なれば， 汝は 生きざる を 得ぬ が ゆ ゑに、 

しかして 生きる はこれ- si 顔の 第 一 歩 なれば なり』 

汝の 意志 はかく 命ず、 理想家に あらぬ 汝の 意志 は I 

『失敗 者 の 哲寧』 を樂 て よ 、 そ はた だ 自滅の 哲擊 の み。 

世界の 何處 に、 曾て 何の 日 か 『善』 が 勝利 を 得た るぞ！ 

人生 は 夢に あらず、 しかして 快樂は 邪悪より 生る。 

惡心 のこの 曙に、 勇ましく 飛 立て、 汝 『利己心』 の 鳥！ 

ああ、 お まへ は 何^まで 行っても 正 S 者 I 

人 の 云 はない 事 を 言 ひ、 

腐理を 道破した と 誇った 正 S 者， 」 

ああ、 單 純な ニイ チェよ、 

ああ、 哀れなる マ キア ヹ リ！ 

ああ、 この 邪惡 の學究 先生 1 

ジ fs シィ. ガァ \ に 
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色黒く、 限の 愛らしい ジプシ ィたガ アル！ 

お ま へ はすつ ば だかで 踊って 見せる、 

夫 をす てて， 子 をす てて、 より 美しく、 より 幸福に ー 

お ま へ の情愁 はお まへ の 生の 法則 だ、 

お まへの 『嘘』 は ルネッサンス の造德 だ、 

だが、 お まへ は あまりに 一本調子 だ！ 

お まへ はもつ と惡の -I ユア ン スと 曲折と を 知らねば な 

らぬ。 

罪 惡と云 ふ もの はもつ と 曲線 的で なければ ならぬ。 

色黑 く、 眼の 愛らしい ジプシ ィっガ アル！ 

お ま へ の快樂 はお ま へ の 罪から 生れて 來る、 

だが 若しお まへ が 少しで も 良心の 呵責 を 感じたなら、 

その 時 は、 お まへ は 敗北した の だ！ 

お まへ は 生 粹のジ プシィ らしく、 よく 踊る、 

人間の 『偽善』 の i を ふみに ぢ つて 踊る！ 

だが その 偽善が 一 層 上手の 惡 だと 云 ふ 事 を 知らぬ か？ 


お まへ はもつ と 惡のニ ュ アンスと 曲折と を 知らねば な 

らぬ) 

『心 の 祭』 に 於て 

11 卓 上 演 說 —— 

我が 二十 六 歳の 夏に、 

我 は 心の 祭 を 祝 ふ。 

すべ て の 失 はれた る 幸福の ための、」 

これ は 悲しき 記念の 祭。 

古き 友 を、 新しき 友 を、 

我 は 我が 心の 祭に まねく。  . 

ここに、 古き 日の 甘き 夢 と、 

にか 

新しき 日の 苦き 眞實と はあり、 

友よ、 まづ 我が 滿足 によって 飽滿 する も 

い かで それ を 憤る ほどに 我れ 若から ん。 

破 逢せ る 理想家の 破れし 夢 を、 

S 魂の 秋 


失 ひて 久しくな りし 信仰 を、 

おろかなる 戀の 嘆き を、 

無 慘に碎 けし あはれ なる 自負 を、 

社交家 の 平 氣をも て 我 は 食 車に ならべ、 

悲しき 祭 を、 はれ やかなる 笑 ひもて 蔽 はんとす る。 

かく も 勇ましき この 心 は、 

あり ふれし 世辭 をい かで 求めん、 

ねが はくば この を かしき 取合せ に、 ， 

友よ、 巧妙なる 警句 を惜む なかれ。 

ここまで も 私は來 たか？ 

ここまで も 私は來 たか？ 

あはれ な 投書家、 然し 幸福だった その 少年 は 

かく も 不幸に、 かく も 年老いて ー 

ああ 二十 六 歳の この 老人！ 

,  1 〇 五 


父の 家に、 父の 家業 をつ いだなら 

幸福だった この 私！ 

京に 出て、 人の 情に すがりつき、 

ほつつ き猶 つた その 罰で 

ああ、 役に も 立たぬ この 苦 勞！ 

(お前の 頭に ひびが 入った こと を 知って ゐ るか？) 

だが、 詩 を 作る 外に 私に 何の 能が ある？ 

この 一 卷 の詩棄 のために、 

あらゆる 危險を 23 して 11 ここまで 來た。 

これが 私の 半生 か？ 

こ ん なに 馬鹿げた たは ごとが お前の 獲物 だ つた か？ 

だが、 すべての 文學 11 それ は 馬鹿げた 樂 みか？ 

岡窨 館の 坟の 中に、 紙魚に 食 はれる この 夢と， 

慕 場の 開で、 姐に 食 はれる この 現 iM と、 

どちらが 餘 計に 莫迦げ てゐ るか？ 


1 〇 六 

誰が これに 返事が 出来よう ぞ！ 

ただ^ 息 を も つ て 答へ る 事 の 出來る もの が 賢人 か ？ 

私 も 資本が あったらと 

嘆いた うち はま だ 若い！ 

幸福を求めて 世界に 出て 來 たのが 抑 もの 大 間違 ひ、 

鑛脈 でもない 土地 をよ くま あ 掘った もの だ ー 

(もう 比 上 は、 やり直し、 やり直し！〕 

人間 の 言 薬 は. HI 己赏定 にけ りが 附く、 

すべての 思想 は その 生活の 臭 ひ を はなつ。 

ああ、 誰か まだ 害 物に 望 を かけて ゐる？ 

 では、 さやうなら  おやすみなさい- 


落穗 びろ ひ (一九二 九 I 六 年) 

斷片 の^の 斷片 

あな あはれ、 .a の 短き 笛吹きよ 

昔 色の类 しくなる 時に 汝が息 は遨 くる。 

淺し、 淺し、 ぁはれなる谷間の^^^ 

$ ^人の  一 1;^ みに 水 は くらん。 

若く して 力！！  くべき 弱き 詩人よ、 

汝れは その^ 荷 を 終りまで 擔ぎ符 ざらん 0 


X 

この 老い つかれたる 世に、 

若 奢と 生れた る こそ かなし けれ。 

この 散文的なる あさましき 國に、 

詩人と 生れた る こそ かなし けれ。 

811 魂の 教 


我れ は 弱し、 

しかも 我れ 强 くなら ずば、 

弱き を叻 くる 人 を 兑出づ る 能 はず。 

ただ ひとり 廣き 世界に 捨てられて、 

傷口 を 縫 ふ 人 を 求めつ つ^ほ 痛み をます。 

地の 上に 我れ の み 知れる も の は 多 けれど， 

この 惱み こそ、 

あらゆる 人のと こし へ に 知らざる ベ きもの 

我が 愁は ただ 海に 向 ひ て ホ：： ぐ ベ きのみ。 

X 

心より 出で て 心に 入る もの！ 

我が 歌よ、 汝は ああい かに 不幸なる よ。 

見よ、 凡ての 心 は 今 旣に滿 たされて あり， 

虚偽に、 虚榮 に、 虚偽の 敬に！ 

心より 出で て 心に 入る もの、 

ああ、 そ は 『偽』 なりき！ 

X 

1 〇 七 


つ まるる とともに 萎れ は つ ベ き 

さに め  さう び 

あはれ の 蓮 命よ、 德 薇の 花よ、 

手な ふれ そ、 永遠に と 心 はさ さやけ ど- 

いづれ は拖 する 色香なら ば、 

世の 人の 荒く 手 折らん その まへ に 

せめて やさしく 摘みて 行か まし。 

あはれ 無 慘に碎 かれし 美しき 玉、 

持主の 禍 となる を 恐れて 

うち 碎 かれし 玉の ごとくに、 

我が 幸福の 星と なるべき 

人 はなに ゅゑ碎 かれし。 

X  、 

{^j いろの て は 無 けれど 

t おし ひ .T つ こ 

我が 靈は 何處 にかい こふべき、 

©5 が めぐみの 手 を ほかにして。 

ああ か へれ、 月日と ともに、 


I  0 八 

ああ 二十歳の としを 伴 ひて。 

聖母 マ リア 

あはれ マリアよ、 

罪人の 母よ、 

人の つくりし いとよき もの、 

汝れ こそ は、 慰め を 知らず、 

世に 捨てられて、 戀入 もな く、 

すさまじく 生く る この 身 を 

その 膝に すく ふ。 

地の 上に 我れ 一人の み、 

つめたき 水 は 我れ をめ ぐれり。 

ああ 孤獨 よ、 寂 まぶよ 

,て くし. *  あ- 3 け，！' 

さらず ば憎惡 よ、 嘲笑よ、 

我れ 今人の 世に 何 を か 望まん、 

憐 偶に 生きん より、 


|H 惡に 死なん とぞ思 ふ。 

X 

.1^ に 寄す 

我が 友よ、 

酒 飲めば 汝れ をお も ひ、 

汝れ をお もへば 地獄 をお も ひ、 

地獄 をお も へ ば 

また 罪 ふかき 我が身 をぞ おも ふ。 

紙片に しるす 

とも すれば 我が 影の かへ り みら るる かな、 

我が 心 こそ 惡の なれ や。 

鳥の 中に 蝙蝠と して 生れな ばより よかり けん 

人間の 中に 人間と して 生-るるより は。 

X 

金 あろ 人に 金 は あつまり、 

y<l  II の 秒 


憂 ひ ある 人に 薆ひ はつ ど ふ。 

ねが はくば 富める ものの © しくな り、 

悲しめる ものの 健かになら むこと を。 

しからず ば 世 は あやまれる なり。 

朝の 光 は 迷 ひを经 る、 

深き 夜陰の || ら せし 

彼 311- の 希望 をぬ ぐ ひ 去りて、 

朝 は あだなる 喘ぎ を あた ふ。 

X 

最も 短き の讃欲 

けだかき 聖者 は 神を讃 む。 

醉 へる 詩人 は 酒を讃 む。 

さて、 夢み る 我れ は 夜 を 讃む。 

秋風よ、 など かく も慌 しき や。 

我が 泥の ごとき 淚の 底に しづめ る 

1 〇 九 . 


市： き惱み をく む 人 もな きに， 

いにしへ の歡 びの かろき：^ を も 

汝れは 持ち去る、 汝が この 森 を見捨 つる 時に。 

そ の 歡び を汝れ 一 」 そ 我れ に與 へし なれ。 

ああ 汝、 物惜 みする 老女よ。 

など 月 は い つも 我が 上に Ei れ るぞ、 

な ど^は 我れ に 向 ひ て 荒れ 立 つ ぞ、 

など 風 は 我が 淚 をば 吹き はら ふぞ、 

ああ 少女よ， 汝は など 我が 胸を碎 かずば 止まざる。 

X 

An  Novalis. 

ああ 世 は 汚れたり、 日；， 母に 荒くな り まさり 行く、 . 

うる はしき も の は 滅び ゆき、 

人 はう ちに 5^  く 熱 を 持たず。 

汝れは 今 も尙ほ 我が ほとり を さまよ ふ、 

つねに 我が 心の中に 歌へ り、 


聖 なる 汝が 手に しるされぬ ため 

うる はし き 思 ひは慯 けらる る も。 

女れ はや はら か き 春風 の そよ ぎ の 中に 住みき、 

蕭 殺の 風ぞ 我が 胸に は充 つ。 

ノゾ リス！ ああ 我が 昔の 我よ、 

我れ を ゆる せよ！ 我が 濁れる を 許せ よ ！ 

我れ もまた 眼く もりた る 末の世の 一 人 なれば …… 

また 嘆け！ 今の 1^ の 汝が眼 さへ 曇らし むる を …： 

X 

ァヴヒ ム. フォン • アル 一一 ム の 付 像に 題す 

未だみ とめられ ずして 

すでに 忘られた る 詩人よ、 

ある もの は汝の 意義 を認 めず 

認めし もの は 汝の才 をね たむ。 

汝 我れ に 似た るか、 はた 我れ 汝に 似た るか？ 

や あの 

汝は默 せる メラ ン コ リイの 獸の ごとし。 

くづれ たる 土蔵の 壁に、 


忘られた る 詩人の 造 稿に、 

宵 ざめ し 女の 息に、 

黄に 朽ちし 秋の 木の 紫に、 

永遠の 秘密の ささやき はあり。 

ここに 魅す るが 如き 死のに ほひ は 匂 ふ。 

それ ぞ汝の 愛せし もの (？〕 ま た 我が 愛する もの なれ。 

0P  crosses  aber  sehr  kurzat ョ iges  plastisches  Talent. 

こ は ブラ ン デスの アル -ー ム 評な り。 

X 

汝等、 大{ 人々； を 飛翔せ し 飛行機の 

忽ち 地に 墮 ちて 碎 けし を 見し こと あるか？ 

汝等、 さかんなる 變宴に のぞみて、 

、王の 大 {nn の 面に 死の 如き 憂愁 を 見し こと あるか？ 

汝等、 いと 熱き 戀 をして その 戀 人と 相談る 時、 

"やみ 

永劫の 世界の 惱 に言藥 を^ はれし 人 を 見し 事 あるか？ 

我れ もまた 詩人なる か？ 

S 魂の 秋 


され どかの g 紅く 髮 長き： H51 堇派 とともに、 

おろかなる 夢 はうた はじ、 

まことの 詩 は、 悲しめる 時の 慰めなら ざるべからず 0 

人の 世に 知らる る ことなくして、 

うる はしく 生き、 うる はしく 死ぬ る 人 こそ 

我が 詩 を まことの 詩 と 呼 ぶ ベ し 。 

我が 惱 ましき この 思 ひ は 

地に とどまりて はよ き 歌と なり、 

签に のぼりて は 輝く 星 と ぞな る。 

內氣 なる もの 

すべての 世界 は 我 を 知らず、 

され どす ベ ての 世界の 我 を 知る とき、 

我 はこの 世に ある をね が はず。 

寂 家〉 は 我れ を 追求す。 
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g き 世界 を 夜 の圓に まぎれ て 逃れ出 づる時 • 

-Tiro 

我れ は 我が 後に 鏘々 の 音 を く、 

そ は 鍋の i: なり や、 

はた迫ぅぉの靴^^^；なりゃ、 

isf 場まで も そ は 我れ に 伴 ふ。 


歌 ふべき は？ の默 する 時、 世は悲 みに 包まる、， 

しかも 寂- 2^ 一は 我れ をして 默せ しむ、 

歌な き 時、 され ど 我が 心 は 寂寥に 泣く I 

軒に 落つ る 雨垂れの 音 を 聞く 時、 

森 をと ほして 來る鏠 の 昔 を 聞く 時、 

寂. 翁〉 は 我れ を とらへ て、 

我れ は 友に なほ 背 を 向けざる を 得ず。 

我が 寂寥 を 脱る る 道 は 唯 だ 寂 察に 突入る ある の み、 

宛 も 死を脫 るるに は 死の 中に 飛込む の 外な き 如く。 

酒 を あた へ よ、 濃き 酒 を あた へ よ、 
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忘れの 河の 水 を もて つくりた る 酒 を。 

苦み はこれ を 酒に 飲まし め、 

憤り はこれ を 海に そそがん。 

醉ょ、 狂よ、 

すべ ての 苦し さは 醉 ひに まさらず、 

すべての 樂し さは 醉 ひに まさらず、 

若し、 この 杯の 禁 めら れ なば、 

むしろ 溺れん、 かの 鹽 からき 大杯に。 

き はみ なき 絕 望の 底より、 あたらしき 力 は 出づる 

閉 ぢられ たる 目蓋の 中より、 新しき 淚は こぼる。 

傷 もたぬ 人の ため、 いかで その 傷 を 縫 はん、： 

愁 なき 人の ため、 いかで その 愁を 慰め 得ん。 

洒 について 

我 は 敬虔なる 酒徒な り、 . 


され ど 我 は 酒の 前に 跪かず して、 

これ を 杯に 盛りて {n: らに獻 ぐ。 

人々 よ、 汝等は 知る か、 

いかにして 酒の 育ちし か を？ 

そは贵 人の 家の 一人子の ごとく、」 

こころして、 いっくし まるる。 

我 力 家の ni つの 酒蔵 は 

かって 一 人の 女 を 入れず、 

酒 は 不淨を 忌めば なり。 

酒よ、 我は汝 と共に 育ちき、 

され ど汝の 如く 心して 育てられ ざり き、 

大 なる： g の 中に 湧き 立つ ガを もたず、 

我 は 小さき 禰に生 ひ 立ちければ なり。 

その 故に、 酒よ、 我 は汝の 使徒と はなり ぬ、」 

汝の 黄金の 海 を 我が 脣に ささげん がた め。 

すべての. <  の 幸福に 心醉 ふとき、 

S 魂の お [i  t 


ひとり 悩みに 棄 てらる る 0 

この 運命 を 我がに な ふと は、 . 

何等かの あやまりなら ぬか？ 

樂 しみ も、 苦しみ も、 

譽れ も、 恥 も、 

憎しみ も、 いとしみ も、 

すべてた だ 愚かしき 夢。 

さきの 世 を 知らず、 

のちの 世 を 知らず、 

束の 問の いとなみに 

あはれ にも 人 は 喘ぎ もがく よ。 

X 

死の のぞみ 

すべての 希望 はつれな く 逃れ、 

ある は 手き び し くも 欺き だ ま し 、 

しからず ば もろく 死したり。 

, li—  rs! 


凡ての持物を？.^3:り去りし1^康せし名家の 

夫人の 指に ただ 一 つ IS く 指輪の ごとく、 - 

いまな ほ 我に ただ 一 つ 殘れる もの、 》 

最後の よ、 

これの みは 我 を 欺かず、 

我が 世 を 逃る る も 我 を 逃れず、 - 

我が 失する 迄 我が 胸に 死せ ず、」 

あはれ、 我がな つかしき 死よ。 

X 

秋 思 

卷 にきく；？^ 分の 節に も 

秋の ひびき はこ もれり、 

そ は 人の 淚を さそ ふ、 

こころなき 反 八の 昔 も 

ありと あらゆる 苦しみ を • 

おも ひでと 嘆きの かぎり 

<Jt のうちに！^ きか へ らしむ- 


そ は 熱き 淚 とな り て 溢れ出 づ る， 

. — かくて こそ 人に 喜び は あれ。 

あ おと  « 

人の 足 昔 も 消え ゆきて 

ちべ 

かすかに 遠くき こ ゆる は 童 等の^  - 

夕暮は 木の 雜ぞ そよ ぐ、 

ああ、 汝等も 我. を 歎く か、 1 

松の 樹は 黑黑と 我が 愁に向 ひ、 、 

我が 胸の 憂鬱 を K 映せし む、 

かかる 夕 を、 おとな ひ 来りて， - 

我が 夕暮 ごとの 物 思 ひ を、 

子よ、 を^ ふる ぞと 優しく も たづぬ る 

いとしの 微風よ、 

され ど 我が 愁を拂 はんに は汝 がカ餘 りに 弱 

手 を 組みて、 眼 ふ すれば、 

誰が 描きし、 我が 前に 横 はる 影、 

さながら 地獄 を 迷 ひ 出で し 亡者の 如し。 


見よ、 明日 か 死ぬべき 衰へ をと 月 は 示す か、， 

ああ、 明日 は 死ぬべき 命な り、 

今日の 惱 みの 疾く 消えよ。 

雀 等 は、 我が 屋根 の^に 今. おも 安く 眠る らん， . 

さて，， な、 哀れなる は 人間なる よと、 

我が 溜息 を、 夢うつつ にや Si きぬらん。 

ああ、 1^ れ、 惱 める 魂よ、 

つめたき 石に 身 を 投げて 

泣かば 愁 もやす まらむ U  11 

もと  さち 

ともしびの 下に 我が 幸 は あら じ、 . 

我 は 髮濡. るるまで かくて あらん。 

不幸なる 者の 償 ひ は 早き 死なり。 

ょづ 

富く ぢの 外れた る 人よ、 

汝が 引き 當 てし そのく ぢを 捨てよ。 

人生に は 3IQ とよ， ふ もの あり、 

その U に は 何 もな らず、 


惡 しき は變ぜ ず、 よき は惡 しくなる と^ 人 は 云 ふ。 

1 生が 凶日なる 人 は 

何事 もせず して、 

人生の 舞臺 より 引き、 屮 3 くべ し。 

X 

酒， おは E;^ 後の 一 滴 をも樂 しむ U 

我 もまた 人生の 苦痛の 

nlss 1 滴 をも倾 注せん。 

餘 11 もつ くさず 飲み干して、 

我 は 言 はん、 我 は 生きぬ と。 

二- m の 呪咀 

町 を 行く 人殺し —— 

汝等 など 我を棄 つるか、 かへ りみ ざる か、 

なさけ 

げに汝 等 は 情と いふ もの を 持た ざり き I . 

我 は 二 靈に呪 はん、 汝 等の 無情 を。 

X 


かくば かり 憂 li なる 人に、 

しかもな ほ 喜び はあり、 

あら ゆ > ^不幸 を に ひて 

かに？^ 命と 和^ するとき、  • 

不幸なる もの は iii^ となる。 

我は述 命の II 的な り、 され ど 我 はふる ふノ 

g: 丸 は 我が 胸 を^く。 我 は 悲鳴す。 

鄉愁 

いで 逢 ひし 人 は 訝しげ に 我が 顔 を兑て 

つと すれ 1  巡 ふ、 その あとに ^ き 馴れぬ 歌ぞ 響く、」 

おお、 傑き 深き 鄉愁を その 歌ぞ 11 らす …… 

愛らしき 少女 は 格子 戶 越しに 我れ を る、 

せの 人よ、 かく 呼びて • 小 鬮 驚きぬ、 

そ は 初めての 而 なりき， され ど 千度 見し こと あり- 

おお、 古£1^ょ1 その外に 我が 足跡 も 殘れる 
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窓に ゐて、 少女 は 機織りつつ 歌へ り、 

かかる 聲 もて、 おお、 そ は 千度^き しこと あり。 

見覺ぇ の ある 公^の 並木 を 行けば、 

晴れ やかに 五月の 日影 を 額 もて はこぶ 人々 は、 

我が 曆の能 はざる 發音 もて 挨拶 を 交 はす。 

その 屮を ただ 一 人 行く、 . —- 

おお、 我れ を 生みた る故鄉 よ、 

• ああ、 いかに 汝れは 素知らぬ顔して する ぞ、』 

ふるさと 

おお、 我れ を 投げ出せし 故鄕 よ、 

こは^^：^き國の都にぁらず、 

つれな く、 しかもな つかしき 我が 故郷 ぞ。 

され ど、 我が 記憶 は 弱し —— 

.S づこ 

『ああ 汝， 世界の 何處 にも ありて 

何處 にも 無き 故鄕 よ、』 ：… 

11 ああ、 我れ は 凡ての 町 を 知る、 

され どまた 凡ての 處に 

^りなき 鄕愁は 我を捉 ふる、 


『汝 の故鄕 はな ほ 遠し、 

遠き 遠き 彼方に あり』 と …… 

我が 目 は 迷 ふ、 

また 遠き 地平の 果に …… 

我が まことの 愛を受 くべき 八 は 

まことの 愛 ある 戀 人の みなり、 

されば い つ はりの 戀人は 我れ を：！ ffi めよ。 

X 

*. と 

したたりの 下の 石の ごとくに、 

時計の 音に 絕 えず 胸 I： 外 たれて、 

年 を おくりて 靑 ざめ ゆき、 

年を迎 へ てまた 靑 ざめ ゆく。 

愛 は 疆 魂の くるしみ にして" 

銷 は肉體 のた のしみ なり。 

娼. 1 の 床に 死屍 を 抱く の 思 ひせし もの、 

 の： 教  III 


亡き 戀人 の i^; にして 不朽の 生命 を感， おしぬ" 

X 

黄金 多くし て 愛い よ いよ 少し、 

愛少 くし て媚 いよい よ 多し。 

黄金と 媚とは 人の 心 を そこな へ ど、 

愛と まごころ は 癒えが たき 傷 を も V お やす。 

愛 は W ふる ほどい よいよ かに、 

まごころ は盡す ほどい よいよ j ^し。 

我 は 愛の 國に 入る ベ き 通行 券 を 持たず、 

しかも 黄金の ま へ に その I 葉 は 塵に 等し。 

我が 惱みを つ つ むに^ 界は餘 りに 狹 からず や。 

され ど 我が身 は 連 命の 掌の 上に ありて 餘 りに 小さし C 

X 

常にみ た され ざ ろ 願 ひ をい だき、 
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むなしく 愛の 中 をば 過ぎて 來ぬ、 

つかれ、 やつれて、 ただこ こに 憩 はん、， 

EHS の もとに、 夜風のう ちに。 

X 

我れ は- H しく はぐくまん、 

ひと リ 

世に すてられ しこの 一 人 を。 

そ は 常に やすき を 得ず、 

お の れも 知ら で 0 犯す ところの 

いま はしき、 され ど 哀れな ろ 我れ を。 

X 

我が 窓に 米て なげく 風よ、 

我が 屋极に 來て淚 する： 砲よ、 

窓 を 鳴らせ ど、 屋极を 打て ども、 

ああ、 ^え 去る ものよ、 流れ 去る ものよ、」 

汝 等の 悲しみ を 我れ も覺 ゆ ろ 。 

求む る ものの 一 つ だに 得し 1^ なくて 

^かに 持 て る 物 さ へ 我れ を粱 て 去る" 


失 ひし 時、 そが 缺く ベから ざる 物な りと 

はじめて 悟りし 愚かし さ を 

ひとり 坐して 悲しめる 者に、 

汝等は あまりに 悲しき 客人な り。 

ああ 我れ あまり に 心 傷め り。 

風よ、 とまれ、 雨よ、 やめよ、 i 

いま ぞ眞 夜中、 

我が 心 は 深き 闇な り。 

影 さへ もな き 深き 夜陰に、， 

溜息 も 消 ゆ、 淚も 溶け 去る、 j 

風の 如くに、 雨の 如くに。 


烕 

傷 

の 

春 


反古の 中よりか きあつ めた る 

たは むれと、 まこととの 歌、. 

おも 

面 そめて， もて い つると き 

まほ ゑみて かたりた まふな ノ 


自 序 

三十 をす ぎる と、 どんな 無 ：1 な 世 調れ ない 靑年 でも、 

^し は 快 IS になって、 立お 振舞に どこかし らしつ かりし 

たと ころが 出來 てく る ものである。 三十 をす ぎる と、 人 

は はじめて 本 常 に 生きる と いふ ことが どんな ものである 

か 知る やうになる。 私 はま だ 三十に はならない。 けれど 

も 今 rz までの 私の 驗は、 旣に そのこと を 私に 豫覺 せし 

める。 私 は 今や 三十と いふ 年 11 を、 祭の 日 を 待つ 子供の 

やうに 胸を鄉 かしながら 待って ゐる。 私 ももう ぺ シ ミズ 

ムの 1" 室 を拔け 出しても いい 時分で ある。； 4 は ein  Mann 

にならなければ ならない。 私 は.：： 3 分の 力量 をた めして 

なければ ならない。 たと へ、 いかに 無慘 なる 败北を 受け 

ようと も、 戰 ふとい ふこと は、 ただ それだけで 葸 味の あ 

る ことで ある。 私 は 曾って 反感 をお たずに は對 する こと 

の出來 なかった ゲェテ を —— 彼の 天才に は 無限の 尊崇 を 
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iS: げて はんた けれど、 しかも 其 故に 私 は 愈々 彼の 冷い 卵 を 

^ん だ、 そして^ むべき ヘル デル リン や、 クライスト や 

レナ ゥを 彼の 上に きたかった ので ある、 c: か. り その^ 

かなる 反 抗心を 喘 ひ 嘲りながら も 11 かの 人 いなる 俗人 

oveltkind) ゲェテ を、 今や 心から 敬慕せ ずに はゐ られ 

ない ので ある。 『t おき ヱ ルテルの 悲み』 の 校に 附 した 彼の 

1" 靜な 理性的な 霄^、 地獄よ リの あはれ なる H ルテルの 

is:ii:T『SR 子 たれ、 而 して 我に なら ふなかれ』 は、 今や； 4 

が 太陽 に^ける 半球に のみ 親み すぎて ゐる やうに 兑 える 

人々 に對 して 飜譯 して 示したい 言葉と なった。 

人 i§ はま づ 理性的で なければ ならない。 现性は ブロォ 

ズ である、 そして プロ オズ のみが生沾の^^礎でぁる。かく 

て、 私 は 今。 フ n オズ の 世界に 移らう として ゐる ので ある。 

別れる に S おって は、 人 は Z 取 も 打ちと けて 談> りむければ 

ならない。 私の この 詩駄の 世界に 對 する Lcbewohl が、 

果して 1 時 的の もので あるか、 それと.， 永久 的の-" ので 

あるか 私 は 知らない、 然し、 口に 別杯 を ふくむ 時、 我々 
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は 互 に；^ も 愛すべ きもので ある こと を 私 は 知って ゐ る。 

それ ゆ ゑ 私 は S 分の この 希 5^, 多く、 感慨 .Hii き 門出に？：？ 《 つ 

て、 この 『感 ® の i^』 の 1 卷を、 その 最も 愛すべ きもので 

ある 人々 に、 夢想の 象 を！！ り 出した 布に 蔽 はれて ゐる詩 

跌の；^^^し い 卓に 殘リ S まる 人々 に 贈る ことの 出來 るの を 

^びと する。 

私が 前 雄 『敏 魂の 秋』 を 出した とき、 私 は それが 聊か も 

世に^られよう などと は^ 想 だに しなかった。 私 はた だ 

Q 分の ために 小 さな 記念碑 を^ てて やらう と 思った 許り 

であった。 然るに、 ^外に も それが 多くの 友 を：：^ 出した 

のは嬉 くも ぁリ、 不 m や 議 でも ぁリ、 また 特に 氣 恥し く感 

じた ことであった。 ただ、 あの^ 1 詩 雄 は 『心の 秋』 を 示 

す ことに 、りであって、 ^の^と もい ふべき 美しい 時 

代のお々 しい 感© 的な 作" i を见本 以上に は 採錄し 得な か 

つたので、 今 それ^の あま リに 若い、 それ 故、 時には 見 

るに^へ ないか も 知れない が、 また 時には 私の „ 取 も 美し 

い 竹 像で あるか も 知れない と はれる 詩耿を 築めて、 こ 


れに 『靈 魂の 秋』 以後の 作 を 加へ て、 こ >- に 第二の 集 を 

出す ことと した。 これで この 十 年間の 私の 詩人と しての 

生活 は、 展望 臺に 於て よりも 更によ リ よく 眺望し 得る こ 

ととなる 0 最も 初期の 作と、 短軟 3 多くと、 その ラヂ イカ 

ルな 思想の 爲に、 或は その ェ ロティ シズ ムの爲 に， 發表を 

躇蹯 した 十數篇 との 除外 せられて ゐる もの は ある けれど 

も。 おし 此ニ 築に よって、 私の 寂-:^ なる 十 年が 無益に 過 

された ので はない と 確信す る 事が 出來れ ば、 それ は どん 

なに 喜ばしい 事で あらう。 そして 更に、 『我 もまた 生き =1 

っ滎 しめり』 と耿ふ 事が 出來 たなら ば！ 

a へば、 私 は 常に 影の 如く 生きた と 嘆 じて 來た。 此世 

の 中 を 敷 3iS 高く して 來た。 私の 生活 は 取る に 足らぬ 無 

意味な ものと 考 へられた 。私の 心 は 若く して 老いた。 II 

然し、 實 際に 於て は、 私 は 未だ 曾て 1 度 も 生きた 事 はな 

いので ある。 ； 4 の生沾 はこれ から 始まる。 餘リに a 'く靑 

春 を 葬った 者 は、 K: び 靑春を 得なければ ならない。 私 は 

多くの 苦行の 後に w び靑 春の 祭 を 祝す る 事が 出来る 事 を 


5^,んでんる、 また その 謙？； g なる 勝利 を豫感 して ゐる。 私 

の悲劇はその性格と境，呷ぉとの矛^3榼^^から生れてゐる。 

私 は享染 の 徒であった、 そして 私 は 貧乏であった。 私 は 

美の 崇；^ 者であった、 そして 私 は 醜い 動物であった。 私 

は 山の 愛人であった、 そして 私 は 鋭 を かけられて ゐた。 

は C. 取 も謙涯 な、 CI 已を 主- 张 しない 入 であった、 そし 

て 私 は 藝術を 其 生涯の 任務に 選んだ。 私 は 『善』 を 仰し、 

『惡』 を情惡 した、 そして私は『惡』の1:;^ハ體化なる此世に在 

る。 私の 凡ての 反抗と、 譏 笑と は、 K にこの ディ レンマ 

から 生れ 出た ものである。 

然しながら、 他日 美しい 沈默の 1 口 が來 るで あらう、 

其 時 こそ、 私に は韓 心が 始まる であらう。 其 時 こそ、 す 

ベての は 消滅す るで あらう。 其 時 こそ、 私 は 謙 な 

ろ 勝利 を 祝して、 第二の 靑 の 祭に 於て、 最美 最善の 詩 

を愛する友に示す^^が出來るでぁらぅ。 然し、 詩 は竟に 

；?^ の B 榧と はたり 得ない。 私 はかば かりに 藝術を 愛しつ 

つも、 絶えず 藝術を 呪って ゐる、 それが 321； に 美しい 生涯 

感 の & 


と 調和し ない 事を悲 んでゐ る。 藝銜は 人 を 促 傲に する、 

^3S術は人を嫉^深くする、 載 術 は 人 を不自 山に する" 0 

術 は * して そんな もので あらう か？ 私 は偈兑 に， S つて 

ゐ るので はなから うか？ 

.1— 然し、 藝 術が $：3 かれる もので なく、 行 はれる もの 

であったならば、 かう した 人の 心 を 高く すべき^の もの 

が、 反って 卑しく するとい ふやうな 悲しい 矛活 は^ 滅し 

て 了 ふで あらう と 言 ふ ものが あって、 基督 ゃ聖 フラン シ 

スゃ法 然ゃ親 it やの 名 を舉げ ると したならば、 私 は. n 分 

がた やすく その 魅力に 羅 致されて 了 ふで あらう と い ふ 事 

を 感じて ゐる。 しかも- W 、^は 藝術を 書かう として ゐる、 

。フ n オズが 私 を 招いて ゐる ：… 詩 欲よ、 然し、 汝は健 か 

であれ。 

1 九 一 八 3f 十月 M  口 
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感 ^di の 卷 (I 九 0 九 年 11 九  一 二 年〕 

， . ああ 人情の 花^く ところ 

う つくし き^の 世界に 

^かに も、 遙か にも、 あこがれて 來し 

その あと を こ こ に こ そ さき とどん たる 0 


少女の 夢 

あなた を I 度兑 てから は 

昔の 私でありません、 

もはや 子供で なくなって、 

あな た を戀し と ふ 心に なりました。 

あなた は 一度 私の 頭 を 撫でて V- さった、 

いまでは 私の 心に いつも 觸れて くれます、 

だけど、 あなた はもう 方に いらし つた、 


】 二 四 

さう し て あなた がえ らくお なりに なつ た 時、 

私 も 女に なりました ：： 

；:^ は あなたの お 姿 を 胸に うか ベ て は 

何とも 知れぬ 淚が頗 を 流れます、 

愚かな 少女の 夢 を 笑って 下さい ませ … … 

少年の 戀 

その 一 

私の 心の、 水； £J の擔 絹に 畫 かれた 

その 縫 姿 を、 あなた は 誰 だとお も ひます。 

外で もない、 それ は あなたの その 姿。 

私 はたった 一 口な りと も兑 たさに いつも 

、つも あなたの 家へ 行く。 

あなたの 兄さんの 長い 話 はいくら 聞いても 


なぜに あなたの 聲 がせぬ。 

最初 あがった ru の やうに、 隣の 部；： S で 

ピアノで も かせて 下さい。 

あなた 故なら、 私， は どんな^ 努 もいた します、， 

あなた 故なら、 私 は 命. >^粲 てませ う、 

私 は あなたの な M とり。 

その 二 

この 2^ を どこ へ 私 はもって 行かう、 

こ の 歷をも つ て 行く ベ き：！^ は 

あなたの 1^ の ほかに はない。 

だから さあ. おかしなさい な その 脣を、 

ちか  <- な. 9 

むかし 四つに 割れた 紅い 瑪稱が 

今 こそ もとの 通りになる のです。 

感 の S 


こ の が どう して ほかの 脣を のぞみ ませ う。 

もしまん いち、 あなたの 唇が なくなったなら 

私 もこの 唇 をす てませ う。 

せめて 一度 は その 手 を にぎりしめ 

長く か ぼ そい 指さき に、 脣を あてたい，. 

この 淚を この やうに 無駄に 

ああ 馬鹿らしい、 

なんにもない 紙の 上に 落 そより、 

あなたの 髮に、 額に、 落したい。 

わたしの 心が 臆病な のか、 

それとも あなたの 心が 冷たくて 

か rj ぐる ま 

こ はれた 風車の やうに 

風が 吹いても ま はらぬ のか、 

1 二 五 


紙 はの ベても ss: きたい 文 は 書け ず、 < 

あだの 淚 がまた 落ちた。 

幸福が 遲く來 たなら 

『幸！ 1』 よ、 悲で 出逢った 見知らぬ 入よ、 

お前の 言 猿 は 私に 通じない！ 

冷たい 冷たい この 顔が、 私の 求めて ゐ たもの だら う 

か？ 

お前の 顔は不 ra- 議な 親み のない ものに 觅 える、 

そんなに お前 は 二十 年、 遠國を うろついて たんだ、. 

お前 はも はや 私の 『望』 にさへ 忘れて しま はれた ー 

よしやお 前が 私の 許嫁であった にしても、 

あんまり 遲く來 た 『幸福』 を 誰が 信じる もの か I 

；?^ は 苦 ざめ た S しい 少女の 手に 眠る、 

少女よ、 どんなに お前 は軟 かく、 枕の やうに 


よごと  かしら  - 

夜毎 痛む 頭 を ささ へ て くれる たらう！ 

少女よ、 お前の 名前 は 何と 云 ふ？ 

もし か 『嘆き』 と 云 やせぬ か？ 

そんなら 行つ て 『幸福』 に 言って くれ， 

お前さんの 来る のが あんまり 遲 いので 

もはや 私が あの人のお 嫁に なり ましたと！ 

すなほな 愛情 

誰も 彼女 を 綺麗 だと は 言 はない、 

また 氣の 利いた ところ もない。 

それに 何故 私 は 彼女 を 愛する の だら う？ 

それ は 彼女が あはれ な 少女で あるから だ、 

また 私 自ら あはれ な资 年で あるから だ。 

いや、 この 二 行 はいつ そ 消しち ま はう、 

愛 は 愛する が 故に 愛する の だ、 

私は此 外の 凡て の 『故に』 を擲っ て 彼女 を 愛する 


私の 膝に 来て 嘆く とき、 

私 は その 髮を 撫でて 慰めずに は ゐられ ない、 . 

私 の 手 を 1^ つて そ の 胸に 押し 當 て る とき、 

私 は 愛らしい 子よ と 微笑まずに は ゐられ な い。 

おお 少女よ、 いとしい お前 を 

；?^ の 小さな 妻と 呼ばせて くれ。 

あるお 壤 さん 

それ は 泣く ために 生れた やうな 顔だった、 

あらゆる 不運に みいられる 美し さだった、 

その 手 はすら りと 長く やさしかった、 

それ はやが て 神の 前に 合せられる やうな 手であった。 

神 はこん な 少女 を 私の やうに、 また 凡ての 男の やうに 

愛して は 下さらない のか？ それとも また 

私に こ んな歌 を 作ら せようと て 

ほの 


わざと こんな 少女 を 作って、 苦め なさる のか？ 

私が こんな あはれ な 詩 入でなかった なら 

私 はこん なに 言った でせ う、 『ぉ鎮 さん！ 

<；  あな-一  vhx^ 

私の 處へ お出でなさい、 私 は資女 を 幸福に して あげ ま 

す』 と U 

けれど 王子の ハ ムレ.' トは言 ひます、 『尼寺へ お行き』 

かしこい 豫期 

おれの 妻 は戀の 終りに 来る だら うか、 

それとも 戀の 始めに 來る だら うか、 おれ は 知らぬ り 

おれの 妻 はおれ を 憎む か、 冷淡な のか、 

ひょっと 又 おれ をい としが るか、 おれ は 知らぬ。 

この やうな 妻の 生む 子供の 

馬鹿 か、 悧巧 か、 もちろん 知らぬ。 

しかし 妻と 子供の おれの 手のう ちに 來た 時に 

1 二 七 


おれの 苦む の は 知れた こと だ。 

ひきが へる の 歌 

1=-彩の碎け散る木^^のぉくを、 

ある はまた じめじめした 井戶 のわき を、 

^かなこと は 石の やうに その 足 を はこぶ 

あの  一； I はおれの 友だリ 

ある もの のうち：；^ 高： ；^蕃 にして 

d; に 敬 なる ものよ、 

お前は^^^ で、 さう して 詩人 だ、 

は^な 心 ひ、 夜 は类を ：93 ふ。 

敷石 を 行く とき も、 水 溜 を 行く とき も、 

その^み は 等しい。 倒れた 木が あれば 

これ を 避けて 行き、 石 を もって 打 たれる 時 は 


】 二八 

II かに 其處を 去って しま ふ。 

彼 は 泥の 中 か ら掘 出された 小 石 の やう だ 

彼の 如く 醜い ものが 何處 にあら う、 

然し 彼の 中に 美し い 魂の ある 事 を 誰か 否定し よう 0 

これ ぞ "小 励の 姿、 永遠の 姿、 不死 不滅の 姿で はない か。 

^に 卷き收 めら れて をる その \f:! は 

瞬きの 問 に その 餌 物 を とら へ る、 

そ の やうに おれ も 美し い 欲 を、 

彼の 欲の やうな 敬 を つかまへ たい と 思 ふ。 

彼 は ノ威者 だ、 けれども 嘲 ではない。 

常に 默默 として 肯 くが、 夜になる と、 

すな はち 溝の 底、 庭園の 隅で 

あやしい 敬 をうた ひだす。 


その 歌 は 愛に 滿ち、 信仰に 滿ち、 

また 光明に 滿 ちて ゐる。 しかも 身 は 暗黑裡 にあり、 

また 晴黑を も 讚美す る、 

まことに 彼 は 何物 を も 喜ばぬ とい ふこと がない。 

ねが はく は、 世の 紳士 淑女 諸君。 

その 姿の みにくい の を 紙 ひた ま はず 

その 敬の 美しき を li でた まへ、 

彼 はま た 御身 等 を も 慰め る で あら 

おれ は 曾って ある 晚方、 古池から 落ちる 流れの 中に、 

重り 合った 彼等の いくつ を 見た、 

いかに それ は睦 じい かたら ひで あつたか、 

おれ もまた 人あって かく 自分に 来れば いいと 思 ふ。 

あの はおれの 友 だ、 

いつもい つも 歎く やう だが、 實は 心た のしく、 

感傷の 春 


いつもい つも 苦しめ ど その 不運 を かこたず、 

今宵 また 月影に うた ふ。 

よ ひどれ 

ちょいと、 眉 をし かめて、 小首 かたむけ、 

「 まあ どうしたの、 この 入 は、 また 醉 つばらって ゐるこ 

とね」 と 

小言い つて は、 柔 かい 手で 抱く やうに 

そっと 寢 床へ 連れて行く。 

さう いふ ことが 聞きた さに、 

おれが 醉 つて 來 るの を 知って るかい。 ええ" 

は ^  び やろ 1^ 

お前 許りが おれの 屏 風 だ。 おれの 守り本尊 はお 前 だよ。 

若い 若い とい ふうちに いっか おれに も 昔が 出来た。 

暗い 小石 川の 戸崎 町の 通りで、 

こうは 

工場が へりのお 前にあって 

I  二 九 


逋 をき いたのが、 それが いは ゆる： ii びの 神の しわざ さ、 

綠は な もの ぁぢな もの、 

今ぢ やお 前が かう し ていつ も おれの 心の 守役 だ、 

たと ひ 酒は飮 むと も、 つい ぞ 怠けなん ぞ はしない よお 

れは。 

詹 

それ はどうで もい いから、 さ、 

おれ を そ つ とお^ へ はこんで おくれな。 

かう して 醉 つち やおれ もい い 男。 

どうせ 世 問に すてられた 

見る かげ もない 日 かげ もの。 

優しく いって、 慰めて、 影に なり 日向に なりして いた 

はって、 

抱いて さすって くれる の は、 お前より ない 身の上 だ。 

さあ さ、 こら、 そんなに 拗ねて 見せないで 

床の なかまで はこんで くれよ、 


1 三 〇 

たよりない ではない かい、 おれ は 

今 ぢゃ日 五十 錢の日 俯と り。 

よく 割引 電車で いやに 高慢ち きな 昔の 友達に 逢 ふが な 

ほんに 淚が こぼれる ぜ Q 

此の か あいさ ラな 飲んだくれ を、 お前 はふ びんに 思 は 

ぬか。 

おれ は 流れる 水 だ 

夕方、 と ある 工場の 窓に 

うなだれて ゐる 若い 女 を た。 

女は薈 白い 顏を 上げて おれに ながし 目を逡 つた。 

岸； f にさく 花、 名な し 花、 蒼 ざめ た 花， 

撫子 の やうに あどけなく はない、 

野菊の やうに 鄙びても ゐ ない、 

おもやつ 

ただいた ましい 程に 面窶れして、 愁 はしげ に 

この 名もない 花 はおれ を 眺めて、 悲しう も 媚びる。 


しかし おれ は 流れる 水 だ" 

おれ は！：！ つ て ゆたかに 咲き 亂れ てゐる 

さう び 

ほ こり を 持 つ た 貴女 藉 薇の 姿に 醉っ た。 

また 曾つ て靜 かに 淸 く^き ほこって ゐる 

才女め いた 白百合に 魅せられた。 

しかし おれ は 流れる 水 だ、 

とどまり がたい。 

ああ おれ は絕 えず 流れる 水 だ、 

お前の 影 はおれに うつる、 

おれ はお 前 を 可哀想 だと は る、 がし かし、」 

とどまり がたい。 

さう は 云っても、 名 は 知らないが、 お前 可哀想な 工場 

の 女よ、 

もしお 前が 散る こと を 厭 はな い と 云 ふなら ば、 

お前と 1 緒に 流れて ゆく こと を おれ も 厭 ふま い。 

@ 傷 のま 


そし て ふ たり 卷く J  で て 

ともに うき 世の 荒波に 沈んで ゆかう。 

燕が 少女に いふのに は 

戀 する 少女よ， 出て 御らん、 

四月の 公園へ 行って 御らん、 

そんなに 家にば かりこ もって ゐ ると 

心ば かり か身體 まで 病氣 になり ますよ。 

少し 散歩 をし て お出でなさい、 

花！^ をす る 愉快な 人た ちが 

あなたの うさ を はらし ませう 0 

そこに は 甘い 疲れ をた のしんで、 

ベンチに 頭 を 伏せて ゐる 眠り 人 も あり、 

fl 物 園に 牡 獅子 も寢 て ゐ ます、 

1 一羽の 水鳥 は 濁った 水 を あげてます， . 

孔崔は 羽 を ひろげて あなたに 媚びる。 

I 三 1 
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あなた もべ ンチに 腰かける、 

そこに は 山吹が ハ队 いて ます、 

I たも^ のちが つ た 山吹 だ。 

戀 しい 人 を 待った めに 

いつも 格-十に 身 をよ せて、 

迎る人 を 兑迎 へ、 見送りして、 

さう して^れ るまで さう して ゐ るなら ば、 、 

さう して 戀し い E 心 ひも 悲みも 

小さく @ んで祕 めて おくならば、 

あなた はほんと に 山吹 だ" 

そんなら 少女よ、 かう お 言 ひ、 

5 ち 

さやうなら、 私 は 家へ 歸 つて 行く、. 

家の 格子に .iJR をよ せて、 

丁度、 山吹、 お まへの やうに 

戀 しい 人 を 待ち ませう、 さやうなら。 

る 少女よ、 さう 言つ て 

EI 乃の 公 ES からかへ りなさい。 


ffl-  ソ 力す I 

ゃさしぃ心の^^！主、 美の 女王なる 婦人た ち、 

どうぞ 私の 願 ひ を、 この か あいさうな 詩人の 願 ひ を 

き いて 下さい、 ただ 耳に きく だ けで もよ ろしい から。 

それ はもち ろん 私 を 愛して 下さいと 云 ふので はあり ま 

せん、 

私の 詩 を 讀んで 泣いて 下さいと 云 ふ の でも ありませ 

ん、 

乏 人に 金 を 施して おやりな さいと 云 ふので も ありま 

せん。 

-？ づ 

ただ その あなたの 美しい 褻 物 を 一 生 埋めて 通さずに、 . 

淸ぃ淚 はかくさずに、 女らしく しとやかに、 

戀を するなら 心から 命に かけて 戀 をして、 

か..？ はせ , 9 

その美し い 顏 に ひけ を 取らない やうに とて 

そのお つくり を 心に もして やる 事 を 忘れずに、 


この 入 生と いふ 美しい 童話の 女王と おなりなさい。 

やさしい 心の 持主、 美の 女王なる 婦人た ち、 

せ.：； た ふしゃ 

さう して 靑鞋社 (入ったり、 ミ ス なにがしの 似 をし 

て 

馬に またがって、 巡査と 喧嘩な どなさい ますな。 

聖母の 敎 

その 一 

私 は 先天的の 失戀者 だ"  . 

私が どうして 美し い 戀入を 得られよう。 

私 は 全世界の 女に i はれる 與だ" 

いや、 いや、 女 は 唾 も ひっかけて はくれ ぬ だら う。 

だが 然し、 私 はかた く 信じて ゐる、 

此 世の 何處 かに 私 を 愛して くれる 一 人の 女の ある こと 

を 0 

それ は戀 ではなくて、 あはれ みか も 知れない けれど。 

ほ の S 


私の 幸 ひに して 自殺 もせず、 かう して^き てゐ ろの は、 

ただ その 女 を 求めよう ためば かりだ" 

私 はこれ まで、 蜂の やうに、 花から 花へ と 

私の 命の 主 を 求めた けれど、 f& であった、 

は；？ 

私の 羽 は荆の 刺に 傷 けられた ばかりだった。 

あした 

それで 私け 丁度 朝の 露 を 待つ の やうに、 

ぢっ とかう して 待って ゐる。 

ああ、 未だ 知らぬ わが 母、 わが マドンナよ、 

お ま へ は 今 何 處 にどう して ゐ るの だ、 

この あはれ な をい つまで ぢら すの だリ 

それともお ま へ は —— 私の ベア トリ チ .1 は I . 

まだ 手毬で もつ いて ゐる のか？ 

その 二 

私が 信じる の はた だ 聖母の 敎が あるば かり、 

私 は 地上の マドンナ を 求める、 

それ はこの 世に 二人と ない 私の 妻 だ、 

それ は 地上の 生んだ 女性の 一 等す ぐれた 女性、 

I 三  一一 I 


w ぼ 者の；^ 腦を もち、 詩人の 心臓 を もち、 

化な 志 を 以て 私 を 治め、 情 を 以て 私 を 愛する 女 だ、 

いや、 それ は 女で はない かも 知れない、 

女の 形 をした 男性 かも 知れない、 —— それでよ い。 

私 は 詩人 だ、 詩人の 屮の娱 も 女性的な 詩 入、 

入 問の 中の 最も 脆い 11 だ 11 私 は 詩の 絲を 吐く、 

しかし 桑 を<^ はせ る 人がなければ、 どうして 生きられ 

よう。 

だから 私 は 妻の 意志で 生き、 妻の 鏡と なって ゐ よう。 

そして 破られる まで は その 愛 をう つして をら う。 

ああ、 私の 信じる の は、 ただ、 聖母の 敎が あるば かり。 

七 年の のちに 

この頗にのぼるャ；^恥の色と、 

この 1^ にの ぼる 苦い 笑 ひと 、い 

こ こ に 私 は 男子 を る, 

ああ 七 年と いふ iif^R は 
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つ ひに 私 を も 男子 としたか？ 

いや、 まだまだ 女 だ、 女 だ！ 

お まへの 心の 腕 ももつ と く なれ I 

(一 九 一 八 年》 

水車 場の 娘 

づ ぐる ま 

水車、 水ぐ る ま、 ま はる 因 Hi^ か、 親兄弟に 

三つの 時から 生き わかれ、 前の 小 橋に 棄 てられて、」 

すゐ しゃ は 

今 は §1- い 水車 場の 米 かしぎ、 

すゐ しゃ、 すゐ しゃ。 

づぐる ま 

水車、 水ぐ る ま、 ま はる WBK か、 うらめし や 

やなぎ こえ：， 1  なさ. b 

楊 小枝の かげでした ふか い 情 も 今 はは や、 

たのみない 世が うらめし い、 

すゐ しゃ、 すゐし ，0-0 


，ベ づ ぐる ま 

水車、 水ぐ る ま、 ま はる 因果 はの がれない， 

5  、"ん き 

三つの 時から 十八の 今日が 日までの 憂き 辛氣。 

それ も 誰 ゆ ゑ、 ああ 米粒よりも 

なさけ 

もっと こまかな 情ち やた。 

みづ ぐる ま 

水車、 水ぐ る ま、 ま はる 因果の 瀨に せかれ 

造の 小， おにす てた 身が 何の 惜し かろ、 死に もしよ， 

何で 死ぬ よりよ からう か、 ああ あの 埃の よに 

わたし や 小川へ 棄 てられた。 


田舍 むすめ 


賤の 伏屋に 人となり 

朝は^^畑に水をくみ 

夕 は 納屋に 米を荐 く" 


鶏と あらそ ひお きいで て 

感 慯の舂 


長き ひと 日の いそしみ に 

月 入る ころ を 寢入 るかな。 

見る か げもな きゎが.：^?^ こ そ 

風に さらされ 日に やかれ 

はや も 一 一十 を こえて けり。 

まだお しろい はっけね ども 

まだ 口紅 はさ さね ども 

人 こ ひし さは ある もの を。 

畫 はまぶ かき 編 笠 を 

£  べに を 

ぬぐ 間 もな きに 紅の 緒の 

色に いでし をい かにせ む。 

たまに 祭の 日 をえ て は 

，ぬ 

親の ゅづ りの 衣つ けて 


五 


おも ふ Ef- に 逢 ひに 行く。 

- 田舍 娘の 戀 

麥を 刈る 日 は麥の 香に 

^のか をり をし のぶ かな。 

まだ かりし ^ の 間に 

われ を 抱きし は 誰れ なりし n 

やや 黄 はみ たる 稱 のかげ に 

かくれ 去りし は 誰れ なりし。 

ひとり なごりの 香 を たづね 

麥を 刈る 日の わがお も ひ。 


いかに 心 はつれな くも 
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刈られし 麥を いかに 見る。 

こ の 刈られた る穗の ごとく 

いと も 短き 戀 なりし。 


. •>  i  て ふく. 0 

ながき ひと 曰 は 蝶 花、 

むらさき、 うすべに、 とりどり こ 

きれいな 岡で くら そなら、 

さ 5 

I つ もうれ し い さくら 草、 

縛 粟の やうに もうら わか い 

かほ 

面 あからめて べにの 花、 

めでたい 戀 のしる しとて 


くさ 

おくり ましよ ぞぇ すみれ 草、 . 

，  ぁぢさ T<? 

七た ひか はる 紫陽花の 

ほんに 女とう まれて は 


ぅキ： z-fe- し 

人に 踏まれて 苜稽、 

尼の やうなる 木蓮の 

それ もこの 世の つら さ ゆ ゑ、 

蓮 も あ vi- もぁぢ きな い 

命 ひとつが すて ちれぬ。 

くちなし 

あかい 雛罌粟が か あいけ り や 

摘んで おゆき やれ ほろほろと 

かかる 露 さへ そのき ぬぎぬ の 

思 はせ ぶりで はない かいな、 

わたし やくち なし 愛牆に 

っひぞ 笑った こと もない、 

よし すねもの とい はれても 

どうせ 冷たい わたしなら、 

ノ つも かう して しょんぼりと 


人の あ ふ 瀬 を 見て くら そ。 

夏の 小唄 

窓に 咲いた る 白百合の 

A ま 

花の なかから 面 出して 

もしもち よいと よんだなら、 

すだ.^ のかげ ではた はたと 

つか ふ 扇に まぎらして 

いとし いとしと いはう もの を 0 

？らす ど 

今日 もむ かう の^子 戶の 

なかで 何やら めんだ うな 

事務に せ はしい あの人に、 

£ る 

ひまで くるしい 夏の 夜 

人目し のんで あはう もの を。 
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秋の 小 吸 


川 竹の 枯れて 亂 るる 水 かがみ、 

浮いた 朽木も 流れて くれば、 

なんに はれて 泥黼の 

しどろ もどろ の 水搔に 

秋の^^殘はゃれ裂けて.， 

さやけ き 月が 並木の 枝に 

暮れて 今 { 付 も 知らぬ顔 U 


つばめの 歌 (童 謠： 

つばめ、 つばめ、 

我家の つばめ、 

迷子に なった の？ 

51- くお いで！ 


た あか 

向う の 高：， 瓦の 屋根に 

早くい、 つ てと まれ！ 

つばめ、 つばめ、 

かはいい 私の 妹よ。 

たぬきの S 


(著^|9が田舍で本赏に聞ぃたず(謠) 


お 月 さま、 見さ へ 、 

おらが 村に も 狸はゐ ます、 

ぉ團子 どつ さり 食べて 

腹鼓う ちます、 

ボコ ボン、 ボ コ ポン 1 

お 月 さま、 見さ へ 、 

おら も 狸よ、 子 狸よ、 ， 

ぉ團 子お くれ、 


腹鼓う ち ます、  雨に 音す る 小^の み だれ 

ボコ ボン、 ボコ ボン！  胸の みだれ もさ ぞ繁 からう 

酒と 敬と にあ かす 夜 は。 

茶 室 の 賛 

K 氏の ために 

n- の 夜に 誰が さした よこの つま 戶 君なら で 

あけて 來 ませよ そ のつ ま戶 

田舍 源氏 

を、 あけて たれば いい 月夜、 

かかる 折 こそ 柴折戶 の そとに 

源氏の 君 もいで たま ふ。  > 

更けて 都の 夜の さびし さ、 

蘭 澄の かげ もしめ やかに 

あるじ 小 に 興じた まふ" 
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若き 日の 夢 


二十歳までの 詩の 中より n 丸 S 尔丄九 11 年) 

あこがれ は 

我が 手の 玉、 

あやまちて 

地に 落し、 

•p- ち碎 くと も、 

なほ 我が も のぞ 0 


|っ 


I 


笑みと 淚と こもごもに 

我れ にあた へし かの 君 は、 

ひとたび 笑みて 世 をば すて- 


ひとたび 泣きて 身 をば すて、 

さて 我が もと を 去り ましき。 

二 

川 を ながめて ありし とき 

我れ は淚を おぼえけ り、 

海 を ながめて ありし とき、 . 

我れ は 吐息 を おぼえけ り。 

ああ 川 見れば 行く 水の 

行きて あとな き 身 をば 泣き、 J 

ああ 海 見れば うたかたの 

消え ゆく 戀を なげくな り。 

やとめ 

むかし 少女 は 我が 膝に 

顏 おしあてて 泣きに しか、」 

今日の 少女 は 我が 髮を 

撫でつつ 敬 をうた ふなり。 


むかし 少女 は 我がた めに 

おのが 命 も ちぢめし か、 

今 m の 少女 は 我がた めに 

長く もがな と 祈るな り。 

四 なき 人に 寄す 

やさしき 稚兒の 我が 『歌』 の 

我れ をむ かしに かへ すと き、 

うせに し 君が あ をみ たる 

い とかな しげの みすが たの 

いと ど淚を もとむな る。 

君が のこせし この 兒 こそ、 

父なる 我れ の兒 にあら で 

Q なる 君が たまも のぞ、 

苦し かりけ る 夜ごと 夜ごと 

君が あたへ し淚ゅ ゑ。 


費の つかれに 乾きた る 

我が この 胸 を や はらげ し 

！!;^ が淚 よ、 なぐさめよ、 

やさしき 稚兒 とともに ゐて 

我れ は 夜ごとに かへ すなり。 

故鄕の ひと 夏 

落つ る淚は 水と ともに 

I： 方 もしらず 流 るれ ど、 

のこる 嘆きに 置の 紫 も 

心 もと もに うち ふる ひ、 

ふる へ ながらに 暮れ ゆけば、 ， 

ほのかに 月 は のぼりき て 

、しも 水と なりて 琉 る。 


みやま 淸 水の わく ごとく 

君が なさけ も わく もの を、 

われ もに ごらぬ IK 淸 水の 

こころ もて また 戀ふ もの を、 

なさけ 

など ひや やけき 情ぞと 

き戀ぞ と 人の 0 曰 ふ ら ん。 

君が まことの その 愛に 

むく ゆる もの を もたぬ われ、 

あらず、 ち ひさき わが 愛 を 

さはれ まことの 愛 を もて、 

やさしき 君に むくい まゐら す。 

おのが 昔の こ ひし、 

おのが 昔の 心 こ ひし、 

ああ， ああ、 され どかへ る 日な し U 
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おのが 昔の 淸ら なりし、 

おのが 昔の 妙に ありし、 

すがた も 心 もす でに 失せぬ" 

X 

絕 えぬ おも ひの くるし さに 

ともしび 消して 窓し めて、 

まなこつ. ぶりて われ は 坐す。 

うかぶ は 君が 面影 か、 

はた のぞみ ある 行末 か、 

,  にか 

I ない な 苦き おも ひで ぞ。 

粟 は 蒔く とも 植 うると も 

かなしき rH に は 似 ざら まし、 

藓粟は 散る ともおつ ると も 

さびしき 頓には 似 ざら まし。 


蘀 粟の さかりに 來て 見れば 


うつくし いかな 脣の， 

さはれ もろく も 散りし かな 

君が 心の 罌粟 こそ は。 

X 

ラひ 

夕日 はかなた の f:^;^ に しづみ， 

ゆきき も せ はし き あ ま つ 雲な る 

ゆく へ も あやなき わが 悲しみ は、 

弓弦 を はなれし 征矢の ごとくに 

ゆ ふづっ さやけ きみ 空に 飛びぬ。 

一-やお  • » 

磯山 さ. ひ しくた そ 力る る とき 

いとしき 君に も 似た るす 力た を 

いたく も 繁れる 葉 かげに 見たり、 

いつの 曰か 君 はかへ りた まひし。 

いな、 これ あやしき 影に すぎ じか。 

君と 別れて しこの 磯山に 

感傷の 春 


君 を また 兑む とわれね が はむ や、 

きえ ゆく 水沫に 似た る 姿の 

昨の あこがれに よしかへ すと も、 ， 

淸 きひ かりだに あけ は 消 ゆるに。 

故里に て 

流る る 水に われ 愁ふ、 

やなぎの かげに うた へ ども 

0^. しばし もと どま らず 

ほ ま れは 浮き てた だ 流る、 

ながれ 夜 を 日に つきず とも 

など 盡 きざらむ わが 命， 

世の わ づらひ を ふりすてて 

秋風 さむき 川ば たの 

やなぎの かげに われ 愁ふ。 
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思 ひ 出 


わが つかれたる 世に ありて 

さびしく 渴く思 ひ 出よ。 

なれが 渴 ける 思 ひ 出 は 

今！ 11 も われ 見て うなだれぬ 0 


われ、 窓枠に もた るべき 

夕と なれば 胸驟 ぐ." 

げ にわが 餓 ゑし 思 ひ 出 も 

なれに うなだれ 獎 くらむ。 


ある 夜のお も ひ 
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われ を さませし 戀 なれ， ま 

また 醉 はする を あやしみ そ * 

若くて に ほふ かま * ませ こ 

とら へ られ たる 身なら ず や 0 

右に ひだりに 目 を はせ て 

なに さは ものに おどろかむ 9 

たと へ醉ふ 日の みじかき も 

さむる は醉 ふに あらぬ か- Ho 


野葡萄の あかき したた 


野葡萄の あかき したたり 

君が ま し ろき 手 を 染めき、 

その 指 を いくたび われ は 欲り し ナ，； -0 


蝶 は 身が るに 來て とまる、 

その 髮を 一 度 も われ は 捲かざる に。 

月の 光 はわが まへ を も はばからず 

君が おもてに くちづけし、 

そよ風 は 君が 乳房 を もて あそぶ • 

ああ、 われひとり、 

など 觸れ がた き、 君が 胸、 君が 手に。 J 

愛 

な ti びと S ず 

はや われ は 何人も 傷つけ ざら む 

何人も わが 爲 めに 苦しむ もの を。 

われひとり ここに 生く、 わが この ® は 

世の 人よ、 汝が 手より こぼれけ る もの。 

は やわれ は 何人も 傷 つ け ざら む 

感 © の 春 


何人も わが 爲 めに 友と 兑 ゆるに。 

月 夜 

靜 かにう かべる 月 を 見れば 

短き 今日の 命 をう ち 嘆くな り 0 

くさむら  ね 

草叢 を 吹く 風の 音 をき けば 

宛ら われの 草と なりし 如く かなし。 

つきせ ぬ 流れの 岸に 立てば 

ち  こ T> かた 

幸な き來. R はかな まれつつ。 

い づ こ かす だける 蟲 の 音に つ れ 

消 ゆる 煙の 身と なりて 泣く 0 

あはれ わが 身の 行末よ 

五 


やがて 入るべき H; の てる 間 を 

y まつ.？ -  — 

g:- 束な くも 思 はるる かな。 

わが 淚、 あだなる 淚 

わが 淚、 あだなる 淚、 

こ の淚 たと ひ 1^ と ふらす も、 

また. 5^ の d| と 飛ばす も、 

あだなり や、 あだなり や、 

すべてた だ祌 のまに まに。 


わが 命、 あだなる 命， 

たと ひ 光の 中に 生る ると も、 

う， J ほ 

た とひ 潮の 中に 育 つと も、 

あだなり や、 あだなり や、 

とが  > 

すべてた だ わが 咎ゅ ゑに。 
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わがね が ひ 

すべての ものの 騒がしき なかに 

ただ ひとり 靜 かに さびしく、 

すべての ものの 美しき なかに 

ただ ひとり 姿み にくく、 

すべ てのもの の 富めるな かに 

ただ ひとりい とも 貧しく、 

人 の ：ni に つ くり 飾らず 

人のお も ひに 心いた めず、」 

しづかに て 

しづかに て、 

い ともさび しく 

われ ぞ あらな む 0 


望の やぶれた ると きに 


ふう i^.? 

ふわ ふわとの ぼる 風船 

やぶれて はまた も 落ちく る。 

かなしみの わが 風船 は 

ひさかたの 天に やぶれぬ。 

想の 破れた るの ちに 

摘まれ、 捨てられ、 

踏まれた る 花の いとし さ。 

我れ は 我が 破れた る 

夢想 をい つくしむ 0 

我れ は 我が 死した る 愛兒を 

難る にしの びず。 

運命の 捨兒、 

1i 傷の 


我れ は 今日 ぞ悲 むを樂 む。 

夕 暮の歌 

千よ ろ づの望 はう ちに 渦卷 けど も、 

しかも 我れ、 早く も 今 rn に 倦み はてたり。 

夕 影な がく 地の 上に 愁を ひきて、 

いや はての 眸は ふかく 胸に r あみ 入る。 

ああ. 光 は 流れたり、 そのの ちに なほ 

望 はう ちに 火と 燃 ゆれ ども、 我 は 倦みたり。 

つかれつ 病みつ、 かくて 我れ 溜总 により 

さ にり 

いたましき 悟 を ひらく、 死 もまた よしと • 

渦卷く 望の 死により て靜 まりし 時、 

夕 は 嘆き を またもお くりぬ。 

ゅふづ つの 歌 

I 四 七 


四 八 


モ の 


やとめ 


くもりな き 少女の 眸の ごとき 

汝が^ 1$1 の あきらけ き 光 を 见れ ば、 

, •  さち 

この 世 は 我に 幸 ある ものと なりて 

しばし は 彼 力の 光明に 心 ほほ ゑむ 5 

され どう すれて 消え ゆく 汝れの 

老いた る 女の 髮の ごとき 光 を兑れ ば、 

この 世 は 我に 底 しらぬ^と なりて 

ひとり 暗き に. 分 を なげて 來方を 嘆き 泣くな り。 

その 二 

ふかき； a 手に なやむ 時 も 

われ はかなた の 3^ にあ こがる、 . 

夕？： _ せかが やく かの a こそ 

わが 身に 淚を おくる なれ。 


ふかき 傷 手に もこ ころも 


芝生のう へに 投げいだ して、 ， 

君を戀 しと わが 歌へば 

かなたの 光 も ほほ ゑみぬ リ 

野末に 立ちて、 Mi の 雲の 

波の ごとくに わく を 見れば、 j 

その かたはらに 輝きつ つ 

われ 招く ごとき 星 こそ あれ • 

その 三 

<5 め 

つかれて かへ る 少女の むれ を 

ひとみ  そら 

光 さやけ き隨 もて、 天の はてより、， 

なさけ  び せ-つ 

情に みつる 微笑 もて、 眺む るみれば * 

うれしき 君 も、 あはれ ゆ ふづっ 0 


しげき 萆 紫の 露に 濯れ て、 

山彥 となる.^ 女の 歌よ、 

さすら ひ來 にし 旅人 を 慰めた まふ、 ， 


うれしき 君 も、 あはれ ゅふづ つ。 

しらぬ 旅路に すがた やつれて、 

影もう すれて， わが 行けば 川の 邊 りに、 

行く 水の つきぬ 憂 ひ を てらすな る、 

うれしき 君 も、 あはれ ゅふづ つ。 

少女 子に 

さやかなる 汝れの 面影 

さわ だてる 繁葉 木立の 

ささやきに まぎれ 來り、 

さばかり の 悲みを もて 

わが 胸に などつ と 添 ふや。 

いま 見る は あどけなき 

いにしへの 姿に あらず、 

感傷の 卷 


いと 脆き 夜の^の ごと 

いたましき 汝れが 面影、 II 

いま もな ほさ やか なれ ども。 

なれ を 見る わが 目 見 は 

なにと なき 悔を覺 えて、 

なつかし きおも ひだに 

など か ああ 遙に 去りぬ、 

あはれ なる 汝れの 窶れに。 

なげき 

いつもい つ も 力なき 層の 上 に 

紫の 花ぞ 咲くな り。 

夏の 夜の 風に 吹かれて 

白露 の はや く， も 零る る • 

I 四 九 


いつもい つ も 紫、 の ふる ひわな なく 

力なき：^ の 上に、 

失せぬ る戀 の、 悲しめる 世の ノ 

ふかき 獎きぞ 零れ 落つ る。 

いつもい つも 力なく うな だるる 人よ- 

紫の！^ を またも もれ じか、 

人 の^をた のしと たたへ 

づか さち  こと 

自らの 幸 を ほこりし、 その 言の葉" ； 

病 にて 

悲 みよ、 さは 夜毎 

^*.:.>:Y さわに 

わが 枕 邊を騷 立た しむる や。 

種 it の 五月 は 晴れた る 

つつじ 咲く 山の 夕 を、 

さし いづる、 あはれ 長&" 


1 五 〇 

さはな 泣き そね …… 

のこした る わが 愁は 

オルガンに こもり たれば、 

明日 を 待た でな り やいで む。 

ああ その 澄みた る Ml のかな たに、 ， 

なつかしき 戀 人の 面影の 

ひそみ やすらむ と … … 夜毎いで つつ、」 

わがこころ またも 嘆く か。 

見ず、 知らず、 閱 かざりし 

昔 こそ 寧ろ やすけ き …… 

思 ふ 胸 も、 え うちあけ ずて 

ただ、 その^、 その 氣、 その 手に 

あこが るる はか なき 病 は 、 

病 窓の 百合の 萎れに、 


それならぬ  えこ そわ かたね …… 

i り IV れ  ふ .<3 

云 ひしらぬ 恐怖に ぞ、 しばし 顫 へぬ。 

眠りながら に 

ああされ ば、 われ は 級に かがやく 夜 

|i ましき 君が 句 ひ を 知れる の み。 

三 木 露 風 「搖 るる 小舟」 

搖ら れ搖ら る る 小舟 のなかに 

我等ね むらむ。 

波 かがやけば かがやけば 

白金の 眞晝 にむ かふ。 

あやなく 拽 るる 光 を、 光 を 

我等 はもと む。 

隈 なき 月影の 海に うかびいで、 」 

高く 敬 はむ ふたりの 戀を" 


かくて 盡 きせぬ 思 ひ を 夜の 名殘に 

かがやかせつつ、 

^られ 搖られ ていざ ゃ歸ら む、 

ねむりな がらに。 

昔の 戀人 のために 

その 1 

しづか なるこの S の 夜に 

など かく も 胸 さわがしき、 

窓よりの 風す ずしきに 

な ど かく も 我が 息 の 熱き、 

n: かげ は ひろ ごり て、 また 

森 はたかく 波う つ。 

街の 騒ぎ、 子供の 歌、 

この 窓 をめ ぐる 木立 も、 

森 も、 森の 上の 月 も、 


ただ、 か はらぬ に 

ああ 一 とせ はすぎ 去りし よ、 

ああ 愛する 人よ、 

汝は 我れ を はなれ 去りし よ。 

ああ、 我れ は 幾夜 か、 

なり^ぐ 木の 雜の 彼方に 

あだにの み 君 を もとめき、— 


され ど ああ、 かくば かり 我れ に資 く、」 

天使に も 似たり し 人 は、 

卞_ ち おきな 

かの いやしき 市の 翁に 

その 胸 を惜氣 なく 投げ あたへ けん。 

*t ち 

い と 遠き 市 の 響 をき け ば、 

我れ は^ゅ、 その 中に かの 華 かなる 笑 ひの まじる を。 

その 二 

よどみな く 年 はすぎ 去る、 

すさまじく はは ラ つり 行く。 ， 

まこと ある 戀も かな はず、 


1 五 二 

路行 くに 影もう すれき。 

なさけ をば 人に 惜 みて、 

樂し くも あるべき ときに、 』 

君 はし も 重く 病みけ り。 

5 る は しき 君 の 今日 をば、 

いかに 我れ 嘆きいた まん。 

うきたる 戀は今 我が 求む る ものなら じ、 ， 

不幸なる もの、 いと 脆く 美しき もの I . 

そ は 君な りし か？ 

いま 我れ おのが 嘆き を やめて、 ， 

いと 熱き 慰め もて 

傷け る 君 を かなしまむ とす。 

かくば かり 悲しき 君に、 

ねが はくば 健かに 樂 しきむ かし、 

我れ に 苦しき その 日 をば、 かへ し與 へよ。 

そ の 三 

月よ、 汝は なほ S れ ざるべし、 


果て もな く、 限りなき 人の 中に も， 

汝は ただ 我 をのみ 眺む とお もへば。  .  破船 者の 歌 

いにし 年、 我と 共に ありし かの 人、 

その 人の 黑き髮 を、 くれな ゐの頻 を， J  あらしの 海に おける より 

月よ、 汝 はやさし くも 照し き。  なほ 無慘 なる 難破せ し 

この 人生の 小舟に も 

我がた たへ ける 女、 悲しく も 今 は  つめる 喪 は 多 かりき。 

おろかなる もの なれり。  もし 風 もな く 波 もな く 

1 たび も わが 愛 は 花咲かず して  めざす 港に 着き ぬれば， 

ただこの 痛みの み殘れ り、  す て 賣 りす ベ き 積 荷 をば 

枯れ 果てし 醤 薇の 木の 刺の ごとくに ー  破れ しづみ しそれ ゆ ゑに 

喪と いふか 知らね ども" 

月よ、 汝 はかの 入 を 今 いづく に兑 る？  この 積 荷 ゆ ゑ あら 海に 

たのしめ るか？ かなしめ るか？ ……  船出 をした る わが 身に は 

月よ、 汝が 下界の 鏡な りせば  こ は 命に も換 へがた き 

. ば 

我 は 見ん、 かの 人の 笑 ひて ある を 11  . 蜜な りし を あな あはれ、 

今 は 求めん あ ともなし。 


五 iE 


さすら ひ 人の 歌 


さながら^ 浪 なす 

このうつ し 世の、 

ャ- じほ 

あらき 世 潮に、 

いま ぞぉ ぼる る。 


山した に 捨てられし 

柴 つみ 

さながら や、 われから に 《 

かなる ゆ ふべ 夕 を。 

片山 5- の 

まばら 樹立に、 

なげか ふや ま 鳩。 


かく も、 か へらぬ 

昔 は 苦き、 おも ひでの 

歌 も あらな くに。 

愁の歌 


極み も あらぬ 愁は 風と なりて 我 を 吹きめ ぐる。 

今朝 冬は來 ぬ。 

片 岡に 低く 並み 立つ 松の 樹は 

老 しり そめし 女の 如く 赤き 落髮 をち らしぬ" 

うち  よべ な き 

我 はかく 打 ふるへ て、 昨夜の 嗟の つづきと て 

またも 淚し 溜息す 0 

錄分 吹き、 木が らしす さび、 

わが 血 また 冷くなら む。 

ああ 過去り し 夏の 日の なつかし きかな、 

あ 斗 ヌ 

川攝 ゆき 約 を 垂れつ、 山 ゆきて 通 草 をと りし • 

それ もまた 夢な りけ るよ。 


今 我に 不幸 は來. ぬ。 

ねが はく は靑 と 草原の 我に あれ かし、 」 

よこた は  .1,1^  >  、 

そこに 橫 り， そこに 歌 をよ まも 

我は靑 i 仝の 歌と お の 生涯 を 好む。 

され ど ああ 签 なりき" 

冬に 來ぬ = 

(いな 我 は 冬の 國、 木 枯の國 に 生れし なり) 

木造の 冷き 家に 石に 似て 人ぞ默 せる、 — 

これ ぞ わが 住む 園なる。 

我は眞 【おの 愛兒 なり。 

曾て 青签の もと、 草原のう へに、 

かの 月桂樹の 繁 りたる 國 にあり し 身の、 

いと 3^ かなりし 報と て 

愚かなる 人の すむ 侮の 3- に はう つ されけ む- 

我に 戀 なし、 我に 歌な し" 

ただ 過去り し S の 日に、 眞 夏の 影に 

愤 るるの み、 11 ただ 愁 へて あるの み、 


蒼 ざめ て、 うち 戰 きて、 鈍く 笑 ひて、 

我 はかく 冬の 朝 を ひとり 柱 に^れて、 

片岡を 越え 来る 風に 吹かれて あるの み U 

血 も 冷えぬ、 顿も 冷えぬ。 

ああ 歸り 行くべき 南の 國ょ、 今 はたい かに" 

極み も あらぬ 愁は 雲と なりて 

わがう へを禮 ひて 去らず。 

ああ、 我 はかくて この 國に老 ふべき か。 

一 詩人の なげき 

さ. ゥ せい F  ,  i  9 

我 は 早世の 詩人なる 力， 

せ. rvj んさ ふ 

何ぞ 焦心 燥 急なる 

ああ 止みなん 止みなん。 

我が 思想 は卷の 雪と 飛散す、 

落 つ れば 地上 に 溶く るな り、 

1 五 五 


ああ 止みなん 止みなん <* 

東方の 5^  土に ありて、 

理想の 國を求 むれ ど ず、 

ああ 止みなん 止みなん" 

ベ ァ トリ チ H は あまりに gjjj し、 

カロ リ イネ は 我に 過ぎたり、 ， 

ああ 止-みなん 止みなん。 

孤獨 者の 煙草の 賛詩 

たのしげに 人 は 笑へ り、 

街の 上に 若者 は 歌 を 5 た へ り、 ， 

ほこり かに 女 はさまよ へ り、 

嘆き は 人に わかつべからず、 

笑 ひ は 入に わかた るる をね が はず、 ， 


1 五六 

好みて 我れ は ひとり 世 をの がれて、 

窓 ごしに 孔雀の 誇り をお も ひ、 

雀の むれの はし たなき 饞舌を 聞き、 」 

兀騰の 敬 をね が はず、 

我れ と 我 身を嚙 みやぶり、 

我れ と 我 身 を かきい だき、 

我れ を赏 め、 我れ を そしりつ、 

夕 暮の祈 も 知らず、 

紙に 刷られた る 凡ての 夢 をい とひて、 

我れ はた だ 煙草 をぞ吸 ふ。 

右に のべた る 凡て をば、 

燁車 よ、 汝は 紫の 煙と なせば。 

手帳の はしに 

其 I 

我れ 疲れたり。 我れ 蒼く なれり。 


ISlt と、 勞 働と に勞れ たり。 

哀毀骨 立、 何の 爲す ところな し。 

ああ 歡樂を 欲 ふ、 卑しき 情愁 にても あれ かし。 

ああ 我 は 我より 我 を 引出す 人 を 求む。 

古き 戀は 運命 によって つかさどられたり、 

され ど 我等 は 自ら 戀を 求めざる ベ からず。 

否々、 今 i せ はや 十二時に 近し。 

いざ 寢 む， ああ 我 は 疲れたる 入な り • 

其 二 

欺かれて 常に 生く るな り、 我の み ひとり 此の 如きな り。 

なさけ 

IK しく、 弱く、 悲しく、 情なき 生涯なる かな。 

幸 は 我に あらず、 我 はかの 囚 はれた る 王の 如く 死ぬ ベ 

きのみ。 

惡 運よ。 惡 運よ。 惡 運よ。 

とも I び 

一き に 火な し" 閻 きに 燈 なし。 

饑ゑ たるに 食な し。 渴け るに 水な し。 

迷へ るに 導く 人 もな し。 

10  の 春 


ああ 我 を 救へ よ。 女よ、 友よ。 我 は 切に 求む、 

尘涯 のうち、 我 を この 世の より 守るべき 愛 を。 

少女の 敎 

かって 少女の 一 人 は 我に 敎 へき、 

神の 讚むべき こと を、 

人中； の樂 しき こと を、 

しかして、 女の 愛すべき こと を。 

心よ、 我 はよ く 知る、 

汝 がその 生涯、 少女の 言 紫 を 信ぜん とする を。 . 

夕の 歌 

夕 は 来れり、 秋の 夕 は 来れり、 

星と ともに 出づる あやしき 思 ひ、 

1 五 七 


風と ともに ゆらぐ さびしき かげ、 

繁 木が 奥のお くより い つ ともなく 

^浪の ごとくに 夕 は 来れり、 

秋の 夕 は來れ り、 あやしき 思 ひ は 来れり。 

二 

松の 樹 はくろく またく ろく 

あ やしき^も て 我が 胸に せまる、 

夕 ぐれ ひとり 野路 ゆけば. 

秋 を かなしむ 蟲の こ ゑ ご ゑ淚を さそ ふ。 

かくて 我が 今 H もまた 去り ゆく、 

ああ 我が 日 ：3! の 嘆き はさな がらに 

うかみ て 消 ゆる 松の 樹の 影に あら じか。 

丘 邊の さまよ ひ 

月 おぼろに して 我が 影う すし、 ， 

我が 生命 さへ g:^ 束な きかな。 


1 五八 

靜 かなる 心 だに あらば 

たのし さは 来らむ もの を * 

あはれ、 日と して 夜と して 

我が 胸の 靜 かなる こと は あらず。 

ある 時 は、 死の 谷に 逢 ひ、 

ある 時 は、 嘆きの 海に 溺る。 

ひと ひ 

ここに 一 口の 惱 みよりの がれ 出で て 

ひとり 丘邊 にさ まよ ひ 来れば、 

繁れる 松の 樹の 影もう すし。 

夕風の なかに そ よげ る 草の ごとくに 

寂しく してた えだえ なる 我が 生活 は、 ， 

節 ほそく 哀れに 鳴りて、 

おぼろお ぼろの 歌と こそ なれ、 ， 

影 もろともに 薄らぎつ つも。 

故鄰の 夜の 歌 


日の 下にす ベての 命 はすこ やか なれ ど， ， 

幽 階の 境に 我れ は 姿 かくして、 

よろ づの ものの 祜 るる を 待た む 一 . 

よる 

莊嚴の 夜、 うる はしの 夜 を 待た む" 

二 

夜 こそ は 我が 命 なれ、 我が 力なれ。  . 

この 夜に ひとり 立つ 時、 

あはれ、 身 も 溶く る樂 しき 思 出 は、 

よる 波の ごと、 ひそ やかに 我れ に 立 返るな り。 

夜の 歌 

ねむ リ 

腿 を やすしと 思 ひぬ る晝も ありし か、 II 

よる 

つくづくと、 苦しき 夢に 夜 をつ かれぬ。 

うららけ き 日影の 下の、 うららけ き 

感傷の 春 


思 ひを戀 ひて、 いま 夜 をな げく。 

睡 より 醒めに し 時と、 ながき ひとの 日の 

いそしみ に 疲れし 時と、 いと 似た るかな。 

くるしき もまた 睡 なり、 晝 もまた 

もとより くるし、 永刼の 冬に し 接めば。  

よ  よ, リ 

日より 夜へ、 夜より へ、 くるしみより 

くるしみへ、 睡 より 疲れへ と、 11 我れ は i よふ。 

f 一月の 或 日 满の臺 にて 

靜 けき 大河 は 我が 前 を 流る、 

を やみな き 歡呼を もて 

fc  た". 《 - 

海に そそぐ この 大河に 

我が 胸 もまた 溶けよ かし 0 

I 五 九 
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たえず 片帆 あげし 舟 は 

我が 前 をよ ぎりす ぐ、 

さながら 苦悶と； 1 想との 

胸 をよ ぎる それに も 似て ( 


たび 

ただ ひと 度、 ただ ひと 度 

»fc さち さた  きた 

來る 幸、 来る 戀、 來る歌 こそ 

入 生の いとよき もの なれ、 

され ど 世 は 空しき 骸に fi つ。 


枯 ic^ の 中に 身 を うづめ て 

すぎに し 1^ をお も ふのと き、 

ああ、 いっかへ り來 し、 

こわ；？ 

流れの 管、 君が 聲 in に まが ふ。 


煙火 は {へ& に 消 ゆ、 - 

靑 も、 また 戀も消 ゆ、 

され ど 我が 歌 はな ど 

みにくき 骸を あとに 殘す。 


小さき 詩人 はかくね がふ 一 


我が 歌 もまた 

かの 卽興樂 の ごとく， 

その 場 かぎりに 消え去らば、 

いかに うれし からまし。 


我が 歌 もまた 

やとめ "一 ほ 

かの 少女 子の 微笑の ごとく 

束の間に して 消え去らば、 

いかに うれし からまし。 


風 子 


遣 產 


我れ は兑 ぬ、 

かなしみの 花 を。 

むり さきの 花の 名 を、 され ど 知らず。 

我れ は 聞きぬ、 

こころよき 風 信 子、 花の 名な りと 0 

され ど その 花 を、 我れ は 知らず。 

嘆きつつ 我等 行く とき、 

か ぼ そき 人 さし 指 は、 我れ に敎 へぬ 0 

その かなしみの 花の 名 を。 

.  t ヤシン ス 

むらさきの 色 も あやなき 風 信 子の 花 を 


感 の 春 


ある 人 逝きぬ、 彼女 は 天 をに な ひて 去れ リ。 

ユウ ゴ才 

おもて 

はじめて その 人の 悲しげ なる 面 を 見し とき、 

我 は あだか も 世界の 悲しみ を 見る の 思 ひ をし き。 

人の 中の 最も 悲しき 人、 女の 中の 最も 侮 ましき 女な り 

しその 人 は、 

我に 淚を 求むべく 來 りし. g  くな りき。 

その 人 はげに よく 人を觀 るの 明 を もちたり しょ。 

淚 によりて 聖 化せら るる こと 他に 比類な き 我 を 

あまたの 男のう ちょ り 特に 選び たれば なり。 

さち  ふ たリ  r づ.？ - 

幸な き 二人 は 幸な き 二人 を悲む 事に よりて、 ^1- 生く 

る を 得き。 

我 は その 人の 淚 によりて、 その 人 はまた 我の 淚 により 

て — 

ニハ 1 


3  w か 

かくて 淚と淚 と は 世界 を 詩歌と なし 終りぬ。 

しかも その 夢 はつひに 破る る 時 来れり。 

すな はち その 人 は 逝きぬ" 

げに その 人 は？： W に 血 を 略き つ つ 、 

涙に よりて 死と 戰ひ つ つ ありし なり。 

いちに，〕 

我 をして 地上の 一 人た るの 自 g 化 を 得せし めし 人、 

その 人 は 今や ic^i の 下に 眠れり。 

て 終夜 かの 機 下の 小蟲の 如く、 共に 咽び 共に 慰め 合 

ひし 人 は、 

今や 永劫に か へらず なりぬ。 

これ もまた 神の 惠 みなりと、 神に つか ふる 人 は 言 ひぬ。 

げに 神の 恵なる べし。 神 は 更に 迫 懐と 哀怨 の淚を 我に 

與 へた まふ。 

もて 

はじめて そ の 悲しげ なる 面を晃 しとき、 

あだか も 世界の かなしみ を 見る の 思 ひしたり しその 人 

ま， 

世 の 悲しみ を 我に 殘 して、 今や ひとり 逝け り。 


ニハニ 

その 悲しみに よりて， 我 もまた 聖 化せられ むと 欲す。 

その 人の 死 はげに 大 いなる 打擊 なりき。 

もの たら 

され どまた 大 いなる 賜物 を裔 せし ならず や 0 

その 人の 我に のこ せし 遣產 の うちに は 、 

また 神と よぶ 喪 ありき。 

げ に S の 黄金 に も換 へ が たき 貴き 賓 こそ はありし な 

10  一 
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夜 色 

くらやみの 中に ひそめる 

悲 みの、 なげか ふ聲 をき きて、 

わが 戀は 今宵 またも、 

いづ こ ともなく さまよ ひゆき ぬ _„ 

軒 末にた ち 迷 ふ 冷たき $^ 氣、 

ぁぢ きな くうた ふらむ 


わが 身より いづる 吐息 は …-: 

見よ、 ほのに 明るき 5^; に 

鰯 は いづち 行きけ む、 

むら 雲の あゆみ は 速し。 

夜の 色、 しづむ、 ふかみに …… 

戀 しき 家 は あかり 消えぬ、 

甘寢 よ、 われ を、 思 ふこと なき 

愤き手 まくら  

うつりゆく 時の 叫び は 今 この 夜に 

歡聲を あげて、 にごりた る 

底の 大 都の 叫喚 を、 

手う ち 興ず る おももち なれ 0 

ああ さらに、 落つ る あら じか、 ， 

わが 令 日 は い とも 慘な るに、 


いな あらず、 水の 5 たたね …ミ 

小夜の かり 寢 

海の より、 のぼれ 今 こそ 雲の ひとむら、 

あはれ にも 草原の 刈 株 は 踏みし だかれて、 

早少女の ただ ひとり、 小手 を かざして 

眺め やる、 その 空の 晴れが まし さは、 

いま つくづくと 醒めて は 眠り、 眠りて は 

,  さ つ S 

また 醒めき たる 阜 月の 夢の、 if かの くだち に 

かへ るし とねの みだれ 髮、 白き 腕の 

» め  は ぢ  » 

と 眼に うつる 目の 亂れ、 羞 らぅ處 が。 

毛蒲團 のな まめき は 濡れ 燕" 翔る ごとくに、 

くれな ゐの 夜着の たるみに、 紫紕 こそ 

もつれ もつ るる、 夜の 海の 波が しら、 

白く 匂 ふも艷 やかに、 處女 ともなき 


なの 疲れ、 小夜の かり i に ゆるやかに、 

接吻の 香 やの こ るら む、 そのたたず まひ。 

若く し てみ まかりし 

女 詩人 をいた みて 

限りなき 恨み の な かに 限りなき 愛 をう た ひし 

うつくし きうた 人の 君、 若く して 死にし わが 君、 

君 こ そ はげに 戀 すべ くうた ふ ベ く 世に 生れき て 、 

限りなき 恨みの なかに 若く して 死す るべ かりし。 

うつくしき サッフ * ォの 君、 うる はしき わが 戀 人よ、 

われ は 君の 才を慕 ひて 限りなき 恨みの 歌に 

^る 

限りなく 戀 ひわたり にき、 君が 歌 は 夜の 鷥 

よごとよ ごと 識 きぬ 嘆きに その かみ をいた むが 如し。 

され ど わがめ でに しもの は 誠 もてめ でに しもの は、 
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身 をつ くし 命 を かけて 限りなく あく がれ こし は、 

ひとへ に その 惱 ましげ なる 捨てが たきみ 姿な りき- * 

黑 き眸、 顫 ふ脣、 長き 指、 あはれ これ こそ 

限りなく わが よろこびし 悲 みし ものなる を、 いま 

白骨の 歌 はの これ ど、 あはれ 君な し、 あはれ 君な し。 

愛の 小曲 

その 1 

や はら かき その 右の 手に たと ひ 銳き矢 はもて りと も、 

ゆるやか にしな だるる 枝の 紫繁 りと いつも 凉 しき 

かほ はせ  と 

顏 よ、 玉の ありか を 求む る ごと 見とれて あれば、， 

夢 もな し、 幻 もな し、 ただ 靑き海 を 知る のみ。 

にこやか にこぼれ こぼる る 微笑に 刺 はありと も， 

房の 緒の 結 目 めでたき その 乳房、 毒は垂 ると も 


何 か あらむ、 わが 心根 は 音 もな くく だち ゆきつつ， 

命な く、 束の間 もな き 湖戶 にう ち ふなり。 

靜 かなる t: 息 かすかに 雜 粟の 花お つる 夜 なれば、 . 

うちつ かれ、 波 もね むれる わが 海 は、 情の 海 は 

さ よ 

小夜 ふけて しげき 淚の 泉な す胸に た ゆた ふ。 

わが 前にた だ 光 あり、 夜の E に は 紅の いとよし、 

長き 指 わが 指と 組みて ふる ふ 時、 いまの 安 さに、 

かずならぬ この わが 胸 も 息 づきて、 ただにい たみぬ a 

その 二 

燈 のかげ にな まめく 君よ、 春の 夜 は 更にうる はし， 

うる は しき 君な かりせば 我れ いか で 今 { せ ある ベ き。 

あはれ その  一 YmHH 盖は 千よ ろづ の愁を かたり、 

はた 燃 ゆる 小さき" まは牽 ごと 戀に ふるへ き。 

感 の 春 


わ 力. M ただ 君に えたち、 わが 思 ひ 君に くるひぬ。 

我し りぬ、 今ぞ 知りぬ る、 毒 ic 十の くしき おひ を、 

我き きぬ、 今ぞ聽 きぬる、 パン 神の 笛の 響 を。 

君よ、 ああ わが 戀 人よ、 美しき 阵ょ、 暦よ" 

君 ゆ ゑに 我 は あるな り、 君な くばい かで ありえむ。 

うたた 寢 の夢兑 ごこち に 吹く 風 も 君 かと ぞ兑 む、 

そこ はかと 漂 ふ 香に もよ そなら ぬ 哀れ にしむ。 

夢に 見き、 また 夢に 見き、 ああ Jj;; よ、 わが 戀 人よ、 

何 なれば 微笑みた まふ、 その 媚の 心惜 さよ。 

、  ひとみ  くち 

海の ごとき 眸ょ、 唇よ、 地の 上の 聖 なる ものよ" 

その 一一 一 

ひとりの 愁 はま づ颤 へて、 錢 橋に 波を聽 くと き、 

影 をつ くり 影を收 めて、 閤は靜 かに ほほ ゑみぬ。 

渡 津海は 星に 見 偬れ て 夢に 入る たのしき こよ ひ、 

1 六 五 


舟の 上に ふたりの： は あたらしく 合 ひに ける かな。 

f いづる われ ら の 舟の ：i 火 は ひ た すら 燃え ぬ。 

てらす は 二つの 若き 愁、 淚し 胸に まづ なが るれば、 

くちび. 3 ね 

やぶれむ として 結びた る脣ぞ 音に 泣きぬ めり、 

絕 間な く衞 きむ つるる 波 もまた ともに かなしむ" 

舟 夫の g; こそ 長閗に ひびけ、 宵 海 に 

いさり 火 は 且つう かび^え、 月な き 夜の 心し づけ さ。 

手 をと りて また 抱き、 また 泣く は 戀か命 か。 

6：3 ザな みのと もしび は 我が 赛の夜 を 祝 ふなるべし。 

光な くまた 形な し、 ただ 闇と ただ わが 戀と。 

舷 はが 叩く われらに、 小夜 ふけに けり、 小夜 ふけに けり、 

潜水夫 
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くま もな き 月光の、 搠曳 ける 狹霧 のなかに - 

虎 円 々と靜 やかに 照り しく ご とき、 

海底の 世 B^、 いま、 なべての もの は 

つや 

艷を 消されて、 ひと 色に、 尼のお ももち" 

か. S さ. ^ 

濡髮の 海藻 は 千々 にみ だるる。 

茂みな す &樹の 林。 なめら なる 苔 岩に、 

f  はた もの ,^«u: . 

くさぐさの 貝の 族、 また 鰭 物 は甘寢 せり。 

大 いなる 音の なかに、 聲 絕 えし 音の なかに。 

あな、 あやし、 頭 まろき 海坊主 いづと、 

蒼界の 子等 ども は をの のき やみむ。 

笑止なる わが 姿、 澄める みだして よろめきぬ" 

あはれ、 かくて 我れ ふらふらと、 さながら 靈 なきに 似て 

右 ひだり、 たえまなく 心 かたむく。 

さて、 綱 ひけば、 わが この 惑 は、 光へ 光へ …… 


船 出 

あ, y-f な ♦* つ 

isn: 海 £^ は そよ そよ とた だ に 暮れ ゆく， 

iJ そがれ 

いと はやし 黄昏の あし、 わが 船の あし、 

波の uffis 瀬戶を 出で て、 荒き 夜 海に 

さしかかる、 望の W 布の このはら み 風。 

兑か へれば 船の こし 方、 ひと 筋 ひける 

白き 光の 遠方に、 消 ゆると もしび、 

高き il の穗、 平らなら ぬわが 胸のう ち、 

いとせ めて 明日の 日の 狩 場 を 慕 ふ。 

行方 遙 けき 旅立 や、 け ふの 船出の 

さ、  ふな は. U  ,1.  >  、 

幸 ことぶく か、 舷ち 力く 羽ばたき さやぐ 

ほ 1 群れ、 うたかたに 翼 濡れつつ ジ 


靑悔原 は果 てもなく、 德 たかまりぬ， 

海の あなたの わが 領土、 こ ひし き^に 

i 穴 4  ほ ぬの 

さびしき Si 擔ふ、 わが 船の 帆布 はためく。 

やれ は I  y  ^  V  , 

なげ 棄 てられし 破： 橋の 擬喪珠 の ごとく 

くだつ とも、 かの 天日に き はみ なき 

ひとよ く.？ 

願 ひこ そ あれ、 あさはかの 人生に 梅 を 

抱く 身 は、 せめて 露 Is に 身を灼 かむ" 

昨日 はすぎ ぬ、 唯 だ 今日 ぞ、 此の 日 はいかに 

夜 ひと 夜の 死より 11 めた る その後の 

惠方は いづこ、 あきらかに 敗 を 期しての 

i だり、 われ を 救 はむ 人 や 誰れ。 

こ 11 づょ 

大 m 蓮よ、 今 いづこ、 かの 腰强の 

一 六 七 


懈の樹 の 一 紫 はわれ も 身に つけて、 

たと へ 卑怯と そしる ともな ど 行 かざらむ。 

ここに 紅蓮の ふる 池に、 あはれ 荷 紫 は 

やれやれて、 月は靑 めり、 いざわれ は 

うせし 望 を 求め て © 夏に 行かむ。 

川の ほと. ON にて 

せまき 川、 流れよ どまず 今 もな ほ 水 は 澄 むらむ 

忘れた るいに しへ の その 調 か へ り來 りて、 

川 添 ひの fof のしげ りに、 き 交す 秋の 夜の 蟲、 

また il の蟬 の聲、 わが 耳に 何 かさ さやく。 

あかき 芬の ふき いづる 頃、 水の 中の 置の 職ぎ は 

枯^と もろともに 暖き日 を 腐れに たれ ど、 

/？づ す し  I 

群れて 飛ぶ 水 馬、 鰭 を ふる 目高の たぐ ひ、， 
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まのあたりせ せらげ る この 川に^ みやう つれる e 

ふるさとの 長き いくとせ、 幼 さ を 今 見る もの か、， 

せまき 川靑く 澄み、 川底の 苔ぞ ぬめれ る、 

うちな びく  4- の ごとき ふる 藻草 流れえず して。 

秋の 實り、 あかき 紫實 のはぢ けて は 水に 落ち ゆく 

名な し 革、 やがて 枯れ、 やがて 刈られて、 

たよりなき 今日 ぞ思ほ ゆ、 この 川 もまた 我が 淨 土。 

夢 

夢より ほかによ きもの はなし。 今ぞ さとりぬ" 

夢より ほかによ きもの はなし、 一 つ だに なし。 

夢 を ゆめみて 暮 すの みぞ、 我が 生存の 一 

價 なるべし。 されば 我れ ただに ゆめみむ。 


と ある 夜 は 我れ 蒼 餘を夢 に 兑き。 

：、  てんじつ  みづか 

燃えた ちし 天日の 自らの 熱に た ふれて、 

さ  おろち 

刺された る 大蛇の 如く くるくると、 荒海の 上 

毒 血の 如き 火 をとば し、 地を燬 かむ とす。 

くれつ けん 

と あ る 夜 は 我れ 曠原を 夢 に 見き。 

if 林に 最 さけび、 ^<月は死してかかりぬ。 

*- ずつ 

傷き て靑 ざめ し 人、 林 を 出で ぬ、 そ は 我れ なりき。 

V  *r ち 

かず 多き 夢の 中よりか ず 多き 愁 をく み て 

我れ はつひに 自ら を 弔 ふべ けれ。 

今にして 何 を 恐れむ" 夢 はつひに 死の 如レ。 

カフェ ェ • フランセ ェ に 於け る 

ヹ K レエ ヌの 背， 像に 

若き 女 b ぎの ご とき 雛罌粟 の 花、 


しとしとと、 しとしとと、 白 石板に 

落ち 落つ る そのたび 毎に、 小夜 ふけ まさる 0 

いま I 人の これり、 ああ， H ルレ ェヌ。 

燈火消 ゆる 間、 生 I 叩 消 ゆる 間、 

なほ 神の愛 はと どまれ り。 

その 卓の 白 布の 上、 驚べ ンの 光る あり。 

It か 嗜めも アブサン ト、 いまだ 盡 きず。 

悲しき は 君 も 我れ も、 ああ， ヱ ルレ ェヌ。 

君 はい ま、 その 墓に 思 ひわ ぶら む。 

半生の 孤&の 上に おつる 涙よ。 

とび 散ら ふ 落 紫よ。 あはれ、 酒も盡 きたり。 

あき. S す  ざ 

君のむかひの^^：椅子に、 いざ 我れ.^ 坐し、 

さて ふたり、 悲しき 微笑 を 交さむ かな" 

1 六 九 


w 邱の歌 (sw 邱〕 


淸く瘦 せつる 货邱は 

天に 生れし 身 なれ ども 

いっか この 世に 下りけ む 

名 を あかさぬ も あはれ なり、 

遠き 旅. おもいと はしく 

W を たがやす もものう けれ、 

つ：：，.：？ さび 

劍は錯 に まかせたり 

Si はみだる る 枕 もと、 

など 腰折ら む 五斗米に 

绒 七十 も 何 かそ も 

ただ 歌 こそ は うれし けれ、 . 

ひとり 歌 ひて よろこびて 

野 行き 山 行き さ まよ ふ を 

人 は あざけり^へ ども 


七 〇 


靑邱 はな どかへ りみ む、 

あさゆ ％ 

絕 えず 歌 ひて 朝タに 

飢 をば 忘れ 世 も 忘る、 

歌に くるしむ その 折り は 

醉へ るが 如き 眸の ひかり、 

髮は おどろに みだれつ つ 

家 も 思 はず 兒 もめで ず 

など まらう どに いら へ せむ、 

顔 ！M に 似る まづ しき も 

猗 氏の 富みし も 何 か ある、 

衣の 破れ も恥ぢ ざれば 

人の 榮ぇも 羨まず、 

岸邊 にす わり 木の 問 ゆき 

大 あめつち をお も ふとき 

すべて li あり 心 あり、 

鯨と 名け 蟲と いふ 

など わが 前に わかる ベ き 


きょき 氣は みつ 大 {仝" に 

に はけ はしき 道 多し、 

草は萌 えいで 日影 さす 

わが 心 また ある 時 は 

おにがみ 

^神に あ ひ ある 時 は 

きょき 山河め づる なり、 

光る は 星か大 ill の 

煙る は 露 かしの の 

かがやく も のぞ こ ひし けれ、 

さち 

世に わが 幸 はな けれども 

ひとり の聲を もつ、 

風 は 落ちけ り 川上に 

雨 ははれ けり あしの 嵐に、 

ねむり も 足りぬ 詩 もな りぬ 

よし 世の 人 はお どろく も 

いざ^う ちて 歌 ひて む、 

その 歌 藤に あはせ つつ 


かの 仙人の 笛と りて 

月の ひかりに 吹かせば や、 

さは あれ ど 若し 忽ちに 

ゆ もの 

獸 さけびて 鳥啼 きて 

^たち 山の 崩る るに 

怒りた まひし 天つ 神、 

靑邱を 世に あらせ じと 

ましろき 鶴 をつ か はして 

天の 都に かへ さばい かに 0 


驗の歌 


その 峰 は 黄な り、 

その 耳 は 紫な り、 

そのむ かし、 黄金 を駄 して 一;?^ にさ さげし 時、 

4^ の 雪 ふかう して 耳 を うづめ き。 

下 鞍の 色褪せ たれ ど、 駱駝 は 死せ ず。 


七. 二 


いさ rV て 去年 は 軍と ともに、 

ぃと^！ぉき南へくだりぬ" 

いや 遠く、 革燒 け， 沙 もえ、 水にごりたり- 

肉は^^ち、 毛 は 焦げ、 骨 はく だけぬ。 

かへ り みれば 痼し きかな、 北の i 雪よ、 

ああい つかまた かへ りえむ。 

あはれ 誰か 知る 路駝 の飢ゑ を、 

あはれ 誰か 知る 賂駝 の渴 き。 

おとろ へ て は 馬に も 如か じ。 

ああ 路駝、 あはれ 路駝 よ、 むしろな げくな。 

峰 は 食 ふべ し、 

耳 は 衣るべし、 

みよ 飢ゑ かはくと、 いづれ か 汝を醫 すべき。 


高 靑 邱 より 一 

秋の 夜 


つめたき 水に 影う つる 

わが 面影 も 老いて けり、 

桐の 紫 かげに 立ち よれば 

烏 なくなり 秋の 夜 を。 

荻の 花 

身 も 凍るべき 露 じ もに 

髮 濡らしつつ たたずめば 

も を どらず 水 涸れて 

鳥 は 翼 を 垂れに けり、 

こころ いたみて あるとき は 

風に みだる る 荻の 花" 

旅 寢 

しづかに も 露 はこ ぼる る、 

蓮の 花 汀に うきて 

白鷺 は 月に も 似たり 

みだれとぶ！^ は 星 か、 

夢うつつ 旅 寢の牀 に 


舟 を ひとりし 聽 けば 

など かく も 道 を はるかに 

たどり 來 しわが 心 ぞも。 

雪の やうなる わが 羽に 

くまな き 月の 影 さえて 

けぶ る 浦曲の 秋 ゆ ふべ、 


魚 を ねら ひて たたずめば 

み なれ ざ を 

おどろか しゅく 水馴； J^、 

遠き なぎさ を戀ひ て寢る 

よしあし 草の わが 宿に 

& ばかり は ゆるさな む 0 

船 どま リ 

枕に かよ ふ 波のお と 

瀧つ 瀨を なす 夜もすがら 

ああ また く らき雨 あ らし、 

船窓ち かき わがね むり 

偽の 春 


三 夜 やすから ずた ちゃらず、 

ダ のみ ひとり 隨 をば 

逐 うてな がれ を 飛び ゆけ ど。 

丘 透の 水 

いかで 世に 流れな からむ 

丘 ゆけば 耳に こそ 入れ 

月影の なかに まじりて 

永の 音、 たたか ひの 敬、 

山 に^て ふるさと ゆめみ 

つ づ ら をり 行き ぞゎづ ら ふ、 

くるし さに 淚 ながせば 

さき 行き しあ またの 友の 

創の 血 を 洗 ひやしけ む 

にごりた る 流れに 落ちて 

蜜れ にし 顔もう つさず、 

毘か へれば 都 はと ほし 

つ はものの 淚 乾かず 


1 七三 


とこし へに 水 は にごらむ。 

卞 0 

汝が 牛の 角 はま がれり 

わが 牛の 尾 はも 短し、 

笛と 鞭 われら はもち て 

ゆきか へ る、 岡邊 に、 野邊に 0 

とほく、 牛は飢 ゑたり 

つかれて は 歩み も 湿し、 

日 も 落ちぬ、 はや 歸 りなむ、 

今の A- に 憂 はな けれど 

VJ 

ただお そる、 ，，• のために 

この 牛を資 る： M にあ ふ を。 


古き 詩よ 


秋の 夜 

落つ ろ 木の 紫 は 雨の ごと 


七 w 


きょき 月 か げ霜 をな す 

ふけ ゆく 夜 をた だ ひとり 

また 寢 がての 悲し さよ 

待つ とも 來 べき 人 あらで 

誰 ゆ ゑ 床の 塵 を はら はん。 

はつ 秋 

そぞろに も 秋の 灯 ふけぬ 

^うつ 扇 はふれ て 

靑すだれす.^^ -1 ：>  くゆらぐ 

うは 風の きょき 手枕 

かした まへ、 いざ 戀 人よ 

天の川と もに 見るべく 0 

さ すら ひ 

桐の 葉た たく 雨と ともに 

いとしめ やかに 更けて ゆく 

秋の 夜す がら かたれ ども 

つきぬ 嘆きの 君と われと 


夢より さめて うつらう つら 

きく は 悲しき 蟲の聲 

ふる：^ 今 はいかな らん。 

旅 か ヘリ 

谷の かけ 撟 うちすぎて 

馬の 背に 見る^ 粟の 花 

その くれな ゐの いや ふかき 

旅の 愁は 散り そめぬ。 

<!- ぐ さ 

小 草の みどり 日 はみ ちて 

春 は 流れて ゆく 河 を 

はさんで ひろき 沙 より 

水より ふかき 愁 かな。 

1 年の のち 

川ば たの 柳 めざめて 

雨と ともに m 円く 夜 あけぬ、 

荒れ はてて かたく 閉 せる 

 B  0  ？  0 .1: 


のうちに もな く爲も 


など 去年の 聲には 似ざる。 

無 題 

朱なる 門 はとざ されて 

泰は滿 ちたり 池の 面、 

さ- r び 

落ちて 薪 薇の くれな ゐゃ 

水 は 浸せり はま すげ を。 

容來る ことしげければ 

たれ を あるじと 1 ^ふかな。 

P のまと リ てて 

釣 やめて 眠 はやまず 

月 落ちて 舟 はつな がず、 

夜のう ちに 風 は ふくと も 

あしの 花 そよ ぐ ほとりに 0 

流 れ 

たえず 東に 流 るれ ど 

ああ この 河の つれな さよ 


I セ五 


都した ひて 泣く われ を 

など とどまりて 慰めぬ U 

1^ ふるまへ は  < れなゐ の 

花の かげなる 紫 や 見し が、 

はれて 紫 を わけ たづぬ るに 

花の かげだに なかり けり、 . 

春 はとな りに うつりけ む 

蝶 は墻を こえて 行く。 

夕日 は 山に うす づきて 

思 ひ は 遠し 鐘の 

けぶ る 夕 を 力 《 り 行く 

份の影 こそ さびし けれ。 

8^ のほとりにた たずめば 

^たち 騒ぎ： n も れぬ、 


1 七 六 

う 15 ほ 

爽  1 き 潮 はみ ちに けり 

愁は ふかし 楊子 江。 

人 を たづね て 

水より 水 花より 花に うかれつつ 

君が あた り に い たりけ るかな 

昔の 歌より ( 一 九 0 九 ハル 1 1 九 一 1 ギ) 

我が 歌 をの のしる 人 ぼ 多くと も ひと リ の！^ に 

ささげ 來 しもの 

5^ にんれ て ( ^ra 十二 年より 十三 年まで 

さが 

もの はぢて 逃げ かくれす る 性 なれば いとよく 戀に堪 へ 

あた ふべき 

高き こと あへ て 望まず おの づ から 來る さだめの 低き に 

もつ く 

かかる 身に いとまめ やかに つか ふなる 淚 ばかり や いま 

たのむ かな 


わかれ 居て 君 をお も ふに あり わびぬ 十の よろこび 十の 

かなしみ 

わかき 日の わかき 夢路に 老い 架て しお のれ を 見たり 戀 

うせし ゆ 

虔に立っぉもひもて戀ひ河ゎたる心地に^；をぃたはり 

こナる 

ひとたび は 疑 ひ 二度 は あやしみて なほ われ を戀ふ 人う 

れ しけれ 

わが 戀は Sh: 海 1^ にす むと い へ ど 呼べば ただちに 胸に く 

るかな 

いま はしき 戀 とつぶ やき さて 人 をお も ふに またも 淚な 

力- TV 

危 しと 去 にがてに 言ふ遲 かりき われに 來 しとき ほほ ゑ 

みし 君 

戀は うせぬ 熱き 火の 雨 灰の 雨 わが まう へ より 降り も來 

よかし 

わ が 前に 衣 も 着け ずて 品た か く 白き 手首 を さしのべし 

感 偽の 春 


君 

あ ひ 見て は 心 ある 目と 心なき IS と あ ひ 見て は ほほえみ 

しかな 

知らぬ 人前に 來 りて ひざ ま づき 手と りて 泣かば いかに 

した まふ 

わ が た の む わが ry わが 口な ど 今 曰 は 臆し て；^ に すげ な 

力り し 力 

棄 てられて そのまま 塵に 腐れ ゆく 瓜の 皮と もお も ひた 

まふ や 

火藥 庫に ちかき 危し 夜毎 立ち 君が すま ひ を 守らむ とお 

も ふ 

そこ ひなく 澄める ゆく 雲の はかなき こと ものた ま 

JO し 力な 

さ IF. ヌ 

は じ め 見し 日 は 百合 つ ぎに 見し とき は撫 * レ い ま は薔蔡 

なす 君 

素足よ し 白し ち ひさし その 足に われ は 踏まれて あらむ 

とね 力 

】 七 七 


牧なの ひまに 見えた る 遠山の ひくく 靑 きに 似た る哲か 

な 

若雜 する IS! のか くれに ひるが へる 紅き 袂を 泣きつつ も 

兑る 

わき いづろ の 潮の ごとくなる^ 糟の ふちに もの を こ 

そお もへ 

われい まだ 女 を 泣かす すべ 知らず ふたり ゐろ時 ひとり 

泣く のみ 

二十 二の 歳 はお も はず わが 歳に ひとしき 君と 思 ひ 染み 

にき 

乾きた る 胸 を あはれ み 夜ごと 夜ごと 繁き淚 をた まひけ 

かすかなる 雜の そよ ぎに も をのの きぬ 君の 死ぬ やとわ 

れの 死ぬ やと 

泣きえ じと 嘆く したより はら はらと 涙な がるる わかれ 

際 かな 

さかんなる H の 短き は 若く 死ぬ さだめ ゆ ゑに やけ ふお 


1 七 八 

とろへ ぬ 

春の 夜 は 若き 愁 の さは なれば 靜か に ひ と り 泣く も あ る 

べし 

いとく やし 少女な りせば とげが たき 望い だき て 泣か ま 

しもの を 

堪 へがた き 心 もつ 子 は 捨てた まへ 君の 淚を奪 ふの み ゆ 

ゑ 

業 平に 小町に われら 似ざる べし われ はた だ われ はた 

だ 君 

^^ならでぃかで手をとるゎれならむゎが手ふたっは君 

ゆ ゑに あり 

われ もまた 戀男 かな 戀 するとな にもせ ずして 物 思 ひす 

る 

沖 を ゆく 千石船に い つの 日 かふたり 寢 ねたる 心地 こそ 

すれ 

戀し ぬと 誰も 知らぬ が うれしく もまた 悲しき に 掌に 書 

きて 兑る 


秋の 海う かぶ 舟 だに 多から ず あはれ は 胸に 等し かりけ 

り 

足ら は ぬ を 憂し とお も ひて 足る 日 待 つ をと め 心 を ほほ 

ゑみて 見る 

.  さ う び 

ゅふづ つと 白き 蓄 薇と を とめ子 はう つろ ひやす く あれ 

なと ねが ふ 

今 見る は 若く はな ある 君なら ず かたち はもと にか はら 

ざれ ども 

いつまでも 長生して とみ 言葉の かなしき ままに 死なん 

とぞ おも ふ 

浪 よわが 大ゎだ つみの 若人よ われ を あはれ み 身 を へ 

かし 

さばかり につ れ なき ことの 限り をば 覺ぇ てな どか われ 

に來 ませし 

かげ 草 はかくて あれ かし 光に は堪 へぬ ばかりの 弱き 身 

なれば 

鏠 なりぬ 胸 をと ざさぬ 夜 なれば かさび しと 人に 泣く 夜 


なれば か 

いつはり に ほほ ゑみ かつ は あはれ みぬ ふみす る をり の 

その まごころ を 

うたび と は 二十 五に して 死にぬ べしされ ど 千と せ も 忘 

れた まふな 

こと 

はじめ 見て うれしく つぎに かなし かりき 言 も か はさず 

はなれぬ る 人 

かなしみに 堪 へずして  • 

いつはり をに くめる 身に もまぬ かれぬ いつはり につぐ 

いつはり の 歌 

秋風 歎 11 ふるさと にて 11 

(明治 ra 十二  ハ ar ょリ ？！尔十 8 まで) 

世 をす ねて 

なつかしき 人の 數 よりいと 多し わが 憎む ひと われ 憎む 

ひと 

1 夏の よろこ び 

I 七 九 


と ある 夜 は そろ ひの 浴衣 はま 風に 驟のゃ 5 にも 吹かれ 

つつ ゐし 

天の川と もに ながめて 磯 を 行き 西瓜 畑 を 行きて なげき 

ぬ 

その 人に 

女と はよ わし 悲しし いと 脆し いかなる 人に 抱かる るら 

む 

^にあた ふる 

鹿 は と ふ ベ き 妻 を も つもの を われ は山邊 にた だ ひと 

り聽く 

こと ありし； ：！ 

さ U あ 

あなどりの 中に 老 ゆべき 運？^ ゆ ゑ 十の 死にな ほそむ き 

來 りぬ 

はかなき czif^ 

^に 一 の 歌人う まるい や ふかき くるしみの ため かなし 

みのた め 

女 の 首 


I 八 0 

^にお ほきった なき 歌と 5 た 人の 中に ま ぢれる 歌とう 

た 人 

男 の 言 葉 

つたなき は 君 をうた はぬ わが 歌 かおろ か は 君を戀 はぬ 

わ 力 身 力 

月よりも 白き を 見れば い に し 年 君が おとせ し 涙なら じ 

力 

なみだ 三 首 

ほ そき 影 いさご に 落 つる 秋の 夜 はい さり 火 をな すわが 

淚 かな 

こころみな 流れて 落つ る 心地す るか かる 涙の しげき 日 

にあ ひぬ 

今日し る は 憂さと かなし さくる しさの みちて 溢る る あ 

だ淚 なれ 

漁村 をす ぎ て 

やぶれた る 舟 は 軒端に うかばせつ 長雨 つづく 秋の ひと 


rn を 

網 小屋に て 

いさり 火 はなに を 見守る 網 小屋に ひとり かなしく わが 

こころの 曰 記 (明 §.s 年 J より s-tM で > 

to- 働の にて 

うつし 世に われ を 愛で 治る 神な くば この くるしみ を與 

へた ま はじ 

ある 人に 

わがね が ひこば みたま ふなかく いふ を おんかな しみ を 

わかちた ま へ と 

@  0  八月 I 一一 十 IU 

上 もな くめで たかりけ る 人の を逐 はれ し.；^ かやな ベ 

て をい と ふ 

その つぎに は 

あだなり き あはれ と 思 ふ 入 もな くのこる 命は醉 ひて す 

© の 春  一八 一 


ぐさん 

偶  感  九月 二十： 

荒 山の いただきの 岩に のぼせお きて 神 はの たま ふ 泣き 

て 敬へ と 


「靈 魂の 秋 I 以後 si—i) 

哲舉 奢と 詩人と に 

哲舉^！？ょ、 私の 感^ を ゆるして くれ" 

詩人よ、 の思辨をゅるしてくれ、 

？ 5^ は 君た ちの 前に 出しゃばるまい か、 り、 

こ の 蝙蝠に、 せめて 夕方の 舞踏 を ゆるして くれ。 


ホ レエ シ ォ はどうし たか？ 

ホ レエ シォ よ、 君 はま だ 生きて ゐ るか？ 

「しばらく 幸福より 遠ざかり、 

からき 浮世にながら へて」 

君 はま だ 虞理 を：：^ 出さない か ？ 

或は r ハ ムレ プト 傳」 でも 起稿して ゐる のか？ 

それとも 「天地 問の 不可思議に ついて」 とい ふ 
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博士論文 でも 提出した か？ 

いや、 ホ レ ェ シォ よ、 

君 はかの ワイルド がかつ て 道破した やう に 

舞臺； の 外で はもう 死んで しまったの ではない、 ， 

君 はな ほ 我々 の 間にた しかに 生きて ゐる、 

ただ 然し、 君 は あまりに 本當に 生きて ゐる、 

博士に なったり 著述 をしたり する にして は！ 

そして その ホレ ェ シォと は 誰で あらう？ —— 

ホ レ ェ シォ よ、 私 は 誰よりも よく 君の 近況 を 知って ゐ 

る、 

あんな 恐ろしい 悲劇 を 見た 人が 

どうして 哲學 者に なれたら う！ 

どうして 哲學 者で ゐられ たらう I 

君 は沈默 したに 違 ひない、 

博 學な饞 舌が ただの 饒舌に すぎぬ と 1^ つ た に 違 ひな 


君 は^ 學^ と い ふ 莫迦げ た 商賛を やめた に 違 ひない。 

この 杯の 味 は 自分で 知れ 

世界の 苦い 杯 を 乾さな か つ た 人に 

何 を 私 は 語らう か？ 

美しい 戀の歴 を 語らう か？ 

にが , , 

その 底に よどんだ 苦、 を. り をば どうしょう！ 

I 代の 康奢を 極めた 富豪の 生： §を 語らう か？ 

その 裏に あろ 苦い 惡事を どうしょう！ 

世 に も 稀れ な る 天才の 名譽を 語らう か ？ 

その はら はれた 苦い 犧牲を どうしょう！ 

幸福に 過ぎた 一 生 を 語らう か？ 

その 梁て に來る 苦い 終り を どうしょう！ 

「ああ、 あんなに 淸く、 甘かった 

感 IS の 翁 


この 世 は 何處へ 行った の だ？」 

その あざやかな 唇 も 色 あせて 

くらい 服 をして 嘆く 日の、 

その 資任を 身に 引受ける 入 はない Q 

世^^^；の苦ぃ杯を乾さなかった人に 

私 も 語る ベ きも の を もた ぬ。 

かば かり 苦い 杯 を 君 はもの 欲し さう に 眺める か？ 

だが 君に、 誰も 眞實の 味 を かたらない、 

やがて 資が來 て その 杯 を 君に 飲ます まで。 

「運命 を 愛する」 S 片) 

死よ、 私 は汝に 感謝す る、 

汝が もしも 無かった なら、 

生 はこん なに @く なかった らう ー 

老年よ、 私 は汝に 感謝す る、 

汝が もしも 無かった なら、 
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sli^ はこん なに：^ 1 くなかったら. 

別離よ、 私 は汝に 感謝す る、 

汝が もしも 無かった なら、 

歡， I： はこん なに：^  く なか つ たら， 

不串 よ、 私 は汝に 感謝す る、 

汝が もしも いかったなら、 

幸； 1 はこん なに：^  くなかった. レ？ 

苦. 痛よ、 私 は汝に 感謝す る、 

汝が もしも 無 か つ たなら . 

快樂は こんなに：^  くな か つ たら、 

ああ、 このけ なげな 感謝から 

私の 「運命の 愛」 が： れて來 い、 

悲壯な 生涯 を 外にして 

何處に 築し い 牛： 涯が あり 51^ るか. 


シ ルス-マ リアの 隱遁 者に 

超人よ、 極力 意志よ、 强 者の 德ょ、 

そ の 言藥 はかぎ りなく 高く 響け ど 、 

され ど ああ、 弱し、 弱し、 

ケ ェザル • ボル ジ ァ —— 

汝 はかくの ごとくに 談らざ りし を I 

二 イチ ェ よ、 ああ -1 イチ ェ よ， 

我れ はよ く 知る 君の 嘆き を、 

はにかみて、 その 戀を だに 

その 輕 蔑した る 「女」 のまへ に 

うちあけ ざり しその 心 を — 

君に とりて、 そ は あまりに も 卑しければ なり。 

超人よ、 權カ 意志よ、 强 者の 德ょ、 . 

そ はつひ に 賤民の なす 厚顔無恥の 德！ 

神 上の 貴族 はた だ 滅亡に のみよ く 適したり。 


ニイ チェ よ、 ああ ニイ チェよ、 

惡魔 をよ そ ほ ひ し 好人物よ、 

プ ，1 テスト 

君の 哲學 はた だ 君の 性格に 對 する 抗 辯の み „ 


そ はおろ かなる 善良に 

惠み ふかき 神が 與 へ し赏與 なれば。 

股よ、 ^よ、 惡意の 代りに 淚 ある^よ. 


恶ー 意な き 眼よ 

k よ， &ょ、 惡意 のかって 輝きし 事な き 眼よ 

そ は {|^_虚 なり！ 

その 巾に かって 生の 光 は 燃えた るか？ 

我が^よ、 { へな 虚 なる 娘よ、 

なを 善良と い ふ とき、 

見よ， すべての 眼 は 笑へ り I . 

見よ、 その 狡猾なる 服 を！ 

彼等の 股 は あらゆる 不 擦と 生命 とに 輝け り 

惡 意の 讃樊 者、 

汝は 彼等の 笑 ひに うかぶ 

惡意を しづかに 堪へ 忍ぶべし、 


かなしみの 我れ を あふれ  一 * 

よそ 人の 胸 を も 浸す、 

我が 友の ふかき 愁の 

その上に なほ も かさなる。 

我れ を 知り、 愛する 友 を 

いくたり か.^ れは 持て ども、 

我が 敵の 我れ を攻 むる とき 

斃 るるに 我れ 一 人の み。 

我が 敵ば 我れ を饑 ゑし む、 
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我が 敵 は 我れ を 死なし む、 

さはれ 敵の 勝利の 底の 

そのに がき 惝 みはい かに。 

^さめて 夜半の .ぉ 床に 

彼 やい かに 我れ を 思 はん" 

若し 彼に 何- ¥ の惱み もな くば 

さ こそと て 笑 はん と ぞ^ ふ。 

或る 友情から 

汝が 持ち もの を 我れ に與 へよ. 

かく 友 は 我れ に 求めき、 

友情の しるし を 求む るらん と 

もろ 手に もちし n:^ 後の もの を、 

愛と まこと を、 

我 は 素直に 差 出しぬ。 


彼 は 笑へ り、 —— 

笑 ひ 嘲りて、 彼 は そ を 地に なげうちぬ、 

汝れは 愚かし、 また© し、 

彼 はかく 言 ひて、 

他の 友と 共に 我れ を そしりぬ。 

まことな り、 彼の 與へ しその も のぞ 

我が 持ち ものに は 過ぎたり き。 

思 ふに 彼 は 我が 死せ しのち も 我れ を そしらん „ 

ああ、 世界 を^け！ 

人 は あまりに i:{  く なりぬ I 


友 淸のを は 


人生の すべての 美しき もの は 


にが.. 


かく も 苦々 しき 終り を 來す。 


樂 しき 生の のちに 死の 來る ごとく、 

宴樂 のの ちに 悔恨の 來 るが ごとく、 』 

嘲りと 憎しみと 苦き， 誹謗に、 

あはれ、 美しき 友情 はか はりぬ。 

夢み るが ごと く醉 へる その 跟に 

君子と 見えたり しもの は卑， L き 小人に して 

蜜 石 を见出 で ぬ と 喜び し 口 は 

ひと r) 

たのみが たなき 人心よ と吱 くの み。 

このと き、 昔の こころよき 團^ を 顧れば、， 

曾て かく も 親しみし ことの うら 恥し く、 , 

0 の 如き 痛みと 苦々 しさ を覺 ゆ" 

人生の すべての 美しき もの は 

かく も 苦々 しき 終り を來す 0 

不幸な 人間の 哲學 

不幸な 人間の 哲學 1 . 

感 les の ほ 


ああ、 それ は どんなに あはれ な もの だら う！ 

マァ カス *ォォ レリア スの 賢い 言藥 も、 

ショォ ペン ハウ ェ ルの 幸福の！^. も、 

不幸な 人間の 慰めで あるかぎり は、 

ああ、 それ は どんなに あはれ な もので あらう ー 

不幸な 入 問の 哲學 I 

9  9 警 9  -r は ぬり 

このが らくた め、 それ は 不幸の 上塗になる だけ さ 0 

トリスタン 

我に 揮 ばれ 我に 滅ぼされむ  

ワグネル 「トリスタンと イソ ルデ」 

その 愛する もの を 滅ぼして 

愛 は はじめて 滿ち 足ら ふ、 

「お まへ を 愛する ことにより 

愛する お ま へ を 滅ぼす」 と —— 

イソ ルデの 言葉、 イソ ルデ の戀！ 
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愛の はげし さは 惯 みに 似る、 

愛する こと は —— 常に 滅ぼす、 J と、 

さ. れ どこれば かり は 愛する 者の 知らぬ こと！ 

トリスタンよ、 トリスタンよ、 

死にいた るまでの 愛 はいかに 身 を 燃やし 

誘惑に. せ を まかす こと はいかに せいか、 

この 二つ を 知った とき 1 1 

愛の， 辨舉が 何の 用が ある？ 

そ も そ も ：ii.; きて ゐる 事に 何の 必 要が ある？ 

生 の 言 葉  ， 

ああ 汝等、 何 ぞ汝等 は 愚かなる！ 

、な もと 

汝等は 言 ふ、 酒 は 罪惡の 源泉な りと。 

世の 顯惡 とな づ くべき 罪惡 はみ な 


^ に I 

1 ノ  ノ 

ただ 醉 はざる ものの みこれ をな す を 知ら ず や。 

それ を も 悟らず、 得々 とし て 酒 を 貶す、 

ああ 汝等 はいかに 醒めた る ことよ！ 

永劫に 醉 ふこと 能 はざる もの、 

酒は汝 等の 汚れ と 偽善と を 洗 ふに 堪へ ざ る ベ し。 

二 

生きよ、 

この 生 を 肯定せ よ、 

あらゆる 詭辯と 思 辨とを もって I 

心の底の 奥底に 此の 生の 無意義 を 感じつつ も . 

全力 を擧げ て それ を 自分 に 押し かくし • 

眞實な 止 みがたい この 生の 要求が、 

なんで あやまり である もの かと、 

確信 を もって、 斷乎 として 言 はねば ならぬ、 

萬 人に 向って ではなく、 

ああ、 ただ 自分 を說 得する ために。 

人間の すべての 言^ は、 ただ そのために ある。 


アダム 以来の 人 問の、 11 これ ぞ 不文律。 

三 

生と は？ 

不 斷の戰 ひ、 不斷の 進！.、 邪悪の 勝利 ー 

(その 邪惡 こ そは人生の 1^^.ー上 の善ぞ) 

あらゆる 德の 說敎が 何の 役に立つ？ 

滅亡 を： 祖ん で、 なほ 德が 世に あり 得る か？ 

されば ただ 生きよ、 邪惡 に、 厚顔無恥に I . 

しかも、 しかも、 遂 ひに その 生 は 終る ；… 

いかに 根强ぃ ェ ゴィズ ムをも 

ああ、 死 はた だ 一撃の下に ほろぼし 去る！ 

いかに 特別 製 の 厚顔無恥 でも 

死の 神に むか つて はもう 駄 s だ- 

死と は？ 

無言の 説敎、 無言の 審判、 有德の 勝利 I 

四 

「生 は 死と 結ぶ ことなく、 


死 は 生に 迫らぬならば、 

すべての 矛 115 は 影を隱 し、 祌の姿 は 現れて、 

不變の 眞理、 不滅の 光明 は 雠 くだらう に。」 

「いな、 生と 死 を 離す 何もの もな く、 

すべての 救 ひの ない のに も絕 望す る ことなく、 

この 恐ろしい 虞賓を 直視す る だ けに 15- ま しい 心に とつ 

て ま 

神 も、 永遠 も、 ただ {1! しい 言葉に すぎぬ。」 

詩人より 批評家に 

我れ 愚かなる 者の 常に 開ける 口を^む。 

汝 等の， 吐く 息 は 世界 を晴 うす、 

汝 等の-吐く 言葉 は 人間 を 階う す。 

「汝 等の 口 もて 開きし 門 を 我れ 何處に 建てし や？」 

ああ 汝等、 目の あると ころに もな ほ 口 を 持つ 者よ、 

かって 詩人 キイ ッを 殺せし は汝 等な りき、 
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思 ふに 汝等は nl^ 後の 詩人 を 踏み 殺さん. . 

かくて 此の 古き^ 界は 幕と ならん。 

愚かなる 者よ、 汝等は 常に 勝利者な り 0 

復警を 誓 へ る 詩人 へ の忠吿 

汝れを 嘲り そしりた る 者の 言 紫 を 

不朽の 詩句に して 世に 殘 さん は、 

世に もむ づ かしき Sif なれ ども、 

またい と 皮肉な る 事なら ず や。 

され ど その 者の 名 を かかぐ る は、 

いと 易く して、 いと 間の 拔 けし 事と 知れ。 

備 忘 錄 

1 理想家の 碑銘 

彼 はこの 人生 を あまりに 愛しす ぎた， 一 
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人： Jjj に堪 へる ことが 出來 なかった ほどに 0 

彼 は その 少女 を あま り に 愛しす ぎ た、 

彼女 を 妻と する に堪 へな か つ たま どこ „> 

0  人 

いと 熱き 戀を覺 えて、 その 戀 人と 相 かたると き、 

し 力 も、 汝ニ コ ラウス *レ ェ ナウよ、 

汝は、 永劫の 世界の 苦み を 忘れ 得 ざり き。 

疑  問  , 

わが 胸の 焰の 中に、 汝の滞 は 落ちて 消 ゆ、 

この 焰 消えし 時、 汝の淚 はな ほ盡 きざる か？ 

死の 臭 ひ を もて る眞、 理 

知られざる 者 は 尊く、 敗れた る 者 は 正し、 

歴 の 行間 は 明かに そ を 我等に 談る U 

され どこの 眞 理は餘 りに 死の 臭 ひ を もつ • 

^  き。 

智 にして 喜び 薄 からん より、 

, - . ちま 

食- 3 ものの 旨き をば 樂 しめ。 


M  徳 

妻を賈 ふ もの は 君子な り、 

娼婦 を itr ふ もの は蕩兒 なり。 

—— 道德 はかく 定めたり。 

天  國 

汝等 天國を 求む るか？ 

高く 正しき 人の 四 園 は これ- 大國 なり _> 

見よ、 基督の 世に 在りし とき、 

基督の 行く ところ は 悉く 天國 となりき。 

基 ま を 描かん とする 害： 家 

t^- 督を 見ず して 基督 を 描かん はかた し、 

さらばい かにして 我等 基督 を： nl- る ベ き、 

ただ 十字架 を 負 ひ て 彼に 從ふ もの これ を 見ん U 

生命の 祝 福 

「悲 みは 人 を 賢く す …… 」 

され ど^くな りし もの は 死^に 似たり。 

i» 惠の木 は ひの 木に て、 


.S 力ち  * 

生命の 木に みのる 罪の 果 のみ ひとり 甘し。 

素  - 

幸！！ よりも 不幸が 人 問を髙 める、 

喜びより，. *、 悲 みが 人間の 心に より 旨く 味つける。 

i. 然し、 人間 は それ を 欲しない！ 

モラリスト 日く 

最も 美しい 詩が 最も 卑劣な 心からで も 生れる こと、 

の ろ ひ 

ぁぁこの呪§^ょ、 11 

こ のにが い 眞實を 知つ てな ほか つ 

誰か 藝術を た ふ と ぶ も の ぞ！ 

絞首 裏 の 上に て 

この 邪惡 なる 人間に、 

よ り 邪悪なる 人間 は 絞首 臺を ^ り ぬ ー 

ああ 泥坊よ、 汝の 邪悪の けちな りし こと、 

これ ぞ汝が 犯せる 唯 一 の罪惡 なりし ぞ I 
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1 愛 國教の 叫び 

^が は. 木と い ふ國 はまこ とに 結構な 國 である、 

人 問 はみ な钢 巧で、 

くだらぬ •  小 他 全な 考 へ を 起す やうな^ はなく つ て- 

金 持な § する こと を 知って ゐる。 

小 ゆ 校の 生徒の ^ にも ある や 5 に、 

一  系の 皇室 を 上に い ただき、 

^Bv ルの 一 等國、 東洋の S 飢 主として、 

さす が SI 逸 も 日本 の 名 を t 湖く と ぶ るぶ るふる ふ- 

我が m 本と いふ 國は まことに 紡 構な 國 である、 

この 國 に^れて ゐ ながら まだなん だか だと 

不足 をなら ベ 立てる やうな 非 國民は 

lil^ にして、 なぐり 殺して しまへ、 


.  】 丸 二 

かの 露 探、 前 田 二と お-なじ やうに。 

ii かった！ 

人の 心の はじめの 呪 ひ 11 

この いまいましい 「連かった！ 」 が 

アダム とィゲ の はじめの 苦痛、 

心 を燒き 51  くす やうな この 後悔が 

人類の はじめて 知つ， じみであった！ 

見よ、 その 日 その 日 を だまされて 

母の 胎 から 墓の 闇まで 五十 年、 

うっかり ほ つき 邇 つ て來た のちに、 

臨終の 床に はじめて 絕 望の聲 を あげる、 一 . 

「なぜ 俺 は ぼんやり 生きて 來 たんだら. う、 

俺 は 莫迦 だ、 ああ どうしょう、 どうしょう！」 

だが 「遲か つ た！ 邏か つ た！ 」 11 


失業者の 詩 

人 多し！ 人 多し 

世 を ひろしと 云 ひし はいつ の 世の こと、 

など かく も 人の 多き や？ 

た だ增す ばかりなる は 地獄なら ず や。 

人 多し！ 人 多し！ 

子 を 生む こと を 罪せざる 世 は 

人の 人 を 食 ふ を も 罪せざる か？ 

ああ、 世の を はりの 蓮き は 罪の 重きな り。 

人 多し！ 人 多し！ 

人の 仕事 を^ ふために あらゆる 力 を 費せば 

誰れ か、 など その 業に はげみえん や！ 

かかる 世に ありて その 業に はげめる 人 は 

0 傷の If む 


しらぬ 間に その 職 を 奪 はるるな り。 

人 多し！ 人 多し！ 

働け よ、 働け よと は 金 持と 傅士の 言葉、 

さらば 働くべき 仕事 を與 へ よ！ 

その 仕事 をも與 へずして 

なまけ 者よ と 屬るは 賢き 人の 道なる か？ 

ある 對話 

「罪に 生れて 罪に 死ぬ 

われ は 一 人の われ なれば 

すてて 去れ かし、 ありがたき 

その 說敎を 耳に いれん より、 

まづ 一 杯の 酒 を 口にい れん」 

「ああ、 不信者よ、 ああ 人 は 

1 九 111 


九 四 


かくまで神を忘るるを^^0か， 

「神 を 忘る ると は 何の こと、 

もともと 祌を 知らぬ. せの 

いかで か 神 を 忘れ 得ん」 

ある 時の 詩 


自分の 身體を 滅ぼす か、 

それとも 心 を 滅ぼす か？ 

この 外に は 何の 救拔 もない ー 

心よ、 心よ、 我が 心よ、 

お まへ は なぜ こんなに も强 いの か？ 

からに 

私の 身 が 歳月に、 

あるひ は 病に、 辛勞 に、 

秒より 秒に おとろ へ て 

の われ 目の はしる やう — 


さう してつ ひに 裂けて 碎け てし まふのに 

お まへ は なぜ そんなに も かたいの だ？ 

いや、 いや、 心よ、 我が 心よ、 

お まへ も 痛んで ゐる、 泣いて ゐるノ 

ああお まへの 傷 は、 かなしみ は 

目に 見えないで ゐる ばかり、 

目に 見えぬ だけお まへ こそ、 

お まへ のな やみが より 深い！ 

ああ、 お まへ は疾 くに、 疾 くに 碎 けて をった の だ. 

「さやうなら！」 

「さやうなら！ 」 とい ふ 言葉 ほど、 

無限 を 思 はせ る 言 紫 はない。 

すべての 美しい 言葉のう ちで、 


たラ 


これ 位 わたし の 魂 を震蕩 する 言葉 はな 


それ は 脈 はしい ものが 愛すべき ものと なる 始め、」 

醜い ものが 美しい ものと なる はじめ、 

悲しい 戀が樂 しい 囘想 となる 始め， 

づら こ- «ろ み 

辛い 試練が 尊い 經驗 となる はじめ だ。 

友よ、 君 はわた し を 愛する か？ 

そんなら その 暖かい 愛のう ちに、 

ふたり は 悲しく 別れなければ ならぬ — 

永遠に美しぃ友を思^：^せんために。 

女よ、 お まへ はわた し を 愛する か？ 

そんなら その 溫 かい 接吻の もとに、 

ふたり は 泣いて 離れなければ ならぬ I . 

この美し い 「さやうなら」 を 

最期の 時まで も 味 はんがた めに。 

人間が 結局 美しく 愛すべき ものであるの は、. j 

永久に 去って 返り 来る ことが ないか らだ。 

感 の S 


過去が 美しく また 慕 はしい の は、 

ふたたび 返す ことが 出来ない からだ。 II 

そして、 わたし もこの 世界に、 

美しい、 そして 悲しい 「さや 5 なら！」 を、 

また、 この 世舁も わたしに 對 して、 

無限の 愛の こもった 「さやうなら！ 」 を I . 

その 時が 永遠の 生の はじまり だ、 

世界 はわた しにと つて 美しい、 願 はしい ものに なり，， 

わたし はこの 世界に とつ て 美しい 人間と なる の だ。 

その ゆ ゑに 別れの 時は遂 ひに わたしに も來 なければ な 

ら ぬ。 

この 世 を 尊く する ために この 世を棄 てる、 

棄 てなければ ならぬ ために 尊い この 世！ 

そこに 含まれて ゐる 悲しい 矛 lis、 —— 

この 悲劇的な 宿命の 中から 

わたし は 勇ましく 叫ばう 「 さやうなら！ 」 と。 

】 九 五 


I 九 六 


さ びし き 生活より 

(1 九 一 六 年. 


一九 一 八 年〕 

さびしく も慌 しく も 半ばす ぎしが、 

あまりに 影う すか リ しこの 生涯 も，」 

はなやかに 美しく 終る 日 あらん、 

ねが はくば 友よ その 時、 ひ 出で よ、」 

この ドボと、 この 欲の ふかき こころ を。 


朝に 來り、 夕に 來り、 

われと 孤 獨 を 共、 にす る もの、 1 . 

ああ、 その 人の 名 は 何とか 云 ふ？ 

され ど そ の 名 を 知る も のな し。 

わが 膝に 我 は その 人の 聲を きく、 

.V の 人の 股 は 鏡の 中の わが 股に あり。 

こ は 我なる か？ はた 我が 影 か？ 

あらず、 そ は 知られざる ある ものな り 


知られざる もの 

わが 身のう しろに 忍ぶ は 誰ぞ？ 

わが 手 を しづかに とらふる は 誰 ぞ „ 

わが 心を軟 かに 抱く は 誰ぞ？ 

我 は その 人 を 知らず …… 


しかも その 人 はわが 心臓の I 室 を 占め、 

その 窓に より て 歌 をう たへ り。 

人に 知られで 失せ ゆくべき 流浪者の 荒 HI にな ほ、 


〈や 


ああ、 なほ その 室に 住む 人 あり „ 


大人び し 思 ひ 


』 


華 は しづかに も 我に 落 驚き、 

我 は 微笑して 見る、 我が 憂愁 を。 

冷 かなる、；^ もて、 おのが 熱き 悲嘆 を 眺め、 

今 我れ はかく もた くみに 

0M. 家 の 役 を 勤む る よとうち うな づきて 

かく も 微笑す る この 心 はいかに 大人び しょ。 

「より 深き 憂愁に より 美なる 歌 を 11 

かくて 詩人 は すぐれたる ものと なるべし、 . 

安く 賢るな、 賢るな、 汝が 嘆き を」 と 靈は言 ふ。 

詩人 はい まや 商人と なりし か？ 

あらず、 あらず、 そ は 大人び しのみ、 I . 

我が 面 ははれ ばれと 嘆きな がめ、 . 

我が 心 はう ちに 笑 はんとす。 

匦 に 寄す 

0  の 春 


秋風よ、 何處 より 汝は來 りし？ 

我が 窓に さびしく も汝は || づる 

我が 歌の ごとく あはれ なる 歌 を。 

秋風よ、 汝が 息の ふるれば 

果實 はみ のり あからむ、 

さるに など、 我が 胸に ふれて 痛ましむ るか？ 

秋の 嘆 き 

軒端より 雨だれの 音、 たえまなく 敷石に 泣く。 

闓の屮 に橫 はりて、 額、 杖つ きて、 面 を 伏せて、 

わが 目よりも また 音 もな く 何物 か 落つ、 ， 

ああ こ は 何ぞ？ 秋雨の なげきに、 . 

聲 もな き 嘆き を 添 ふ る は？ 

たまし ひ 

我が 靈も 秋と なりし か？ 

1 九 七 


秋の ながめ 

風よ、 吹け、 吹け、 枯れた 木の 

枯れた 木の を 吹き散らせ、 

我が 心に も 木の 藤 はふる へる、 

昔の 記憶が 散り まど ふ。 

風よ、 吹け、 吹け、 果樹園の 

あかき 木の §3； を 吹き 落せ、 

我より 落つ る は 小さく、 すくなく、， 

あだ に 生きた る 幾と せの 嘆き の み繁 し。 

心の 秋に ちかづきて、 

墓の かなたに 夢 ははし り、 

を はりの 秋の またと 來ぬ 眺めに 

かって 知らぬ 冷 かなる 淚を そそぐ Q  j 


1 九 八 

ああ、 かって かく もやさし く 我 を 吹きし 風、 

また 我が 心を醉 はしめ し 秋の ながめに、 

ほろ， ひ 行くべき おのが 身 を、 

ほろ 

すでに 滅びし おのれ をな がめ、 

いと も 奇異なる 思 ひして、 

冷やかに、 人の ために、 我 は 泣きけ り、 

漂流の 年 を かさねて、 はるばると 歸り來 りて 

おのが 墓 を る 人の 泣く がごと くに。 

舞 愁 のうちより 

鳥の 聲も、 木の 紫の そよ ぎ も、 

の 色 も、 花の 匂 ひも、 

價 なきものと なりはて， 

幾と せ を 我 はす ごしぬ。 


憂 ひ ある 胸に うつる は 

いと ふかき その 憂 ひのみ、」 

うる はしき 自然の いろ も 

いかで その 嘆き を 消さん。 

我が 靑 1^ は 我れ をす て 去り、 

我が 淚は E 蓋のう ちに 乾け り。 

かくてな ほ 我が 生く ると き、 ， 

ああ、 死 こそ 尘に まされる。 

涙 の 谷 

喜びの 道 を 行き 辮 せば、 

さら 

幸な きもの の 涙の 谷に 出 でん、 

そこに こそ、 人 は 人 をば 見出で なん、」 

そこに こそ、 入 はい こはん、 永遠に。 一 

感 © の 


今 日 

「 今日」 に 生く る 事 を 知らざる もの、 

「昨日」 を 追 ひて {T^ しく 嘆き、 

「明日」 のために 「今日」 をい やしむ。 

「今日」 は 明日 汝を魔 かしめ、 

「明日」 はまた 遂 ひに 迫 ひっかぬ 汝を 嘲る。 

さらばた だ 生きよ、 今日 を、 今日 を。 

東京 市 に 神はゐ まさん 

雨 ふれば 沼と なり、 風 吹けば 沙漠と なる 

この 都 さへ 樂 園 と 人 は 思 ふよ" 

ベ ンキ 塗の 會堂 より 讃美歌 ひびき、 

ここにな ほ 神はゐ ますと おげ しらす。 

一 九九 


さなり、 さなり、 かく も 悲しき ところ ゆ ゑ 

祌はゐ まさん。 祌は 悲哀 を 餌と なせば。 

MP  .nda  es  sueno. (生 は^な リ 

その 不幸 を 泣く 時 あり、 

そ の 宰 福 をた た ふ る 時 あり • 

あはれ その 短き 生 は 突し き 夢。 

夢に してうつつ を 思へば、 、 

.r- つつより ff, グを 思へば、 

ときが たし、 この 生が 夢 かうつつ か。 

X 

我が：^: は いづく にあり や？ 

ここに ある これ か？ これなら ば、 

こ は 我が 頭 腦の考 へ しものに あらぬ か？ 


二 〇o 

こ の 生が むし ろ 死な るか？ 

かの 死が まことの 生なる か？ 

知らず して、 知らぬ が 故に、 我 も かくて あるよ。 

1 瞬に 永遠 を とらへ しものに、 

五十 年の クを 何せん、 

しかも 夢に 時間 は あら じ。 

たまし ひ 

時間と Ml 間との 上に、 飛翔せ よ、 我が 靈ょ。 

一瞬に 永遠 を 生き、 永遠 を 瞬間と なし、 

無限の 世 を 包みし 時 は、 旣に その外に あれ" 

我な くば 世界 は あら じ、 

世界な くば 我 も あら じ、 

しかもな ど汝は 泣く か？ 


追憶の 戀 

t: 円 蚊帳 は 風に ゆらぎて、 

その 屮に 我が 讀み し窗、 

その 屮に 彼女の 縫 ひし 物、 I • 

し. M ちつ 

その 0 物 も、 着物 も 

やが て ffl なきもの となれ り。 

(その 甘き ささやき をな ど 

拽ら すべき、 年へ たる 今日。〕 

窓の そと 木の 獎の 上に、 さびしき 月 は 

ひそ やかに 一 一人 を のぞきぬ。 

はじめての 接吻、 —— 

我 は 知る、 その 層の 

いかに 小さく、 いかに 軟 かなりし か を。 

かたく 祕 めら れ しこの 祕密を 


ふるさとに 持ち 歸り てし 

彼女 も、 ここに 我 も、 秋と なれ ども、 

美しき H の 一 夜 を 

忘れざる べし、 我 も 彼女 も。 

讀霄 子の 告白 

窨 物の 中に 十^ は 過ぎたり 1 . 

し か も： 11^ も惡 し き SIT 物 の 中に： 

そ は 弱き 心 をより 弱くしぬ、 

我が Ei^ もよ き 靑春は か くて 過ぎた り。 

ああ 我は窗 物に 讀 まれぬ 11 

され ど 物の 外に、 何 か 我 をば 慰めた る？ 

^活 は霤 物の 與 ふるもの を だに 我に 與へ しか 

汝. しき 書物よ、 何も 我を吞 めかし！ 


永遠 の^き S つの 斷片〕 

麵 

おも き^も つ まら なき il:^ 後 を 遂げ、 」 

美人の 笑 ひも r おえて あとな し。 

ああ この 古き 感慨の 

永 にあら たなる を、 

誰か 心に 嘆かざる？ 

1： は 永遠に とどめが たく、」 

命 は攻の 問の 郞 きのみ。 

ああ この 十：： き 感慨の 

また あらたなる その 牛： を、 . 

誰か心に^^；かざる？ 

a;^ もうる はし き戀も 醜き 終 り を 遂げ、 」 


二 0  二 

であ ひ 

うれしき 會台も 悲し き^れ。 

ああ この 古き 感慨の 

永遠に あらたなる を、 

誰か 心に 嘆かざる？ 

せめく 

生は絕 えざる 寶苦 にて、 

そ は 死 を もって 酬いら る。 

ああ この 古き 感慨の 

また あらたなる その 生 を、 ， 

誰か 心に 獎 かざる？ 

ああ 日 は しづむ、 日 は しづむ、 

人生の 日 は いかにうる はしく 輝く とも、 

つ ひに は しづむ 11 しづみ て は、 

天の 日の ごとく 再びの ぼる 亊 なし、 

のち  と は  と は 

さて その後 は 11、 水 遠の 闇 黑、 永遠の 空虚 ー 


はてなき {A 虛に. 

わが § をのの く ー 

永遠よ！ 

ひとこと 

おそろし きこの 1 言に 

命 は 5 る ュ！ 

知られざる ものよ、 栗 てな き 力よ- 

ああ、 汝は我 をな に ゆ ゑに 

"ざ な 

この 恐し き 生の ただ 中に 誘 ひし か？ 

しかも また 我 身に とりて 餘 りに 大 いなる 運命へ と 

さそ 

恐ろしき 死へ と 我 を 誘 ふか？ 

我 を 動かす その 力、 

我に 知ら れざ る そのものよ！ 

—— その 架て なきに わが 魂 をのの く I 

たまし ひ 

ああ 魂よ、 今 こそ は 

裂けて 碎 けよ！ 


裂けし 胸より 

「かぎりなき 苦痛の 瓶と 思 ひしに、 

そ は 裂けたり、 ああ、 この 胸 は！ 」 

裂けし 胸より 11 かく も 悲痛に あふれ 出づる 

この 嘆息 は、 これ も 詩なる か？ 

寂しく すぎし 靑 春の 名 殘を我 は 惜しむ、 ， 

またも 得が たきす ぎに し戀 11 

»  くちびる 

その 眼 も、 その 脣も、 ああ、 我 を 吸 ひとる I - 

永遠に 失 はれし 者に、 ああ 何故の この 幻 ー 

失 ひて また 返しが たき そのもの を、 

すぎて か へらぬ その 過去 を、 

つ ひ に また 見る こ とも ぬ 友 を 

我 は 求む る 11 慰めが たき 渴望 もて I 

二 。三 


>  ^づか たの 

あまりに CI ら恃 みし その 促 傲 を 

^命 は兑 のがす ことなし。 

かぎりなき Ha 痛に 傲りし この 胸 を、 ， 

*r ら 

無. おに も 彼は碎 きぬ、 ただ j 蹊に a 

裂けし 胸より、 かく も 烈しく ほとばしる 

わが 血、 はたして 美 撃に かな ふか？ 

この^ 息 は 批評に 堪ふ るか？ 

知らず、 知らね どと むる すべな し。 

過去の 人 

うつくしき 少女の 淚を、 

いつの 口 かまた 兑るを ん I 

うる はしき 夫人の 微笑 を、 

いつの 日 かまた も捉 へん！ 


二  C2 

すべ て は 過ぎぬ！ 

わがた めに、 ああ 過ぎ去りぬ！ 

世界 も、 夢 も ：… 

ああ、 あはれ なる 過去の 人、 

思 出の 汝れ にの こる も、 

そ はた だ汝を あざける のみ。 

よろこび はすべ て 滅びて、 

かなし みぞ 汝れの あるじよ。 

ああよ しゃ、 なほ 幸福 を 持つ もの、 

あな あはれ、 幸福 を 失へ る もの I 

青春 を 送る 歌 

ああ 我が 靑卷 よ， ， 


汝はまことに^^ー年の如くなりき0 

1 日の 憩 ひもな くして、 日より 日に 追 はれて、， 

ただ &を 求む るに 急な りしの み！ 

ああ 我が 靜ょ、 

誰か 汝を 愛した る？ 誰か 汝を めた る？ 

いとつつ ましき 願 ひ を も li^ くかくして、 . 

ただ i! を 求む るに 急な りしの み！ 

ああ 我が 靑卷 よ、 

汝れ はかくて とこし へ に 我に 過ぎし か？ 

うる はしき 花に そむきて、 暗き 小路に、 

かて 

ただ 糧を. 求む るに 急な りしの み！ 

ああ 我が 靑卷 よ、 

汝れ はと こし へ に 返る 時な く 我に 死せ しか？ 

の 闇路に 我を棄 てし か？ 11 さびし、 思 ひ 出 • 


ただ 糧を 求む るに 急な りしの み！ 

憂欝の 牛 

胸に 充 つる この にがにがし さ を、 

云 ひ よう もな き にがにがし さ を、 

(それに 對 して は 朱 だ I つの 言藥も あらず、 

我が 前に この 感情 を 味 ひし 人の なければ) 

我は惜 みっつ、 

はんれ- ゥ 

くり か へ しくり かへ し 反 叙す る 

我れ は 牛、 憂鬱の 牛！ 

もくもくと、 贯き あゆみに 

いと 逢 かなる 人生の 路を迪 りて、 

かへ り來し if き Ml に ひとりつ くば ひ、 

この 苦し さ を、 寂し さ を， 愤ろ しさ を II 

にがにがし さ を 11 しみじみと 我れ は 味 ふ。 

二 〇^ 


ああ 我が H.:: 痛 は 我が 食餌と なりぬ I 

我れ は 牛、 ^1^ の 牛！ 

我が 生の 路の いかに 險 しかりし か、 

脊に おかれた る m- 荷の いかに かりし か、 

我れ はすで に それ を 思 はず、 

くもく と ただ もくもくと、 ひとり しづか こ 

力ず かずの 苦み を 反 叙し つ つ 

鳴き もせず、 驟 立ても せず、 ただ 眠らん とのみ. I 

我れ は 牛、 ^11 の 牛！ 

むかしの 夢 

網 小^に、 網の 上に 蹬て、 

海 を 見て、 隱岐の 島 を 見て、 

わが ゑが きし その 面 かげ を 

とこし へ 

永 ii 逝に と どむ ベ きも の は あら ぬか？ 


二 〇 六 

ふるさとの ひと 夏 ひと 秋 I . 

そこにして わが 得た るく ち、 

そこにしてゎがみたる^?^^、 

とこ IV  , 

永遠に と どむ ベ きも の は あらぬ か？ 

とこ，. V 

永遠に 去りて か へらぬ 

一 一度と また か へる 日の なき 

思 出よ 11 我が なきあとの 

墓の ほとりに 吹く 風と なりて ひくく ささやけ！ 

. 永の 墓に て 

ここに 眠る、 熱き 心 は、 

渴き渴 き て 焦げ し 心よ、 

太陽に 堪へ ざり し 心 は、 

ああ、 靑春 はこ こに 眠る， I . 


この 永の If に。 

すべ て の 熱く 熱烈に 燃えし 心 を、 

無關 心の 氷 は 塊む、 

老年の 氷 は！ 

(時なら ずし て 大人び しこの 心 を 

時なら ぬ 雪は埋 むる。〕 

小さき 苦痛 はかた らんと する、 

大 いなる 苦痛 は沈默 せんとす る、 

幸 一 1 は 醒めん とすれ ど、 眠らん とする 

ああ 弱き 弱き 破れし 心 は、 

さびしき 靑 春の 夢と 淚は！ 

幾た びと なき 北極光に 

なめらか なろ 藉薇 もて 飾らる る 墓の 

なかに 憩へ る さびしき ものよ、 

感傷の 春 


つかれたる ものよ、 さらば 眠れよ、 

さむる 時な く 眠れ かし、 永遠に しづか なれ かし。 

ああ 弱き 弱き 若き 心 は 

その 戀 人と  おぼこなる その 「夢」 とともに、」 

ここに 眠る、 世の 終る まで、 

ああ、 靑卷 はこ こに 眠る、 I . 

この 永の 墓に。 

秋の 歌 

秋よ、 さびしく 暗き 秋、 

しのびやかに 我れ をお とづれ、 

水の 如く 我が 胸に 流れ 入る 秋、 

秋よ、 汝 のために 我れ、 

いまだ 歌 はれ ざり し 歌 をうた はん, 

二  0 七 


いな、 つ ひに 歌 はれざる 歌 をうた はん。 

. I これ は 我が II なり、 秋の 子供の 我が 歌な り。 

秋 はさび しき 心のう ちに 

さびしき 敬 を 夜す がら 歌 ふ、 _ 

軒 をめ ぐる 雨だれの 音、 

戶 にお とづる る 風の ささ やき、 

秋 はさび しき 我が 生に 

夜もすがら 守 S 、うた ふ、 

やさし き^の ごとくに 

よりそ ひて、 我が 搖^ に、 

秋 はいく ぼ 一 かへ り來 て、 また かへ り來 て、」 

世に ひ とりなる みなし 兒を 眠りに 誘 ふ。 

ミ 

音 もな く 落つ る 秋の 木の 雜、 

昔 もな く ふる ふお とろへ し 蛾の 【sf 

ため. 5*- 

音 もな く 出づる 我が 獎 .ぉ、 


二  0 八 

ああ、 この すべてに、 いかに ああ 死 はかくれ たる I 

四 

こぼれ 落つ る 秋の 一 藥に 

天地の 祕密 も、 

人間の 運命 も、 

我が 生の 深き 意味 も、 

すべ てが こもり、 すべ てが 讀 まる。 

水の 如 く^を 流れ、 

我がう へ をす ぐる 秋風、 

むかしの^ のきれ ぎれ を 

落葉と とも に 吹き つくる とき、 

さびしく も 世 をば さまよ ふ 

我が 胸に、 いかなる 嘆き。 

ああ、 つねに あらた なるこの 悲 みの 

落葉の 如く 我 を 追う とき、 f< た 秋風 は 

廣き 街路の 上に して 


は か らずも 我れ に 吹き たり、 

秋 厨よ， この さびしき もの をより さびしげ に 

汝が兑 たると き、 暗き 都會 のさ すら ひ 人 は、 

死せ りとば かり 思 ひて し 人に 肩た たかれて 

色 かへ し 人の 如くに、 

秋なら ぬ 死せ る 目に 見ぬ 風のお もて を。 

秋の 雨 

枯れた 木の 紫に 落ちる 雨、 

軒端の 白い 蜘蛛の 5^ に ふりかかる 雨、 

とり はづ された すだれの 上に、 

帽もか むらぬ 頭の 上に、 

さては萎れた^！^の上に、 

ああ、 雨 は そそぐ よ。 

子爵の 邸の 掘に のぼり、 


無 花 Ei^ の實 をむ しる 書生の 眼鏡に、 

下から 笊 を 受けて ゐる 女中の 顔に、 

「無 花 51^ の 紫」 を 互にと つてし まった やうな 

笑 ひ を 見せた 眼の なかに さへ 

ああ、 雨 は そそぐ よ。 

下町の 人に 出水の 心配 させて、 

胸 を 病む 夫人に 惡 い 夢 を裔 らし、 

若い 詩人の 年と るぐ らゐ、 

少女の 顔色 さへ もく らくなる まで、 

し {3 おく、 きり もな く、  へ纖. こ 

世界の 上に ふりそそぐ。 

まちなか 

町中の 笑 ひの 中に もやが て は 来る 

悲しい 運命の 姿 を 見せて、 

喜びの 上に 冷たく、 悲み にこ こちよく、 

寂しい もの を 更に 寂しく する ために 

二 〇 九 


秋-. 1 はしと しとと ふる、 

きの ふ も、 け ふ も。 

友の ために 

「p- 魂の 秋」 の 一 冊の 靡に 題して 

その 突し き 夢 をと こしへの 世に 

汝 がつな ぐと き、 汝れは 生く る を、 

こ はすな かれ、 碎く なかれ、 汝が 美しき 玉 を、」 

こよな くも 生きむ ために は 

避く るな かれ、 その 苦み を。 

永遠 はこの 「今」 にあり 

1 瞬の 生の 中に して 

永遠 を 我れ に 思 ひぬ、 


二 】 〇 

我が 生 は 永遠の 鏡に して、 

現在 は 過去と 未來を 重ねた る 

色と おもへば、 11 あはれ 尊し、 この 生 は。 

うつくし きこの 一 瞬に 

かぎりなき 永遠 をが が 生く る とき * 

生 も^も、 すでに あとな しひ 

そのと きぞ、 汝れは 神なる、 

不死の 神、 至高の 神ぞ 11 その 接吻のと き。 

墓の かなたよりの 詩篇 

永 遠 の 愛 

愛する 人よ、 君に より 

永遠 を 我れ は 愛する、 

おもて 

その さびしき 面に、 やさしき 手に、 

我れ は 永遠 の あら はれな， 見る ，. 


君に よって 我が 生く ると き、 ， 

ぜ S 

我が 生 は 墓の かなたの 

限りなき いのち を捉 ふ。 

その 永遠の 命の ために 

1 瞬の 生を替 ふるとき、 

不滅の 瞬間 を 我が 得た ると き、 一 

我れ は はじめて： きたりと 

我が 墓の 上に 記さし めん。 

さらば 愛する 人よ、 我がい のち を 

君が いのちに 溶く を ゆるせよ。 


不 


死 


君 を 得ずに 生きて あるより、 

君 を 得て 死なん とお も ふ。 

いとた か き譽を る も 

身 を 墓と なして 生きん より ノ 

感 3B の 春 


世に 忘れられ、 沙漠の はてに 

ここに 眠る とも 知らずに 朽ちて 行く とも、 

君と あらまし、 君と あらば， 

われ 等 は 神ぞ、 

うつくしき 神と 女神 ぞ、 

ふた はしらの 不滅の 神ぞ。 

かなしき 愛 

私が お まへの ために 感じた こと を 

お ま へ は 私の 墓で さとる だら う I 

人に 忘れられた 小さな 墓 は 

道行く 人に かたる だら う、 

「この 下に 生の 戰 ひに 敗れた ものが、 

死の 中に 勝利 を 見出した ものが、 

地上に 幸福 を 求 め て 見出さな かった ものが、 

眞實に 女 を 愛し、 愛する 女の ために 命 を 捧げた ものが、 

靜 かに、 幸福に 眠って ゐる」 と。 

二 】 ！ 


や * 

0.^v 人 は 死^ を 敬 ふ 心 か ら、 

ふの ギリ シャの 人が したやう に、 

校投 をし て 過ぎる だら う。 

然し、 本當に 私の 生と 悲みを 知る もの は、， 

そのために 私が 傷いた お まへ だけ だ！ 

そのために 私が 命 を 1； げたお まへ だけ だ！ 

私が お まへの ために 感じた こと は、 

それ は 私の 生よりも 悼大 であった！ 

私 は 私の 私 をば お ま へ の 中に 溶かした の だ、 」 

そして 私 はお まへ によって 生きた の だ" 

ああ、 それ をお まへ は 悟らなかった ー 

私 はお まへの ために 私の 凡て を投 出して 

「私 は あなた を 愛します！」 と 

お まへの 足 もとに 跪いて 

そして 傷いた 胸に 劍を 立てた の だ！ 

いや、 いや、 それ も 私の 心のう ちでした ばかり。 

「私 は あなた を 愛します！ 」 と 


この 厚 顏な氣 の 利かない 言 紫 を もって 

どうして 私 はお まへ を 傷け る ことが 出来たら う！ 

そし て 心の 痛みに 堪へ られ なくな つ た とき、 

ああ 私 は ひとり、 たった ひとりで 死んだ の だ！ 

そしてお まへ は あんなに も 親しく 語つ た 友達 を 

しかも あんなに も愼み ぶか かつ た 友達 を 

なんの 故と も 知れないで 此世を 去った 友達 を 

年へ ての ちに 訪ねた とき、 ああ そのと きに、 

私が お まへの ために 感じた こと を 

お ま へ は 私の 墓で さとる だら う！ 

そのと きお ま へ の その 胸に ふる へる もの は 可で あら 

う ？ 

ああ、 私 は それ を 知らない、 知り 得ない！ 

生の 眞 晝 に 

もっとも 働いた のちの 眠 はもつ とも い、 


はげしい 疲れ は 樂し眠 を 誘 ふ。 

苦しい 1 日の 終りに 私 は 心に 告げる * 

「心よ、 心よ、 今日は これ きりだ、 

お まへ はこれ で 今日は 眠つ てよ い、 

明 u の 日が 來て 呼びお こすまで」 と。 

私が もはや 生の 鎖 を 解かれる ときに、 

私は樂 しい 永遠 を 期待して 心に かう おげ よう、 

「心よ、 心よ、 もうこれ です つかり 終る、 

もう 今度 こそ はお ま へ は. K 當に 眠つ てよ い、 

もう 一 一度と 呼び 起す 朝 は 来な いから、 

しづかに、 ゆっくり 落着いて お眠り」 と。 

かう して ふだん 神 を 信ぜぬ 身ながら も 

ただ 何と はなしにつつ ましい 祈り を あげて、 j 

眠る 氣持 は、 どんなに 樂 しからう。 

1 口の たそがれ さへ もさうな の だから、 


vn ラ せ. S 

1 生の 生の たそがれ は どんな だら う？ 

ああ、 そのために 私 はもつ と、 もっと 藤 命に 鯽 かう。 


泣き 笑 ひ 2 九 I 四た や 1 1 九 I 六 £ 


こ の を かし な^の 中に なほ 

私の 面 21 な 偶み が ある。 

；；！の笑ひを諸？^^は泣くか、」 

；^^；^か笑へば；？^は泣く" 


詩人 は 痴人 < 


詩人 は 痴人、 

人^の 道化^、 

痴人の 自負、 

痴人の^ 痴、 

ャ； 3 化^の 踊り、 

道化^の 淚、 

I |:^^11らし、 莫迦ら し 一 


で  1 I 四 


詩人 は 奇人、 ， 

世界の 微塵、 

歌うた ふ 塵、 

！^^虚な誇り、 

びっこの 思想家、 

めくらの 見物、 

. I  ^：^-迦らし、 莫迦ら し „ 


愛する 詩人の ための 戲詩. 


, ヱ ルレ ェヌ の 頭 を 鶴 が ほじる、 

5 ま 

これ はたい さう 大きな 旨 さうな 柿 だ わい と 

g| が、 眼の ぎよろ りと した 惡 魔が ほじる、 

そこで その 痛 さに たまらず ゴ ルレ ェヌは 

いきなり 酒場へ 飛び込んで ひっかける、 

快樂 と 苦痛と からし ぼり 上げた やうな アブサン ト を. 


 ああ、 か あいさうな， ヹ ルレ ェヌ 1 

道化者 ョ タックの 吿白 

「幸福が 遲く來 たなら」 と 

私 は 昔 かう うたった が、 

幸福 はやつ ばり 遲く來 た" 

「詩 は豫言 だ」 と 私 は 言った、 

それ もやつ ばり そのと ほり。 

私が 妻帶 したの ちに 

第二の 我が 見つかった、 

あの ギリシアの 生んだ 一等え らい やつ、」 

アリス トフ ァ ネスの 言 つ たやうな 

自分の 半分が 見つかった！ 

ああ、 この いまいましい r 遲 かった！」 が 

感 の 春 


どんなに 人 を 殺した か、  一 

どんなに 不幸 を この 世に^し たか、 -  一 

その 研究 は哲學 者、  一 

その 驗 はこの 私！  一 

だが 待て ヨリ ヴク、 はやまるな、 

お前が 第二の 我と 思った のが、 

もし とんでもない 間 _ おひで 

どんなにしても 合 はなかったら どうす るか？ 

はい、 それでこそ、 私ら し いぢゃありません か I 一 

ど 5 せ 私 は 道化者、 

退屈して る 人達の 退屈 ざまし に 慰みに  一 

もっと、 もっと 生きながら へて、  ； 

どこまで 逆に 行く 運命 か、  j 

とん づ まりまで ごらんに 入れようと、 一 

二 1 五 


さう も E{J ひ はした ものの、 

ああ、 その 惱 みと 心^に 

心が 破れた、 まふたつに！ 

も だ  ところで ど うだらう、 

これが 一 辭人を 笑 はせ る 11 

して はならぬ $1 白 

友よ、 私 を 微笑して、 私 を 愛せよ。 

^;^は：^笑しな5?だ、 また 氣の 毒な SR でも ある。 

私 は 狂人 だ、 けれど やさしい だ だ" 

私 は 皮肉： r だ、 けれどた だ 自分にば かり。 

私 は 暴君 だ、 けれどた だ.：：：！ 分にば かり" 

私 は 嘲笑す る、 ただつ ねに 自分 {!!: 身 を、. 

打ち 碎く、 ただ 自分， 31 身 を。 

世 を^む ま へ に 自分 を 卑しみ、 

運命の むごい 手荒な 折！! にも、  J 


二 一  六 

なほ その 罪の 深く して、 罰の 輕 きに 當 惑す る。 

1 1 なき 友よ と 許し 合った 友に 嘲弄され たの も、 J 

自分の 罪の I つに 数へ る。 

しゃ ラ？ f 

卑しい 性根 は 承知の 5 へで 女 を joll ひ、 

それ をば 戀 人と 呼ぶ にも その！：^ に 過ぎる をお も ふ。 

年上の 氣の 利かない 女 を 自分の 妻と 呼ぶ のさへ 

身の程 知らず な 事 だと 思ふレ 

また 莫迪 者と 自ら 呼ぶ を 喜び、 

sf 純な 男と 人に 呼ばれて 雀 一躍し、 

憎まれ、 嘲られて、 その 敵 を 反って lit- みノ 

暴君の 鞭に 接吻し、 惡 入の 陷萍に 落ちて、. 

彼等の 尙ほ 自分 を棄て ぬ 事 を 喜び、 

薄 運 を ひそかに 享樂 し、 

運命 の 通 化 役なる {E れ の 澀 面を觀 ては樂 しむ Q 

友よ、 私が.：！ n 分に 與 へる 低能 兒、 莫迦、 とんちき、 

おひと， It 

好 入物なる Cjf: 前 は 「巧みた る假 面」 でない、 

また 「おのが 聰明 を 街 ふ 反語」 でもない、 


「四圑 の^を 恐れて 强 ひて する 轉 倒の 見榮」 でもない、 

それ は資 に、 奴隸 の快樂 であって、 

また マゾ フ イズムの 1 種 かも 知れない。 

ここに 於て、 無神論者 は 基督の 敎 へに 近づき、 

-- ヒリ スト は 人道主義の 使徒と なる。 

こんな やさしい 狂人 を、 諸君 は £1 ほ 憎まう とする か？ 

いや、 僧 まれる の は 嬉しい 事 だが、 

惜 むに 當らぬ 道化者、 微笑して 愛せよ、 友よ。 

かう 求める のが 矛盾なら ば、 また そのために I 

悲しい ユウ モリ スト 

昔む かし、 プロメテウスの したやう に、 

一 等え らい- 1 術 家 は 「憂愁」 の傺を 造った、 

その 土 を 死海の 底から すくって、 

指 を ふれた だけで もこ はれさうな 脆い 像 を。 

「これに 我が， 界の 苦痛 を 注ぎ込み、 

感 e の 春 


乾く ことなき 眼を與 へん。 

若し 世に 笑 ひの 數の ゆえな ば、 

これ を碎 きて、 水 もて f おき、 

淚 なき 人に これ を 一;^ ましめ よ」 

天上の ロダン はかう 言って、 

この 像 を 地上に つた。 

「憂愁」 の 像 は 世界の 苦痛に 泣き、 

「笑 ひの 數の、 など 淚の數 に まさらざる、 

笑 へ よ 友」 と 滑稽き はまる 澀 面して は、 

碎 かれる 日が おそいと て、 

神 を 大層う らんだ 11 とョ リックの 話。 

—— ああ、 か あいさうな ヨリ" ク！ 

で i^」 ら め 1 名、 世界の 不？？ J 

おふくろが おれ を 生んだ 日、 

世界 は 「しま つた！」 と (悧巧 者なら) 言った 箬。 

二  I 七 


かう して 世界の -f^f 運 は はじまる。 

この 時から 淚の偎 は 下落した" 

この ST から 神の 攝理は 怪しくな つた。 

この 時から 富の 暴力 は 加 はった U 

こ の 時から 女は惡 魔の 手先き とな つ た。 

こ の 時から理想は莫迦げた^？か となった。 

この 時から 地球 は 無益に 廻轉 する。 

この 時から 世界の 頭は苦 勞の 白髮に 白くな つた I 

世界に 「頭」 が ある ものなら。 

勞働 者の 對話 

若い 勞働者 

「かう いふ：^ い 日に や 仕事なん ざした くねえ や、 

一度 やそこら 食 はなくたって、 家で 寢てゐ たいや、， 

然し 餓鬼の 二人 もあって、 かう 米が 高くな つち や、， 

in 度が 三度 食 はずと も 働かな くち やなら ねえ、 


今更 ® なん ざ 持た なきやよ かった！」 

年寄の^働^|51 

「 こぼすな よ、 お前なん ざま だ 二 入 だ、 俺 を 見ろ、 

四 人 も 抱へ て、 それに 擤が 病身と 來 てら あ、 

俺 はいつ も かう 諦めて るよ、 人が 一 人前に なると 

苦勞と 心配の 海に 泳が なきや ならぬ もの だ、 

手足 は 働く ためにつ いて るんだ、 貧乏す るな あお 前の 

因緣 だ、 

驚く こた あねえ、 水と 天道 樣 はついて 廻る」 

若い 勞働者 

「だって 一 人なら 吞氣 だぜ、 米が いくらし たって、 

自分 だけ 食 はなき や i がずに すむ、 家内 持 だと さう は 

行かね え、 

どうせ こち とら は © なんぞ 持てる 分際 ぢ やねえん だ、 

だが でも 持た なきや やって 行けね え、 それに 始めは 

俺 だって 

共稼ぎ をしょう と 思って たんだ、 それが 一年す り や 


餓鬼 を 生んだ ぢ やねえ か、 俺 は 餓鬼が 出來 るなん て 事 

考 へて 見た 事 もね えんだ が、 くそ 忌々 しい …… 」 

ブック メヱ カァの 悲運 

入 はみ な その 最も 恐る る ものに 出 遭 ふ。 

我 は 我が 最も 恐れし 運命に 遭 へ り、 

我 は ブック メ ェカァ になれ り！ . 

「君 もた うとう ブ" クメ  H 力 ァに暖 落 したね、」 

こんな 事 迄して 坐き てるの は 恥晒し だよ！」 と 

かの 賢き 屋根裏の 先輩 は ヨリ.' クに 言へ り。 

世に ミ ゼ ラブ ル なる もの は 多き も 

思想 商人が 最も 悲し、 

9  9  9  9  9  9  9  9  かる 力 ざ 

つぎはぎと ごまかしとの 輕 i ^なれば。 

され ど 心 ひそかに、 ョ リックの 思へ らく、 

い か にす ぐれし 詩人 も 哲學者 も 

感傷の 卷 


畢竟 ブ- -ク メ ェカァ の 外の 何も のぞ？ 

す ベ て の 哲^ 體采は つぎはぎの 極致、 

すべての 著述 は ごまかしの 產 物なら ず や， ， 

人間の する 事 はみ な 不合理 なれば。 

いな、 さらに この 莫迦げ たる 人 問 を、 

この 滅茶苦茶なる 世界と よぶ 齊物 をば、 

つくり 神 こそ、 最大の ブ ヴクメ ェカ ァ！ 

その 神 こそ は、 苜を くくって 死ぬべき なれ！ 

この 世 をつ く リし神 はたし かに 無責任 ノ 

無责 任なる この 書物 をば、 

まじめに 請むな、 ョ リック、 

泣くな、 泣くな、 ョ リウ ク。 

好人物の 死 

Yes,  Yes 何でも Yes で 通した ものが、 

人に むかって 曾て 一 度 も No の 言へ なかった ものが、 

二  I 九 


つ ひに 人生 を 否定す る やうに なった の は、 

すべての Yes をた つた 一つの No でもって 

帳， 5 しにして しまったの は、 

を かし い^だが、 もっとも だ.， 

人 間 二 


人間 は i おに 自分に 似た 運命 を 求める、 . 

ル ィ 十六^ は ヒ ユウ ムの 英國史 から 

チヤ アル ズ 一 ^を 見出した。 

どんな 孤 の 好きな 厭世家で も、 

書物の ホに s 分に 似た 先人 を 求める。 

人生の 中、 一等 贵 いもの は ^連れ だ、 

戰， で 死ぬ のがさして 苦痛で な いのは 

澤 山道 連れが あるから だ" 

ああ 人 ii は 何と 云 ふ 瓧交的 動物 だら う。 


ニニ 〇 


X 


人間で あるの は 悲しい、 

若し 私に 我儘が 許されて ゐ たなら、 

自ぉ意 恋と 云 ふ ものが 實 際あった ならば、 

私 を 造らう とする 神の 前に 進み出て、 

人 問に しないで 萆 にして 下さいと 言った もの を。 

草なら 吞氣 だ、 何も 考 へない から" 

だが 造って 貰って からでなければ 人間 は 

神の 前に 進み出 て 註文す る 事が 出来な い の だ" 

人間で あるより 悲しい 事 は 地上に な い、 

智惠 の 實を 食った アダムの 罪 を 

限りなき 世まで も價 はねば ならぬ 故 <* 

本當 をうた つた 詩 


輝きに ほふ 世界と 思った 此の世 は 

§ や 

暗い 牢獄に 過ぎなかった。 


入の 心 を 純化す る ものと 思った 1( 術 は 

しゃれ 

人 問 の 思ひ附 いた 一 等惡ぃ 洒落だった。 

美しい 天才 かと 思った 自分 は 

醜い 道化 若に 過ぎなかった" 

ああ、 この あさましい 現實に 

十分 堪へ しのんで 行く ために は、 

どれ だけの 厚顔、 どれ だけの 鈍感が i る ことか I 

あいにく、 それ を 自分 は 持 合 はさない ノ 

I これが 本當 をうた つ た 詩 だ — I 


ノ オトよりの 斷片 

(一九〇九年. 


1 九 一 八 年) 一 


心 おぼえに 書き とどめた る 

束の の 心の ゆらぎ、 

あつめ 來て、 詩と なづ くる を 

あつかましと、 人よ、 とがむ るな、 

かかる フラグメントに こそ、 まこと はこ もる 0 


X 

ちりく る 四月の 花を兑 ると き、 

コ ンゲ ユン ショナ ルな悲 みに 襲 はる、」 

すたれたる 悲みを またも 悲む。 

ちりく る g: 月の 花 を 見る とき、 

^^のなかばにして秋の悲みを知る、 ， 

美しき ものの 短命 を さらに さとりて _>  j 


ひ と り寢 の せまき 靑 蚊帳、 

ii えがたき M きをつ つむ。 

かぎりなき さびしき 尘を 

も だしつつ はこび ゆく 時、 

ひとり 身の なげきの 床 は 

夏の 夜 も 冬の ここちす る。 

ェテ ルカに 

身 を くるしみに ゆだぬ る は 

ああ、 ただ 一 人の あれば こそ „ 

ひろき 世 に 一 入の み 

我れ を 涙に ひき 入る る。 

X 

人の 心の 沙漠の なかに 

花の 咲く 日 はいつ だら う？ 

まことの 愛が 


むく いられる 日 は いつ だら 5? 

ああ その 曰 こそ、 

はじめて 生きる 價 値が ある。 

書棚のう しろで なく こ ほろ ぎ、 」 

こよ ひ 

寢 もやら で、 今夜 も ひと 夜、 

ああ、 私の 心 は 何 をお も ふ？ 

やつば り あの こと、 あの 入の こと。 

老人の ための 子守 1- 

ねむれ、 ねむれ、 疲れた 人よ、 ■ 

お まへ は 十分 はたらいた， 

もう 眠って よい、 眠って よい、 

それが はたらいた 報酬 だよ。 

影の ごとく 我れ は 生きたり、 

死 は 我れ に まことの 形 を あた ふ。 

感 偽の 春 


我が この 世より 去りし とき、 

人 はより よく 我れ を 見ん U 

X 

小 さ き 悲 劇 

雜 草の 中に よわよわしく  m; はさきぬ、」 

そ は 荒き 手に つまれて 萎れぬ、 

ただ それの み 11 

.S くち .U び 

幾千 度と なくく りか へ さるる 女の 悲劇。 

X 

靑ざ めて、 また！！.； 円 ざめ て、 

清せ はてて、 衰へ はてて、 

墓場より 迷 ひ 出で し 人の ごとく、 

無人島よりか へ りたる 人の ごとく、 ， 

市街 を 行け ど、 裏逋を 行け ど、 

ゆきずりに 我れ を ながめて、 

あはれ よと いふ 戀の道 知る 女 もな し * 

げに ここ は フィレ ン チェなら ねば、 

ニニ 三 


げに 我れ はダ ン テ にあらねば、 

いと しき W 入 は 笑 ひて a^J^ 仏り、 

いと 小さき 詩人 は きての がる" 


光に そむきて、 我れ は 色な き 生を營 む、 

おもたぬ シ ユレ ミィル ならね ど、 

あかるみ を^に 恐れつ、 たと へ 身に 影 は 添 ふと もノ 

日光の もとに 我れ n ら 影の ごとく、 

月光の もとにう かばれぬ 幽 II の ごとく、 

あやしく^き 顔して ふらふらと さまよ ひ 行く を、 — . 

憂愁の 正しき 形 は、 人よ、 この 影に 見よ。 

^0 シュ レミイ ルは獨 逸の 詩人 ァ ダルベルト. シャ 

ミツ ソォの 小說の 主人へ， T 惡 魔に 影 を 資リ、 そのた 

め に ネ：： 難 を受く 

麟の人 

我が 變 II なる 面 は 


ニニ 四 

世界の 苦惱 の象徵 なりき。 

我れ を うつせし 鏡 は その 面 を 忘れざる ベく、 

我れ を 傷け し 手 は 我が 惱みを 免れざる べし。 

世界よ、 我が 面 は汝の 瞳の 中に ありき、 

我が 憂 ii は汝の 瞳を充 たせり。 

さて 他日、 我が 原子の 他の 形 をと りて 現れし とき、 

彼 は その 鏡に いと も 悲しげ なる 面 を 見るべし、」 

彼 は 驚きて、 そ を 凝視 せん、 

その 時 幸福に 醉 へる 彼の 心 は 

なに となき 恐怖 をお ぼえ、 

憂酵は 彼の 面に 影 を ささん、 -1 

世界の 惱みを 彼 は 見ん、 彼の 面に。 

酒よ、 なん ぢ愁を 燃き つくす 火よ、 

我れ はさ さげん 靑春 を、 この 愁 ひの 時 を、， 

汝 のために、 汝の 燃料に こ はふ さへ り。 


^めた るホメ  口 ス たる を ぬ もの、 

せめて は醉ひ 狂へ るホメ  口 ス たらん。 

美しく 冷たき 德を たた ふる を^ぬ もの 

せめて は 熱く 濁れる 酒 をた た へ ん。 

ひとり 苦み 得れ ど、 

しかも 衆と ともに 樂むぁ た は  . 

永^！ぉの苦難のためにっくられしこの 

おろかなる 性格の いかに g はしき よ， 

あはれ 汝が 生き ん その とき , 」 そ 

汝は汝 を 殺さざる ベから ず！ 

X 

シ ルレ ル に 寄す 

くされ 林檎の 香 を! { ぎて 

u-  J  あまけ 

君 力 心の 天翔る とき、 

われ はこの 身 を 紙と なし 

君が 机に のら まし を、 

感 の 春 


ンョ エネ ゼ H レ 

あはれ， わが Scl る.： le  Secle よ、 

^が 心の 理想 をば 

めぐめよ、 われに、 わが 胸に。 

註。 シ ルレ ルは腐 リし林 檢の香 を^ぎ て 感興 を 喚 

びし と 云 ふ。 

風 は 世界の 隅 を 吹き、 

人の 心に かなしみ を 

鳥の 心に 恐れ を 蒔きて、 

風 は 心の 隅まで 狒 ひて、  ノ 

人の 心より 鳥の 心へ 出て は 入り、 

»  たま 1- ひ 

かたみの 靈を 結べ ども、 

人 も 知らず、 鳥 も 知らず …… 

X 

{4! より 落つ る 雨の 一粒 一粒に 

たまし ひ 

こもる 魂 II 


屋根に 落ち、 木の 上に 落ち、 


ニニ 五 


^けて 流れて、 川と なり、 海に そそげば * 

その 一 粒の 魂 は 海 一 而の 魂と なる" 

1 人の 人 問の 魂 は 全世界の 魂に て、 

一 筋の 髮に やどれる 魂 は 全人 類の 魂 なれ。 

未だ 生れざる 天才の ために、 

未だ 咲かざる 蔬薇 のために ノ 

未だ 吹かれざる 箱の ために、 

未だな りたたぬ 戀 のために、 . 

朱 だ 流されぬ 涙の ために， 

我れ はうた はん、 我が 歌 を I . 

未だ 世に なきものの ため 

うた ふはい かに ふさ はしき、 

未だた た へ られ ざる 我が 歌 を、 . 

宋だ 知らざる 我が 歌 を。 

7  n オレン ス • ラバディの 死 


いかばかり わが 愛せし 人、 

わが さびしき 生活 を なぐさめし 人、 

花の ごとくな りし 美しき 人 は 去れり、 

わだち 


ぉもき轍は^；^を敷きたり I . 

君が もてり し 美しき 戀、 たかき 望 も、 

稻 妻の ごとくに いち 早く そは碎 きぬ 一 . 

さびし かりし その 面影の、 

け ふの 日 を 示せり しこと をけ ふぞ 悟りて、 

蓮 命の あやしき 法則に 恐れ まど ひ つ、 

さはれ ゎづ かに 慰まん、 君が 名のより 美しく われに n 

く を。 

たのしき 夜 を もちきた す ゆ ゑに、 

ただ その ゆ ゑに のみ 我れ は晝を 愛す。 

まつりの 後の 花環 

青春の 祭 ははて ぬ、 


さわが しき も 消えさり、 

わが 愛の うぢ 神の 瓧 のまへ に 

紙く づと 木ぎ れぞ惑 ふ。 

翌日の 萎れし 花環、 

きの ふの 蓄魏 よ、 

今日の 口に 汝れを 抱く は、 

びと 

他人に すてられて われに かへ りし 

はつ 戀の入 を 抱く がごと し。 

かき 抱き、 褪せし 香 を かぎ、 

は て もな き淚も て し とどに 濡らす 

まつりの あとの この 花環 を …ミ 

X 

しづめ、 しづめ、 おお 太陽！ 

飛び去れ、 飛び去れ、 おお 小鳥よ！ 

く  お 

消え ゆけ、 消え ゆけ、 樂の 音よ.' 

蒸れよ、 萎れよ、 薔 蘭の 花よ！ 

美しき もの は 滅びざる を 得ず、 

感 の 春 


いな、 減び 去る ものの みが 美しければ ij 

あやしき は、 げに、 この 世の 法則 

死な ざれ ば 入 は 生く る こと 難し …： 

美しく 生く る ことかた し、 死の あらぬ とき， 

若き 心 は 何 を か 思 ひし I . 

神 を 呪 ふと、 

かの 高く 据 はれる 首に 斧い るると を 

ろ こ 

世に 足ら ひたる 歡 ひと 思 ひき。 

若き 心 は 何 を か 思 ひし I . 

美しき 人 を 慕 ひて、 

その 人の まへ にう ち ひざ ま づき、 

愛 を 告げつ つ この 胸を剌 さんと 思 ひき。 

我が詩^！-にしるさんとて 

いろいろの 美しい 曰の 記 令 0 として、 

きょ  た 

こ の さびし く^らかな 詩の ひ と卷 I - 

ニニ 七 


ニニ 八 


？;! しく 不 ilil. な 人 を なぐさめ _i やし、 

串； f な 人 の 心の 硬くなる を さ ま たげ、 

疲れし 入に 力 づけ、 思 ひあがった 人 を いましめる 

この ひと 卷は、 うれしく も 我 か 最後まで 

うつくし くした 友 だち に 献 げら れ て あ る 。 

「11- 魂の 秋」 を^み て 

わが 歌を續 みて 涙な がる、 —— 

われい まだな に 人の 歌に も かくば かり 泣きし ことな 

し、 

われい まだ かくば かり 悲 みし 人を兑 しこと なし、 

汝は その 撒 を はれし 燕の 屋根に ゐて啼 くが ごとく、 . 

秘§^ なる 風の JJ^; のめぐ りに ささやく ごとく 

いひ しらぬ 絕 esi のなかに 囚人の なげく がごと く、 

かなしく も、 かなしく もしら ベて き. その^ 符を — 

され ど ああ わが 歌よ、 誰か また 汝を きかん、 . 

げに汝 はた だ わが ためにの みある なれば。 


X 

淚を 1 とする 人に 

わが 詩 は あた ふ 慰め を、 

枕た たきて 夜もすがら 

かなしむ 人に 慰め をゾ 

わがな やみの いかに かりし か、 

わが 死しての ち、 わが 歌よ、 

汝 によりて わが 手より 失 はれし 人、 

わが 手に 來ら ざり し 人 は 知らん。 

され ど そ は 汝れが 力に すぎた るか。 

沈默 はたえず 歌に やぶらる、 I . 

か くも 寂しき 十 年 の わが 生活 を 

われ は 嘆き 来りぬ、 その 十 年 を。 

され どの こりし わが 歌 は 

さら 

かく も 幸 ある 十 年と、 われに ささや. 


X 

き 帳 はわが 嘆き を蔽 うて 垂れたり、 

枕は淚 をう くる 臺 となれ り 11 

そ は あまりに 狭し、 あまりに 小さし、 

いな わが 嘆きの、 わが 涙の 

あまりに 繁く、 あまりに 大 なれば なり。 

その 最も 愛する ものに 別れ を吿 ぐる 

その 癒 やしが たき 別れ を、 

ふたたび 逢 ひがたき 人に 別れ をホ E! ぐる 

そのし のびが たき 別れ を、 

われ は惜 む、 ふたたび 別れに 嘆かん ために Q 

X 

窓の 埃のう す 紫に、 西日 はた ゆた ふ、 

かく もた めら ふ 行く 人 を、 死に ゆく 人 を 

ひ きと どめよ と 俗なる 人 はか た れ ど も 、 

ゆかしめ よ、 ゆかしめ よ、 その It きを この 胸に 


とこし へに 美しく とどめん ために。 

老年の 容 び 

人 若く して 死すべからず、 

こ は 

そ は 人の 化む ことなくして 壞 さるる 家に も 似たり、 

人の つまぬ 間に 萎れ ゆく 花に も 似たり、 

とつがず し て 失する 美しき 少女 を 誰か 惜 まざらん や、 

よき こと をな さず して 死に 行く 若人 を 誰か 悲しま ざら 

ん や。 

人 はか つて 死の ために 生きし ことなし、 

ただつ ねに 老いん がた めに 生きたり しのみ。 

老 こそ は祌の 第一 の おくりもの なれ。 

老年の 13 獒 

老年 を 知らず し てこの 世 を 去る は 

愛 を 知らず して 去りし^ よりも 悲し、 

まことに 靑-! § を すごさ ざり しもの、 

ニニ 九 


mni^ を不斷 の宴樂 と^ づけ たれ ども、  一 

Iwi^ は禍 ひに して 老年 は その 報いなる を、 一 

あしき もの は 皆 ほろび ゆき、  一 

よき もの はみ な i« をむ すぶ 11 たのしき 時なる を 0 一 

X  一 

老 を樂 しません とせば 

を やぶら ざるべ からず、  一 

ああ、 熱き 心の 浪费^ よ、 

髮白 くなる までながら ふ， るな、  一 

若く して 美しく 死ぬ る こそ 

き よき 詩人 に ふさ はしき。 

X  一 

おお 秋よ、 わが 生の みのりの 時よ、 . 

おお 秋よ、 汝 がた わ わなる # り は 

わが 惱み の ゑし ものと 知らず や、  • 

わが 齊 春の 涙の つちか ひし ものと 知らず や。 

y  二 


二三 〇 

愁 ある ものの 愁 をつつ む 夜、 

おち 來れ、 おち 來れ、 わが 心のう へに I 

そ はすで に 眠る ベ き とき となり たれば なり。 

「主よ、 われ 信ず、 わが 信な きを 助けた まへ」 

この 憐れなる 祈 を も 基督 はきき いれた まふ。 

幼 かりし 時、 われ 泣けば 必ず 母は來 ましぬ、 

われ 祈ら ば 神も來 た ま ふ ベ し 。 

か つ て われ 餓ゑ渴 き て 街 を さまよ ひし か ど， 

い まだ 祌 をば 知ら ざり き。 

上 もな く 不幸なる ものと，： 01 らを 呼べ ども、 

としつき 

悲 みなく して、 いかに 多くの 歳月 はす ごされ けん、， 

かく も 夜 やすくね むりうる こ と を 悲しむ。 

ねが はく はこ の 救 ひがたき も の を 

その 救 ひがたき が 故に 主の 救 ひまさん こと を。 

1 度 地に うち 倒されず ば 


入 はまこと に 神 を：：^ る ことかた し。 .  * 

うつし 世に 得たり とせず、 

しかも 神 を 信ぜず ば、 

ああ 我れ はいかに なるべき。 

ツル ゲェ ネフ の 竹 像に 

白 頭の 賢き 人よ、 

露 西亞が 生める 憂 li の 影、  . 

汝が をし へし 眞理 こそ 

我が 心臓に、 とこし へに 響き わたる を、 

あやしく も 人 はか へりみ ずして 

.  おと T>  け ふ 

汝を 低く、 低く、 貶め ぬ、 今日。 

されば ぞ 我れ も、 我が 詩 もこ こに、 アナクロニズム- 

死の 讃欲 

渴 ける ものの 一 杯の 水 を 求む る ごとく 

感^の 春 


我れ は.：：：： 由 を 求めき、 . 

我れ は 平等 を 求めき、 

我れ は 安息 を 求めき、 

死 は そのす ベて を 我れ に與 ふ。 

さびしき ものの 慰めに 

さびしき 花 はふ さ へる を、， 

かなしき ものの 友 だち に 

かなしき 人 はふ さ へる を、 

胸に ひめた る くるしみ を 

かたりあかさん 人 もな く、 

きの ふ は 野邊に 出で て 泣き 

け ふ は窓邊 にさし ぐむ と 

君が 言葉の かなし さに、 

われ も 嘆き を わかたん と 

さびしく 笑みて 手 をと りて、 . 

かくて 夫と、 妻と なり、 

ョ 111 


高 わの 花 も 鮮の花 も 

おなじ 終り はもろ かるに， - 

摘みす てられし 一輪 を 

ひろ ひて さしぬ わが^に" 

人の 群れに 行く とき、 

我れ は 一 個の 痴漢な り、 ， 

彼等の 嘲り は 悉く 正し。 

され ど、 野に 行かば、 

我れ はおの 世 の 王者な りノ 

山 も 森 も f3:a び迎 ふ。 

夜は我れを|^-ょりすくひ、. 

悲 みは 我れ を 放心より、 

病 は 我れ を勞 優より、 

死 は 我れ を： より 救 ふ、 


世の かたぶく を 我れ は 見たり き、 

我が物 狂 はしき 衰 へのう ちに。 

我れ は 途上^ に 多く の 赘を 失し、 

か へ つて 多くの 傷を受 く。 

我れ は あだか も赘を 撒くべく 町に 出で、 . 

傷く ベく 人の 間 を 行く も のの 如し。 

f& に は 星の かず、 地の 上に は 我が 戀も あり、 

喜べ、 心よ、 樂 しめ、 ^よ、 幸福 はこ こに 橫 はる。 

やみ 間な く、 時の 車の めぐる につれ て、. 

夢 はつひに さめざる ベから ず、 

人 はつひに 老いざる ベから ず、 

かの 人の 髮 白くな り、 

我が こころ 石の 如くな らん。 

さらば ただ今 こそ は、 我等の 時ぞ、 


ヽ， 


今の みが 生くべき 時ぞ、 宵 春を樂 しまん とき ぞ 0 

X 

戀 はよ きを とらず して、 近き をと る。 

戀は博 突の み、 しかり、 世の常の 戀は。 

され ど 近き を とらず して、 よき をと る 時、 

偶然 を とらず、 必然 をお も ふの 時、 

そ の戀は 天上の ものに 至ら ざる ベ か らず。 

淚 にしめり しパ ン ならで 

. たまし ひ 

いかで わが 靈を滿 たすべき、 

この 悲 みに みつる 世に ありて は。 

夢 は 黄金時代の 唯 一 の 遣き 11 

夢 は 美し 11 

され ど そ の 破る る は 惜し む ベ きなり。 

げに、 かくば かり 脆き ものな し、 

げに、 かくば かり 手に とり 難き もの はなし。 

感 の 春 


され ど 知れよ、 その 破る ろが ゆ ゑに、 

手に とり 難き ゆ ゑに、 夢の 美しき を。 

奴 隸の馱 

もろもろ の 才た かき 詩人 は 

うつくしき 戀 をうた ひぬ、 

人 はい ま そのな かに 奴 難の 歌 を、 

日毎に 雷き 荷 をに な ひっつ 

生く るに あらで 生きさせら るる 

黃 なる 黑 奴の i. きの 聲を、 

しかもつ ひに 蓮 命に 屈せん とせぬ 

小さき チタ ァ ンの大 いなる 嘆息 を 聞く。 

絕 えざる 歌の ながれの 末に 

つたな 

人 はいと 拙き、 さはれ 痛ましき 

1 ふし を 見出で ぬ I . 

それ こそ は 我が 歌 なれ、 

二三 II！ 


若く して 老いた る 日本人の 歌 なれ。 

桐の 雜は 夜の {. ^に 黑くを どれり、 

悲しき 運命 の 住む 小 さき 家 の 上に 

悲しき 歌 を 夜す がらうた ふ。 

家な き 人に.： mm あり、 

閾 なき：^ に.： nI.E あり、 

鼓 問 は 雲と ともに 行き、 

夜 は かげ を兑 てね むる。 

まことの 生 を：^ るべき 人に は 

ただ 野と 森と 海と あれ。 

われ は 幸福の 色窗 なり、 

にごりな きその 宵き いろ  

天 の货、 侮の 靑、 


さながらに 兑る ことかた し、 

わが 心より わきあがる くろ き 煙 の 

そのき よらけ き 色 を かきに ごすた め  

われ は 幸福の 色盲な り …… 

かしこき 人の 言 紫に はわれ 倦みたり、 

われ は 愚かなる 人の 行 ひに こがる。 


属ォ 

の 


m 


慰められつ、 慰め つ、 

入の 世 は 御 §1 に 通 ふ。 

枯木に は 小 B ぞ なら ぶ、 

荒き 世に、 飛ぶ も 憩 ふ も、 

難れ ざら まし、 とこし へに。 

「霊魂の 秋 


序に 代へ て 

詩 は 救 ひで はなく とも 

すくなくとも めで ある、 

わが 贫 しい 詩 もまた 慰めで ある 一 

多くの 人に ではなく とも、 

すくなくとも &分 にだけ でも 

詩 は E 分の ため S 子守^だ。 

前の 集 を 出してから 

.3- ぅ三ギ になる、 

こ の 三 ¥ の 間に 

私の 心境 は變 つた、 

いくらかす すんだ に 違 ひない。 


； はも はや C 分 一 個に は 執し ない、 

；?^ は 今 ほのかなる 光 を のぞむ。 

； の 詩 風 もこ こに I 棘 化した。 

こ の は その 轉 成の 過渡 を 示す であらう、 

今日の 後に、 ょリ 美しい 明日よ 來れ。 

； 1! は 所 fi 「11? を雍 てたい、 

「詩」 は あま リに よそ行きで、 氣が 利きす ぎる。 

もっとき ぢを 出せ、 もっとす つば だかに なれ、 

その 心 もて、 なほ 今日は 自らいた む 

なほこ こに は 餘リに 多くの 「詩」 が あれば、 

「詩」 のない ところ、 そこに； 4 の 求める 詩が あれば- 

「詩」 と 「詩人」 とに充ち滿ちたこの^=!^席で、 

わが 孤獨 のみ いやまさる。 


；?^ はよ リ容觀 的に なつた、 


私 はた だ ilMfs; に 徹せん こと をね がふ、 一 

そこに 私の 考 へ る 詩 を 信ずれば、 一 

私 はよ リ孤獨 へと つきすすむ。 一 


友 はなし、 群れの 巾に は。 

わが 孤 IjC のき はまる とこる， 

すべ て は、 ナュ となる。 


1 九 ニニ 年 四月 


註 0 前が、 は 「春 月 小曲 楚/ 再， び 詩に 還れる 動 8S は その 序 

文中に 記す 0 


鷹 實の生 を 求めて 

11 自分と 人との 生活から i 

f 光 

驟雨の あった 日の 晚 のこと である。 

いつもの やうに 

寢 入る 前の 讀書を 床の 中でして ゐ ると、 

ふッと 電燈が 消えた。 

停電 だナと 思って、 何氣 なく 眼 を 上げる と、 

半ば 窓 帷を開 い た 硝子 戶 の 外につ るされ て ゐる簾 越し 

こ、 

一 條の 光が 忍びやかに 

机の 上に 原稿紙 を 白く 浮き 上らせて ゐた。 

蠻 間の 眩し い 外 光 を 避ける ために、 


§十戶 の 下部に 貼り付けた 硝子 紙の 茶 薇が 二三 糍、 

丁度 水の.^, を 流れて ゐる やうに、 

霞の やうな 輝きの 中に 仄かに 紅く 漂うて ゐた" 

私 は 今迄 知らな かつ た 美し ぃ繫面 を そこ に 見た。 

ああ、 こんなに 月の 光が 射し 込んで ゐ たの だナ、 

今迄、 電燈の 光の ために 

氣 付かないで ゐた 私の ま はりに は、 

こんなに， >?柔 かな 月影が、 

U ぶき 

愛する 人の 息吹の やうに 

こまやかに 漂って ゐ たの だと 考へ ると、 

人間の 忘却して ゐる 時に すら、 

やさしく 愛撫す る， zn 然の 慈しみ を 感じない では ゐられ 

ない。  - 

一人の 不幸な、 人生の 試みに 失敗した 男が、 

病んで、 寂しい 田 < に 病み 臥しながら、 

今迄 は 全く 無視して ゐた 

見 調れ た、 寂しい 顏付 をした 女から 


氣 心の. 變ら ない 愛情の こも つ た Is! 謹 を 受けて、 

今迄のお のれの^ を あはれんで、 

今 始めて 知った 女性の IKii: の 愛に 感謝す る やうに、 

この 月の 光に 感謝す る。 

は：：： を 舉げて 

越しに^い I の 夜 (や： を： n£ げた、 

そこに は 漸く 雜を ひろげて 來た 

でよ 

の 5^ のかす かな 戰 ぎの 中に、 

まだ _w 月に な り 切ら な い 月が 

半ば^^^をひそめてゐる。 

；;^ はぢ つと それ を 仰いだ、 

ああ、 靜 がな 月よ、 

お まへの やさしい 銀の 微笑に 身 を まかせながら、 

かう して この 姿で、 夢の 屮に まぎれ 込む やうな 思 ひの 

中 こ 

眠らずに 明かす 一 夜の 靜 かな 悅び は、 

^しい 私に は どんなで あらう 0 


J  i つ 

霧 

ああ、 今夜の 月 は ひどい 霧につつ まれて ゐる、 

なぜ あの 霧 は いつまでも かかる のか、 

, .  うち 

れカ .Mil 分の 家に か へる まで 

やはり あの ままで ゐ ると 見える。 

いつでも 心に は あまり かからぬ この おれが 

今日は あの 女の 兒の 言 紫が 氣に かかる、 

「お まへの お父さん は？」 とおれが 訊いた 時、 

その 女の 兒は 非常に 非常に 寂しい 顔 付 をして 言った， 

「わ た しのお 父 さ んで すか？ 

お父さん はわた しが 四つの 時、 

お 寺へ 行つ ちまった さう です、 

わたしのお 母さんが さう 言 ひました、 

お 寺のお 坊さんに なつたん だって …… 」 


ああ、 今夜の は ひどい、 

^？^-けば歩くほど街には霧がふかぃ、 

霧 は 今 おれの 家 を もつ つんで ゐる だら う。 

おれ は 行きた い、 おれの 一 大^の ために、 ， 

I 二十 を 持戒 動 行に いそしんで ゐた 男が 

還俗 をした、 喜んで くれと、 

おれのと ころ へ 言つ て 来た 時に、 

この おれが 出家遁世の 願 ひに 燃える、 

おれ は 行きたい、 あの 寺へ、 

千年の 法燈 今は絕 えなん とする 寺 へ 。 

妻が どんなに 泣いた とて 

妻に は 言って 言 ひ 聞かせる、 

あれ は こ の おれ を 行かせて くれる、 

この おれが 讀んで 聞かす 經典を 

あんなに 腾實に 聞いて くれ るんだ からな。 


だが、 子供 は そばで 無心に 笑 ふ、 

六つになる 娘 は 母親の 顔 を の ぞき、 

三つになる 男の 兒 はおれの 膝に 這 ひあがる。 

二人 は 大きくな つて 人に 間 はれたら 言 ふだら う、 

「わたしのお 父さん は 

お 寺のお 坊さんに なつたん だよ、 

わたしのお 母さんが さう 言った よ 」 と。 

かう 考へ ると、 おれの 心に 

苦し ぃ惱 まし い 煩惱の 霧が 一 杯になる。 

だが、 おれ は 行かねば ならない、 

妻 を 思 ひ、 かつ、 子 を 思 ひ、 

出家遁世の 願 ひに 燃える、 

この 大 K 十 年の 秋 十月の 夜。 


雪 

^子 戶 を、 さらさら さらと 

かすめる もの、 

かすかな、 ありと しもない そのお とな ひ、， 

ある 夜の 刚變に 

親しい 友の 二人 三 人 

うちとけた 四方 山の 話の もなか 

ひとしきり 笑 ひ 聲のを さまった とき、 一 

ひかへ めに、 遠慮が ちに 

そと、 戶に ふれる その 指の 音。 

「おや、 兩 かしら？」 と 

今迄 一 资餘 計に i^i し、 一 "iw 餘 計に 笑 つて ゐた 

客の 一 人が 主人の 顏を兑 ると， 

「闲 つた ナ」 と 


二 四 二 

來る 度び 瘦 せて 見える 

遠い 郊外から 出て 來る 客が、 

窓掛けの 垂れた 窓 を 見ながら 氣 遣つ て 言 ふ。 

雨に して はや はら かすぎ る、 

何處か の 子供の い たづら の やうに、 

さ ら さ ら さらと かすめる 

何 だら う、 その 輕ぃ 指の 音。 

その 時、 玄關の 方から 

「まあ 雪です よ！ 」 と 主婦 は 叫ぶ、 

若々 しい 少女の やうない きいき しさで  

「雪 だって！ 」 と 叫ぶ とき 

三十 過ぎた 主人の 心に も 

十三の むかしの 心が よみが へる、 

あの 故里の 白い 野原 を 

小犬と いっしょに、 驟 ぎまくって 

定り ま はった ころの 鮮し さが  


そして また、 

話し 疲れた 容の顏 も 活氣づ いてく る 

ああ、 何とい ふ 魔力 を もっか、 雪一 

つ  と 立って、  窓 を あければ 

ちらちら ちらと、 舞 ひつ もつれつ 

見上げる， さは 一 杯の 雪 だ！ 

閥の 中から まっしろに S ぶても なく 落ちて くる 雪、 J 

泰の はじめの 雪、 慰めの 雪！ 

しばし、 その 白い を どり を 

千變萬 化する 緣模樣 を ながめて あれば、 , 

世の くるしみ も、 偶み も わすれ 

むかしの 傷 も、 今の 痛み も 

人の つら さも、 .in 分の 愚か さも 

すべて を 忘れ、 

雪 を よろこぶ 十三の 子供に かへ り 

平^な 氣 持に 


硬くな つ た 胸 も や はらいで くる、 

ああ 雪よ、 

お まへ は 何とい ふやさし い 天使 だ、 ， 

お ま へ は 汚れた 心も淸 くす る 

世 を も 人 を もな つ かしく する。 

「ひどく 降ります ね 

今夜 はだい ぶつ もります よ」 と 

遠い 郊外に かへ る 友 は 

もとの 座に か へ つた 主人 を In^ ながら * 

もう 覺悟 をき めたら しく 

じ つ くり 腰 を 落ち つ けながら！ I;e ふ。 

そのまま 話 はもと にかへ る、 

話し好きの 客 は 

のみ さしの 湯呑み を 乾して 

とぎれた 話題 の 糸 をつ ぎた す、 


いつも 語って 語り 倦まない 

わが 友ながら 

何となく 苻 難い 心 もて 

I つも、 ni 人の く に  

サ； a を 求める こころざし 

日 ましに まさる この ^5; の 心 もて、 

術の i:^ と 愛と は 失 はれ ど 

なに か 寂しく、 たよりなく、 

何に 救 ひ を 求めむ と いささか 迷 ふ 心 もて、.」 

いつも、 しみじみ II く 話、 

き 倦き ぬ 話 …… 

あまたの 話の 中の 

1 つのた ふとい 話。 

才 £^1 世を蔽 うて ゐる 
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時の 名^ 善知識、  . 

源 信 i^lp 力 

ゆるやかな 牛审 にめ されて、 

ある 日、 朝廷から のかへ り路 に、， 

洛 陽の 1^ の ほとりで 

ふと； t き あはれ たの は 

汚なら しい-お 足の 乞食 坊主、 ， 

梯子 を かついで 

すたすたと 行く。 

おお、 あの方 こそ わし を 救うて くれる 

あの方 こそと、 

傲 都 は 顔 も It いて 

急ぎ 車 を 下りて、 

もしもしと 呼びと めて、 

どうぞ 暫くお 待ち 下され 

たって お 願 ひいた したい 事が ある、 . 

身 は 高い 位階に のぼり 


あ ら ゆ る經文 もき はめながら も、 

この 年に なって 

今に わからぬ 法の 奥、 

どうぞ 敎へ てくだ されと 

紫 衣の 身 を へ りく だ つ ての 頓み 狀。 

しかるに 件の 乞食 坊主 は 

わし は 無學な 乞食 坊主、 

どうして あなたの やうな 

才學 秀でた 立派な 名 13 に 

ぉ敎へ 申す ことが 出来ようと、 

すげ もな く ふりすてて 行かう とする 9 

そ の 袖 をし つ か り 引きと め て 

なほ も 是非に と 

折 入っての 僧都の 言 紫に、 

いなみ かねた か、 さすがの 乞食 坊主 も 

ひと- -と 

r 身を粲 てて こそ」 とた だ 1 言 

言 ひすて たま ま、 

慰めの 國 


すたすたと 行って しまった。 

あはれ、 その t4 味 ふかいた ふとい 言葉！ 

金 枝 王 紫の 身 を もって 

身 は 一 所不 住の 乞食 坊主、 

井戶を 掘り、 道 を 直し 

堪の 後押しな ど をし なから、 

世の ため、 人の ため 

諸國 行脚の こころざ しも 

世に 有難い { み； 也 上人の 話 …… 

かかる 靜 かな、 しめ やかな 

親しい 友 だち の 親しい 話のう ちに、 . 

春 あさ い 夜 は 更け まさり 

窓の 外に は、 しのびやかに 

さらさら さらと 

さらに 靜 かに 

はても なく 雪 は 落ちく る  

二 四 五 


四 


それ は ゆうべの ことで ある … … 

けさ、 起きて みれば 

ああ、 何たろカは^£;！ 

わがむ さくる しい あば ら： も 

今. 训は、 ああ、 何た ろ奇， 

まるで メ ェ ル へ ンの お^そつ くり 

何處も かしこ もまつ 白に 

ぼく、 ゆたかに 

飾られて ゐる …… 

銀， M の ショウ ゥ キン ドウに：：： 力す ごして 來た 

去年の クリスマス • デコ レエ シ ヨン を 

おくればせに 

自然 はわた しに！：：^ せて くれる のか？ …： • 

だが、 自然の 方がず つと 上手 だ。 


わが 家を蔽 うて ゐる 一 本の 樹の 

枯枝 もまた 時なら ぬ 春、 

犬が 來 て^ぐ はきだめ も 

投げ出された ままの 炭 も 

鼻緒の 切れ た 足駄 の 片方 も 

みな 一 様に 白く^ 化して： 

きたならし いもの、 見窄らし いもの を 

みんな 淸ら に、 なつかしく する 

雪 は 自然の デ コレ H シ ヨン、 

ああ、 いかなる 地上の 藝術家 か 

かく もた くみに 畫き？ およう。 

いま、 この 雪景色 を ながめつつ おも ひ 出づ、 

昨夜の 話 …… 

わが 心の 救 ひ は 何 か？ 

藝術 か、 難 術 をす てた ところ か？ 


その わかれ 目に 今ぞ 立つ と 

は つきり と 心に 感じつ つも、 

しみじみ とこの 雪 を ながめて あれば、 j 

わが 詩 また 

この われに かく も あれと 

慰められる 心地す る。 

雪見に ころぶ ところまでと 

口ば かりで なく 

ほんと に 出かけて 行った 

昔の 人の 風流 は、 

今の 詩人に は のぞまれず とも、 

せめて は、 方 一間の 庭 を ながめて 

深く も 悟れ、 自然の このた くみ、 この 啓示 を。 

ころち 

美しい 藝 術の 衣で 

あらゆる 人生の 汚れ を も 

慰めの 國 


惡を も、 罪 を も、 不淨を も、 蔽 ひっつむ こと 

かく も淸ら にうる はしい 業、 

それが ほんとの 1 一 術で ある。 

われらの つたない 手の 1- も 

この やうに あれ かしと 祈る、 - 

たと ひ 三 ：11 の 後に は 

消えて あとな くなら うと も 0 

草 はみ な 枯れて ゐる草 はみ な、 

日 は 暖かに てらす 日 は I ^かに。 

ぬかるみ がみな 乾き 

ふつく り 黑ぃ土 くれが、 

たまに 通った ゴ ム 裏の 

{ 仝氣 草履の デリ ケ ュ トな斑 を、 
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また.： IE 輯 の 輪の あと を、 

^下駄の あと を、 犬の 足 あと を、 

粘土 細工の の やうに 

ほんのり 见 せて ゐる路 を 

ス レ ェ ト葺 きの 赤い 瓦の 

小さな § のた つ てゐる 傍ら を 

爪先 上りの ぼって 行く と、 

右に は 小 松と 樱の 若木の かはいい 林、 

左に はう ッち やりばな しのお 地。 

樹は みなの びて ゐる樹 はみ な、 

日 は 暖かに てらす 曰 は 暖かに。 

「あんな 西洋 館 だとい くら 位で たつで せう ね？」 

「さう だね、 まあ 二 千 岡 位 だら うか …… 」 

「二 千 回 …何だか、 二 千 岡 ぼッち 

すぐ 出來る やうな 氣 がする ではありません か、 I 
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こんなにして 步 いて ゐ ると 

「大變 ゆたかな やうな 氣 がします わ」 

そり やゆた かで とも、 

かう して 暖かい 日 を 浴びて 

こんなに 話しな が ら歩 いて ゐ るの が 幸福な の だ、 

せいぜい 素敵な お 城 をた て る 話で もしよ うぢ やない 

か、 

I 一千 圆だ らうが ニ萬圓 だら うが 

話す 分に はかま はない からね」 

「全くね、 { み； 想に ゑが いて ゐる うちが いいんだ わね」 

輕 い 笑 ひ をう かべ た 目と 目 を 見合せ ながら 

こ んな に 話しな が ら來 かかった 枯 草の 堤、 

「 少し やすみ ませうよ 

腰かける に は 丁度い いわ」 

人 ひとり 通らない 人 ひとり、 

口 は 暖かに てらす 日 は 暖かに。 


手近の 笹を その ほつ そりと li せた 手で むしり 

こまかく それ を 指さき で 揉みな が ら 

女 はいい 氣 持で 默 つて ゐる、 

は ポケットから 卷 煙草 を 出して 火 をつ けて 

口にく は へ ながら 

自分 も默 つて 笹を いぢって みる。 

枯れた 筋 だが むしって みると 

极 元は 綠 にもえ てゐ る、 

もう 少し すれば、 この あたり 一 帶が 

荜 いきれ する 草 むらと なる の だ。 

そし て 紅 だ の 白 だのの 夏 花が 咲き 亂れる の だ。 

遠い 丘の 上、 すぐそばの 傾斜 地、 

ここ も かしこ も、 何々、 何々 住宅地と 標札 打った 

安普請 の 小さな 家が たち か かって ゐる、 

まだ 生活の 始まらぬ あかん ぼの やうに。 

「ほんと に 静かで い いわわ、 この 邊は 

@  めの國 


わ た したち もい つ そ 此方 へ 越して 來 ませう 力 … … 」 

一 「ち 

「二 千圓 でな く、  二十 g の 家に かい？」 

たのしげな 笑 ひ、 やさしい 目つ き。 

野 はみ な 家と なる 廣ぃ& 打 は、 

日 は 暖かに てらす 日 は 暖かに。 

夏の 夜 

鞺轄 とたぎ り 落ちる 關 口の ii、 

&の 下に 白く 渦卷 くその 水よ。 

話し 隱 さへ つてし まふ その 音き け ば、 

心 湧き 立ち、 歌 はずに は ゐられ ない、 何 か、 敬 を- 

「何の 歌 をうた ひませ う」 

r  口 ォレ ライ をうた ひませ， つよ」 

伴奏 をす る 水の 管、 關 口の 瀧、 

二 四 九 


^のて すりに： 一手 を かけて 

1 二 入の 屑 をなら ベて、 fs^ かぎり、 

「^ひませ うよ、 ロォレ ライ を」 

「あの 力なし い ロォレ ライ を」 

と 水 昔 まさる 關 口の^、 

中 w.nl い あかり をめ ぐろ 水の 額、 . 

「わたし の^に は淚が 一 杯よ」 

「わたし も淚 がー 杯よ、 こんなに 敬って たって 

わたしたちの 若い 命 も、 美しい 誇り も 

この 水と おんな じに 流れて 行って しま ふんです もの」 

この 夜の i 色、 この 思 ひ 出 は 

國 にか へ つ て 人妻と なる 口が 來れぱ 

「ほんと にあの 夜は樂 しかった のね」 と 

いつまでも いつまでも 霄 きか はし、 

互 ひに，： IE 分た ちの £2{ 人に も 話し 聞かす であらう、 


二 五 〇 

純潔の 中の 純 潔、 幸 ：1 の 中の この 幸 ：幅 を。 

美しく 渦卷 きかへ す關 口の 擴、 

つ い マ1 の 下まで 來て くる くろま はる 舟の 中から 

おもしろさ うに 呼びかける 中^生 も、 

うしろ を 通る 早-酌 田の 大學生 も 更に 氣 にせず、 

今度 はうた ふセ レナ アド、 

この 奥し い la の 夜に 0 

秋の 日の 午後 

狭い 書齋 に、 朝から 默 然と 端坐して 

ベ ンの みは 手から 離さず、 

身の ま はりに はもみ くち やにした 反古の 山、 」 

書く のも霄 くの もみな 意に 滿 たず 

お茶 をのんで は 煙草 をす ひ 

萆を すって はまた お 茶 をのむ。 


鎖 をつ けられ 鳥の やうに 

飛び立つ 思 ひ は、 またもう しろへ 引き 屍され る" 

いつまで もこれ では 果てがない、 

た， つとう， あぐみ 果てて、 ペン をお き 

神樂 坂に でも 散^に 出かけて 兑 よう、 

u; 本 こ 入って 一 杯の 珈^で ものんで ゐる うちに は 

何 か い ぃ考 へ も 浮ぶ だら うと 

帽子 をと つて、 外に 飛 出せば 

外は靜 かな 秋晴れで ある。 

はや 傾いた B 影 は 

石造の 銀仃 の鎖戶 にパッ とさして、 

疲れ 5- つて 戶山ケ 原から 歸 つてく る 

一 小隊の 兵隊が、 CM 具を擔 いで 

野良から 歸 るお 百姓の やうな 恰好 をして、」 

足並み も亂 して 行く 影 を 

埃た つ 路上に 長く 曳 いて ゐる、 

ああ、 あの 一 日の 調練に がったり 痰れ た有樣 よ.. 


朝からの 甲斐な き 苦行 —— 

抑 も これらの 苦行に は 3： の 意味が あ る ？ 

ああ、 いつも 自分の 心に 潜んで ゐる ものが 

今 も 自分の 心 を 嘴む。 

絕 えず 内から 自分の 力 を そぎ、 重い 手綱と なって 

QI 分の 心 を 引き止める、 

苦々 しい 無氣 力な 灰色 の わが 懐疑 .1 

「おれ は 果して 藝術家 だら うか？」 

才 なきものの 悲しみ は S 嘲と，： m 卑とを もって 

今日 もまた この 街頭 を 歩む .E 分を變 II にす る。 

{各- 足さ びれ た 田 旁の 宿屋の やうに 

か 12 ら 

この 頭に は 待ち のぞむ 客 も 立ちよ らず、 

入りく る もの は 地 廻りの 無頓^、 乞食の たぐ ゐノ 

かしましく、 うるさく * 聲を亂 して 

猥りがましい 隨舌も て 心 を か き亂 す、 

こ の & を どうし て 高く もたげられよう。 


う つ むきな が ら 歩い て 行け ば 

こんな 時き ま つ て ささやく 絕 望の f§ がさ さやく、 

苦々 しい 無氣 力な 灰色の わが 懐疑、 この 暗い 疑 ひ、 

「だが、 抑 も、 驟 術と は 何 だ？ 

この 白紙 を 黑 くす る 技術に 何の 意義が ある？ 

そのために 今日 も 1 曰、 こんなに 惱む 

この 苦しみ は 何故 ぞ？ 

かう して {1^ にす ぎる ので はなから うか、 わが 生涯 は、 

その 肝^な 一 大^に はつひに 觸れる ことなく …… 

無 (诠な 努力、 何 かの 錯誤で これ はないだら うか？」 

またしても、 惡 魔の ；… 

いや、 これ こそ 祌の聲 かも 知れない と 思 ふ 心 を、 

その 誘 ひ を：^ り 捨てん とする やうに、 

つと g を あげる、 その g のまつ かう に 

こちらへ I 直線に 小 いて 来る 

I； バ 突く  E 漢。 
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そ の 首 だけ 人 々の 頭上に ぬきん で て 

高い 額に 秋の 日 を 受けた 童顔、 

何 を も 見ず、 ス タス タと 

握 太の ステ ヴキ をつ かんで、 

眼 は その 身體を 打ち 忘れて 

遠い 地平線 を 高く のぞんで 

瞬き もせず。 

ああ、 わが 素朴、 熱烈な 創作家よ、 

「物言 はぬ 顏」 の 詩人よ、 「血で 靈 いた 繫」 の 作者よ、」 

わが 親しき 小川 未明 氏よ。 

小川さん が この 道 を 日に 幾度び も 

散歩す るの は 言 ふまで もな い、 

また、 これ 迄 自分が 行きあった 亊も度 々である。 

だが 今日の 小川さん は 

とりわけ 親し ぃ氣 もちが する、 


を かけよう とて、 まづ幅 子に 手 を かけた とき、 

氏 はふ ッと氣 が 付いた やうに 

輝く 隠 を わが 方に 向けて 

その 愛らしい 口元に 微笑 をた た へ て 

「や ァ！」 と して、 

「生 田 f^! 暑いです なァ ！ 」 と 叫ぶ。 

その as に は 何とい ふ Hi かさ^し さ、 

ああ、 かの 人生 を 彩る 黒い 悲痛の 詩人の 聲の 明るさ。 

「少し 遊びに 來 ません か」 

にこに こして、 小さな ぉ辭儀 を績け ざまに して 

やが て^れて 行く その 姿 を 

しばし 路傍に \ィ んで、 目经 すれば、 

あだか も鷺の やうに、 彼方 秩 父の 山の 上 高く 

人 日の 光 を 含む 赤 い 雲 をめ が け て 

そのまま 天上 さして 歩み 上らん とする やうに 

まし ぐらに 行く。 

慰めの 0 


ああ、 この 大家 も れ 5; つて 街へ 出た の だ、. 

朝からの 苦吟に 惱み 疲れて 

靈感の 火 を 喚ぶべく 街に 出て 行った の だ、 

街から 街へ とさ まようて 

この 人生 を Mi く 押し 包む あらゆる 不合理、 あらゆる：！ i 

虐 —— 

坂道の 半ばで 無情な 馬子の 手に 亂 打され て 

身 を ふるはせて 悲しげに 低く 嘶き 

息た えだえ の 瘦 の 苦悩 を 兌れば、 

何處 で飮ん だかぐ でんぐ でんに 醉 つばら ひ 

？ I つた 際で 高く 笑ったり、 左團 次の 聲色 をつ かひ、」 ■ 

道行く 人の 忽ちつ くる 輪の 中で 

頻りにお どけ、 頻りに 嗤 はれて 得意 滿 面の 

ぼろぼろの 驚 物に 繩帶 しめた 人足の 姿 を れば、 

ま た は 自動車 の 輕き捨 てて ゆく 子供の 泣 をき き 

Ml 中の 電線に 落ちなん として かかる 工夫の 姿 を 見れ 

二 五三 


弱^!?と1^*^との支持者なるゎが多感の詩人は 

その p 、はらん らんと 輝き、 その 胸 はふる へ、 ， 

微 越の 情、 愛憐の 念 ひと どめが たく 

今や 感興 汕 然として マ g き 起り、 

これ！ きかざるべからず、 書かざる ベから ず、 

ばの ために、 弱者の ためにと 

かの ffl の 上の 捲の やうな 二階の 霄齋を さして 

まし ぐらに 歸 つて； 仃 くの だ。 

その 二十 二三の 赞 年の やうに 

若々 しい I！ の 燃 ゆる 輝き 兌れば、 

いかなる 靈感の 火が そこに 燃えて ゐる こと ぞ、 j 

1 秒の さへ も 今 はも どかしく 

まし ぐらに 歸り 行く その S 大 なる 姿 晃れば 

わが 曙く 沈んだ心 にも 一 f3 の 光 はさす。 

かざるべからず、 雷かざる ベから ず、. 

術 家の^ 活は  ， 


二 五 四 

- 日々 の 苦役に して、 また 日々 の享 樂、 

その 惱 みの 中に 慰め あり 

そ の 苦樂が ただちに 自ら の 救 ひ となる は藝 術、 

これ ぞ 人間の 欲望に して、 しかも 善なる ものの 唯 一、 

あらゆる 贅澤を 捨てて かへ りみ ず 

一意、 藝術 のために 身 を ささげて 

十 の 節 を 守って 曾て 動ぜざる 

か の 淸 節の 藝術家 の 精進 を 思 へ ば、 

わが 疑 ひの 暗雲の 中よりも 一 通の 光 は 落ち 來 つて 

銷 沈の 底なる わが 心に も 無量の 慰めが 湧く。 

：^: きる と い ふ ij^ は 果して 意義の ある こ とかどう か 

それ は 分らない が、 しかも われわれ は 

きねば ならない、 丁度 その やうに、 

書く とい ふ 事に 何の 意義が あるか は 知らず とも 

書かざる ベから ず、 書かざる ベから ず" 

はきだめ にも たまたま 鶴が 下りて くる 事 も ある、 ， 

ち はら や .615 

この 荒屋 なす 頭に も 


いかなる 天来の 妙 想が 宿らない 亊も あるまい、 

とにかく 珈球 でものみながら 考 へて 見よう、 

今夜 こそ、 久しく も 行き 惱ん だ窣も 終へ ようと 

われ もまた 頭 を 高く もたげて 

入日の 黄色い 光 もす でに 薄れた 街 上 を 

秋風に 吹かれつつ、 

ひとり 飄々 と 行く。 

窓 下の 水 

ふと 氣が 付けば、 もう 虞 夜中 だ、 

頭 はい たづら に 熱して、 ^うちに は 漲る 疲れ。 

あたり は ひっそり として、 耳が しんとす る、， 

その 中に、 微かに、 何の 竊 きか。 

人み な寢 しづ ま つ た この 眞 夜中に.. 

さらさら、 さらさらと、 忍び 忍んで 

慰めの 回 


ありと しもない 水の 昔が する。 

何處 です るの か、 めづ らしい その 水の 音 0 

の 砂地 を 流れる 小川の やうに、 

涸れて 乾いた 詩人の 頭へ と 

したたる や、 「な、 微かな， 爪の？ ^20  , 

つい 耳元で、 ペンと るお 手の 下です る。 

わが 家の まもりの 樹 から 落ちた 

落 紫の 下 を くぐりく ぐ つ て 、 

やがて は 海に 入って 潮と なる 水が、 

家の めぐりの 溝 を 流れて ゐるリ 

この > ^弱な テ ノルうた ひの 息切れに 

ビア I 一  ストの 眞 白な 指が もどかしく 先走る やうに- 

耳が 痛くなる ほどの この 靜け さの 中に 

溝 を 流れる 水の 音が する U 

二 五 五 


想の 絲 切れて、 ほっと 溜息 ひとつ、 

親指と 屮指 とで ^顧 を 抑へ ると き、 この 眞夜 中に、 

わたしの £：|1 の 窓の 三尺 下 を 

流れる 水の 昔が する。 


釗 作家の 祈 


り 


祌ょ、 知られざる わたしの 神よ、』 

fV*  *^ つた 

わが この 蒙を完 からしめ たま へ 、 」 

わが 魂 を こめ、 惱みを こめ、 

n も かへ も勵 むこの 梁 を。 

神 あらば、 神よ、 この 身 を 助け 給， 

あてのない 祈り を 祈りつ つ 

わたしの 心 は 祈りに 合掌す る、 

ああ、 この 熱 菌を充 たした まへ 0 


二 五六 

わたし は 燃える、 燃える だけ 

わたし は 燃え 盡き、 滅 ぶの だ" 

滅 ぶが ましよ、 滅ぶを 恐れ 

永久に 火 を 點 じない 醜 さより は。 

燃えよ、 燃えよ、 この 心、 

その 一 瞬の 火花の 中に 

汝の 永遠 は 閃く の だ、 

神よ、 それまで 消すな 火 を。 

寂しい 私 

今日 も 寂しく 道 を 行く、 

見知らぬ 人の 中 を 行く。 

丁  K 異國の 町 を 行く やうに、 

誰れ にも 知られず、 誰れ を も 知らず、 

賑 かな 町の まんなかで 

ひしひしと 


世の 寂し さに ひたされる、 

私 はこん なにも 寂しい 私 だ" 

すべてが 私に は 悲しく 見える、 

さびれた 店 さきのお 婆さん も、 

店 ざ らしに なった 品物 も、 

それ を 買つ てゐる 職人 も、 

自分の 前 を 行く 若い 女 も、 

それ を 見 かへ る 生 も 

自動車の 上に すまして ゐる 紳士の 顏も、 

すべてが 私に は 悲しく 見える。 

しみじみと 

この 人の 世の 無常 をお も ひ、 

百年の 後に は 

ここに 見られる 人の すべ てが 

みんな 此の世に も. うゐ なくて、 

慰めの 國 


ここ こ i 

まだ 此の世に は 生れて ゐ ない 

われわれの 相 見る こと も  • 

想像す る こと も 出来ない 人た ちが、 

この やうに 歩いて ゐ るの だとお もへば、 

すべ てが 私に は 悲しく 兑 える。 

そんなと き 

たまたま 友達に 出逢ったなら、 

なつかし さ、 うれし さが 1 杯に 湧き上って くる、」 

長い 旅から 歸 つた 時の やうに 

死んだ と 思った 人と 逢った 時の やうに 0 

また、 かう して 通りで 出逢った と 云 ふこと が 

(この ありふれた ことが〕 

再び 繰 返す ことのない 

不思議な めぐり 合せの やうに ES はれて、 

その 一 瞬 を 限りなく 尊く 思 ふ、 


二 五八 


その 感 ir か 私に は 悲しい。 

かう した 寂しい 心に 私 はなって しまった、」 

永：. おの^ 界を ひたすら 望み 求めて 

つかのまの 人卞： の 遭 逢 を 悲しみ、 

はかない 象と してう つり 消える 

われらが 生の 無常迅速 を 嘆き、 ， 

る もの 凡てに 心-; g み つ つ 

今日 も 寂しく 造 を 行く、 

見知らぬ 人の 中 を 行く" 

これが 生命 を こめた 作品 を 書き出し てからの 私 だ、」 

心 を うちこめて わが 生 を 地に 刻まん とする に、 

かくて はじめて わが 影 は 色 を 得 ベ き に 

こんなに も 孤 II の 思 ひ 深まる は 何故 だら う。 

ああ、 そして、 これ は 何故 だら う、 

この紗のゃぅな^！^！^は？ 


わたし は 疲れた 

「わたし は 疲れた、 ねむりたい」 

若い ときに わたし はかう 言った、 

「さあ、 二つの 眼 をお 閉ぢ」 

やがて 死 はわた しに かう 言 ふだら、 


こんなに 歌った その 人 も、 

たう とう そ の 眼 を閉ぢ てし まった * 

1 一度と 開く  H のない その 眼 は、 

二度と 開かぬ 墓に は ひった" 

「わたし は 疲れた、 ねむりたい」 

わ たし も 今 こんなに 言 ふ、 

「さあ、 二つの 眼 をお 閉ぢ」 

やがて わたし もこん なに 言 はれよ， 


®- 鮮 にて 

雪が しんしん とひ どく 降り出す 朝 だ つ た、」 

いやに 默っ てごろり と 肱 枕、 

この 失敗 商人 はこの 色町で 

おはぎの 餅 を こしら へて、 

その 餅の 箱 を 肩に して 

女 衆の 部屋から 部屋 へ 御用聞き、 

.  いや 

今日は ぞっ こん 厭 さう に 

餅が 出来ても 起き 上らず、 

いやに 默っ てごろり と 肱 枕、 

「 しゃう がない ね、 

それ ぢ やお まへ が賣 つて 来い、 

そんな 本な ど讀ん だとて 何になる、 

1 つで も 餅 を つて 来い」 

かう 母親に きめつけられて、 

慰めの^ 


行かねば わるし、 行きた く はなし 

くつり ぐづ りと して ゐ ると、 

「そいつ を やった とて 餅が 賈れ るか、 

餅 を SIX るより * 少しで も 

何 か 仕事 を 見付けて 來ぃ 」 

この 父親の いきなり 怒鳴った 聲を 聞き、 

すっかり 少年 は 憤慨して、 

赤い せ 毛. 1^ をす つぼり 頭から ひッ かぶり、 

m がしん しん ひ どく 降り む 街 か ら g を 

あてもなく ほッ つき 歩いて、 

手足 も 凍え、 ぞっと 身體の Mi 中まで 冷えた、 

たった 一匹む かう 行く 白い 小犬が 

赤い 犬で も來 たかと 云った 風に、 

尾 を 振って 見る その やさし さに、 

ビ イビ ィと 口笛 なんか 吹きながら 

寂しい 山手 通りに 來た 時に、 

そこの 小さな 新聞社の 前で 

二 五 九 


兑： けた、 兑 付けた、 「解版 ェ| 梯集」 

これに 定めた と 赤毛布 . 

雪 を はら ふと、 由 犬 は 

びっくり 三^、 迎げて 行った、 

あの 白 犬 は 週げ て 行った、 

雪の しんしん^る 路 0 

田園 秋景 

明け方から 風が 出て、 今日も秋i^^i、 

村の 代 川敎員 の 若い 男が 

渡す ごし た阪を し ば た たきな が ら、 

^校 さして、 小 薮を拔 けて 行く ときに、 

けたたましく 山鳩が 一 羽、 叢から 飛び出した。 

•3 ると 三尺ば かりの 茅萱の 中から 

赤い 樺 を かけた 一 人の 娘が ひょっこり 出て 來た、 

嫌の 先き で 草 を わけながら。 


二 六 〇 

何やら 考へ 込んで ゐ たので、 それに は氣も 付かず、， 

山鳩の あと を 追 ふやう に 

男 はさつ さと 急いで 行って しまった。 

そ の 後 姿をぢ つ と 見送 つ て 

やがて 娘 は 小川の ほとりに 下りて、 

小 籠の 中から 砥石 を 出して 

片膝 立てて、 鎌の 1^ を淸 水に 濡， らして は 

片手 を 柄、 片手 を^ 先に あてて とぎ 出した。 

彼女が 身體を ゆすぶる につれ て 

さし 昇る 日影に 鎌の 1^ はきら めき える、 

し ば ら く餘念 もな しにと いで ゐる 

あからんだ 顿に ふりかかる 鬚の みだれ 毛、 

ふと 何 を 思った かにつ こり 笑 ふ 

何 か 嬉し. いこと を 待ち のぞんで つくる 笑 ひで ある。 

そして、 したたる if- を 一 ふり 振って 


その儘また^:^の中に隱れてしまふ_* 

さく さくと 草 を 刈る お； II、 その 秋の 音， 

この あたりの^ 刈 はみ な 娘の 役 E とて 

深 草の 中に 日ぐ らし、 何 處迄も 身 をめ ぐる 綠に 

おの づと股 も.！ くな り、 革々 の 根元 をつ かみ、 

結梗 撫子、 更に かま はず、 利 鎌 を 入れる 窺 持よ さ。 

ば ら ば ら と 降る やうな 露に 

甲掛 がしつと り 濡れる、 

小聲で ゆるやかな 唄の 聲、 望みと 夢と が 出す その 爽か 

な ar 

夏の 朝の ィメ ェジ 

眞白く かがやく 砂 道 は 

海より 村へ と 一筋に、 

爽 かに 飜る 桑畑の 中 を 


まっしろなニっの足が<^れぐ0 

私の 愛する 女の 足が <!M ぐ、 

網 小 ：！ に、 昨夜、 (あの^の 時 …… ) 

置き忘れた 風呂敷 包み を 

小脫に ひそめ て <f -ぐそ の 白い 足。 

ぐっすりと 寢た 若い 男の 

さめた 眼に うつる S の 朝 かげ、 ， 

障子に ゆらぐ 木の 紫 を 兌れば 

なにが なしに 浮ぶ 微笑と その ィメ ェ ジ 

多分、 彼女 は 行った であらう、 

この 家の 裏手で わかれよ 5 として 

ふと 氣 付いた 時の あの 當惑、 

「引返して 僕が 取って来よう」 と 兌 かへ ると、 

「どうせ あんな 風：：. a 敷 なくなった つてい いんです けど 


も …… 」 と 彼女 はすこし あからんで 

「わたしが あすの 朝 平く！^ つて 來ま すわ …… 」 と、 それ 

も 口の 中、 

夜の 問の 巾に I き は 黑く媚 の 0 は 燃えて 熱く… ：• 

だが、 多分、 彼女 も寢 すごした らう。 

そして^ 鋭に、 朝 "お を ふんで 來 ると 言って 

めづ らしい 身^: Jf; を わら はれて あかくなる 

か あいらしい あの 子に も、 あの 大膽 さ！ 

愛する ものの、 愛する 時 は 別 だ …… 

しかもー^^^しぃ|^かな海邊の2の夜なれば1 

網 小： S に 咽せ る やうに 漂 ふ 潮の 香に 

なづ み 浸され て 行く さ さ やき の ひまに 

ふと： m を 落す あしもとに くっきり 浮いた 素足の ふたな 

らび、 

うつむいた 顔より 鮮 かに、 愛する 心 を を どらせ る …… 


二 六 二 

いつの 日 の^か、 はるかに はるかに 遠い昔の 夢 か、 

また 今、 この 床の 中で ゑが いだ ィメ ェジ にすぎないの 

力  

ぐっすりと 夢 もな く寢た 夜の 朝 を 

身 仲び をして、 さて、 寢 入らぬ さきの 枕 もとへ と 

橫ざ まに 手 を さしのべて とる 煙草盆、 

敷 島の 煙 を靑く ふかしつつ 思 ひ 耽 る^に 

眞 白く 搖れる 二つの ス マ アトな 足の ィメ ェ ジ、 - 

その 痴れ たる を恥ぢ もせぬ 二分 …… 三分 …… 

外に はは や 今 曰の 暑さ を しらせ 顏に、 ^が ヂヂ となき 

出す …… 

砂山の 晝 

砂山に 

砂 白くて る、 


砂山に 

ねころんで おも ふ 

愛すろ 人 を" 

投げ出した 

足さき に 

蟻地獄の 穴 一 つ、. 

さらさらと 

砂の 昔。 

砂山の 

この 砂 時-に 

妙と ともに 

一 つの 命。 

砂山に 

ぽ めの 0 


砂 白くて る、 

春の 寮す ぎ、 

ねころんで 寂しむ 

わが 戀を。 

夕 暮が來 て 


夕暮 が來 て、 

われらの 心の 屮の 

もろもろの 欲 留が譲 を ひそめる とき、 ， 

はじめての GC が 出て 

靜 かにな つた 心に のぞむ とき、 

われ は聽く 

はるかに はるかに 遠い 世界の 外に 

無限の 時の 前から われら を 待ちつつ 

且つ はわれら を 呼ば ふその 精靈 の as を、 

魂の 奥深く 

二 六 一 二 


しのび 入る その 驟 なき 錄を、 

常に 聽 かれず して 消える その ささやき を。 ， 

夕 暮が來 て 

巷の どよめきが を さまる とき、 

人み なの 足 どり もた ゆく 

それぞれの 家路へ 急ぐ とき、 

一 nr の 犇めきに 騷 がしく 亂れた 心 も 

やすらかな 夜の 幸福 をお も ひみる とき、 . 

わが 心の中に 

淸ら かなものが めざめる。 

すべ てのお ろかな 願 ひ を はなれて 

ひとへ に £f ^てな きせき 渴 望に 驅られ て 

IS かに 耳 をす ませば、 

かすかに かすかに 永遠の 聲を 聞く かと ぞ おも ふ- 


二 六 四 

重荷 を 負うて 

重荷 を 負うて >  遠い 道行く 旅人 は、.， 

道の 半ばに、 

精根 盡 きて、 息切れして、 

いっそ この 荷 を 投げ出さ うかと 

心 弱く も、 思 ひ 惑 ふことの 數々 あり、 

しかも、 彼の 理性 は嚴 として これ を 担む。 

思 ひ 返して， また とぼとぼと 

果てな き 旅に 喘ぎ 喘げば、 ， 

いっか はわれ も 

わがめ ざす 心願の 國、 

なつかしい 心の 故鄕に たどりつき、 

心 おきなく ゆるやかに 

憩 ひくつろ ぐ こ とも 得よう と、 

ただ それの みが 慰めで ある。 


げに、 入 生の 旅 は、 靴底に 

小豆 を 入れて 步く旅 だ。 

人み な 肩に 負 はされ た S 荷 數々、 

どんなに 実し い 景色が あ つたと て、 

しみじみ 眺める 心の 隙 もない もの を、 

いや、 おのが 苦痛 さへ 嘆く ひま さへ ない もの を、」 

その上 さらに 悲しき は、 

曰より 曰へ、 

手から 口 へ のな り は ひに 

い つ か 心 も 卑しくな り まさる e 

ああ 、人間の これが 運命 か、 

せめて は、 しばし、 見の がせよ、 道の 半ばに 

道の 半ばに、 息 もた えだえ、 

しばし 重荷 を そと 地に 置いて 

路傍に 腰をおろしつつ、 

慰めの ぼ  , 


？ S し 方 遠く かへ り みれば、 

はるかに も、 道 は 八 曲り 七 曲り、 

よく ぞ ここまで 來た ものと 

われ {«: らに 驚かる。 

幾 山河の 彼方に は、 雲 か 霞 か 立ち 單 めて、 

ありし 惱み の あと さへ も 

何處と 指して 言 ふべき よし もな く、 

ただ 身に かかる 衰 へに、 足の 疲れに、. 

いかに はるかに 來 たものと 

われ 自らに 驚かる) 

され ど、 行 手 を 見 わたせば、 更に 道 は 遙々、 

自分 は何處 まで も 行かねば ならぬ の だ。 

何處を 果てと も 見え わかぬ， 

や £ なみ 

山脈 遠く 流れ 落ちて 

そら 

天と 溶け合つ たかの 地平の 果てに、 

わが 求める もの は ある。 

二 六. K 


山の かなた か、 その また かなた か、 

それから ずっと 沲 越えて 

行った かなた か、 何處 かに ある" 

たと ひ M まに もな くと も 

やつば り 自 分 は 行く の だ、 

たと ひ 迫の 半ばに^る とも 

2! 分 は 行く の だ、 

贯荷を^^I:ぅて 

つらい 入 生の 路に， いぬぎつつ …… 

人生の 途 半ばに して 

十八、 十九、 二十歳 

はたち 

二十^の^ は 

短 かかった …： 

二十 一、 二 ±1、 二 土 二、 

春と し；！ 目へば 美しく とも 


二 六 六 

弱く、 醜く、 あさましく 

いつも 希望に あざむかれ 

ふみにじられて 歩いて 来た、 

花と も 言へ ぬ その 頃 も 

思 ひ 出で て はなつ かしく 

若 やかし くも 見 か へれ ども ノ 

花 はすべ て 散った、 . 

殘 つたの は 

. 木の 猿ば かりだ。 

二十 四、 二十 五、 二十 六、. 

としつ /0 

それ は 悩みに 充 ちた 年月、 

幾度び となく 

死なう とまで も 思 ひつめ たか、 

その 憂聽な 年月 さへ も 

樂 しい 日の やうに 飛んで しま ふ、 ， 

^く、  しく …… 


さ 5 


二十 七、 二十 八、 二十 九歲 

やや 明るく はなりながら 

なほ、 自ら を 信じ 得ず、 

はり 迷うて ゐる うちに 

葉 はみ な 散った、 

殘 つたの は 

ただ 枝ば かりだ。 


もう わたし も n 一十 歳、 

ああ、 もう I 二十歳、 

男盛り と 八 は 言 ふ 

まだ 背 年 のうち だ とも 言 ふ。 

これから がほんと に 働く 時 だ、 

さう.： m 分で も 思 ひながら も、 . 

餘 りに 早く n が倾 くと 

まづ 心に 馴れた 嘆き 先き 立ち、 

そして-. j つ の實も むすばな. 

慰めの 國 


この あら はな 枝が そのままに 

わが 一 生の 姿で はなから うかと 

痛みつつ、 なほ 實を 求めて やまず、 

人生の 途 半ばに して、 しばし \ィ み 

はろ かに 前方 を わたし は 眺めて ゐ る- 


二 六 七 


悩める 魂の 慰め 


慰 め 

不幸に よりて むすばれ たる 愛 は 

愛の なかの：；？ 美しく また 堅き も のぞ、 . 

かたみの 罪 もて むすばれ たる w 女 は 

離る る ！！： なき 永遠 の 件 侶な り。 

さし 

幸 多き 世の けがれた る 道 を はなれて、 

寂しき、 さはれ 慰めの 國 を^めば、 

そぞ ろに； 火の め ぐみ を 日影に 汲み て 

やぶられ たる 胸 は あだか も賺ぇ 藩く を覺ゅ Q 

幸な きものに 何等の 幸ひぞ や、 

r  -  ちづれ 

幸な き 愛 の 伴侶 を 得る とお もへ-ま、 


二 六 八 

かずかずの 罪 を 犯せし 汚れし 手 も 

愛の 祈りに 合せら るべ き 今日 をお もへ v<  0 

おろかなる 心 

おろかなる 心 を、 

神よ、 まもりた まへ、 

世の 賢き 入々 のなかに 

傷つき 迷 ふ 

おろかなる 心 を。 

おろか なれば こそ 

汝は救 はれむ、 

まことの 光りに 

照らされむ、 

おろか なれば こそ 


-M し き 、レ 


人の 心 を 心に むすぶ 

目に 見えぬ 紐、 

ひとす ぢ 

その 一 條は 

世の 悲しみよ、 寂し さよ n 


生きと し 生ける 人の 胸に 

限り も 知れぬ 寂し さが、 

雲の ごとくに 湧く とき は、 ， 

離れ離れし 人 も 相 寄る。 


ぼんな- r ぐ tv- く 

B 惱具定 の 身 を もちて 

世の 妄執に 身 を まかす 

• ひと こ； 0 

はかなき 入 心、 

それ を も かすかに 照らす 光 0 

1^5 めの 0 


その 束の間の K き は 

入の さだめの 寂し さよ、 

この 寂し さ を 知らぬ 人 は 

まこと を 知らず、 愛 を 知らず。 

寂しき 心、 この 心、 

痛み 傷つき、 相 寄れば、 

冬 枯の歸 も 花^かん、 

花 は 心の まことの み。 

弱き 心 

弱し、 弱し、 わが 心 は 弱し、 

わが 心 は 美し、 

若き、 若き 處 女の 心よ！ 


二 六 九 


目^！^のささへ^^ぬ淚は 

しづかに、 しづかに 

地に 落ちて 淸き 水と なる „ 


かぎりなき 憐憫のう ちに 

あらゆる^ 惡は 溶け、 

世の 寂し さぞ 胸に 充 つる。 

裹 切りし 友 も 悲しく、 

我れ を 苦しめ 悩ませし 

卑しき ものの 沒落を 泣く。 

正しき ものの 悲遝 も、 

悪しき ものの^ 華 も、 

すべて はかなく、 すべて 悲し。 


かく も淚に |1 める、 し- 2  、 


二 七 〇 

かく も 弱く おろかなる 心に、 

さら 

この 寂し さぞ こよな き 幸。 

眞 珠の心 

人生の 偽り は そが 淚も て淸 めら る、 

運命の 惡意を も、 おほどかの 微笑 もて 

い とも 氣 高く 堪 へ 忍ぶ 人の、 

人に は 見せぬ その 淚 もて。 

永遠の 仇敵、 蓮 命と さへ 和睦し つ、. 

人に はつねに 微笑める その 魂 は 

夜半に ひそかに 泣く こと あらん、 

そのと き樹々 の 葉に、 露と あら はる。 


その 眞珠の 露した たらす 眞珠の 心 は 

もとより この 世の ものに あらねば、 


I 


早く も 天の ふるさとに 呼び か へ さる、 

あだか も 水の ふたたび 夭へ のぼり 行く ごと。 J 

されば そ の 人 若く し て 世 を 去る とも 

そ は 世の つねの 悲しみ ならず、 

運命の 上に なほ 高く 立つ その 絕對 者の 

そのみな もとに 溶け 入る なれば。 

誰れ か は 運命に 敗れた る 人と 言 はん、」 

また 運命に うち 克 てる 人と 言 はん、 . 

かの{岳^^の盃の中に 

美しき 露珠と 溶けし その 魂 を。 

美しき 心の 悲劇 

世界の ために は あまりに 弱かった、 ： 

あまりに 美しかった、 その 胸 は、 

慰めの 國 


それ ゆ ゑ 裂けねば ならな か つ た。 

ああ、 今 裂けし その 胸から 

かなしく 流れる その 血 をば、 

思 ひやり なき 人々 の 

いかにい やしと いやしむ とも， 

美しき 夢 を ゆめみて 鼓動せ し 

その 束の間 は 消す をえ じ。 

世界の ために は あまりに 弱かった、 

あまりに 美しかった、 その 胸 は、 

つ ひに 醜い むくろ となって しまった。 

ああ、 この 悲劇、 

美しい 心の この 悲劇 i . 

そのために、 わたし、 か弱い この 詩人 は 

捧ぐ ベ き 哀歌 も つ ひに な し 得ず。 

二 七 I 


少女 はかた る， - 

少女 はかた る、 

ゎれは^？をば救はんと、 

世の 迷へ る 人よ、 惱 める 人よ， 

われに 來れ と。 

その美し き 15-、 美しき 心、 

君が の ぞみ のた ふと さは 

ただ 見る 身に も. つれし くて、 

われ も 1^ へん、 をと め 心 を" 

今 m 三た び 胸 を 打ちて 

復響を 誓 ひ、 


明日 はすで に その 敵 を 忘る、 

この 心 こそうれ しけれ。 

智 慧 

裏切りて、 

裏切られて、 

かつ 惑 ひ、 かつ 疑へば、 

心 は 濁り、 黑ず めど も、 . 

時た てば 濁れる 水 も 

いつしか 澄みて、 

清ら けき 流れと ならん。 

すさまじき 時の 篩 は 

やむ こ ともなく 

ふる ひ 落す、 惡と汚 れを • 


惡 しき 友と 惡 しき 心 は 

選り わけられ、 吹きす てらる。 

のこれる は 眞珠、 眞實、 

はなさ じと 胸に 抱かん。 

II 

いく 度び も 裏切られ、』 

いく 度び も 欺かれて、 

心 はかた く、 かたく 石と なる も • 

その 底より 水 は 湧きいで、 ， 

つらぬきて 泉 は 流る。 


鞭 たれ、 打 たれ、 痛められ、」 

裂けし 胸より 血 は 迸る、 

息 もた えだえ、 手足 も ふる ひ、 


ぬか. 


地に ふして、 地に 額 づけ ど、 ， 

.5 のち 

なほ 打てる 生命の 鼓動。 


慰めの 闥 


この 智蔥 に、 この 仰に、 

かずならぬ 身に も 慰め あり、 

迷妄の 心に も 悟り はあり、 

神 はあり、 天國 はあり、 不滅 あり、 

うらら かに 春の 日 は 照る。 

友 淸を歌 ふ 


こころみ 

長き 惑 ひ、 長き 試練、 

若く、 若き 心 を も 

つ ひに は 白き 髮 とする 

この 生の 惱み 痛みの 

その ただなかに、 

常に かたへ に 来て 助け ノ 

いざ、 歩 を あげよ 

なほ 一 度び と、 


ニセ 一一 1 


あ ひ 共に 知れる いつはり もて 

心 を 强め勵 まして、 

さそ 

て 知れぬ に 誘 ひ 出づる 

その 友情 こそ は、 

男子に して 始めて ST へき 

さち 

人の 世の こよな き 幸、 

數 知れぬ 失望に 傷き し 胸に 

ほのかに 卷の波 を 寄せて、 

すべての 疑惑 を も 洗 ひ 去らん。 

異教徒の 聖歌 

悲しみな くして、 いかに 多くの 歳月 はす ごされ けん 

夜 やすく 寢 ねたり し 歳月の いかに 多 かり けん。 

かく も 信 弱く、 汚れし 魂に も、 

時 ありて、 虚ろなる 不安 は 芽ぐみ 来りて、 

せつ  あが 

希求のお も ひい や 切に 湧き上り くる。 


二 七 四 

久しく も あく がれて 迷 ひすぐ せし 

い つ はりのぅる ：？.*しさ-^,!息の .) J とし、 

けがれた る ものよりか へ る は これ 信な り。 

美の 國 はこの 世に あらず、 

この 世に あれ ども 人 は 美と なさず、 

美の 美 を もって 呼ばる る 地 こそ は天國 なれ。 

人、 雪 を もて 美と なすべし、 一 

その 雪の 消えに し 時に 

花咲きみ のる を 美と なすべし、 

され ど 人のお もて かたち を 憎めば 

その 心 はつ ひに 知らむ ともせず。 

この 迷妄の 世に ありて 

われ もす ぐれし 異敎徒 なれば、 

年長く 人 々 と 娼婦 を 競 ひたりし が、 

け ふ、 ゆく りなく も 酒場の 卓に して 


天上の „1 は 魂 を をのの かしめ ぬ。 

すべての 裝ひ、 すべての 飾り、 

みな 地に 棄 てよ、 

さて、 うる はしき 心 は 花咲かん、 

けがれた る もの よりかへ る はこれ 愛な り _„ 


ヒ. 


港督を 抱け る マリア， 

その子 を 抱け る あらゆる 母、 

主の 尊き み 足に 香油 を そそげる 

悔い， おめし マグ ダラの マリア、 

よき となりし あらゆる 汚れし 女、.」 

ダンテが ベア トリ チェ、 

わが 戀人 も、 

いま ぞ なべ て は ひとつなる、 

ここに こそ まことの 愛 あり、 信仰 あり _= 


すべ ての 殉敎 者の 街 ゆく とき、 

あざけり は 雨と 降らむ も、 

そ は 魂のう る はしき 花と 知らず や、 

われら 入み なた はれ 女の .01 き 腕に 

その美 を ひたすら あがめ 奉りて 

.s<? ち  おもて 

まことの 生命の 光に 面を蔽 ふ、 

ああ、 その 迷妄の 永遠に われ を棄 てむ こと を。 

われ 等ね かはくば、 永く たたへ む、 まことの 美 を * 

基督の 聖き心 を 11 

さなり、 基督 こそ は 美の 權化 なれば。 


すべての 豫言 者、 すべての 聖徒、 

めの . 


二 七 五 


産 の や うな 寺 

pi き ひ <  *  /  Ilia 


學 無駄話 

シ ス テ ム、 シ ス テ ム、 また シ ス テム、 

^いて はこ はし、 こ はして は 築く、 

どこ ま で 行 つ て もき りが ない、」 

何とい ふ；^ 屈な 積木 細工 だ。 

1^^ の システム は、 

それが システム である だけで 旣に誤 譲で ある。 」 

世 3^ は 矛盾で 成り立って ゐる、 

なんで 齊 物なん かで 統一 されよう か。 

何でもい い、 抽象名詞 を 一 つ 選んでくれ、. 


二 七 六 

そしたら、 それで おれ は 一 つの 哲學體 を 立てて 見 

せる、 

理性、 意志、 無意識から、 精神 生活まで …… 

ま だま だ 面白 さうな 言葉 は た ん と ある 辔だ。 

口 ジヴク が もし 眞理の 道なら ば 

1 番 ずるい 三百代言が 哲 s^f 者の 王 だ、 . 

理窟 はなん とで もつ く、 

そこで パ ラ ダイ ス の 蛇 は 眞理を かたる。 

どんなに えらい 哲舉者 で も 

齒 痛を訴 へない もの はない と、 . 

シヱク スピア は 意地 惡な奴 だ、 

哲學者 とても 人間 ぢゃ ないか。 

人間 なれば こそ、 その 哲學に 意義が ある、. 

殊に 日本に 多い 書物の 蟲が何 をす る？ 


だが、 また 人間 なれば こそ， その 哲學者 は 

學で 果して 救 はれた か。 

ところが 日本の 哲舉者 は 秀才 ぞろ ひ、 

銀時計に は 値する とも， 

0 ソクラテスの 杯に は 値せ じ、 

喜んで 讀む、 嚙 みに 嘴む、 宇宙の シンまで も" 

篤^^無比のヮグネル先生， 

メ フィス 卜さへ 捨てて おく、 

究 先生の この 至上の 幸福 は 

まさに これ 地上の 樂園 か。 

カント、 へ エゲル、 ス ビノォ ザ、 

一 時 はやった オイ ヴケ ン 、 

コォ ェン、 リップス、 ウィンデルバント、』 

まだまだ あと はたんと ある。 

K めの 0 


の 研究に 差 支へ る 事 は 決してない、 

安んじて 本 を讀み 給へ、 近^ 零度まで。 

殊に 戰- かも すんで、 獨 逸の 本 も績々 くる、」 

ただ、 丸 善で SHI: ふと 少々 高い ばかり だ。 

哲舉 者と は舉觉 これべ ダン 卜 か、 

ベ ダン トの 寝なら、 そんなら 古い ほど まし だ、 

二律背反、 先驗 的、 的々 づ くめで 一 層 何が何だか 分ら 

なくなる、 • 

そこで 立派な 髭の 裝釘を もった 生きた 哲學 辭典が 综敬 

される" 

凡ての もの は、 それ 自ら 矛盾の 上に 成り立って ゐるノ 

これが 人生の 悲しい 約柬 である。 

哲學 とても その 通り、 

畢竟、 哲學 も理智 の文舉 のみ。 

二 七 七  ， 


§ によって 救 はれよう などと 

^のよ い^を 思った の が 抑 も 怪し から ぬ 話 だ、 

それに その 失 の愤り を、 勤 直 讓嚴な 

哲 先生に もつ て ゆくな どと は不 m 千 萬 だ。 

ああ、 眞理は 言葉に なった とき 眞理 でない、 j 

一 3^ はこれ 不立 文字、 

如か じ、 一 切の 言獎を 捨てて、 

自然の 文字 を 讚まん に は。 

露理 はた だ 依 心 傅 心 の 宇宙 の 祕密、 

拈華 微笑 は 韉迦の 皆傳、 

敎外別 傅の 禪に參 じて 

耳なら ずして 閗け、 隻手の を。 

凡ての もの は、 それ 自ら 矛 厨の 上に 成り立って ゐるノ 

これが 人 牛； の 悲しい 約束で ある。 


二 七 八 

それ を 悟らば、 哲學者 を 

そんなに 誹 誇す る もので ない。 

少く とも、 彼の 腦髓と 彼の 近眼と に 敬意 を 表し、 J 

大學 敎授、 文學 博士の 肩書に 一 層 畏れ 入って、」 

お まへの 無學を 恥ぢて ひっこんで ゐろ、 

頭の わるい 詩人よ、 汝、 論理の 不能者よ。 

詩 論 斷 片 

詩 は 誰が 見ても いい と 感じる 詩が いいの だ、」 

心に ぴったり くる 詩、 

忘れよう として 忘れられない 詩、 

おの づと 口にの ぼる 詩、 

それが ほんとの 詩 だ。 

むづ かしい 理窟 をつ けて 感心され る 詩、 


I 


新奇な はやりの 樣式を 機敏に まねた 詩、 

作者の がなければ 誰の 詩 かわからない 詩、 

やかましい テク -1 プクで 小器 用に まとめ あげた 詩、 

そんな 詩 を かくの は 恥 だ" 

誰の 心に も 理窟な し にび つたり くる 詩が いいの だ、」 

自分の 個性の 泉から 湧き出し た 詩が いいの だ、 

自分の 肉體の 一部分で ある やうな 詩が いいの だ、 

それ はま づく とも 意味が あり、 永遠に 古くなら ない 

それでなければ うそ だ、 破って すてて しまへ。 - 

二つの 詩 

丁度 か の 日本 橋の 下 を 流れる 水の やうに、 

この 詩に は、 才氣 がギラ ギラと 上に 浮いて ゐる、 1 

その 石油 は、 日光 を 受けて 

さながら 虹と もまが ふ 光彩の 輪 を ゑが く。 

めの S 


だが、 その 泥水の 上の 魔法の 輪 は、  j 

私に は、 むしろ、 不氣味 だ"  I 

それな くば、 泥水 もな ほ 忍ぶ ことが 出来る、 

その どろどろの 汚淘は 反って その 深さ を 思 はす。 . 

呪 ふべき 才氣 よ、 お まへ は 何とい ふ餘 計な 戯れ事 Q  < 

一 

私の 愛する もの は、 然し、 そこに はない。  一 

田 八お の草徑 のほとりに、 忍びやかに、 

音 もな く 行く、 平凡な 淺ぃ小 流れ"  i 

半ば 草に かくれて、 恥 かし さう に  一 

すくす く 伸びた 靑 蘆の 极 もと を 洗 ふ、 

その 淸ら かな 水の 中に 私 は 住みたい、 私が 魚なら ば * 

幸福な 詩 入に 

身 はけ がら はしい 不倫 を 行 ひっつ 

歌 は 美しい 言雜 でうた ふ、 11 

二 七 九 


それが 詩人に 與 へられた 特灌 であろ ー 

不倫な 戀、 恥 かしい その 行 ひ は 

身 を か へ りみ るに 堪へ ざら しめても、」 

しかも その 歌 は 何とい ふ 美し さ ー 

かくて 詩人 は 幸福で ある、 

彼の 罪 は、 彼の 琴の しらべ を かき^さ わば。 ， 

人の 妻 をばぬ すむ とも、 

友 を きずつけ、 誣 ふると も、 

そ は 詩と は關 係の ない 散文の こと、 

彼の 詩の 世界に は、 ただ 美しい 言 紫で 十分で ある- 

ああ、 詩人で ない もの は禍 ひで ある ー 

世俗の 道 德の軛 にか けられて 

地蟲の や- 「に いて ゐる 

俗人 どもの、 何たる 悲慘！ 

され ど、 その 悲， 鰺の 中に 惱 みて 


二八 〇 

まことの 人生の 痛み、 深み を さぐる 

俗人 こそ は、 「生の 詩人」 か 11 

そして 詩人 は、 ただの 「詩の 死 入」 か、 

若し、 詩人が その 生活の 底に 徹せず、 

水 革 か、 藻の 花の 美し さもて 人 を あざむき、 

その 魂の 底の 泥土の、 濺 める もの を、. 

闇 をば 見 じと 服 ふたげば。 

或る 靑年 詩人に 

自分の 着物 を 驚る がよ い、 

自分の 隋 子 を かぶる がよ い、 

さう して 自分の 靴で 歩いて 行け、 

それでこそ は 一 人前 だ、 

何 だ、 君の その ざま は！ 

なるほど^；^の蔚物は風變りだね、 


if 年の， M ル ハ ァ レンの 薄物の やう だな、 . 

それから 君の 精子 はすて き だ、 

ホイ f ト マンの とそつ くり ぢ やない か、 

それから 君の 靴はト 口 オペ ル のの やう だな、 

すてき！ すてき！ 

さう して 君の 步 いて ゐる姿 を 見る と、 

僕 は ホイ ヴト マ ン 先生 ぢ やない かと 思って 

すんでの こと 精子に 手 を かけよう とした 位 だ、」 

また， M ル ハァレ ン 先生 ぢ やない かと 思って 

わざわざ 後戾 りして 顏を 親き 込んだ 位 だ。 

だが、 君 はやつ ばり 君だった、 

昔の ままの、 初心な 素直な 君だった。 

僕 は 君が 好きだよ、 

君の まだ 髭 も 生えな い 色の 黑ぃ 顔が 好きだ よ、 i 

だが 君、 その ざま は 何 だ？ 

君 は それで おれ はえら いと 思って みるの か？ 

大變辱 息の 荒い こと を 言って、 


まるで 地球 を 手玉にと つて ゐる やうな こと を 言つ てる 

ぢ やない か、 

それ だから 君 は 可愛い よ。 

だが、 そのまま では 飛んだ ことになる ぜ、 

僕 は それが 氣の 毒で ならな いんだ。 

まあ 少し 考へ たまへ よ、 

，ヱル ハァレ ンの 着物 を 着た つて， M ル ハ ァ レンに はなれ 

ない、 

ホイット マ ンの 帽子 を かぶった つて ホイ プト マンに はな 

し.、 乂、、  , 

たと へ 一寸の 間 買 ひ 被って 貰へ る ことが 出來 たって 

そんな 恥辱が どうして 君の 光榮 になる？ 

それより やつば り 君の 着物 を 着て、 

君の 精子 を かぶって、 

君の 靴 を は い て 歩きた ま へ！ 

どんなに 見すぼらしから うと、 貧弱 だら うと、 

S 分が 自分で ゐ ると い ふ ことほ ど、 


それほど 誇るべき 光榮 はない 箬 だ、 

第一 、 どんなに 氣安 いか 知れない ぜ、 

僕の 言 ひ た い こ と は これ だけ だよ" 

昔の ままの、 初心な素^^な靑年詩人、 

^は $c か始き だ、 けれども 君、 

，ヱ ルハァ レンの 着物の 中から 乳の 臭 ひがしたり 

ホイ プト マンの 帽子の 下から その 色の 黑ぃ 

子供ら しい 顔が の そいて ゐ たりす るの を 見る と、 

どうも 我慢が 出來 なくなる 11 

腹が立つ からで はない、 實は 可笑しい から I . 

それで こん な餘 計な 忠吿も して 見る の だ • 

&: 分の こと、 a: 分の こと、 

g: 分が 自分で ゐる こと だ ー 

ではさ^ うなら ー 

前途 有 Si の 货 年 詩人 11 

(一 九 I 九 年 十二月 二日) 


道化 帽を かぶって 

御存知の 道化者 

笑 ひが 種切れ だ、 これで はならぬ、 

道化 精 を かぶって、 

先づ この 拙者が まかり 出る、 

>  ,y がわら 

笑へ ぬお 方 は 苦笑 ひで もな され。 

天 才 S 謠〕 

きちが ひ、 出て 来い、 出て 來ぃ、 

天才に してやる ぞ、 

ち ァま 

天才の 菓子 は 甘い ぞ 

おなか をく だしても 知らん ぞ。 


一 II 


こ の 經濟知 らぬを 見て 御 if 


ジ 


ッ プ (童 謠) 


毛唐 毛唐と 莫迦に した 

毛唐が ジャ： フを とっちめる、 

チャン コロ、 ョボ よと 莫迹 にすな 

今に 倭人 ども を とっちめる ぞ。 

詩人 貧乏 

縱 につめた が 散文で、 

横にのば すが 詩で せう か。 

この 紙の 高價な 時節 がら、 

まあ、 なんて 勿體 ない、 餘白 だらけ < 

さて こそ、 詩人 は 貧乏よ、 


五 


太陽の 黒點 

太陽の 黑點、 澆季、 澆季、 世は澆 季だノ 

無茶に 装い かとお も ふ と 滅法 暑 い 、 

て んで 調節が とれな くな つてし まつ た" 

そこで 人の 心 も 御同樣 調子外れ、 

無法に 熱くな つた 奴 は 戰爭、 暗殺、 過激 思想、 

無茶に 冷たくな つた 奴 は保險 鬼、 色魔、 高利 貸、 j 

ああ これ もみん な 太陽の 黑黏 からだ" 

泣きたい けれど、  - 

泣かずに、 いっそ、 笑 ひませ う、 

泣く の はから だに 毒 だから。 


を かしき 發作 

女子の 身に とき ごとの 煩 ひ ある が 如く 

われの 心 またとき ごとの 惱 みあり、 

そ はわが 女性的なる 心の 罰な ろか、 

知らず、 知らね ど 止む るすべ なし" 

そ の H 來れば 堪 へ 忍び しすべ て が 憤ろ しく、 

あなど 

入み なわれ を 侮る とお も ひ、 

卑しき 人々 の 誹りの 身 を^も ごとく 

彼等 を 1 擧 にして とりひしがん とし 

反つ て 平 半； の 鋭 さ を 失 へ ども、 

なほ その 心 やむ こと を 知らず、 

かくて われ は ユウ モラ スな文 を つづりて 

これに 題して 「手 套を投 ぐ」 とせり。 

友 は 笑へ り、 われ も 笑 ひぬ。 

かくて 癒えたり、 わがと きごとの 


二八 i: 

を かしき 發作、 ヒス テ リイの 發作 11 

これ もまた わが 詩 入 なれば か、 

彼等 はわれ を 詩人に あらず と 蔭口 すれ ど。 

「弱 氣」 である 私 は 

人に 笑 はれよう が 誹られよ うが、 

齒！： k- にも かけない つもり だ。 

これが、 人間 社 同人の 用語 例に 從 へば、. 

極端に 「弱：； HI である 私の、 

自分 を 完成して 行く 爲 めの 

何よりの 修養な の だ。 

弱い とい ふこと は罪惡 だ、 

弱い もの はつひに 自己 を 牛： きない、 ， 

いつも 人の 鼻息ば かり 伺って、 

卑屈と 生ぬるい 妥協との 


泥沼に 喘がなければ ならぬ。 

その あさまし さ を 私は餘 りに 知りす ぎて ゐる。 

人間の 惡 意と 嘲笑との 中に、 

自信 を もつ て 突立つ 時、 

そこに 男子が ある。 

弱い もの は 世間に 虐げられ るより は、 

むしろ 自分 自. ij„ ^によって 一 層 虐げられる。 

その おどおどした^ 付！ 

何と いふ 醜 さ だら う。 

私 は その 醜 さを餘 りに 知りす ぎて ゐる 0 


强 くなら なけれ はならぬ、 

より 强く、 更により 强 く！ 

碎 けても 岩に ぶッ 突かれ。 

粉微塵に 碎け 散れ。 

碎 けても 自分 を 曲げるな！ 


0 め 


の 


私 は 「弱 氣」 の あさましい 醜い この 自分 を 

この 烈し い 言葉 を 以て 叱陀 する。 

もう 私 は 人に 笑 はれよう が 誹られよ 5 が、 

齒 1^ にも かけない つもり だ"  t 


二八 五 


澄める 靑筌 


天地の 寂び にした しめば 

詩の ここ ろ はなく もがな、 

天地 を かぎる 我の なくば 

われ も雜ず ゑの 露の m。 


亨 

この 第に 收 めた 詩 は、 すべて 本年に 入って からの 新作 

のみで ある 。巾に は！  二、 舊 稿に 屬 する もの も あるが、 

それ もみな 未發 表の ものの みで ある。 

1 つの 詩集 は、 出來る 事なら ば、 その 第 獨特の 意義 を 

有ちたい ものである。 I つ 1 つ の^^に、 それぞれ異った 

特色が 见 出されるならば、 そして それによ つて その 詩人 

の內 生活の 開展 と、 努力 精進の あとと が 見出されるなら 

ば、 まことに よろこばしい 事で ある。 ねが はくば、 私の 

第 もさう ぁリた いもので ある。 

私の 心境 も、 今 刻々 に 推移して 行かう として ゐる。 そ 

して、 今日 現在の 私の 心境 は、 この 集に よって 推斷 して 

いただいて、 毫も 不服 はない。 

私の 心 も、 今や 漸く、 日に日に 靜 平になら うとして ゐ 

る。 そして、 更に 淸澄 になり、 更に 透徹した いもので あ 

S める 青空 


る。 この 希 願 を もって、 朝夕、 私 はわが 喾齋の 窓から 方 

1 ^の靑 ^を のぞむ ので ある。 

澄める ifln; 空 一 ■ それ は 今、 私の 魂の 上に、 底， 成く、 且 

つ うらら かに かかる。 私の 魂 は、 _^ を 失 つた B の やうに、 

今 その 靑空を 仰いで 馱ふ、 その 欲が、 ここに 鎮められた 

大部分で ある。 げに、 その i^E: 空 こそ、 私の ロ夜魏 する 

永劫 無限の 世界の 象徵 でなければ ならない。 おも ふに、 

かの 無限の 大氣の 中に、 私の 魂が、 芥子 粒の 1 鮎と して 

溶け 去る の 日、 私の まことの 生命 は、 そこに はじまる で 

あらう 0 

私 は 今 非常に 孤 獨な氣 持で ある。 昔ながら の孤獨 寂.：^ 

であるが、 今 は 口に 口に その 寂 { ^の 影が #を 包む のを感 

ずる。 詩人と して、 ？ 4 は 依然として、 ここの 土地に 於け 

る 異邦人で ある。， 今 は 理解され ようと 望む 心 もない。 反 

つて、 ますます 同時代の 詩 流と 逆行して、 愈々 その 理解 

に 難い 方向へ とむ かふ。 だが、 たと ひ；^ の 行 手 は、 冷た 

い 純白の 北極で あらう とも、 私 は ましく  5^ んで 行か 

二八 九 


i いかなる， 巡 命に も、 敢然と して 立ち 向 はう。 ふ、 

nl:- の 生 を 求め、 求53の！^^を獨リ往かぅ。 これが 私の IS 

ふへ奴^^!^3でぁる。 を 求めて 行く 者の めざす 境 は、 詩 

欲の^ W おで はない。 その^^で、 私が 1 般に 解せられ 

る の 詩人に 滿 足出來 なくな つ た の は 至？ である 。今、 

；?^ は I つ の 大きな * 矛 15 に 相 面して ゐる …… 。 

私が 前 ％ 「慰めの 國」 で 初めて した 新しい 詩 風 1 

かの「_ゃ11」ゃ「秋の=:の午後」の ゃぅな作品が代^！^してゐる 

11 を^>^するぉ^の：|^^は、 この の 叢書と しての 性質 

上、 その 一 一； の 外、 すべて これ を 次ぎの 藥 のために 保留 

して、 こ こに は 比較的 短 章に 賜す る ものの みを收 めた。 

そして、 如上の 私の 新 傾向 は、 その 破捿的 態度、 その 自 

と 放^の 故 を 以て、 畏友 福士 iiil. 次郞^ 達の 非難 を 得た 

が、 さう した 行き方 も、 前に 述べた やうな 私の 現在の 心 

持 を か ヘリみ たなら ば、 自然の 發现 である 事が かれる 

であらう。 § ^題 は 項 末な 形式の 上に 存 しないで、 その 根 

本 の 精祌、 そ の 信念、 そ の 生き方 のト： に存 する であらう。 


二 九 〇 

ディ t ヅング  ヮ アル ハイト 

私 は 今、 一詩」 ょリも r 眞」 を赏ん じて ゐる。 

そして 眞と は？ それ を 今 私 は 語るべき であらう か？ 

然し、 それ を 語る 前に、 私 は それ を眞に 知らなければ な 

ら ない。 K"、 まの あた リ それ を：： 《 附 しなければ ならない 

…； 今？ は 弱小な 1 求道者に 過ぎない。 

さ 

天地の 寂び にした しめば 

«■ た 

詩の こころ はなく もがな、 

天地 を かぎる 我の なくば 

われ も 葉ず ゑの 露の 玉。 

大正 十 一 年 八月 


註。 本 集 は 一 九 1 一一 ー年丸月「現代詩-..}:ぉ^?1」中の 一 «1-/J して 刊行 0 


澄 め る 靑 空 


寂 寞 道 

日^れて 途 遠し、 

ゆけ ども ゆけ ども てし な ぃ路、 

夕 ぐれの-ま は 紫色に かがやいて ゐる。 . 

かた . 

都の 方 を のぞめ ども 

{t^ を かぎる は黑ぃ 森の かげ、 ， 

1 つの あかり も われ を 導かず。 

舂は 菜種の 畑 越えて 

櫻の 丘に そそり 立つ 洋館の 上、 

靑 (T^ はわが K 布 望 をば 照り か へ したに ：… 

S める 青空 


野も|1も今は1£^の^|ラ„_3^色、 

ほのかに 忍びよ る 夕閽の もとに 

It は 紫色に かがやいて ゐる。 

「曰 暮れて 途ー 返し、 わが 生 1^ に蹉， & たり」 と 

昔の 人の 歎息が 

また あたらし くわが 心から 湧き あがる。 . 

いっか わたしの 心も衰 へて 

中年の 阪に ちかづけば、 

ある 限りの 膝 を もて 

遠い 野の か た に 叫んだ あとの 寂 裏、， 

ああ、 果てしな いその 寂寥 …… 

それ は 昔の 寂 察と はちが ふ、 

ありあまる 力の 抑 u の 生む それと はちが ふ- 

それ は 徒， S  せられた^  力の  14!  隙から 生れる 
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ロスト、 ロスト！ 滅入る やうな この 签虚感 …… 

心に の こる 思 ひ 出 は 

ああ、 ただにが し ：： 

そのに が い ひ 出さへ も 

今 はなつ かし、 うつくしし。 

£^ひ出か、 それが 生か、 

あか 

の ^の 反映の ゎづ かに 心 を 紅く いろどる も暫 し、 

いま、 は黑 み、 路は 遠し。 

人里 はなれ、 雪の 沙漠 を 

この 寂- 忽 をいだ きしめ 

ひとり 汕」 れば、 つ ひに 行く^ はこれ ぞと 知る。， 

寂. 誕 一の 冬の 色、 孤躅の 夜陰、 

更に 濃く なれ、.^  く なれ！ わが 行 手に も、 』 


二 九 二 

人影な く、 荒凉の 雪の 野に も、 なほ 路 はあり。 

行け、 この 寂寞 道 を！ 

この 路を 行かす ば、 つ ひに 道 をえ じ I 

身 は 凍る とも、 いかに 心 はつらく とも。 

日暮れて 途 遠し、 

凍る 心に、 凍る 眼に 

夕 ぐれの 雪 は 紫色に かがやいて ゐる …ミ 

ここ は 何でも 凍つ てし まふ 

愛 も、 夢想 も、 生す らもみ な 氷と なって しま ふ- 

氷海の 上 を 漂 ふ 氷塊の I つ 一つに 

私 は 見分ける、 

失 はれて 久しい 私の 物 を、 私の 舊 知の 友 を。 


メタ n* ルフ ォォゼ 

ああ、 淨ら かな 變 形！ 

すべて はこ こに 永遠の 象 をと り 

.5 ぶ *-  * た 

永遠の 息吹 を わが 方に おくる、 

.S ぶき  . 

あまりに 冷たい 死の 息吹 を！ 

く じ ゃラ 

し 力 もこの 寂 0 の 中に まことの 生 は はじまる ー 

槳譽は ただこれ 一吹きの 風、 

愛撫の や はら かな 手の 励き も スクリ インの I 過、 

燃える 瞳 も， お明け に は 消え ると もしび —— 

今、 われ 凝然 たる 不動の 中に 合掌 瞑目 をね が ひ、 

動き の 中に のみ 生きる も の を 死なし む！ 

北極の 永よ、 私の 墳墓よ、 

； はおん みに 挨 一砂 をお くる、 

おんみ こそ、 苦惱を 滅ぼす 湼槃 なれば。 

され ど、 一切の 情の 殺戮 者なる おんみの ところでは 

a める 青空 


そ の 挨^す らも 凍 つてし ま ふ。 

グ 7 

おお、 孤獨の M! 

ここに は 凡ての 熱 火 は 冷却し 

すべての 哀哭 も沈默 する I . 

生 は 凝結し、 美 は 沈 靜に歸 す、 ， 

無上の 沈 默、 無上の 冷感！ 

すべての 甘美な 感傷の 詩人 は 

これ を 孤 獨 の 北極に おくれ、 

彼 はこ こに 死して、 死の 中に 甦る であらう、 

永久に 若さ をつつ む 七贯の 氷の 屮に、 I . 

靑春 はた だ 氷の 中に のみ 保存され る。 

不滅の ユウ トビ アン を もこ こに れ、 

こ こで 汝の 道化 もまた 不滅で ある， 

汝 の惡德 も、 汝の 汚濁 も、 汝の 無力 も。 
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不滅の 使徒 は、 また 天才の 美と、 聖者の 德とを 要す、， 

が 1:1;^ の. 氷 は、 その 理をも 汝に敎 へる であらう。 

かずかずの 若さが 築く ユウ トビ ァ、 

それ はた だ 氷の 中に のみた もたれる 花で ある、 

さながらの、 これ は 花氷、 紅ゐに また 紫に 

氷の 1^ 蔽 とひら く、 ひらいて はまた 妻む ことなし、」 

この 孤 II の 行の 屮に、 この 無 感無覺 の 中に。 

さらばよ し、 私の 魂 を 永く 氷 中に 封じ込めて 

無：聪 の 無窮まで ねむりつ づけよう、 

かくて われ 牛； くべ し、 この 孤 li の 氷の 中に、 

ああ、 冷然と して、 合掌^ □! しつつ〕 

. I かくて、 沈默の 昔樂は 永久に 鳴り 饗 くで あらう。 に 

m 銘 


二 九 四 

私の なかに 

いかに 多くの もの は 死んで 行った か I 

X る あかり 

夜、 灯 を 消して 

頭 を 枕に うづめ ると き、 

； 5$ は 今一 夜 を 死ぬ るの を 知る、 

L 力 も、 .V こ」 や 力に 

朝の 日 かげと ともに よみが へ る 時、 

私 は.： ni 分の 脈搏の いかに カづ よき か を 知る Q 

され ど、 その 息 づく假 死のう ち 

我が身の 底に 

いかに 多く ものが 死ねる か を 知ら^ i '1 

旣に、 旣に、 多くの もの は 死んで 行った、」 

秋來る ごとに 

； 1^ は 彼等の なきが ら を認 む、 

我が 心の 雜 革の 中に、 

さながら 蟲の ごとくに 横 はるを。 


3 た 

秋 来る ごとに 

私 はわが 死者 をいた みっつ 堙む" 

そ は、 わが 魂の 細胞な り、 

わが 夢想な り、 希望な り、 また 愛な り、 

われ 涙しつつ その 墓碑に 銘す、 

秋來る ごとに。 


秋 は 私の 季節で ある、 

光り はいよ いよ 没んで 齊 く 

風 は 私語に ま でしめ やぎ 

靈 性の^いよ いよ^え て 

心 ほがらかになる、 

ああ、 秋、 靈 魂の 秋！ 

木の £K の 熟れる 秋 

め る 13 空 


とりいれの ゆたかな 秋、 

それ は 私の 秋で ない。 

に は、 私の 生の 不作 も 何で あらう、 

寂然と して、 ひとり 瞑想に 耽る とき、 

M だ  た... し；^ 

ああ、 ^る、 秋の 靈魂！ 


靑 空 を 慕 ふ 


澄め る 靑 {.^ —— か ぎり な く 

ひろがり 深む { 仝 こそ は、 わが 故鄉 か。 

あ- ，ぶし 

ああ、 永遠の 象徴よ、 汝れ、 责く 澄む {登1 

無限なる ものの .-— おそらく は祌の 11 姿して- 

かく も ほ がらに われに のぞめば。 


あまりに 地上の 賤 しければ、 

ひとへ に、 靑空 にの み 心 はむか ふ。 

わが 心 も、 今、 ひと 日 ひと：：！ に 

二 九 五 


宵 ^-の 如 く^まん こと をお も ふ。 

ほがらかに， 没まん こと をね がふ 0 

靑空を 仰ぐ ごとに 

ふ. と 

^近し とお も ふ .：： 

われ もまた、 旅路の 果て も 遠から じ、 

かの 1 抹の 雲と 化し 去る 日 は 

いか に^しく、 いかに 樂 しいで あらう。 

水と なった シェ リイ *ァ ドネ ェ ス、 

火と な つた ェムぺ ドク レ エス、 

ある は 木と なり となる 

古い 神話 さへ も 身に なつかしく、 

あと すがた 

われ も 今、 原の 象に あこがれる。 

地の 賤 しさに 力つ く 角力 者の 世に も あれば、 

神話の 國の 澄み わ たる 故郷 P し 0 


二 九 六 

私 も 行か-つ、 ェ リ ジゥ 厶に  . 

薔薇い ろの 光の なかに 

われ も 光と なりて 舞 ふため。 

され ど、 德 なきものの、 それ も 甲斐な し。 

德も なく、 悟り もなくて、 土と なる 

わが 身の 果て は II  I 抹の灰 ともあれ、 

しかもつ ひに は、 われ も 龔 ともなる であらう ミほ 

かぎりなく 澄める 靑 {T^、 仰ぎ みれば、 

私の 心 は 雲と なる、 この 身の ままに 

篱と 溶け 入る、 かの 靑ぃ 無窮の 中に。 

月夜の 靑桐 

仰げば {さ はるかな り、 

月 幽か、 光 ほのかに ちらば ふ 中に 

まるく 大きく 觀る 影、 


靑桐 の^に かかる 夜の かげ 

さや さやと ひそめき 語る その 言 紫、 

いま はお のれ も 解し 得たり。 

て.. 5 ち さび 

天地の 寂に したしめば 

月に 心 もしめ やぎつ。 

月 遠く、 光 は 近し、 行く 道い かに 

遠くと も、 救 ひ は 身に ぞ 射し 込む。 

さや さやと 夜風に ふれて 桐の 葉 は 鳴る 

きらきらと 光に ふれて 露 はきら めく。 

てんち , .V 

天地 を かきる 我の なくば 

われ も 紫 末の 露の 玉。 

仰げば ^はるかな り、 

月の 夜の 靑 桐の もと。 

^める 青空 


夕暮感 

夕 慕の 甘い 憂譖 は 現 上に 一!s- おろす、」 

それ は 夏の 盛りで も、 いつも 秋 だ、 

秋 は その 夕暮の 半時 間 を 胸 一 杯になる" 

が 白けて、 黑ぃ 細い 木の 枝の 網 を 

數 限りなく 張らせて ゐる 中に 動いて ゐた 

木の 紫が、 ただ その し 鳴り しづめ、 

それが 全く 黑ぃ 物影と なる までの 半時 間、 

私の 胸に 寄せく る 霧 は 秋の 匂 ひで ある。 

夕暮 ごとに、 私は遙 かな 1  事物に 思 ひ を馳す _ 

無限な ろ もの の 呼吸 を 身に 近く 感ずる、 

頭腦は 眠って、 ただ 心情の みが 脈う つと き 

の 心 はつねに 秋思の 靑樂 となる。 

旣に、 十 年の 昔 もさう であった、 

二 九 七 


そのと き 私 は 夕^の 甘い^ 驗を 歌に 出した、 

今、 私 はタ. ¥ の ^時 をた のしみ 味 は ひ 

i;^ の 敬が： W の 上に 死ぬ の を か へ りみ ない。 

たそがれの 時 

« でもな く、 夜で もない 時、 

塞よりも しめ やかに 

よる 

夜よりも； ii- い 時、 

すべて は、 遠く、 遠くお ぼめ き、 

しかもより 近く わが 心に つながる 

した はしいた そがれの 時！ 

晝に 生れず、 夜に 生れず、 . 

たそがれの 時に のみ 

わが 身に ふれる 影が ある、 

かげろ ふの ありな しの 影 I . 


二 九 八 

永遠の 影ぞぉ ぼめ く、 

心 なごめる そのた そがれに I 

澄 心 

年を經 て、 世の 寂し さの 限りき はめて、 

さし も 私の 悲しみ も、 今 は 心の底 if く 

»dn-  ，* な * こ 

さながら 薛が 水底に 澱む が 如く 澱んで は、 

かって あんなに も 表面に 浮いて ゐた 

あの あさましい 煩惱の 淘 りも暫 し 失 ふ。 

身の 弱さ、 今な ほ 少しで も 振り 動かせば 

ゆらゆらと のぼって くる、 古い 私の 悲しみ は 

ああ、 やつば り そこに、 寂し さの 壷の 底より。 

だが、 今 は 私も靜 かになら うとす る …… 

」ん ち の，  ひじ リ 

穴 地の 法 を 身に かねし 高き 聖の道 をお もうて。 


靜 かに、 靜 かに、 つらい 運命 を堪 へしの ぶ 

心 は 長い 年月の 霜に 嵐に 鍛 へられた か、 

ほ- 

今 は 悲しい 人の 世 も、 おのれ もお なじ 微笑の み、 J 

天地の 法に したが ひて、 安らかに 生きて 行かう、」 

久遠 淨 土の 光の もとに 世 をば ながめて。 

故人 を 憶 ふ 

きた ， 

秋來る ごとに 

高く 澄む {昼 を のぞんで、 

私 は 多くの 逝け る 人 を 思 ひ 出す。 

秋 を 重ねる こと 今や 三十に して、 

あまりに 多くの 入 はすで に 逝った ー 

十七に して 死に 近づく 歌 を 作りし もの を殘 して Q 一 


I 日 不幸に して 敵と なって 別れた 友 も、 

思 ひ 出づれ ば、 今い かにな つかしき ぞ。 

おもへば、 不思 な ことで ある、 

彼等 わが 目より 遠く 遠く 消え失せ ての ち 

いよいよ 心に P しく  ばる ると は！ 

まことに 死 こそ はやさし き 狩 和 者、 死者の 思 ひ 出 は 

近親の 心に 尊く、 年：， 母に 精 靈を祀 らしめ ると も 11 

なぜ 相 別れた 死者が かく も 身に 親しく 感じられる であ 

らう？ 

彼等 その 肉 身の 鑿 縛 をの がれ たれば 

靈の 力た かまり て、 よく わが 靈に ふれる のか、 

はた われ、 旣に 地上の 外に 一 歩 踏み出した のか。 


その 世に ありし日に は 厭 はしかった 性情の 友 も、 』  秋來る ごとに、 
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私の の 吸 は 

お ^ はるかに 多くの 逝け る 者の 姿 を のぞむ。 

永遠の 思慕 

ej^ て 知れぬ もの わが 身 をめ ぐる、 - 

底知れぬ もの 上に ひろ ごる —— 

9  あめつち 

ひみる だに おそろし きこの 天地の 

無^の ひろがりの 中の 芥子 粒の igf として 

^き 出で て うごめく もの —— これが この 身 か。 

時 問の 海の はかなき 泡と 湧き出で て  . 

永fi^にぃたらんとねがふ！ 

二 

身 をめ ぐり ほのかなる 影 はお ぼめ く、 

13 ふ^をと、 り へんと つとむれ ど 甲斐な し。 


てのひら 

掌 を ひらけば、 つねにた だ 物影 もな し、 

さ-り 

見る は 蓮な き 身 の ほど を 語る 手の 筋の み。 

ああ、 そ はかげろ ふか 幻 か、  3： に 見えぬ 影！ 

ありと しも 兑 えぬ イデア の 影 を のぞみ 

この 世に てまの あたり 神に まみえん とねが ふ一 

-! 

朝に 夕に、 雲と 湧き、 風と 生れ、 

水と 流れ、 木の 紫と 現じ、 

月と かがやき、 露と おく、 

.^^p^) ) , , すが： H かたち 

天站の あやしき 現 象 を 見つつ 

ああ、 更に 何 を 見ん とする。 

あめつち ここ ろ 

天地の 意 はこ こに 刻まれて 

神 の すが たも 見 ゆ る も の を。 

四 

力き りなき 靑 の 光の もとこな ま 


ああ、 更に 何 を 望む や。 影の 影 を 追うて、 

むなしく も 喘ぎ つとむる 天と地の 佚 儒！ 

芥子 粒の 世界の 中に なほ 無窮の さ-の 象 宿る。 

i  に は たづみ 

見よ、 方 一 尺の、 行 涼に もうつ る靑 {<^！ 

永遠 は 時間の 如く、 時間 は 永遠の 如し。 

5 ち  ！？っ 

汝は 神の 衷 にあら はれ、 神 は 汝の衷 にあら はる。 

五 

た *<し ひ 

遠き 影 こそ 身に 近き 身 の靈 魂の 影なる を、 

ただ、 身の 鏡く もる ゆ ゑ 神の 姿 は 見え わかず。 

待てし ばし、 汝 が^の を はりの 日に は、 

その 影ぞ、 おの づ から 汝れに 来べき を、 

いな、 靑 {！^； に 溶け 入る 日、 汝 れみづ から ぞ その 影なる 0 

あめつ あ  が 

天地 をへ だつ 我 を だに ほろぼせば 

汝れも 行く 雲、 流れ 水。 

S める mw 空 


三月、 四月、 五月、 六月 は 過ぎた、 ， 

いま は 七月、 わが 生の 夏 11 

七月の さかりに 早 や 秋の 來て 

木の 龍 黄ばむ よ、 その 病 葉 は。 

わく-,；. は 

病 葉 は バサリ と 音して 

わが 心の 庭 を 秋に いろどる i - 

その ながめさへ、 今 は 心 を おどろかせ もせず、 

春す でに 秋な りし もの、 われ なれば" - 

わがす る 業 は is しき か？ …… 

r 穴ェ しく も、 なほ 働かう、 苦しまう I」 

けなけ 

健氣な 心よ！ され ど • 肉 は 弱い、 

お まへ は 疲れた —— すべての 無理 は、 二重に 人を疲 


ら.^ ！ 

「^しく も、 なほ 働かう、 苦しまう！」 

この 健：； M なヒ 口 イズムの 下に は 

なほめ めしい {tr たのみが ひそんで ゐる、 

それ を も搔き 捨てよ、 鋭い 目 もて しらべつつ。 

恥づ らく は、 常に 名^に 饿 ゑて 

かって 酬い を 忘れえぬ みにくい 心よ、 . 

それが 菜 却の 詩人の 本體 である 11 

^離の 讃美の 下に は、 いかなる 妄執 かひ そむ ー 

みにくい 心、 あさまし きわれ、 

澄み わたれ、 さらに、 ほがらか になれ。 

そして、 病頻の ごとくお まへの 望 は 落つ ると も 

靜 かに 微笑んで 言へ、 「それでい い！」 と …… 


11 一 〇 二 

鳥の 巢 

55^ の 胸 は 鳥の 巢 である、 

そこに 嘴の 太いみ にくい 鳥が 棲み 

たえ 問な しに 一な 卵 を 生む。 

私の胸の鳥は？：3^^、  g| か、 いな、 

ノ ァの 洪水で：^ んだ 箬 の惡 鳥、 

い つも しゃがれ た 聲で啼 きさ わぐ。 

惡 鳥の 熱に かへ されて、 その 藥 一杯に 

生みつ けられた 卵の殻の 中から 

た え 間な し に&黑 な 鳥が 出て くる。 

ああ、 神聖な ェ， テルに よって 彼等 を 追 ふまで は 

； の 胸は惡 鳥の 雄 家で ある。 


そして その 惡 鳥の 名 は煩惱 である。 . 

春で ある 

春で ある" 一 冬の 1^ 々たる 冬眠から さめて 

書 齋の穴 を 這 ひ 出した 細長い 詩人が、 . 

土と、 草と、 水との 上 を 滑って 行き 

綠の 丘の 綠の 稍から、 四方 を 窺へば、 

春で ある。 ああ、 いかに 長 かりし 冬眠 ぞ、 

その {. ^しい 假 死のう ちに、 いかに 世界 はー變 した こと 

ぞ， 

何と 驚いた ことか 11 世 は、 旣に 春で ある。 

書物よ、 さやうなら！ これから 自然 を 私は讀 むんだ。 

麥 生の 中 

むぎ また 

靑々 とした 麥圃 の麥の 波間に 

澄める 青空 


こっそり かくれて 何 をす る？ 

小さな 黑な 頭が ひとつ 

ぴ よいと 引 込んで、 またびよ いと 出て 

しきりに 動く、 しきりに 搖れ る、 I . 

あれ は 土から はじけ 出た 春の 子供 だ。 

土から 飛び出たい たづら もの は 

雲 崔の巢 でも さがして ゐる のか しら？ 

靑ぃ麥 の 波間にお もしろ さう に 

ボッ カリ 浮いたり 沈んだり、 II 

大海の 中に 漂 ふ 椰子の 實か —— 

あの 眞黑な 頭 ひとつに、 春が みごもって ゐる。 」 

むぎ はた むぎ ふ 

靑々 とした 嵐の 麥 生の 海の 

あ の 厲黑な か あいらしい I！ 流 物 へ 

靑ぃ 波が さわ さわ 搖れて 行く I . 

おや、 何 だら うと 見て ゐ ると 

iiioni 


ゥゥ ：：•• と ふざける やうな 犬の g!i …… 

—— はは ァ、 い たづら 仲 問 だ" 

丘の 上に^ 折して、 行 きづ まった 春の 詩人が 

「おれの 詩 ihP 涸れた か …… 」 と 悲しみながら 

見る ともなし に 兌 わたす 野邊 の 1 . 

彼の 視線の 中心 をな す、 

麥 生の 屮に樂 しく ゆらいで ゐる 

小 さな い たづ らもの の 眞黑な 頭 1 

「ああ、 おれ も 子供に なりたい I . 

—— あれが 詩なん だ、 あの 子供の い たづら が ー 

睡蓮の 花 

夫婦と い ふ もの は 寂し いもの だ 

殊に 滿 足し 合って ゐる 夫婦と いふ もの は。 


1!!〇 四 

生活の 喜び は 年 々 に 少なくなる、 

かへ つて 大きな 變動 でもあって くれれば いいと 

そんな 事 さへ 考 へる 程、 いっか 二人の 心に は、， 

何とも 言へ ない 寂寥が 襲って 來てゐ た。 

1 緒に なつてから、 もう 七 八 年、 

まだ 子 もな く、 財產 もな く、 地位 もない、 . 

やつば り 昔の 通りの © しい 夫婦 暮 しの 

來る日 も 來る曰 もが、 ただ 單 調に、 

無意味に、 味氣 なく、 流れて 行く の だ" 

夫の 心 は 仕事に 疲れる 毎に ものうく 沈んで 來て 

たまたま 嵐の やうに 荒れる こ とが あ つ て も、 

妻の 心 はも はや それ を靜 かに ぢ つと 眺めて ゐる。 

或 日、 さう した 嵐の 過ぎた 後の 日で ある、 

「何處 かへ 行って 見よう か」 と、 めづ らしく も、 

出不精の 夫が 妻に やさしく 誘 ひかけ ると、 

妻 は 喜んで、 いそいそと 白粉 を 塗りに かかった。 


省線の 電車 に^って、 と ある 近郊の 遊^に 行って、 

杉の 木の 高く すくす くと 群れ 茂った 中 を 

歷ゃ 蒲の 生 ひ 重った 池の ほとりに 出て 行った 時、 

ふと 何が なしに、 夫 は 妻の 姿 を かへ りみ て 思った， 

「これが 人生 だ、 自分 もこん な 地味な 人間に なった の 

だ …… 」 

やがて 疲れて ベンチに 腰かけて 妻 は 言った、 

「ま ァ、 御らん なさい、 睡蓮の 花が 咲いて ゐ ます」 

河 骨 や 蒲の 問に、 ほの 白く 睡蓮の 花が I つ 

しづかに 浮んで ゐる、 夫もぢ つと それ を 眺めた、 

そして 顏 見合せ て、 二人 は …… 默 つて 微笑んだ… •： 

海濱の 初秋 

まづ、 秋 は 木の葉に お とづれ 來て、 

小さく 小さくな つた 木の葉が 

大 {1! にたより なく 顫 へて ゐる、 

澄める ls« 空  /  . 


揭 色に まろ めら れた枯 紫が 

ばさりと 窓から 叠の 上へ 落ちる、 

ちゃう ど 小鳥の 死髓の やうに。 

その 疊に は、 晝 すぎの 風に ゆだ わて、， 

靑 白い 靜 脈の 浮いた 女の手が 

蛇の ぬけがらの やうに 投げ出されて ゐる、 

彼女の. せ！^ も 長々 とよ こた はって、 

け *2  く 

ひと 夏の 樂 欲の 疲れ ものうく 

その 股 は 半ば 閉ぢら れてゐ る • 


風 は 疲れた 心に ささやく、 

靜 かなれ、 靜 かなれ、 

熱した 心よ、 落 fK5 けよ と、 

げに、 快樂は 瞬く ぽだ、 


そし て 後に 殘る もの は 悔恨と 疲勞 とだ、 

その 衰 へ た 心から 今 は 理性に か へれ。 

三 0 五 


^^！^の-：！を癒ゃす-^のは常に理性だ。 

ああ、 このお！ この 避：？ I？ 地の 一 M の 夜々 I 

燃える 砂と 冷たく さかまく 波との 間で 

いかに 多くの 情熱の 火 は 徒費され たで あらう、 

幾 紐の バ アト ナァ、 幾^の 「ロマン ス」 一 . 

それ は あまりに はかない ものである、 

さながら： お の 砂に 消えて 行く 波の 泡で ある。 

党よ、 その 砂濟に は、 11 この ひと 夏 を 

いかに 澤 山の 西瓜が 食 はれた か —— 

その 投げ捨てられた 11 子が はや 芽 を 出して ゐる、 ， 

ああ、 いかに 澤 山の 一組が 爽 かな 浴衣が けで 

夜の 海岸 を 山 の 方への ぼって 行った であらう、 

そして 彼女 11 类 しい 未亡人 —— は、 その リイべ ライ 

の 女王であった …… 

しかも、 女 はしばしば lisi.: く 償 はね. まならない、 


！ー； 。六 

ああ、 ただ 一 場の 戲れ を、 一 夜の 愛撫 を …… 

あと. fii 

今や、 そのす ベて は 11 愛 も 誓 ひも 11 痕跡 もない！ 

まづ、 海岸 地の 並木の 上に 

二：. G 十 HI 前の 風が 吹く と、 

木の 雜は あわてふためいて 中空に 舞 ふ、 

そして、 避暑， おの 浴衣 姿 も、 夏晴子 も、 

みな 木の 獎の やうに 吹き散らされ てし まふ、 

笑 ひも、 戲談 も、 戀の歡 語 も。 

…… 今、 ひとり、 彼女 は殘る …… 

彼女の 勞と 悔恨と、 そして 哀感と を もって。 

この ひと 夏の 生活 を かへ り みれば 

底知れぬ 虛の思 ひが ひた ひたと 迫る。 

すべて は 夢 だ、 むなしい 戲れ だ、 

ああ、 あんなに 年下の 男 11 若い 擊生 —— を 相手に し 

て 


面白さう に ふざけて ゐ た.！： 分が あさましくなる …ミ 

今 は 秋で ある、 四周 は ほがらか である、 

腿 を あけよ、 ^を、 牛ば 閉ぢら れた眼 を 

靑， お はいかに 澄ん で淸ら かにう つるで あらう か …… 

けれども、 そ の 空の や はら かな 光 さへ も あまりに 痛 い 、 

あんなに S の はげしい 外 光の 中に 泳いだ 彼女で あるの 

- J  

然し、 靜 かに 眠った やうに 橫 はって ゐて も、、 

その 身に ふれる 秋の 大氣 のさ やけさに、 

今、 彼女 は 知った であらう、 

秋が いかに 悲しく、 しかも 安らかな るか を …… 

古風な 詩人  ， 

私 はつねに つねに、 人生の 無常迅速 をな げき、 - 

罪に 生れた 入 問の を 怨嗟し、 

S める Ifw 空 


厭離の 心に、 解脱 を 求め、 

天上 を のぞんで、 心、 雲 と 化す …… 

ああ、 つねにつ ねに、 私の 胸に 動く もの は 

すでに、 すでに 古い 感懐 だ、 

屈 原の、 杜 南の、 李， y の、 西 行の …… 

ソロモンの.， シェ リイの、 ハイネの、 レオ パ ルディ 

の …… 

私 は 古い、 古風な 詩人！ 

私 は 昔ながら の 古い 人間の 惱 みの 外 を 知らぬ …… 

そして その 古い 歌 を惱 みの 中に うた ひ、 

これ を 失 はれて 久しい 詩 神への 供養と なす 0 

く  ほく  干. 

夢 を，^; ふ 8^と い ふ 戳が ぁ る … … 

三 0 七 


みにくい i おはみ にくい 夢 を <I ^ふ、 

おれ は^だ， みにくい 膜 だ、 

そお でい い — うまい 1  ク にさ へ ありつけ-よ ー 

だが、 もう^も みんな 食ひ盡 した …… 

さて、 これから 何 を 食 はう？ 

や はら かな^の 下から 出た もの は 硬い 現贊、 

その 現 if を、 錢ょ、 お まへ も 食 はねば ならぬ ー 

くら  くら 

<：：^ ひ：^ け、 食 ひ 付け、 その 现 .|3！ に、 

でなければ、 お まへ は 餓死ぬ ぞ！ 

^は 食 ひ 付く、 现 に、 硬く みにくい 現實に ….： 

それでい い 11 さて、 お まへ も 一 入 前 だ！ 

もう 泣かない 

あまりに 涙の 多 かりし 過去、 


恥 かしく、 また^ はしい かな！ 

いま、 私の 涙 は 乾いて しまった、 

ち やう ど 八月の 炎天 の 砂 道 の やう だ 0 

その 私 を、 涕泣 者、 戯欷 者と！： つた ものよ、 

リテ ラリイ *テ 口 リストよ、 

君 はこの 私の 渴き を 知ら ぬの だ、 

君 はやつ ばり おれ を 幸福 だ と 思って ゐる。 

おれ はもう 泣かない、 

. ^ゥ v„i プ J^ォァ ギア ォ 

loo  deep>  for  tears! 

それ ゆ ゑ おれ は徵笑 ふの だ、 ああ- いかに §^  く！ 

おれの 0 藍 は 乾いて ゐる、 そして おれの 魂 は 易く 

今 それ を濕 ほす もの は、 星から 落つ る 一 商の み… 


私 は あまりに 目の こまかな 笊で ある、 

喜びの 水 は 速 かに 落ちて ゆく けれど 

悲しみの 滓 は、 のこらず 殘り とどまる、 

どんな 小さな 悲しみで も、 惱 みで も。 

ああ、 あんまり 澤 山の ものがた まるので 

私は堪 へられない、 堪 へられない、 

私の ま はりに みんな 目の あらい 笊ば かり、 

輕々 と 動いて、 笑って、 樂 しさうな のに。 

私は樂 しめない、 神様の 特別の 思し召しで 

私 は どんな 小さな 苦痛から でもまぬ がれない、 

いろんな 苦勞ゃ 屈托の 滓に 荷積 まれて 

私は澀 面して ゐる、 私 は 不幸な 笊で ある。 

める ma!  SH 


この 世 を かりのやどり とて、 

^の 喜びに も 目 は 向けず 

ただ 悲しみ をのみ かき 抱く、 

悲しみ は あの世に つづ く 海 なれ ば。 

この 世 は 異 國、 しばし さすらへば、 

みづ から ふるさとに 心 はむか ふリ 

歸 去來！ 歸 去來！ 衷 なる もの かく  i 感々 に ふ、 

ねが ふ、 わが 歸郷 の： IT その 海の 船なる こと を" 

海濱 にて 永遠 を 思 ふ 

ひとり 悔濱に 立って、 

寂寞のう ちに 永遠 を 思 ふ。 

琉沙 海 を 埋めて 

遠淺 をつ くり、 廣き磷 をつ くりて、 

！! 1〇 九 


礎 はやが て 砂 畑と なり し； 一 粉邊に 

たたずみて、 瞪を ひろく はなてば- 

大山 は § 糸 にか をり、 

ふなり へさん 

^く 左」 &上山 並ぶ。 

かの 山の 麓 こそ、 

ヒゃ ラビ .5 

上代の 海な りしなら ず や。 


今 われ ここに 立つ、 

ただ 2^ る 近き 砂 に 

海 高^りて df- を^す る。 

ひとり その 海の 音 聞きて 

靜か にわれ 永 一!S を 思 ふ。 

ここ わが 立てる この 砂 H よ、 

幾 星霜の のち、 幾 Jni 幾千の 歳月の 後、 

やがて は 山 か 好か、 流れ か 原 か。 


三 I 〇 

飛ぶ 鳥に 問 ひ よれ ども、 

鳥 は 答へ ず、 

這 ふ 蟹に 聞 けど も、 

蟹 も かたらず。 

さびし さよ、 あかき 秋の 日、 

波の音に、 ふと われ は覺 ゆ、 

永遠 はわが となりに あるに あらず や、 

いな、 わが 衷 にある にあらず や。 

こ はわが 裘：： ：： 本の 秋の 滞 郷日錄 に 残れる ものの 

1 つなり。 

今、 改まして こ こに 收む。 

除夜の 鐘 


なり 出づる 

なり 出づる 


ああ 除夜の 鐘、 

遙 かに 護 國寺の 鐘 

冃白 の 鐘、 

こ こに かしこに 

ひびき ひびいて 

年 をお くると て 鐘が なる 

年 を 弔 ふ 鐘が なる。 

また、 この 年 も 

い たづら に 

きながら へて、 

人の 世の 卑し さに 

また 少し 更に 馴染みて ノ 

なりひびく 

なりひびく 

その 鐘の音き けば、 

わが 淸ら かさ、 純朴 さ を 


弔 ふ 鐘の 心地す る" 


( I 九 二 1 一年の 元旦に) 


年の 逝く 夜に 

すぎし ひと 年 を か へ り みれば 

喜び も、 悲しみ も 

わがな しとげし もろ も ろの Ifi-p 

みな 遠く、 夢と おも はる。 


かくて この 年 を かさねて 

わが 生の を はりの 日に 

ありし くさぐさ を か へ り みれば 

ま た 遠き .. お に すぎ じ 。 

C1 九 二 一 年の 除 一代に) 


is; きす 力た を 

こがれつつ， 

にごりの. 5- に 

われ 今 口 も 生く * 

X 

たちまちに 

くもる 心 も、 . 

はてつ ひに 

はるる をた のむ、 

l^iH:(.^i兑れば。 


^ ぼ -レ 


春の 山邊 . 

春の 曙 

山邊に 住めば 

まあ、 どんな 氣 持ち だら う、 - 

東の 穴 V； のしら むより 

ま ^くも 白く 眼 をば さまさす 

あちら も徵 

こちら も徵 

四方の 山邊 はみ な稷。 


春の タ暮 

山邊に 住めば 

^める！ 13 空 


何の 憂 ひが ありませ う、 

浮世の こと は みんな 塵 

望み も 野心 もみん な ilV 

花を^;ー：〈かと 

ながめて くらし、 

花と 一 緒に 散る ばかり。 


初 夏 


夏の はじめの 

氣 持の よさよ、 

1^ 力く は 1L  く 

日影 あまねく 

綠の 木の 紫 ざわざわと 

影 を 投げれば、 

影も靑 々 

ほのかに 地上に 搖れ 搖れる ^ 


三 】 =1 


贺蜂 しづかに 飛び 

たまたま 蝶 も來る 

睡；， f ざ ざして 

うつらう つら； S 鄉を思 ふ 


S 來れば 

海 逸の 畑 はみ な綠、 

麻 も干飘 もお <も 綿 も 

綠 ひといろ、 

よせく る 波の 背 々と 

そら 

天 も ：々、 

心さへ 身 さへ 染まる か 

その 爽 かさ、 

朝 は 朝露、 夜 は 天の川、 

浴衣の 糊 もこ は ご はと 

阁扇 片手に 海に 出た 

ふ さと 

あの 故鄉の la げしき。 


H  I 四 


の 葉 


さらさらと 

さらさらと 

賽も夜 も 

流れて やまず 

河の ながれ は。 

さや さやと 

さや さやと 

流れに 添うて 

搖れて 行く 

蘆の そよ ぎ は。 


さや さやと 

さや さやと 


還 を 吹く 

風に 吹かれて、 . 

われ も 魔の 葉。 

河邊に 立てば 

われ も 逝く もの 

蠻夜 を<3 しず、 

さらさらと 

さらさらとの 

桐の 葉 

タ方、 庭 さきに 庭 椅子 を 立てて 

それに 腰かけて、 仰いで みれば、 

おお、 さかんな 货さ、 靑ぃ 世界。 

た えず ざわざわ と 搖れる 中に は 

S める 青空 


小鳥が 飛び 交うて 囀り か はし、 

見上げる 目の さきに、 時々 を 落す。 

ふと、 大きな 鳥が しづかに 舞 ひ 落ちる やうに 

パサリ と 音して、 地に 落ちつく 洞の 一 紫、. 

むざんに 靑ぃ根 もとから 折れて。 

夏の さかりに 滅びた 桐の 一 葉、 まだ 靑 いのに • 

私の 望みの 落ちた の もこれ だった、 

夏の さかりに、 ふたり はもう 秋だノ 

i 鳥の 葉 

這 ひあがれ、 這 ひあがれ 

靑 桐の 下の 垣根 を 

軒燈の 柱の 上まで …… 

111 1 五 


「ドぢ のぼれ、 ^ぢ のぼれ、 

つねに 高く へ 高く へと 

天 上す る 能の 姿つ くりて …… 

！ g の やうに、 憐の， うこ、 

々と S 根に 垂れる の 葉の 

蔓は 小さな 足 を 出す。 

詩人の 家の 垣 を ひま はり 

詩人の 腿に 詩 を そよ がせつつ、 

^の 葉、 葛の 觀、 何處 までのび る。 

萩の 葉 

添 竹に すがりながら 

あんまり 高く ほ つ そりした 姿、 

風 を もい とふた を やめ か。 


三 1 六 

あんまり や はら かで 

あんまり しなし なして ゐる 葉、 

こんな 女 はふし あはせ だ _> 

あんまり や はら かなの で 

蟲カ ところ どころ に 穴 を あ けて ゐる、 

その 顏 がそよ げば、 何だか！！ 欷の やう 

萩の 紫 の si の 中形 を 辯て、， 

月夜の 木 かげで 泣いて ゐた 

名 も 知らぬ 女 をお も ひだす。 

梢の 雪 

ふるとしの 


雪 や いづこと 

なが むれば、 

花の^に 

今ぞ かかれる。 

一 1 

さびし さは 

むかしな がらの 

すがたして、 

{T^ に しられぬ 

雪 ぞ ふりく る。 


進 境 


こ- V 


に 新し い 異な る „ ^や 色が 現れ てく る * 

S める 空 


おもしろ や、 この 人の 世、 

その 見馴れた もの も 

見馴れぬ もの も 

みんな 新し、 うつくしし、 

わが 新しい 心 もて のぞむ とき。 


H 1 七 


. ^ノ  c-  63  twh iliia 


山の 停車場 

山の あかつき 

ほんのり 靑ぃ 山の あかつき、 . 

明け ゆく 力 は 

山の 持てる 力なる か、 

{ゃ：氣 の 巾に 

山に の み 0 き 出る やうな 

なに か 刺戟す る 芳烈な ものが ある 0 

iS: つて、 またもや 動き 出る 

山の i^M. 場の 

^路の 上の うすあかり、 . 

車窓 まぢかに 


III 入の 驛 夫が 立って ゐて 

朝の あいさつ をして ゐる、 

みんな 若くて たっしゃな 顏だ。 

その ni 人が すぐに 別れて 

汽車 は 動きだす、 

非常に 高い 山の 間 を 

大 杉が 一 本 

立って ゐる ほとり を 0 

山地 小景 

山から 汽車 は徐々 に 出る、 . 

汽車の 窓から 下を兑 る、 

小さな 草地が 目に うつる、 + 

そこに 小さな 河原が ある、 . 

河原に 小さな 橋が ある、 

橋から むかう に 小徑が 見える、 J 


小 徑は荩 家の 前に かくれる、 

なんと ほのかな 小さな けしき。 

^0 田 

揚 のっかれ 

いと ねむたく はあり、 . 

^を れば 

いと 靑く あり、 

野 を あゆまん と 

ただ ひとり 湯の 宿いで て 

|G 十の 道 たどりて 行けば、 ， 

葡萄の 畑 

いま 花 散りて、 

靑 缠も蔓 もしな しなと 

組み 寄せられた 針金の 棚のう へ 

右へ 左へ 伸びいで て ゆく、 

S める 青空 


そのうね うねの かたち 見れば、 

この 山國の 

神の むかしの おも はれる、 

かの 紫の かざりい ただき 

を どり くるうた 酒の 神 

ここの 土地に も を どって ゐ たか、 

この 地の 上に ある 斑點は 

いま もお どるよ、 

なほ さらに おどりく るふよ 

そよ風 ふけば" 

葡萄よ みのれ 

葡萄畑の 棚の 下に 

せたけつ かへ て 立つ 人が、. 

葡萄の 花の 房 を 見て 

指で つむな り あだ 花 を。 

三 】 九 


葡^畑の 棚の 卜： に 

おち. A ゆ 

^ みせる 衷 士が、 

、たち 

ものい ひたげ の 象して 

われ を 見るな わ 旅 入 を。 


^-; ^畑の 棚 ありて 

も 山 畑も綠 なり、 

荒壁 あるる 小 家 さへ 

葡^の 棚に かざられる = 

葡萄よ みのれ 

紫の 色^く みのれ、 

とりいれ 時に 

, ；; れも來 よう ぞ。 


都の 葡 _捆< 巧へ ずして- 


三 二 〇 

笹子を 越えて 

われ も わぎも も 食べ に來 よう ぞ、 

葡萄よ みのれ。 


野中の 宿 一 
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はつ 夏の 野中の 宿り、 ， 

む st£f=  ** たけ 

前 は 麥灿、 葡 Si の 畑、 

うしろ は 山の 段 畑、 雜 木の 林， 

家 をめ ぐる 靑紫 のなかに 

ひね もす を 小鳥 はさ へずり、 

地つ づきの 寺の 赤松に 

松蟬が 鳴いて はだ まる、 

畑 中の 草の 蔭に は蟲 がな く。 

はつ 夏の 野中の 宿り、 

R! たけるまで ねむりて 飽 がず、 


ひお もす を 思 ふこと なく 

新聞 も ず、 人に も會 はず、 

成敗 利鈍 も、 世の なりゆき も 

遙か 武藏の 野邊に 捨て 来て、 

心 ゆく ままに 湯槽に ひたり 

湯よりも 溫か い 自然に 浸る。 

はつ 夏 の 野中の 宿り、 

麻の 蚊帳 靑々 と 垂れて 

旅 寢の夢 をい つくしむ ままに、」 

障子 あけて ねむれば 

火 をした ふ蟲 のかず かず 

電燈の 笠に 群れつ どひ、 

つい 目の前の 野中の 池に 

夜もすがら 水鷄 なく。 

はつ 夏の 野中の 宿り、 


日 も 夜 もな す こ ともなく 

出て は 野 を步き  一 

かへ りて は 野 を ながめる、 一 

5 つらう つらの 夢に さへ  一 

野の かをり 忍びた だよ ふ、 一 

旅人の 心 もて 来た 宿 なれ ど 

今は都の{^^|を旅とぉもひて。 

花の 盆地 一 

甲斐の 忿地は 花の 湖水 か。 一 

水の ほとり も 草み ち も 

1>づ 

やぶの ほとり も賤が 軒邊も 

花で 1 杯、  一 

じ やがい もの 花、 ゑんだ うの 1^ 一 

葡萄の 花、 紅い 薔薇の 花、 


花で 一杯、 

たんぼ ぼの 花、 草 藤の 花、 . 

白い 野う ばら、 す ひか つら、」 

花で 一杯。 

ふたり あゆみて 

君が おゆび に 

つみて とらせし 花 は 木,、 

赍 い 澄んだ {み： に 見える 

1 かたまりの 雲 も 花なら、 . 

摘んで 一;«に とやら まし を。 

山の 上から こちら 見る 

宮士 のお 山 も 花なら ば、 

摘みと つて 

君と われとの 手に て 持た うに 一 


甲斐の 盆地 は 花の 湖水 か。 


三 ニニ 


花う ばら 

七， 橋 かかれる 細 谷川に 

目 もさ やかなる 花う ばら、 

その 白い こと ふこと。 

野に さいて ちる 花う ばら、 

厲資 しづかな 

花の そなたが うらやまし。 

. 野 ばらの 路 


野 ばらの 路ょ、 

家の 垣极 にも 

竹數 のま はりに も、 

小川の ほとりに も 

野 ばら は 白い。 


はつ 夏の 野に 

靑々 とした 草 むら を 

白く くぎって 

野 ばらよ かをる、 ， 

明日 はちる のに 

B? ばらよ かをる。 

明日の 身の こと 

われ もお も はず， . 

世 を もお も はず、 

小唄な ど くちずさみ つ つ 

この 朝 も ひとり さまよ ふ 

野 ばらの 路を。 


野 ばらの 


河ば たに 出ても 野う ばら 

山裾に 出ても 野う ばら 

白々 とに ほふ 野う -i ら Q 

靜 かに 水 をた たへ た 池の 

その ひろびろとした 溜池に、 J 

富士の 雪より 白く 淸らに 

ゆるやかに 垂れた る 野 ばら、 . 

花と 影と は ひとつに 溶けて。 


水の 上 遠い あたりに 

點 々と 漂 ふ 花びら、 

薔薇の 家なる テ ラス をば 

おも ひ 出させる 

農家の うらの 花の 溜池。 


晝顏の 花 

ふたり 行く 

野路の ほとり、 

くさむらに 

たった 一 つ，；^ いて ゐる 

鼓； S の花リ 

し をら しゃ 

うすべにの 杯 を- 

靑^ の 中に ささげて、 

さみしげ に 

ほほ ゑんで ゐる畫 顔の 花。 


「つんで 行かう か」 と 

男が いへば、 


I ニニ 四 


「およしな さいよ 

か あいさう に、 

つんだら すぐに 

しぼんで しま ひます よ」 と 

やさしげに 花 を ながら 

しみじみと 女 はとめる。 

その あくる 日に 

男が また ひとり 來て みれば、 

つ * まり そこ こ 

つ つまし やかに 

なほ も 咲いて ゐる 晝顏の 花。 

靑 葉の 雨 


はつ 夏の 雨 は - 

しづかに しめ やかに； 


山の 靑 葉に ふりそそぐ、 

1 山靑く 

數 知れず 

茂り 重なる 山の 若紫に。 

とりどり の 

色に かたちに 

とりどりの 思 ひ を がく、 

山の 木の葉に 

の 草の葉に 

つ さお 

け ふ は 朝から 眞 蒼な 雨。 


野のう へに 爽か にわたり 

野 を ぬらす 雨、 

河に のぞめる 野 ばらの 上に 

麥 秋の 喪の 熟れ 穂に 

棚 を ささげし 葡萄の 花に 

澄める Sai 空 


その 棚の 下なる の 葉に。 一 

塘の 外なる 櫻 薬の 

雨に ぬれた る 葉の かげに 

小さなる 身 を ひそめ、  ， 

小首 かたむけ 

遊び ごとす る 小鳥 二 羽、 

ほの あかき 櫻の 實っ いばみ おとす •」 

ふたりして 

世 を かくれた る 

山の 湯の 宿、 

ふたりの 外に 客 もな く 

庭 さきの 与藥の 花く づれ て、 

靜 かに 今日 も 雨に 暮 るる U 


III  二 五 


野 を 吹く 風 

風 は を 吹く、 

はつ 夏の 風、 

甲斐の 盆地 を 吹きす ぎる、 

その 盆に 盛られた 

糊 菊の 畑に、 麥の 畑に、 竹 敷に、" 

その 畑の 問の 細路を 

ゆっくり ゆっくり 迪 つて 行く 

で ゆ 

都から 來た溫 55^ の 客に、 

客の 帽子に、 セルの きものに。 

風 は 野 を 吹く、 

爽 かな 風が 吹く ところ 

いろんな 花が 咲いて ゐる、 

莉 豆も蠶 S ももう 實を つ けた 中に 

まだ^ 紫に 薄紅に もつれた 豌豆の 花、 一 


I 一三 六 

もうす つかり 坊主に なった の も あれば 

たん！ a  * 

まだ 黄色く 咲 いたの も ある 蒲公英、 

草 むらに 捨てられた やうに 

ぼつつ りと 浮いて ゐる 晝顏、 

灌 ものし げみ に 蔓を這 はせ た 草 藤の 花、 

平たい 農家の 軒 近に ざくろの 花、 

それらの 花模様の 地 をな す は 白い 野う ばら、 i 

その 野 5 ばらが 風に ちる ちる。 

風 は 野 を 吹く、 

花から 花へ 

花粉 を はこぶ 蜜蜂と 

花の なかだち を 競 ふやう、 

花から 花へ とわたる 風に 

吹かれ 吹かれて さまよへば， 

都の 客 は、 われ も 草 かとお も ひみる、」 

花の なかまの なき もよ しゃ、 . 


風に 吹かれて、 はなやかな 

おも ひもちれ よ、 今の 身に は 

この 新綠 の野邊 のに ほひが なつかしと、」 

ひ とりた の しく 口笛 を 吹く 

初夏の 野 を 吹く 風に 吹かれて。 ， 

溪 河の 蟹 

山 ふところの 湯の 宿 を 出て、」 

葡萄畑の つらなって ゐる 

野中の 徑を 歩いて 行く と、 に 

一條の 河が あって •  - 

土橋が かかって ゐる。 

河に は 大きな 石、 小さな 石、」 

るゐる ゐと靈 なり 合つ て 

その 問 を淸ら かな 水が. 

© める 菁空 


チョロ チョロ と 流れて ゐる。 

河の 兩 岸の 崖から は 

夏草が こん もり 垂れ かかって、 

その 中に まっしろな 野 ばらの むれ、 ， 

かぐ はしく 黧り、 散って は點々 と 

日に 蒸された 石 を いろどる。 

しばらく その 土橋に 立って 

晴れ ばれと 底 知れず 澄んだ み Ml を 

うす むら さきに かぎる 山な み の 

上に すゑら れた 白雪の 富士を のぞめば、」 

襞靑く キラ キラと 光って ゐ る。 

. 目 をお とす 土橋の 下に 

丸い 石、 四角な 石の 間 一 尺、. 

谿 河の 水 は 淸らに 音 立てて 

三 二 七 


口の 光し みいる 底の 石の 間 を 

ツイと 橫 ぎる は 何の 魚 か。 

の小徑 に、 介歡の 木が 

うすく 紅らん だ 枝の 左お に 

や はら かな 紫 を そろ へ てゐる ほとり を、 , 

しづかに 河 1^ へお りて 行く と 

にからむ 醉 ばらの 刺が。 

足駄 をぬ ぎ扮 てて 流れに 立てば 

水の 冷た さ、 山國の 水の 冷た さ、 

おどろいて 石から 石へ と隱れ こむ 

一 寸 ばかりの 細い 黑な 魚の すばしこ さ。 

山水の 冷た さ を 手に も 觸 れ むと 

しばし うづく まりて あ e ば、 

その 手 は 小石 を ひつく りかへ す 


三 二八 

半ば 水に 浸った 大きな 石 を、 

ひつく りかへ せば、 おどろいた 

ガサ ガサと 這 ひ 出した 一 匹の 蟹 U 

おどろいた このい たづら ものより 

どんなにお まへ はお どろいた か、 蟹よ、 

しづかに、 くつろいで、 自分に 滿足 して 

その 平たい 石の 下に、 

平和な 一 生 をお くるお まへ は 

うろた へ て 隣の 石の 下に 這 ひ 込む。 

彼 も 11 都の ざわめきの 中に 

絕 えず 揉まれ 揉まれて ゐる彼 も ，1 

お まへ の やうに、 お ま へ の 石の 下に 

しづかに ぢ つと 潜んで ゐ たいとね がふ。 ， 

蟹よ、 お まへ 溪 河の 隱 者よ、 . 


お まへ は 幸福 だ， 身 を隱す 石が ある ゆ ゑ。 

その 石 を もたない 彼 は 

@ 子 を こえて、 四十に あまる 隨道 くぐり、 

ここ 甲斐の 盆地に 述れて 来たの だ 

さち 

靜 翻と 安总 との 幸 を 求め て …… 

山莊 閑居 

山莊 にこ もりて 三日、 

寢 たり 起きたり 

山 を 見たり 野 を ながめたり 

湯に ひたり 濃い 茶 をす すり 

しづかに 今日 も 詩 をお も ふ、 

ゆるやかな 澄める 心に 

時間が ゆっくり ゆっくり 過ぎて 行く。 

寮 寢の夢 を おどろかす 人 もな く 
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手紙 も 来ず、 新聞 も來 ず、 

世と はなれて は惱み もな く 

賞め つ 誹りつ 言ひ爭 ふこ ともなく、 

渦卷 きくる ふ 輪舞 をぬ けて 

のんびりと 澄んだ 心に 

かの 犇めきの 日 もまる でさめ た 夢の やう。 

おもへば 何とい ふ慌 しさ 

わくわくと 戶 惑うた 都の 暮し、 

何か霱 かう として ゐ ると 

「御免なさい」 とおと な ふ聲、 

はじめての 客、 その 氣質も 知らぬ 客に 

どんな 話題 を 持ち出さ うかと 惑 ひ、 

やむなく その 生國 など を 訊ねる 

氣 くばりに 慌 しく 時 は 過ぎ行く。 

今日は 氣分 がわる いと 

I  ニニ 九 


床 をと つて 寢 ようとして ゐ ると、 

「 君ゐ ます か」 と 友達の こ ゑ、 

よく 笑 ひ、 よく しゃべる 友の いくたり 

夜お そくまで し 込む、 

そ の 雜談に い つ か. HT 分 も 興が つ て 

いたむ；^ も そのままに 笑 ひこけ る、 

その 翌 H のぼん やりと した 身の 疲れ。 

または ジャ アナ リズムの 面白 づ くな 

ゴ シてフ の 記 に 氣分を そこね、 

誰れ が 何と 言 つて ゐ たと 人の 蔭口 を 

い たづら 半分に 傅 へられて は 不快に なり？ 

また その外の 際限の ない^ 事に 煩 はされ て 

かう して 来る日も来る日もが 

わけもなく 慌 しく 無意味に 過ぎる。 

今 は その おとな ふ 人の 聲も なく、 ， 


三 三 〇 

世の 煩 ひ を はなれて は 

これ は 絕對に 自分の 時間、 自分の 身 だ、 

この 山峡の 靑ぃ 野中に 

かう して ゐる事 を 誰が 知らう、 

心の 濁り は 澱み、 澄みての どかに 

時間が ゆっくり ゆっくり 過ぎて 行く" . 

自然の 詩 

山 ふところの 

山の 上に ひろがって ゐる 

コバ ルトの 澄み切った {& に 

織り出された 老木の 木の葉、 

絕間 なく を どり 戲 るる、 

葡萄と 花と で充 たされた 

この 盆地 をめ ぐる 

四圍の 山から 吹いて ゐる 


山氣の 風に 

木の 觀は そよ ぐ、 

そよ ぐの でな く 

うた ふの だ、 

綠の \ ^を かぎりな. 

ふる ひ かして 

山邊 はうた ふ。 


その 木の 萁の 中に 

草葉の 中に 

聲を きそうて 

うた ひさへ ずる 

山の 小鳥よ、 

野の 草蟲 よ、 

裏山 遠く 鷥 なけば 

軒 近に 雀が さけぶ、 ， 

松蟝、 法師 蟬、 

@ める 胥 


黑ぃ袋 を 下げた 蜜蜂 

重たげ にう なれば、 

夜 は 蛙が 池に なき 

水 鶴が なく。 ， 


こ の 自然 の おもな い 詩人た ち の 

ひとり 氣 ままに 歌つ てゐる 

その 聲々 を 心 しづ か にききながら、 

默々 と 路を 通り 

默々 と紋 帳に よこ ふす 

都の 詩 入よ、 

都に あって 我れ こそ はと 

思 ひあがって ゐた 醜い 詩人よ、 ， 

今 こそ おんみ も 詩人で ある。 

聲も なく、 言葉 もな く、 

自然の 黯を しみじみと 閗 いて 

われ を 忘れて その 中に 浸る 今 こそ。 

三 三 1 


詩人よ、 おんみの 言 紫 は 

あまりに 制限され てゐ る， 

風 は、 木の葉 は、 

ト鳥 は、 は、 

彼等 は どんなに. nll.e に 歌って ゐ るぞ、 

どんな 思 ひ を も 

やすやすと 聲に 出して うたって ゐ るぞ、 . 

ああ、 お ま へ も 

小鳥であった らばと ねが はぬ か、 

そしたら 戀 人の もとに 飛んで 行きたい と 

歌った の はむかし の 詩人の こと だ、 

今お まへ はこの 美しい 自然の 中に 浸って 

無心に うた はんがた め 

小鳥に なりたい と はねが はぬ か。 

人 問の 子供た ちょり 


三 三 二 

もっと 単純に * もっと 美しい ものよ 

小鳥よ、 

小鳥より もっと ゆるやかな 

おほら かな 木の葉よ、 風よ。 

自然よ、 

おんみが ほんた うの 詩人 だ、」 

そこに 我執 はない、 

そこに 虚榮 もない、 

野心 もない、 

自然の 詩人に 恥ぢょ 

人間の 詩人た ち。 

ああ、 ほんた うの 詩人 は 

野に ある、 山に ある、 

人間 も默 つて 

自然 の 聲を聞 い てゐ ると きが、 J 

ほんた うの 詩人 だ。 


山の 靑空 

甲斐に 来て 

湯の 宿に 來て、 

かぎりなく 澄める 靑 

ながめく らして、 

久々 に 晴れぬ 心 も。 

塵の 都の 

塵の 中より 

大空 を 慕 ひ 仰げ ど、 

名利の 雲 にさ へられて 

たちまち くもり、 にごりく る 0 

はつ 夏の 山の 空 

靑 やかに てりはえて、 

澄め る nil 空 


白雲 もみな 

山の端に を さまり しづみ、 

an. 一る もさ やかに 心 を どる。 

人-め 世に 

さはり 多くて 

はれわたる 空も少 きを、 ， 

靑{ 昼 をけ ふ も 見飽きつ 

山に こもれば。 

靑{ 昼 を 慕 ふ 心に、 

その靑$^1をひねもすながめ 

その 中に とけ いりて、 

われ もァ ト ム となら ましと 

ゆめみる 心に、 

永遠の 相が 

三  一二三 


Ill 三 四 

この 地上に 求めて やまぬ 

このいた める 旅人の 心に、 

なほ もてり は、 んて «J1P  4i よ 

山の 靑 Ml" 

一九二 二 年 五お 11 六月 

甲府 市外 里 垣 村に て 


自然の 惠み 


— 雪し 解け なば あら はれん 

ゲ ェ 


テ 


自 p 

雪が とけて、 い 土の あら はれる 時が、 北^の 人た ち 

にと つて、 どんなに 榮 しい 幸福な 時で あらう か。 曾って 

冬と 春との あは ひに、 みちの くに 旅して、 ； は それ を 心 

から 感じる ことが 出來 た。.^ も 幾 月 も 雪に 埋れた 生活、 

それに も堪 へて さへ をれば、 つ ひに はや はら かな 風が そ 

よ い で、 厚く かたま つた 雪の 層 もとけ はじめる 。そして、 

その. a い 雪の下から、 黑ぃ 土が 額 を 出す 。それ を 見た 時、 

人 々 は、 多分、 その上に 接吻した い 心すら 起る であらう。 

雪が とける と だ。 樹々 の 花が、 みな 1 時に 開く とい 

ふ 北 國の春 は、 丁度 凍って ゐた 水が 1 時に 流れ出す やう 

に、 また 停 して ゐた 生活 機能が、 一 齊に 動き 出す 時で 

ある。 久し 振リの 土の 上に 出て、 人々 が W を 揚げた リ、 

綱曳 きをした リ して、 春の 间 歸を祝 ひ 遊ぶ その 氣持 は、 

か の 復活祭 の 喜び にも まさるで あら う。 

自然の 6- み 


そして、 今 ふたたび、 春 は 孤獨な 人間に も かへ つて 來 

る …… 。 彼の たい 頗 にも、 雪 解の 風 は 袖れ はじめる… 

.:0 彼 も 長い 夂. 一であった。 雪の 中に 道 を 失って、 夜陰の 

奧の】 點の火 を、 それと nr さして 行き 惱 んだ。 「慰めの 

國」 や 「澄める 脅 空」 は、 どちら かと 云 ふと、 夂， 一の 氣 分の 

第であった。 

「澄める 靑空」 を 讃んだ 1 友 は、 その 詩境 を マシュウ .ァ 

I ノ ルドに 近いと 云って くれた。 ただ 日本人の 俾統 的な 

超脫氣 分が、 いくらか それ をよ リ 自由にして ゐる とも 云 

つて くれた。 それ はもと より 溢 美の 言で 赏ら ない と 思 ふ 

が、 然し、 それ を や はら かな 非難と して 見れば 當 つて ゐ 

る。 求めよう とする 努力 は ある、 然し、 求め 得て はゐな 

い。 これが ほんた うのと ころで ある。 自分 は 完成の 人で 

はない、 恐らく 永遠に さう であらう。 

だが、 とにかく、 遲々 として 歩いて 行く。 惠 まれない 

とい ふ 惠みを 受けた 1 人の 寂しい 男が、 躓いた リ轉ん だ 

りして 歩いて 行く。 眞實を 求めて、 詩と 眞赏 との 相剋に 

三 三 セ 


しんだ の も 彼。 ！；：^^の微光を？^ーんで、 現 赏 生活の 簡黑 

に^いた の も 彼。 あらゆる 二 元の 對 立に 11 人生の 矛 ほ 

と、 n 已 分裂と に 12 んでゐ る 彼に も、 物心 1 如、 1 如不 

二の 境界が、 豫感 される …… 0 

知識 は ではない。 推理 は ではない。 それ は 土 

を 蔽ふ& II、 山 を 包む © である。 雪し 解けな ば あら はれん 

と は、 ゲェテ の 5?， である。 1 切の 知識の 暴り を 拭って、 

天地の 相 を そのままに 眺め た 時、 雲 は 開く 萬 岳の 卷の、 

そのす ばらしい 風 cej- に、 はじめて 眼が 開いた 人の やうに、 

身 も 心 も ふる ひわな な くだらう。 知識に くらまされ、 推 

理に娘 はされ る 事な く、 素直な、 礎剌 とした、 無 jji な 心 

で、 a 然を 接に 如 •！：； に觑 なければ ならない。 秋 冬を堪 

へ 苦しんで ゐ たもの の は、 ふたたび 子供の 心に かへ る 

ことに 外な、.：' な いで あらう。 

「澄める^ ご を 公け にしてから 後、 二 年 半の 間の 收穫 

を ここに 收 めた。 そのうち、 「むかしの 女」 などの 如く、 

その 以前の 時期に 撤 する ものと、 r 廢屋の 春」 の 如く、 赏 


時の 未定稿に その後 多少 手 を 入れた ものと は 例外 で あ 

る。 最も 新し いのは、 「風景 小品」 中の 大半で、 その 中に 

は、 俳諧 詩と も 呼ぶべき もの も 多少 ある。 また、 その 前 

の 感想 的な 詩の 巾に は、 多分の ァ- 'フ. エタ テェシ 3 ンが 

露出して ゐて、 最も 恥 かしい ものが 多い。 この 未熟な 街 

氣が とれて、 童心の 純眞無 にかへ る 日 はいつ のこと や 

ら 0 

大正 十四 年 二月 


雪 深し 


これ も 寂寞 迫の 行者 か 

黑 衣の 偕 か、 

ただ 默 として、 飛ばず、 啼か ず。 


北 國の鵜 

それ は 一 羽の 鳩 だ、 

果てしなく 降りつ めた 雪のお もてに 

ただ 一 點、 黑く 動かぬ 物の 影。 

北 國の旅 11 

わびしい 山 また 山の 雪 だまり、 

遲々 としてす すまぬ 汽車 のうち 

ただ ぢ つと 据 ゑて ゐる 瞳の 

焦點 となった 一 羽の 鴉 U 


何處を 掘っても 雪ば かり、 ， 

ああ、 まだ 冬 か、 冬 か、 

さがす に 餌な く、 

絕^ に 化石した ものよ、 

こく 乙つ 

不滅の 雪に、 黑 漆の ー點火 I . 

これ ぞ 旅人の 隨だ、 その 魂 だ。 


ただ 飛べ、 

果て もない 雪の 上 を。 

飢ゑ たる 北國の 鳩、 

飛べ、 孤寥の 天の 彼方、. 

眞 はあり 0 


見よ、 ここに も見棄 てられた 一つの 生、 


水 柱 

す S 

雪の 中の 條  . 

ひとす ぢ、 ながながに 虫き、， 

雪の そこ ひに 

見 粟 てられた の 墓場 をめ ぐり、 

たまたま 河と あら はれ、 

山から 山へ 

さし わたす 樋の 腐れに 

^る 水 か、 

丈餘の 氷柱かず かぎりなく 

さむざむと つらなる、 

年を越す かなしみの 水晶 

^日に きらめき、 

その 劍、 鋭く 痛く 

心 を 刺す。 


雪 の 靑 空 

P 踏の 雪 

山の^ かけて 

つらなる 果てに、 

ほそぼそと ォむ 木立、 

まばら まばらに、 

針 獎樹、 落葉樹の 枝の 寒さよ。 

その上に 遙か、 

靑 {仝 11 , 

氷りて 動かず、 

澄み 冴えて、 死の 瞳な す。 

to が 照れば 愈々 わびし、 

雪の 上の 靑 {4!。 


雪の ひとつ 家 


をり をり に 聞く 火の 戀を、 

燃え立つ 戀を。 


三月の 末 を、 羽 後 は 雪、 

野の ひとつ 家の 

雪に うもれて、 

ほの 見 ゆる 窓邊に 

夜夜、 誰か 灯 をと もす、 

ここにな ほ、 溫 かに 血 は 流る と ノー 

鷲鼻に 眼 するどき 惡婆顏 して . 

ここに、 自然 は 冷然たり、 

と しどし  よる 

年年に， 日 も 夜 もさい なみ 足らず 

あはれ 人々、 

年の 半ば は 雪に うもれて 

焚火の ま はり 繩 をな ふ、 

かなしい 虜に、 とがめるな、 責めるな 戀 を- 

自然の 恵み 


1IJ 月の 末 を、 羽 後の 野に 

ああ、 春 は 遠い I . 

まだ 長い その 冬の 夜 を 

野の ひとつ 家に 火 をと もす、 

ここにな ほ、 若 ものの 血 は 燃 ゆと" 

雪 國の雪 の 中から 

燃え立つ 戀を、 

火の 戀を 

とがめるな、 責めるな、 1 . 

ああ、 春 は 遠い. I 

雪の ひとつ 家。 
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雪の 花 


—— 秋 W の 乙女た ちに — 

秋 W をと め は 雪の 花 か、 

黑ぃ 眉、 紅い 暦、 

くっきりと かがやく， 曰 い 肌へ は 

白 樺の、 その 肌の つやつやと 

その 幹の 直ぐに 立つ  - 

姿 は 春よ、 雪の 中で も。 

雪 は 秋、 雪 は 春 かけて 

ふりつもり、 君 をつつ むと も、 

その 胸に をと めの. m はも ゆる 

あたたかに、 ^く、 あかあか、 

その やさしの 笑ま ひ、 ^えた 聲昔、 


一一！ 四 二 


八の 世 を 暖かに する" 


ふたたび は 逢 ふか 逢 はぬ か、 

にぐ は 

たまたまに、 この 北國 に たどり 來て 

いつも ひとりの 旅人 は 

苦しき 旅の 架ての ながめに、 

黑き 眉、 白き 肌、 やさしき 心に 

まなこ  * 

とりまかれて は 眼うる ほ fj。 


この 旅人に、 せめて は 君よ 

ひそかなる 祈り を ゆるした まへ、 

山な みに つらなる 雪と 

あ ひ 

をた けび する 海との 間に 咲く 花よ、 

妻と なる 日 もとこし へに たもて その 火 を、 

雪の 中に 一 點 の 火と 燃 ゆる 心 を" 

—— 大正 十二 年 三月、 秋 田に 旅して 


春 近し 


私の 求める 星 は、 影も兑 せず。 


心の中の 星へ 


zwel  Dingre  erftuleu  das  GemUtli mit  unmer  neueru 口 d 

zunehmender  Bewunderunw  und  Ehrfurcht,  je ひ tier  und 

auhal  tender  sicli  das  Nachdenken  damit  L-escllartigt : 

cier  t-estlrnte  Hincl  liber  iiur  und  doa ョ。 rolisclie 

-Jesetz  m  mir. 


1£. 


私は靑 {へ& に 星 を さがした 

眼に 見えぬ 一 つの 星 を 求めた、 

むなしく、 夜毎 を、 秋の 夜毎 を。 

オリオン、 シリウス、 無數の 星座に 

無 數の星 は 光り を 競 ふとき、 

自然の！ ef^ み 


^に 見えぬ 星が ある、 

天文 學 者の 觀測は それ を 見出す、 

だが 私の 求める 星 を、 彼等の 望遠鏡 も 

つ ひに 私に 敎 へて はくれ ない、 

それ は 新しい 大望 遠 鏡 も 及ばぬ 空に ある- 

それ は 全くち が つ た の ものであるから" 

星 は 心の中に あった、 

私の 心の 濁りの 中に —— 

ちゃう ど 暴り 匿った のおく がに 

人 眼に は 見えず 星の しづ もる やうに、 ， 

淘 りの 底に、 晝も夜 も 

しづかに も if くよ、 わが 心の 星 は。 』 


この 星 を 信ぜよ、 私の 友よ、 
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ネ： に は 蹄く 無數の 星座 

に は 消えぬ 一 つの 光、 

たと へ 今 その 微光す らも 見出しえず とも 

私 はたし かに li!:^ じて ゐる、 その 底に は 

吸に 兑 えぬ I つの cC が あると。 

夜 1  ささやかに 晴れ わたって 

銀河の 中に、 燦 たる： WJ: 斗 を 仰ぐ とき、 

入 はわが 心の 衷の星 を 崇める だら う、 

それ は カントの 「道德 律」 か、 1 . 

知らず、 知らね ど その 星を發 見せん と 

私 は 身を献 ぐ。 私 は 心の 天文 舉者だ • 

美の 頌歌 

「滅び 行く もの は 美しく、 

突し きもの は 減び 行く 11 」 
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昔、 私の 胸に 響いた この 言葉 こそ、  一 

私の 生と 詩作 を 賞ぬ く 

つねに 絕 えせぬ 咏 嘆の リフ レエ ン であった 

すでに、 多くの もの は 滅びて 行った、.  一 

あまりに 美しく して、 この 濁 生の 

罪と 汚れに 堪 へずして、 あまりに 早く  ， 

すでに、 すでに、 多くの もの は 天上に 飛び去った。 

. そして、 つねにつ ねに 殘れる は 自分で ある。 ； 


みなもと 

天上に その 源 を もつ もの、 

天上に 飛び かへ る こと、 I 


これ ぞ 自然、 (ここにの みた だ 不滅 ある を、) -1 

しかも、 私 は 失 はれた 美の 墓畔に 立って 

夜す がら 嘆 じた ことい かに 饜々 であった ぞ。 

いかに、 いかに、 幾久しく 


汚れ、 息 詰み、 ほの 暗い 地上の 柵の 中に 立って ノ 

天上 を 思 141 しつつ、 

滅び 失せた 美の ために 

さびしく 挽歌 を 奏でた の は、 げに、 この 私であった。 

殘存 者、 11. 私であった、 

「ああ、 美しい ものの 滅び 行く の を 

歌な くして 眺め 過され ようか！」 

かく、 おのれに 語った の は (かの 幾度び かの 逮夜に) 

つねに、 つねに、 理性な き 詩人 11 私であった" 

たと ひかの すぐれた 天才の 詩が 

いかに カ强ぃ 曲調 を もって ゐた としても、 

それ は 過ぎ行く 風の 一 吹きに も 如かない。 

しかも あはれ な 第二 流の この 小 詩人が 

かかる 自負の 言葉 を 恥な くして なほ 口にする か — 

a 然の逛 み 


1 かも、 自ら 嘲りつつ も、 なほ 私 は 言った、 

「ああ、 私の 詩 は i 然し、 いかに 小さく とも 

永遠に 滅び 行く もの に對 する 挽歌 だ、 

たと ひその 挽 欲が、 あはれ にも、 また 可笑しく、" 

滅び 行く ものに もまして 迅く 滅び 行く とも。」 

. I かくて、 つ ひに、 私 は 自分の 醜 さ を 知った、 - 

つねに、 つねに 殘存 する もの、 自分の 醜 さ を。 

言へ らく、 「我れ も 滅びん、 いっか は 我れ も 

滅び 行く ベ き 宿命 の 人間 なれば。」 

さらば、 醜き もの、 入 間 も — また 美で ある。 

人間 は 美し， 美しき もの を 見得れば。 

自然 は その美し さ を、 彼に 隱す ことなく 二 

彼の 眼 は、 その美に 飽 くこと なし。 

しかも、 しかも、 彼の 見る もの は、 つねに 幻、 

彼 は その 眼 もて、 ただ 夢見る のみと、 つ ひに 悟る- 
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失 はれた 荬は、 ただ 幻に 過ぎなかった の だ、 

この 肉の 服 を もて 

誰か まことの 美 を 見得た であらう —— 

め がみ おも 

そ は これ ザ イスの 女神の 面 か、 

その * ゥェェ ルを 掲げる を敢 てす る もの は 死す。 

そ はこれ ザ イスの 女神 か、 まことの 美 は、 

そを兑 得た る もの は、 また 美と なりて 死す、 

さらば、 滅び ゆく もの はまことの 美 か、 あらず、 あら 

ず、 

美に 照らされ たる もの、 —— 美の 美に 染み、， 

美 を 反映し、 美 を 宿した 鏡、 その 影ぞ。 

I- まことの 美 はつひに 滅 ぶこと なし、 

されば、 ロマン ティ ック • ペシミストよ 

「滅び 行く もの は 美し けれど 
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滅びざる もの は 更に 美し」 と、 

いま、 汝は歌 はねば ならぬ、 その ゲ リエ， 'シ ヨン を。 

いかに、 地上の 美 は 迅く滅 ぶと も 

みな ちと 

天上の その 源 は、 つ ひに 滅びず、 I 

，た 

あだか も、 水面の 影は碎 けても、 月の 完 きが やうに" * 

かずかずの 醜き が 上に、 美の 影 はさし、 

さて 語る、 「ただ、 美しき ものの みぞ 不滅なる」 と。 

南方 の 友に 

今宵、 雨 来らん として 來ら ずノ 

ここ は 全くの 無風 帶、 

行水 を 終 へ て 着けた 浴衣の 下に 

はや も あたらしい 汗が にじむ。 

今年の 暑さ は、 三十 年來の 暑さです よと 

夏の 夜の 露 路に凉 みの 女房 達の 話で ある、， 


夜分に も 風が なく つ て寢付 力れ もしな- - 

.*  J の 氣候は 豪： 灣にそ つ くりだ とい ふ。 

この 暑熱、 この 寢 付かれぬ 夜、 

そ の 臺灣 のおな じ 無風の 熱 夜 を 

君 もな ほ 未だ 寢 ないで ゐる であらう。 

としつき 

わかれて 遠き この 年月 を 

T- ゆと . ： »•»  „ 書 

君 はいかに 北の 首都 をば 夢に-^ がく 力」 

その 面影の あやしく も わが 麼 をめ ぐる、」 

わが 南方の 友よ！ 張耀 堂よ！ 

今宵、 自分 はしき りに 君 を 思 ひ 出づ。 

おも ふ、 かの 銀座の 漫步 11 

カフ ェ ェ 1 フ イオンの 三階に、 

圓 柱の いただく 造花の 上に 置かれた 電燈が 

造花の 靑ゃ紅 をうる はしく 透かせて 

天井に- R 映して くる その 光の もとで、 

6 然の 恵み  . 


ぢ つ と顏を 見合 はせ て 微笑む 

友と 友との 樂 しい 一 タを惜 みっつ， 

いかに 5；；? は 高らかに 語った か、 

いかに 君 は 肉 を つた か！ 

また、 淸新 軒の 食後に 

君が 南方の 情熱 を もて、 

ピアノの キイ を 打ちな ぐった とき、 

いかに、 感じ やすい 詩人の 胸が 

ゥ H ェ タァの 目色に つれて 顫 いたか を、 

思 ひ 出づれ ば、 今、 いかに 遙 かなる かな" 

故 國に歸 つてから、 今日が 日まで 

未だ 曾 つて 心 か ら 哄笑し たこと がない とノ 

君が たよりの 言葉 の 深く も 傲ば る。 

今 は 笑 はず、 ああ、 も 今 は 寂しい か、 

我等の 友情の 樂 しい 酒であった 
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あの 全 ：=s^ 細 聯盟の 夢 は 熟した、 友よ 今，， 

故國 のために、 日本の ために、 

郷 人の 问化琪 業の ために 君 は 働いて ゐ るか" 

我 も 笑 はず、 ライフ • ヮ， ァク、 未だ 成ら いど、 

ただ、 默 して 生の 負 俊 を 償却し つ つ あり、 

昔 0 の歡 笑、 m: び 求め 難くて 

お をお もへば、 首都 も 寂し。 

幸 あれ 友よ、 張耀 堂よ I 

君 は 南方の 人、 我 は 北方の 入、 

君 を 生みし は、 かの M かし い^^の 國、 

そこで 君 は 綜櫚ゃ バナナと 一 緒に 育った の だ、 

日本の 家の 鴨居 を うらむ 六尺の 長身にまで。 

君 は 六尺の E 漢、 我は瘦 せこけ た 貧乏 詩人、」 

だが、 二 入手 を携 へて 步む とき、 . 

鄉 土と 民族との 溝渠 を 超えて 

我 は 君 を 愛し、 君 は 我 を 愛す • ； 


一二  g: 八 

廢屋の 春 

…… 今朝、 はからずも 俗事に 强ひ. しれて 

私 はこの 近郊の 一 角 をよ ぎった、 

絕 えて 久しい さまよ ひの 道 をよ ぎれば、 

薮 かげに 曲る 道 かどの 立樹 一 本、 

たちまち、 わがす ベての 記憶 は 蘇り 出づ。 

ああ、 どうして この 地上の j 角 を 忘れて よから う、 

これ ぞ 私の 靑 卷 のかた み、 

かって かの 人の 住んだ 家の あと I 

ゆく りなく 出て 來 たこの 尾 敷の あと を 

のぞみ 見て、 しばし 何事 を もえ わき まへ ず Q 

このな つかしい、 かたみの この 舊屋 は、 

まあ、 まだ そのまま になって ゐ ると 見える、  . 


おそらく ここに 住むべく 

入 はな ほ、 その 價値を 自ら 信じえない の だら う。 

いつも、 いつも、 私の 心は慌 しい、 

なり は ひ 

手から 口 へ の 生活に 追 はれ 追 はれて、 

かしら 

xn 毎に 心 はす さみ、 頭 は 荒れて、 

昔の 夢の あと を儸 ぶよす が もない 

その 今日の 私に 

(昔 a の 美しい 詩人の なれの 果てに) 

ああ、 何とい ふ 不思議 だら う、 

はからずも、 かかる 散文的な 事が 

私の 最も 尊い 思 ひ 出 を 

こ のす がれた 胸に 喚び 出した と は， 

聖地 パ レス ティナに 踏み 入った 

十字軍の 騎士の やうな 心 もて、 

ここ、 かの 入の 住居の あとに 來て みれば、 

r  a  1^ の忠み  ！ 


ありし日の 影 もと どめず， 

もう 人が 住ま なくなって 久しい 屋敷の 中に、 

垣の 外に、 梅の 古木 をいた だいた きりぎしに、 ， 

今朝 は 土 を 高く もたげた 霜柱、 

春も來 たと 云 ふのに この 霜柱、 

ほのかに さしてく る 日の目の 色 を 見て 

さとく づれ、 また、 さとく づ をれ る。 

崖の 上、 靑苔を 厚く 鎧うて をりながら 

古木の 枝 は、 睡 足ら ぬげに 吹いて くる 

二月の 風の 掌の 中に、 

鳥肌 立った 老人の 胴ぶ る ひして 

天 を のぞめば、 その 天 を、 繭に 似た ちぎれ 雲、 

小鳥の やうに 群れて 飛ぶ。 

折れ、 倒れ、 破られて、 今 はありな しの 垣 をく ぐれば、 

さても 驚かれる その 荒廢 の樣、 
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(ああ、 何の 现. s がかくまで ここ を 放棄した か) 

古池の ま はり を こめて 

枝 は 地に！ ふ 松に 征の 雜が雜 然として、 . 

げに、 の 北 を^ば しめる 

この 熊 彼 や 縮お K の殘^ も 

無殘に 踏み荒されて、 

近^ をす る關 入お どもの 狼藉 を-語って ゐる。 . 

あやに- 

この 荒 險の屮 に數多 人り 組む 梅の！ I の 

花 美しく 朝日 を 浴びて 匂って ゐる 

その 下に、 さても ぶしつけな 野 糞の ひと 山、」 

ああ、 わが 昔 B の 思 ひ を 嘲る やうに 

なまなまし くも 輝いて ゐる、 

すべての 突し い 夢の あと を 飾る に は 

これ は あまりの 皮肉で ある！ . 

思 ひ 出づ、 かの 日、 かの ありし 曰に 


わが 心の 祕密を あかした とき、 

われと 同じく 詩の 道に 志した かの 友が 

からからと 笑って 言 つた かの 言 紫 … … 

「君 はま だ そんな 莫迦な 夢 をみ てるの か 

自然主義の 時代 ぢ やない か、 

おれ は 君が ジフ イリ スに でも かかったなら 

君 も 一 人前に なった ものと 

喜んで 祝福す るが、 

そんな £ マ ンチ シズム はもう 時勢お くれ だよ ノ 

やるなら やる で、 

底まで 徹す るんだ、 肉まで 行 くんだ！」 .：.- • 

ああ、 その 頃 は 

實際、 自然主義の 時代であった、 . 

現實 暴露の 悲哀、 

それが 當時 の 合言葉 だ つた 11 

然るに、 この おれ は 


何とい ふ 反 時勢 者、 

何と いふ ァ ナ クロ- 1 スト、 

何とい ふ あはれ な 口 マ ンチシ ストだった らう！ 

手 を觸れ 合った こ ともなく して 

すぎ 去った 日の 夢 をお もへば、 

相 見ざる こと、 はや も 十 年、 

旣に 人妻で ある 彼女 をお も へ ば、 

かずかずの よくない 人の 噂 を 聞けば、 

(それ を まことと は 思 はね ど) 

いかに 屢々、 わが 心 は 痛んだ 事で あらう。」 

…… それ も 過ぎた。 

その 慎みぶ かさ、 その美し い 夢 …ミ 

それが 何で 自分の 誇りで あらう ー 

自分 は經驗 のない 少年だった の だ。 


ただ それ だ けに 過ぎない の だ。 

プラト-一" ク • ラグ！ 

ああ、 何たる 愚かな イデ vT たらう- 

だが、 あまりに 年の 若い ものに とって は 

この 外に 何が 與 へられる か？ 

そのと き 人は戀 すべ く 十分に 熟して ゐな い の である。 

しかも、 その上、 

かく も、 心 弱い あはれ な 人間に とって は、 

ああ、 ただ 永遠の 悔恨が あるの みで ある！ 

いま、 この あさましい ばかりの 荒廢の 中に 立てば 

なぜ、 あの 時に、 あの 園 を 

心 ゆく まで そぞろあるきし、 

この 園に 咲き出して ゐた花 を 摘み 摘み、 

生活の 曙に 甘美な 舂を味 ふこと、 


や-' やう ど^^の 根 を 吸 ひ盡す 

子供の やうで {H 分 は なぜなかった の だ。 

彼女と 別れて からの &: 分 は 

いろいろと 試みた、 それ も 常に ひかへ 目に、 

まだ 一 度 も 心 ゆく までの 快 樂を享 けなかった。 

おも へ ば-：：：分の半生は^^！に過ぎた。 

力 强ぃ拳 もな く、 剃刀の やうな 世智 もな くノ 

とりわけ^ 額 不敵の 心 術の 天惠 もなくて 

ただ、 ほん の^かば かり 夢み たばかり だ。 

何とい ふ あはれ な 男 だ、 この おれ は！ 

この 廢； K にも、 れ うらんの 春 はかへ つて 来ようと して 

ゐる、 

だが、 いかに 花 は 探き、 風は薰 ると も 無駄 だ、， 

誰か W び 我等の 春 を か へ し 得よう、 

かの 人 はすで に 人の 妻、 人の o、 


！ニ： A  二 

われ は 今な ほ 零 丁 孤 苦の 貧 詩 入 —— 

春 は 永遠に 行って しまった 11 

「永遠に …… 永遠に！」 

かう くり 返して、 私の 心 はむ せぶ やう だ。 

ああ、 早卷の 朝、 昔の 人の 屋敷 あとに 來て 見れば、 

今 も 名殘の 一 木 一 草が、 

わが 签に すごした 靑泰の 思 ひ 出の 

その 一 つ 1 つの 苦い 記念！ 

これが もし、 かの 折りの 若い 身空の 事で あれば 

淚 はいかば か り 落ち落ち たこと であらう。 

せ.510._かん^^ん  1>ん さん 

世路 艱難、 貧しき 半生の 辛酸に 

當 年の 意 氣も銷 磨し 盡 した 

今日の この 中年の 心に も、 

言 ひやう もない 激情が 雲と 亂れ て、 

揋 然として われ ノィ めば、 


ひらひらと 梅の 花びら 

淚の ごとく わが 肩に 

ふた ひらみ ひら 散り かかる。 

むかしの 女 

むかしのこと は みんな 忘れた！ 

(さう、 口に 出して 言って ゐた 自分 だ …… ) 

人通りの 多い 通りの 坂の 半ばで、 

むかう からく る 一 人の 女に、 

ふと、 何 一： おな く 腿が 落ちた とき —— 

「おや！」 と、 まるで 誰かが 言った やうだった- 

は その 女に 釘 づけに された。 

彼女 も その 眼 を まともに 据 ゑた …… 


眼と 眼 は つ なが つ た …… そして 切れた。 

「 …… 彼女 だ！」 と 私 は 低く 聲に 出した、 

そして 又も 振 返って、 その 若い 女 を 見た。 

眼と 眼と は 再びつな がった、 

彼女 も 振 返って 見て ゐ たの だ ー 

「彼女に ちが ひない，  あの 眼 だ！」 

忽ち、 十 年の 昔に かへ つた、 

自分が 上京し たばかし の 筒袖の 少年 だ つ た 時代に I , 

私 は 今にも 聲を かけよう とした、 

「だが、 待てよ、 不思議な ことがある！」 

と、 私 は 坂の下へ と 遠ざかる 姿 を 目 しつつ 考 へた。 

「彼女 は あの 時分 おれより 四つ 年上だった、 
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彼女 はも、 么 II 十四 五の IW である、 

それに あの 女 は …… まだ 二十 四：.^ だ！ 」 


ふるい もの は みんな 枯れる のに 

人の 心の 古 のみ は うづ き だす „ 


やつば り ふの だ、 あんなに よく 似て はゐ るが. 

彼女が 今 こんな 若さで あったなら 

おれ は あんなに 子供 扱 ひに はされ なかった らう。 

おれ はすつ かり 滅入り 込んで 家に 歸っ たので、 

「どうかし たんです か？」 と 家の ものが 訊いた。 

r ゥン、 何でもない」 とおれ は 答へ て、 

長い こと、 ぢ つと 灯 かげ を 見ながら 考 へて ゐ た。 


ち w§ ふ 

ひとり、 ひとり、 佗し さまさる 朝夕よ、 

ひるび 

晝日さ へ 手足に いたくし む 秋 を 歩む、 

街道 はだん だん 仲び 走り、 

數條の 車の あと も 仲び 走り。 

is の 碧 さよ、 雲の 白 さよ、 

その 雲 は 秋風に はためく 旗 か、 

かぎりなく 澄む is ゆ ゑに なほ：^ びて 

孤獨 にし づ む 旅人 の 胸に は た 鳴る。 


秋 を 歩む 


秋が 更ける と、 野に も 山に も、 

おち は 

落葉が 風に 飛ぶ、 心に 逢 ふ。 


歩みつ かれて ふと 見れば、 道の かたはら 

获と 薄と、 一 かたまりに やや 埃ば み、 

風に みだれて 顫 へて ゐる、 

^^の葉は蟲ばみ、 薄の 穗は 伸び ほほけ て。 


ふたりで 暮 した 十 年 を： sj- はお も ふ、 

悲しく、 つつまし く、 世の 片隅に 生きる 身 を 

佗しと 兑れ ば、 佗しい 萩す すき、 

その 极 もとに 投げ捨てられた 草鞋の かたあし 

雨に 朽ちた る 姿に も、 ああ、 秋 は 身に しむ。 . 

早 春 

枯れた 蔦蔓の 絡んで ゐる 竹垣の 上に 

南に むいて 差 出た 古い 梅の 樹の 

その 枝に はもう 小さな 蕾ら しい ものが 見える、 J 

お とづ 

春が 訪れて くると、 

いつの 歳に でも 

いつの 間に か、 白い 花が 咲く、 

今月け いつ 頃 咲く であらう …… 

自 の み 


さう 思 ひながら 緣 側に 立って ゐ ると、 ， 

つ ひ 目の さき を、 

そ、 そ、 そ、 そと 行って しま ふ 影、 

小さな 靑 いものの 影 …… 

高く はの ぼらないで、 そこ ここにと まり 

f なく、 家の 橫へ とかくれ てし まった。 

何處へ 行ったら う？ 

あれ は鷥 だった .—— 

去年の 今頃、 毎日 私の 家へ 来て、 

なつかしげ にさ まようて ゐ た鷥、 

梅の 花 が^く ころ 来て は 美しい 聲で なき、 」 

この 花の 散る 時分に はゐ なくなった 

あの か あいらしい 鶯 11 

多分、 戶山ケ 原の 林に すんで ゐ るか 

或 ひ は、 目白 あたりの 邸の 庭園に ゐ るの か- 

三 五 E 


こんな 町中の 家並 を 

谷 渡りす る 鳥た ちの やうに、：  # 

そ、 そ、 そ、 そと 昔 もな く 

お とづれ 45^  く、 平 春の 訪問 若！ 

お まへ は 私の 小さな 喜びの 伴侶、 . 

遠 傲し ないで、 毎日 來 ておくれ。 

春 近し 

停車場 を 出れば、 驛 前になら ぶ 茶屋， 

「御 休憩所」 の 小 旅が 軒端に ビラ ビラして 

紅 い^に 姉さん かぶりの 忙し さうな 立 働き、 

入口の 柱に 馬を墜 いで 入った 馬子と 話して ゐる。 

道 を 左に 11 陰氣 くさく 並んだ 商家の 間に はノ 

たまたま 自轉 車の 修絡： が あると おもへば、 . 

土龍と りの 器械 を賣 つて ゐる 店が ある。 

. I いかにも、 郊外の 町で ある。 


II！ 五六 

町 を 出 はづれ て、 街道 を 一筋、 

はじめての 道、 しかも 見覺 えの ある 道、」 

い つ か 何處か で 見た やうな 道 11 を 

行き 行けば、 行き 逢 ふ もの は 

痏 せて 小さな 牛に ひかせた 荷車、 

風呂敷 包み を 重たく 背負うた 老婆、 

見お ろす 稻 田の 刈 棵に なほ 寒さ は湛へ て も 

麥の 芽の 靑ん で、 春 を ほのめかして ゐる。 

わき 道 すれば、 ここ は靜 かな 世の 片隅、 

この 靜 かな 世の 片隅が 自分に ふさ はしい、 ， 

狭い 小路の 兩侧に こん もりと ァ ー チづ くる 

枯笹の 床に、 バッと 二月の 日が さして 

風の ない 午後の 暖かさに、 そっと 腰をおろして 

外套の ポケットから 

エア シップ をと り 出して マッチの 火 を すれば、 . 


火の 色 は 見えず して、 煙 は 立ち、 

しづかに ふかす 1 吹きに 

靑 くゆら ゆらと 立ちのぼる。 

枯楚の 堤の 上 は 1 帶の 休閑地、 

枯 草の 上から は、 はや ti; 苹の芽 生して 

來 らんと する 春 は、 ここに もこ もる • 

かなたに 櫻の 若木、 影 を 落して 

惱 める ものの 寢床 によく、 

身 を ながながと 差しのば し、 

春ち かき 午後の 日の 眼に まぶしく 

うつらう つらの 夢 を？。 


風 景 


fj 

ノ 


P 


fgs かげの W 舍 〔豕 だ、 

む ざう さに 荒 纏 かけた 

生垣の I のなかに 

たった 一輪、 

細 枝の 花を兑 つけた。 

小 松 山 

さッと 雨が 來た、 

むかう の 靑ぃ小 松 山が 

1 暦 く见 える， 


三 五八 


その 中に ひとところ 

禿げ こんだ 赤土が 

1 き は 目立つ i . 

十分 ほどす ると、 

どつ とそ こ を 

水が 流れ出した。 

萱 

まんまん とたた へた ガ、 I：、  _ 

その 靑ぃ 水のお もてに 

ひと もとの 費が さし 出て、」 

^吹けば しづかに 動く。 


山 吹 

ゆらゆらと 


水のう へ ふかく 垂れた 枝、 

垂 るる ほど 花 を つらねて 

濃 みどりに 黃 をば ちりばめ、 j 

散る 影の 

はら はらと 水に うかべる。 . 

凉 景 

きれいな 松 だ、 

長い 長い 松 並木の 

靑ぃ 紫の 網目が 

海 を 遮して ゐる 0 

山から 出る と、 

黄色な 榮 種の 花 ざ かり、 ， 

、ち 

s  ^ の 恵み 


ぢ つと 見て ゐ ると ねむくなる。 

遠くの 村で、 

鷄が時 をつ くる.' 

廣ぃ 湖水 は ぼつと 霞んで、 

舟が 一 つ、 ぢ つと 動かない。 

山 川 

山 はみ な 崖の やうに 

あつ 

野を壓 して ゐる、 

見る かぎり 黃色 だ。 

その 中 をた ぎり 落ちる 山川、 . 

に：^ は 

水に ふれる 石み な 赤く、 

や- "T ほん. 5 ろ .1 

明礬 色の 濁り、 さむざむと 

ゆらめく は 針金の 橋。 

三 五 九 


河 は^れて、 々と * 

うらがれの 薄が た わむ 

藏 王の 山風、 

諷 ッと揚 上りの 肌 を 刺す。 

やがて む 

二 尺の STI: の 前觸れ だ" 

山 路 


行っても 行っても 

おなじ の路、 

まがって は つづく 1 筋 

何麋 やらに 水の 音、 

枯 革の 下、 落葉の 下 を。 


一二 六 〇 


頰 かぶりした 男 j 

枯薄。 

誰も 來 ない、 

鳥が チチ と啼 く。 

急に 人が 戀 しい、 

日が 落ちて、 塞くな つた。 


I 


まっしろな 霜 だ、 

霜よ けの 藁が、 畠の 畝が 

きらきらと 朝日に 光る 塞 さ。 

「lif い 霜 だで、 ここら は ：… 

「うちん 方 はこん なでない」 

； ゃぢ 

二人とも 髯もぢ やの 親爺 だ" 


山の 湯歸 りの 自動車の 上、 

白い 息 を 風が さらって 行く、 

角ば つた 左右の 山が 寒い I . 

もう 村は兑 えない、  - 

山 蔭から つづく 路には 

ただ 太い^の あとが 二す ぢ。 

夜 霧 

夜霧の 晚 であった、 

かた か：^ まち ) 

ひっそり とした 片側 町であった。 

私 はもの の 象の ぼんやり としか 見えぬ 

その 片側 町を步 いて ゐた。 

私の むかう を 1 つの 影が 行く、 

三十 をす ぎた 女の 影 だ、 

すた はラ  I 

裾の 方が ひどく ふくらんで ゐる 


通りす ぎて、 ふり かへ つて 見る と、 

あたま 

その 女の 前 かけ を 頭に かぶって 

七つ 位の 男の子が 歩いて ゐる、 

母親の 足より さきへ、 自分の 足 を 

お づぉづ 出しながら。 

ぼんやり 立て こめた 夜霧の 中 を 

その 一 つの 影が まぎれ 込んで 行く。 

•2! ベ 

この 人通りの ない 海邊の 村に 

誰も 知り 人の ない 私です、 

まひるの 曰 ざし 强く 射て 

家の 間から 光る 入江。 

がらがら {. ^の 荷車 を ひいて 

女の 兒が 二三 人 横から 出て 來た、 


私 は 何 か 云 ひたいの だが 

^つて それ を见 るので す。 

白 帆 は 遠く 沖に 泛 ひて 

ほのかに 兑 ゆる は 伊豆の 山 か、 

松 小舟 三つ 四つ 並び 

船蟲が 群がり 道って ゐ ます。 

潮が 次第に 上げ てく る ころ 

そこ はかと なく 歩いて 行く と、 

砂地に ぃ廢^ があって 

白い 木槿の 花が 咲いて ゐ ます • 

蒲に 蔽 はれた 丘の 上に は 

赤 い 屋根の 洋^が た つ てゐ て、 

ふラ TJ や 

高い 風 の 大きい 矢が 

海風の 方向 を 示す 初秋。 


旅と 家居 


秋の 客 

ひとり 海邊の 町に やって来て 

見 も 知らぬ^ をよ こぎれ ど 

あやしみ 見る 人 もない。 

ここ は 夏 ni 月が ほどの 海水浴場、 

たのしい 若い 人た ちが 

どんなに 群れ 戯れて ゐ たで あらう • ； 

今 はもう 十 一 月、 

夏の 姿 は 去って 遠く 

秋の 思 ひ を 抱く 秋の 客 ひとり、 

ひね もす 宿の 一 一階の てすりに もたれ 


目した に つ ら なる 海 をな が め る。 

鈍く く すんだ 灰色の のお もてに 

一 列に 白く わき 立つ 波の 高鳴り 

ひね もす 止まず、 私の 心、 

なほ その 亂れ をう つし やまず、 

秋 も 十一月、 秋の 詩人、 

ひね もす 海と 默語を 交す。 

さびれた 濱で 

波が 砂地 を 嘗めて ゐる、 

砂地に 橫 はる 平たい 岩に 

碎 けた 波が 白く 飛び散る、 . 

濱には 人影 一 つない。 

ここに 飛び ま はって ゐた 

11 ニハ 11! 


少女た ち は何處 へ 行ったら う？ 

あの 股 * たしげ に えて ゐる 波の 中へ 

0 々 と 飛び 込 ん でゐた 若者 達 は ？ 

彼等 はゐ ない、 彼等 はゐ ない、 

また S が來 て、 この 濱が 

辦ゃ iKj!:^ で 飾られる とき、 

彼等 は び ここに^って くるで あら 5 か？ 

彼等 は w び ここに 來る かも 知れない、 

わたし は 再び ここに 來る であらう か？ 

さびれた、 m を ひとり さまよ ひつ つ 

再び 捉 へがたい この 刹那の 尊 さ を ふ。 

漁り火 

秋 ふけて すでに はるかに、 


三 六 四 

かづ S  I 

上總 のみな み 勝 浦の 

宿の 二階に 客 は 一 入、 

ひとけ 

人氣 なき 部屋の つらなり 

ことごとく 共に 海 をき く。 

朝より 海 は なごやかに、 

ru にむ かふ 潮 見 岬の 

や t ろ ち ぎ 

御社の 千木の みたかく、 

ああ 何の こころ か、 夕 { -^; かけて 

白い 鳩が 二つ 飛んで ゐる。 

お S つ 

山な み 落つ る興津 ちかく 

波 は 岩 i に 雪と くだけて、 

夕ち かしと 海の ひとつら 

； * ど り  .5 ざ ぶね 

碧 は 深み、 漁り 船 

歸 らんと して 見えな づむ。 


さんま  .Sri ひ、、 

秋刀魚つ る 漁り火い くつ 

はや も、 沖邊に なす、 

その も ゆる 火に 愁ひ をて らし 

ひとり 默 せる 秋の 旅人、 

漁り火 を 見て 何 か 云 はぬ か。 

夕 暮富士 

犬 山城の 天守から 

見お ろす 眞！^  

淙々 と 流れる 水 を 

眼で 聽く。 


鳶の やうに 翼 を ひろげて 

中 {r« に かかる 

樹々 の 稍の 下に、 

赤 岩に 白く はねる 水。 

G 然の 恵み 


流れに 泛ぶ 舟の 小さ さ、 

砂洲の 上に も 

黑ぃ 點 が ひとつ、 

ォ ー ィォ ー ィと 呼ぶ 聲も II か 


對 岸の 水の まがる 角、 

？ まつち り 置き去りに された 

小さな 山 11 

「あれが 夕 暮富士 とい ふので すよ」 

可愛らしい 富士 ではない か、 

あの 上に 夕日が かかる まで 

私はぢ つ とぢ つ と 

n:.?^ ラ ィ ンの水 を 見て ゐた い と 思 ふ" 


I 二 六 五 


s  J 逾 

はつ s の 雨し め やかに、 

岩に 新樹に 水の 流れに 

ふりそそぎて は、 ひと 色の 

L  'r ゃ卞 なか 

みどりに 勞 くる 山 屮の 

こ ほろ ぎ 橋の 橋のう へ、 

伞 さし かざした たずめば、 

この 身 も雜末 をす ベり 落つ る 

みどりの 雨の しづく かと 

おも ふば かりの 爽 かさ。 

柴山潟 


蘆の 若葉が さらさらと 

ゆらめく たびに、 捨 小舟 


1!： 六 六 


かすかな 波に ゆらゆらと、 

人影 さ へ も ゆれる とき、 

思 ひだした か 行々 子、 

置の 若葉の はてに 啼く。 

旅 情 

旅 をして、 

地方の 町の カフ ェ ェに 入る のが 

私 は 妙に 好きだ、 

その 町の 者の やうな 顏 をして 

ゆっくり 腰かけて 

默 つて 麥 酒を飮 む。 


はじめての 金 澤、 

電車 を 下りた さかり 場の 

香 林坊の 手前、 


カフェ ェ • ブラジルの 片隅で 

さう して 入り 替る容 を 見て ゐ ると、 

ほのかに 旅情が 催す。 

五六 人の 可愛い 少女の 

白い エブ ロン、 

年 かさなの はとり すまして、 

時々、 兩 側の 壁 一面の 大 鏡に 

うつる 姿を氣 にして 

髮に手 を やって みたり する。 

年下の 二人、 何の 氣も なく、 

キヤウ キヤ ッ といって 

卓から 卓へ 追 ひかけ 合って、 

叱られて、 きまりわるげ に、 

一 人が 自分の むかう の 椅子に 來て 

ぢ つと 新聞 を讀み 出す。 

自 然 の iwl み 


十四 五の 丸顔の 娘 だ、 

時々、 顏を あげて は 

自分の 顏を 見て、 二.' コリ して 

麥酒 をつ ぐ、 その 二 本 S に は 

ほのかな 醉 ひも こころよく 

いっか 他愛の ない 無駄話。 

新聞の 小說が 面白い とい ふ、 

よく 分る か と 間 へ ば 分る とい ふ、 

「あなた も小說 がお 好きです か」 

「あまり 好き ぢ やない が 時 々讚む」 

かう 答へ て フッと 笑 ひ 出せば、 

少女 も 笑って 麥酒 をつ ぐ。 

それから 一年た つて、 また 春の 末、 

京の 旅の 歸 りに 置 原に ま はり、 

一二 六 七 


また 金澤 のな つかしく 

立お つた ブラジル、 ^も 稀れ に、 

年 かさの 美人の 女給 はもう ゐ ないで 

あの 娘が やって 來た、 白い ェプ t ン。 

1 年 前の 旅人と 知る よし もな く 

麥酒を 持って 來 てついで から、 

また 新^ を讀み はじめる、 

やつば り 小說は 面白い のか、 

やや 大人び た その 顔の 白粉の あと、 

旅情に はかに わいて、 寂しく 麥酒 のむ。 

別 宴 

旅立ちの まへ、 

停 { ^楊の レスト オランで、 

_ -』  . わかもの 

見 .逡 りの 二人の 宵 年と 


麥酒 のみ、 曹達 水の む。 

京都への 初の 旅立ち、 

幡峨は 若葉 か、 

« むろ 

御室 は 花 か、 

,J ぐ C つじん 

春に おくれた 四月 盡〕 

たび ご. -ち 

旅 を かたれば & 心地 

今夜 は 寢られ ぬナ、 

まあいい、 飲まう、 

發 車まで まだ 半時 間。 

春の 夜の 旅 

右手に トランク、 肱 突いて、 

ただ 默々 と、 うなだれて、 ぢ つと 目つ ぶる 

わたし は ひとりの 旅人 か、 


急行列車の 片隅に 

春の ひと 夜 を 山から 山へ 

はるか こ、 ；J,S るか こ、 はこ V^Jr* る 0 

わたし はさび しい 旅人 か、 

地軸の はてまで、 

何處 とい ふめ あてもなく 

見知らぬ 園へ、 遠い 他鄕へ 

ただ、 {T^ しく 空しく、 はこばれる、 

入 生 をと ほして、 人里の 限り 赏 ぬき- * 

春の 夜の 旅 11 はるかに も 

は こばる る 思 ひ はてなし、 

何處 かに、 何處 かに やすら ふべき 

樂 しい 寢 床が あるで あらう、 

わたしの 故鄉は あるで あらう、 

は、， 二 わが 汽車、 ひと 夜 を こめて。 

自 の n み 


ほのぐらい 燈火、 旅客の 夢 を 照らす 

中に^め たるた だ ひとり、 

限りなき 想 ひ を 追へば 

身の 寂し さが ひしひしと 心 を こめて、」 

ただ 深く、 深く、 地軸の 國 へと 

落ちて 行く かの 想 ひする、 春の 夜の 旅。 

る さと 

夏の あけがた、 

ふるさとの 海の ほとり こ 

搖 れてゐ る、 

靑 むで ゐる、 

砂の 畑の 

その 葉 は ゆかし、 

おも ひいでても さわやかな。 

三 六 九 


瓜の^、 麻の 雜、 桑の 雜の 

菜う ら雜 おもて 

薬お もて 雜 うら、 

みんな ひといろ 

い からぬ けたいろ、 

蚊；^ をで てまた 蚊帳 かとお も ふ 

その ふるさとの なつかし や。 

花 咬かず 

うす 桃色の 大きい 花が 

枝 一杯に 咲いて ゐた赤 城つつ じ、 

荷舉 につんで 賢って ゐ たの を 

買って 來て 庭に うつして 

もう 四 年、 ただの 一輪 もさかぬ 

山戀 ひしげ にた だ 靑紫。 


三 七 〇 

寂しい 姿 

家の ものが 我 孫子に 行って 

沼の ほとりで 取って 來た 

しどみ の 木と 野 すみれが、 

小さな わが 庭に 植 ゑら れて 

ちょん ぼり として ゐる のが 

毎朝 わ だしの 心に かかる、 

丁度 わたしが 子供のと きに 

髗民 地で くらした 姿の やうで。 

蔦の 葉 かげ 

今年、 蔦の 紫 は  ， 

靑々 と 大きく のびた、 

粗末な うちの 竹垣 も 


これで まづ よくな つたと、 

ぢ つと 見て ゐ ると、 

のび 上った その 葉の 下に 

小さな やもり 一 一つ、 

びっくりした やうに 

身 を ひそめて ゐる。 


おや、 お まへ たち は 

まだ そこに ゐた のか、 

ざら さく 

去年の 造作の をり に 

すみなれた 壁板 を 追 はれて、 

それから 何處へ 行ったら うと 

その後 も 時々 氣 になった のに、 

そんなと ころに ゐた のか、 

いいから、 こ はがらないで 

い つまで も 仲よ くお くらし、」 

その 葛の 紫 かげに。 


旅 をお も ふ 


旅すれば 旅 の 心 も い そが しき- 

わが 旅日記に はかう 霤 いて ある、 

だが、 家に すわって 旅 をお も ふと 

すべて はなつ か しく 樂し いもの だ、 

苦しい 長い 汽車の 旅、 

慌 しい 發 車の ひまに 賈 ひ 込む 

おきまりの 辨當、 土瓶のお 茶まで が _ 


京の 四月の 東 山、 西 山 かけて 佛寺 めぐりに 

威勢の よかった 車夫の 樣子 もな つかしく、 . 

裏日本の 小さな 湖水に 波が 立って 

佗しく 雲の 垂れた 日の 女中の 話、 

一時間、 二 時間， 山の 林 を さまようて 

人戀 しさに、 何 處 とも 知れぬ 水の 音 を 


n 一七 二 


^いて ゐた に 出あった あのお 媪 さんの 顔 

心 は 人に つながれ、 旅に つながれ、 

旅から かへ つて 幾 11 日 か、 

もう 旅の 誘 ひに 堪 へられない、 

阢の 川で、 、し は 遠く さすらうて ゐる" . 


1,1 


AI 


きれいな 数 だ、 llw 竹 は 

すいす い 仲び る、 

ふし 

仲び ゆく ままに 節 ji^  く  „ 


竹に.，^ の ある やうに、 

人の 一 生に も 

苦勞の 節が ある • 


竹の すぐな 姿 を 

見て あれば、 

苦しんで 生きる もた のし。 

新しい 曉 

い ぃ曉 だ。 

li がお りて ゐて、 f& は神祕 的に 

靑 く^え 冴えして ゐる。 

熱い 熱い 火 をお こす、 

私たちの 幸福の スパァ クル I . 

活き活 きした 眞 赤な 火。 

はじめて この 火 をつ くり 出した 

原始人の 狂喜の 聲が、 

私の 胸から 木精す る。 


生きて 行かん と 思 ふ 窓 Q 

屮に 

窓より 見れば， むの 月 

西へ 西へ と靜 かに 行く * 


わが 窓 は 

葉 うら 葉お もて 裏 枯れの 

蔦の 垂れ 葉の かざる 窓。 

わが 窓 は 

t び 

あっき 秋 陽の かげ 落ちて 

夕 星 一 つ 光る 窓。 

わが 窓 は 

苦しき 世に もな ほ耐へ て 

d  の is! み 


疲れた 生命 は 蘇った、 

.  ひと ひ 1 

今日 もまた、 一 日の 勤めに 

この 心 もて 生きて 行かう。 

秋 窓 月夜 


七 


寺 

1  一 na 


或る時 

お まへの やうな ものが 

is  くなら うだと か、 

智 たと か？^ だと か 

云 ひま はるの は、 

身 の 程 知らず の 骨顶だ よ と 

或る人が 嘲った。 


生れつき 善い ものなら 

今の ままで いい 箬 だ、 

自分 は惡 いもの だから 


III 七 四 


善くなら うと 思 ふの だ、 

それが 身の程 知らず だと は 

どうも 合點が 行かない 事 だ Q 


私 だとて 善くな りたい、 

い くら 笑 は れ て も 善くな りた . 

愚痴 だから 智慧 を 求めたい 

虚槊だ か ら厲. 實 を 求めたい、 

それが わるければ 

何とで も 云って 嘲って くれ" 

えらくな りたい、. 

ほんとの 意味で。 

何と 罵られても 

默 つて ゐる 心、 

どんなに 迫害 されても 


される が 儘、 

どんな 辛い 時で も 

笑って ゐ たい。 

えらくな りたい、 

^間 的で なしに" 

そんな こと さ へ 

ES はぬ ほどに、 

えらくな りたい 0 

此 頃の 詩 は 

おもちゃの やうに 綺麗 だ、 

見た ml に パ ッ とくる 

まるで 活動の 續 看板の やう だ、 』 

目 あたらしい 文字 や 

妙な 言 ひま はし をして 

わけの 分らない 詩ば かりだ、 - 

6 然の み 


そんな 詩 を 見て ゐ ると 

もっと 素直な 

もっと IB- 純な 

t か. * 

內容 ばかりの 詩が 書きた くな つた， 」 

何でもい いから 

云 ひたい 事 を 云 はう、 

感じた 事 を そのまま 霤 かう、 

或る時、 或る時の 自分の 息だノ 

それが 詩で なければ 

詩で な くもいい。 

四 

な ん にも 分ら ない ものが 批評 を 書く" 

そして 威張って ゐる" 

なんにも 分らな いもの は 幸福 だ。 

X 

人を駡 つて 駕 つて 罵りぬ いたと き 

I 二 七 五 


お まへ は 寂しく はない か、 

寂しくなければ、 とても 救 はれない。 

悪く 云 ふ もの は 惡く云 はれる もの よりも 下 だ、 」 

惡く 一； ム ふの は、 相手よりも 身 を 下 す^だ、. 

それでも まだ 惡く云 ひたいの か。 

歩 み 

寂しい 時 は 

ただ 歩く がよ い。 

賑 かな 町で もい いし、 

ひっそり とした^ 路 でもい いし、 - 

埃に まみれた 木の ならぶ 

<ム£1 の 中で もい いし、 

ただ 歩く がよ い。 


II 一七 六 

ゆっくりと 

ゆっくりと 

歩いて ゐ ると、 

どんな 小さな もので も 目に とまる 0 

見なれ た 平凡な ごくつ まらぬ ことが 

ふっと 光彩 を はなって 心 を 打つ 時 は、」 

1 つの 幸福 を 見つけた の だ、 

1 つの 眞實を 見つけた の だ。 

その 日 は 尊い。 

友 達 

仲の よい 友達 同志 を 見る と 

いい 氣 もちだ、 


互 ひに 信じ 合 ひ 

互 ひに 愛し 合って、 

1 人が 倒れさう になる と 

みんなして 支へ て やる、 

1 人に 善い 事が あると 

みんなして 喜ぶ、 

その 寸分 隙 もない 友情が 

みて ゐて 11^ ましい 程 だ。 

蔭で 惡ロを 言 ひ 合 ひ、 

一 人に 何 かいい 事が あると 

厭やな 顏 をして 

けなしつ ける、 

1 人が 高く 登らう とすると 

寄って たかって 引きず り お ろす 

そんな 友達が ある、 

寂しい こと だ〕 

d 然の！ S み 


論 語 

論語と いふ 書物が ある、 

いい 本 だから 讀 めと 敎 へられて 

一 牛： 懸命に 讀ん だけれ ど 

ちっとも 面白くなかった。 

それから 十五 年 ほど 經 つて、 

ふと 1^ り 出して 讀ん でみ たら 

實に 面白い、 

溫 かい、 やさしい、 賢い 本 だ。 


因- 3 


惠 まれない と 云 ふ 事で 

惠 まれる のが、 

ほんた うの 惠 みだ。 

三 七 七 


これが わかる の は 

恵まれない 入 だけ だ。 

ほんた うの 寂し さに 

堪 へた 後でなければ • . 

これ は 分らない。 

裁く 心と 者す 心 

愛な きもの は 裁く、 

かへ りみ 

自らお る ことなき もの は 裁く、」 

心 傲れる もの は 裁く。 

X 

ま 

愛する もの は宥 す、 

自ら 罪 を 知る もの は宥 す、 

へりくだ 

謙 りたる もの は智す 0 

X 

入 を 裁く もの は、 人に 裁かれる。 i 


一一 一七 八 

入 を宥す もの は、 人に 宥 される。 

人 を 裁く もの は、 自ら を 裁く ので ある。 

人 を眷す もの は、 自ら を宥 すので ある • 

私達 は 他人 を 裁く ことによって、 ， 

直ちに 自ら を 裁 い てゐ る" 

私達が 他人 を 批評して ゐる時 は、 . 

い つも {R 分 を 批評して ゐ るの だ。 

人 を 裁く 心が、 人の 地獄 だ。 

X 

人 を 傷つけ ようとす る もの は、 ， 

結局、 自分が きずつく、 

人 を 罵る もの は、 

結局、 自分 を 罵って ゐ るの だ。 

私達 は 人を宥 さう、 


人 を 傷つけ ようとた くらむまい， 

人 を 罵る こ と を やめよう。 

これ はまた、 自分自身 を 高める 道 だ。 

かう して 私達 は はじめて 一 人前の 人間に なれる _ 

眞に 己れ を 知る とき、 

人 は はじめて 入 生 を 知る。 

厲に 人生 を 知る もの は、 

他人 を 裁く こと を やめる。 

彼 は 凡て を宥. i  . 

その 狩す 心の中に、 彼の 智慧が ある ノ 

彼の 勝利が ある、 彼の 救 ひが ある。 . 

束洋 入の 智慧 

若い 時、 私 は 心に かう 云った、」 

「下 を 見るな、 上 を 見よ」 と。 

自然の 1S5 み  ；: 


私 は 上へ 上へ との ぼら 5 とした、 ， 

だが、 世間の 閱は 高かった、 

蹉跌 又 蹉跌 ；… 苦しかった …… 

やがて、 痰れ た 心に や はら かに 

古い 東洋人の 智慧が ささやいた、」 

「上 を 見ろ な、 下 を 見よ」 と。 

かくて、 やう やく、 平凡 人の 安心 を 

私 は 世の 片隅に 探し 求めた" 

そこから、 私は靜 かに 世 を 眺めた、 i 

「上 を も 見よ、 下 を も 見よ」 と。 

けれど、 その 凡て はいかに {み； しかった か、」 

私 は 眼 を閉ぢ て 自分 に 云った、 

「上 も 見るな、 下も兑 るな」 と。 

だが、 たうとう、 私 は 知った、 

三 七 九 


もっと.：；： 山な、^ い 世界 を。 

「上 もない、 下 もない —— 」 

： 切 の 比 蛟を絕 し、 一切の 差別 を 超えて，」 

に is- 洋 人の の宵慧 ある こと を。 


銷 魂の 秋 


今夜 は 幾日、 月 は 出ない、 

{^ は 冷光の 星に かざられて 

何事 も なげに 地を蔽 ふ。 


星よ、 お まへ はこの 土地 を 見る • 

痛み 傷ついた 大地 を 

裂けた 地上 を、 

崩れ落ちた 海 を 見る、 

隆起した 港 を 

失 はれた 都市 を、 

暗い 灰燼の 中に よこた. ほる 


死者の 骨片 を、 その 堆積 を。 

おお 星よ、 

お まへ は それ を兑て 悲しむ か。 

悲しみ もな く、 喜び もな く、 

お ま へ は 冷然と して それ を兑 てゐる * 

だが、 その 地上の 一 角 を 

目に さだか ならぬ 壞滅を 

ただ 兑て すぎる にも、 人間 は 

心 は 重く 重く 沈んで くる、 I . 

かう して 大きな 闇の 中 を 

幾 時間 も 幾 時 問 も わたし はさまよ うた" 


九 段の 坂の 上から、 悲しい 心で 

ずっと 市街 を 見お ろす と、 

バ ラプク はこ こかし こ 


仄かな 灯^ を兑 せて ゐる、 

いかばかりの き 

いかばかりの 諦めが、 

そこに その 1? い 提灯の 火 を 見て ゐる だら， 

疲れて、 沈んで、 

うちのめされた 心 もちで、 

暗い 路をか へ らうと すると、 . 

は あやなく かきくもり 

IT が はら はらと 降って 來た。 


十七 夜、 美しい 月 かげ を兑 ず、 

降る は 雨、 バ ラヴ クの 上に、 

日本 橋、 京 橋の 死滅せ る 建物の 上に • 

さめ  さめ 

ひと： 的、 ひと 雨、 寒くな つて ゆ. 

秋の 夜の 雨が 降り出した I . 

灰^と、 焦土との 上に。 


-く 


三 八 二 

パ ラックの 歌 

闇に たよりない 足 もと さぐり 

累々 たる 燒 跡の 中 を 歩いて 行く と、』 

碎 けた 煉 冗の 山の かげに 

小さな バ ラ.' クが 一 つあった。 

十四 五の 色の 白い 娘が 一 人 

二十 五六の 背の 高い 若い 男が 一入 

四十ぐ らゐの 女が 一 人、 

この 三人が 小さい 提灯の 灯の 下で 

荷物 を ひろげて 何 か 話 をして ゐ る。 


ふと、 その 娘が やさしい 眼 を あげて 

若い 男に 聲を かけて 笑った、 

娘 はこん な 時で も 愛らしく 笑 ふ、 


こんな 燒 野の 中で 幸 ：！ さう に 

その 紅い 美しい 頗を 染めて ゐる。 

だが、 その 笑 ひ をみ る もの は 

涙ぐましくなる であらう 0 

パ ラックの その わび 住居に は 

これからの 夜 塞の 夜な夜な は 

冷たい 風が 吹き込む だら う ー 

そこに 住ま 5 とする もの は 

お 互 ひに 仲よ く、 

お 互 ひに やさしく、 

お 互 ひに 慰め 合って、  ， 

その 袖 は 袖に かさね 

その 肩 は その 肩に そ へ て、 

共に あたため、 共に 夜寒 をし のぐ やうに、 

自然の！ 1^ み 


爭 ひと 不人情との あと をた つて 

愛し 合 はずば、 

親 も 子 も、 兄弟 も 夫婦 も 

その 狭い ところでは 1 緒に ゐられ ぬ。 , 

それが 幸福 だ、 

不幸の 中の 愛の たまもの。 

たった 一 つの 提灯の 火が 

電燈 にか はる 時が 来ても、 

その 仲 は 睦まじくなくて はなら な い、 ， 

それが バ ラザクの 佗び 住居。 

生き 殘っ たもの 

蟲が啼 いて ゐる —— 

ずっとむ かう の 片隅で、 

三 八 三 


？ n 八 四 


あの 大地 ElA のために 

その3^1极瓦の搖れ^ちた家のむかぅで。 

康が啼 いて ゐる —— 

いつもの 秋の 夕の やうに、 

L あはせ あの 

幸；^ 者よ、 お まへ は 生きて ゐる 

この11の地^,ほにもけがをしなぃで。 


滅びた 都の 片隅に 生き 殘 つた、 

こんな 秋 を、 お まへ は啼 くた めに。 

あの 燒 跡の バ ラックの ま はりに は 

お まへの 仲 問 はもう 啼 いて ゐ ぬで あらう に „ 

寂し い 家族 

九 段 坂の 上から 見れば 

キラ キラ 光る バラ プクの 波、 


ぢ つと 見て ゐる 私の 眼に は 

あの 震災 後の 十五 六日 目に 

本 所の は づれで 

なにげなく 心に とま つ た 

寂しい 親子 三人の 姿が 見える" 

燒け あとに か へ る 群れに まじって、 

妻 は 嬰兒を かかへ 

夫 は 荷車 を ひき、 

子 は 大根の ふといの を 一 本 かか へ 

埃に まみれて 歩いて ゐた 

あの 家族 も、 

あの 何處ぞ かに 住んで はゐ まい か。 


寂しい 秋 


あの 大地震が あってから、 


日 かげ は ほ とん ど氣も 付か ぬう ち に 

だんだんに 暮れ 足が 早くな つて、 

目の前の 窓 かけの 砲 子戶に 

し はしかげ るかと 思 ふ まもなく、 

はや も 薄れて 夕暮 となって しまった /0  、 

ちゆ 5.3 ん 

中陰 を 喪に こもる やうに 

ぢっ とたれ こめて、 幾日 はすぎ た、 

寂しい 秋よ、 今年の 秋よ、 

これが あんなに 待 たれた 秋で あつたか、 ， 

秋 はい ま その 魅力 をば すべて 失 ひ 

秋す でに 冬の ここちす る、 <f マ 日 も 籠れ-ま 0 


淸 

平 


.^.B '人。 愛說 山中 話。 


雲 

大 をた だよ ふ ものと 

見て やまん、 

とどまり 力た く 

鎭 まりが たく、 

山の 上の 

石に は 似ざる 人心 a 

生く る^ なれば、 

雲の ごと 

1>づ 

鎭 まりが たく 

ただよ ひて。 

不 二 


平 


0 


藍で あると も 

お 円で あろと も、 

はっきりと 云 ひわ けられぬ 

天の 色 こそ は 

心に たと へめ。 

愛で あると も 

憎みで あると も、 

はっきりと 云 ひわ けられぬ 

人の 心 こそ は 

&。  


杳 かなる 浪 


はる  な^み 

杳 かなる 浪に目 を こらす. 

ぬれた る沙の 上に たたずみ しとき 

こ、 ろ なや  ころ 

そ はわが 心に 惱 みあり し 頃な りき 0 

三 八 九 


杏 かなろ 浪に ml を こらす、 

{ 発の 下なる その 波 励に むかひし とき、」 

そ は 1^ ら かに は あら ざり き。 


杏 かなる 浪に nil を こらす、 

白き 帆の 二つ 三つよ こぎる とき、 J 

そ は しづ か に は あら ざり き 0 


た ひ 

ものな ベて 平らか ならず、 靜 かならず、 

その 励く とき、 生きて ゆく とき、 

そ は戰ひ を辭 せ ざり き。 


水 を戀ふ 

秋 近 からん として 

わが 旅愁 また 新ら し、」 

とほき かなたに 

心、 水を戀 ひ。 

水 邊の綠 の搖れ て、 ， 

み づ ぐ さ 

夢の 水草、 

しげれる かなたに 

心、 水を戀 ひ。 


ラしは  は，" ぎやく 

潮の ごと われに 叛逆の こ ころ 起り たり、 

わが 心に はげしく^く 心 もえたり、 

かくて われ 生く る こと を たりき" 


あや- 4- ら 

蒼 f』 深み 

らん 


水 樓の簡 白く うく 

かの 久戀の 地 を 

はる 

杳 かにお も ひ。 


思 i!:!! の こころざし 

ぞ とどまらん、 戀 とのみ、. 

ちんと 5 

わが 枕頭に まつ はりて 

すゐ へ..？ 

蕹く は綠、 水邊の 草。 


淸 閑 

造 謗 者 甚忙。 受 謗者甚 閑。 

人の 是非 をい はねば 

心 はなはだ 岡な り、 ， 

芭焦は 花に うかれ 

西 行 は 月 を 慕 ふ、 

われ は ただこの 松風 をき く。 一 

茶 をた てて 法 を 知らず、 

ニ椀の苦^：^？に 


淸 興の 友 も あらねば、 

ひとり 淸風 を. おとなす 0 

花 を みれ ど 花 を 知らず、 . 

月 を 仰げ ど 月を覺 えず、 . 

紅塵に 足 を 洗 ひて 

夜 來八葸 四千の 愒、 

また 深く 悟る ことなし。 

淸闞裡 ひ とり茶を^！^：れば、 

名利の 市場に 

われ をのの しる 人聲も 

ここに 來て 松風の 音" 

秋の 雨 は、 わ靜 かに ^ 


降り そそぐ、 朝から 夜まで、 

わが 鹿の 鉢 核の 

白い 脇の 花 をぬ らして" 

秋の 雨 は 心 It かに 

降り そそぐ、 朝から 夜まで、 

ふみ 

愛 12 の 窗の哀 の 

めくれ どもめ くれ ども！^ きずして < 

水す まし 

おもに か 

澤 §1 の 葉の かるく うく 

野中の 淸水 しづかに て、 一 

昨日 も 今日 も 水す まし 

澄みた る 鏡、 影 を ひく。 


一一 一九二 


なり は ひ 

秋^：^-にふちどられたる 

. ^ぎれ の 河原の 中に 

石 あつめ 砂 を 漉す 

小 妙 こす。 

秋 さびの 佗しき 日日 を 

わが 生の 流れの 中に 

石 あつめ 砂 を 漉す 

小 砂 こす。 

若葉の 雨 


緣 側に 出て、 

庭の 楓に ふる 雨 を 


ぢ つと 見て ゐ ると . 

いい 氣持 だ。 

いつの 年だった か、 

疊の 上に 寢 そべ つて 

いつまでも、 いつまでも、 

悲しい 佗しい 氣 持で 

ぢ つ と 雨 を 見て ゐた 事が あ つ た" j 

もう そんな 時代 はすぎ た、 

今 は ぼんやり 雨 を！^ てゐ る、 ， 

櫬と 降って 来た 雨が 

靑ぃ楓 の 紫に あたって 

パ ッ とはぢ ける、 

それが 何ともな く 面白 い。 

なぜ それが 面白い の だか 

淸平 IS 


口で は 云へ ない が， 

こんなつ まらぬ 事が 

何よりも 樂し みだ。 . 

雨よ、 ふれ、 

楓 にも、 花の^かない 躑躅に も， J 

雨よ、 ふれ、 

今年 はじめてた つた 三つ 

實の つい た 小さな 桃の 木に も、 . 

•JT- 事 も 忘 Irv て 

ぢ つ と 見て ゐる とい い 氣持だ Q 

水仙 花 

ci^ の 机の 上の 赏ぃ壺 に 

水仙. の 花が さされて ゐる • 

til 九 11 一 


11 一九 四 


水仙の 花の 寂し さと さと 

明るい 白 さは 赏 に！！ M 持が よい。 


秋の 食卓 


C 然な ものの 持の よい こと は 

ありのまま そのままに 人の 心に 映る。 


稍の 柿の 資 をつ いばむ 

わたり 鳥よ。 


この ー册の 本の 中に ある 詩篇が 

素 _ ^さと ほ然さ と を 物語れば よ い 


秋晴れの のさな かに、 


たのし 


ひ. C ゆ 


かっての 日の 詩の 黎宴 はなつ かしく 

今日の 日の 詩の 生活 は淸ら かなれ よ。」 


わたしの 食べる もの はなに • 

靜 かな 部屋の 


若さ を 失 はず、 正し さ を 失 はず 

詩 はわれ われの 命 ともなれ よ。 


詩集 「風車」 に 序す 


食卓に お く 好きな も の も、 

思 ひ あたらで。 

ながめ やる 稍 は 高い、 ， 

の 食卓。  . 


うらやまし い 鳥よ、 

もう 滿ち 足りて。 

柿の 稍 を 飛んで しまった 

わたり 鳥よ。 

秋の 讃 


私 は 秋が すきで ある、 

秋 は 月が よく、 霧が よく、 ， 

雨が よく， 風が よい。 

どんな 花で も 秋 さく 花 は 

あっさり として 美しい。 

；?^ の 庭に は、 秋 毎に 

白い 蘭の 花が 咲く、 

今年 は 五 ほど 咲いて ゐるー 
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ぢっ とその 靜 かな 花 を 見て ゐ ると 

淸ぃ 汚れの ない 處 女の 心 をお も ふ" ； 

秋 は 旅 をす るのに よい、 < 

赘 ii; な 旅で はない。 

歩く 旅、 さすら ふ 旅、 

そぞろに 心た のしむ 旅、 

旅に あこがれつ つも、 この 秋 は 

毎夜、 萩の 藩の を 見る、 

霧の ただよ ふ 松 かげ を 見る、 」 

侮 を 見る、 砂濱を 見る、 

引き あげられた 漁 舟の 上に 

やさしい 乙女の 姿 をみ る。 

だんだん たのしみ は少 くなる が 

だんだん 自然 へ の あこがれ は 深い。 」 


n 一九 五 


夜 天の 富 士 

この 月の ない 夜に 

！: S  士を 兌つ けた i 

くらい 夜空に 

ほんのり 白く 

浮き 上った ぉ士 を。 

1^ の IS! よりも や はら かに 

白い 紹 地よりも しなやかに- 

のなかば に 1^ うて ゐる 

まぼろしの やうな 富士 を。 


この nHl^ の 肝え た 夜. さに 

いかなる 神の 驟 妙な 手が 

^がく を敢 てした か、 


三 九 六 

. 網 地の ぼかし も 及ばない 

うつす りと、 しかも 鮮 かな 丽 影。 

と なリ 

ふと かかげた 帷の 中に 

美しい 女の 寢顔を 

は か らずも 見 つけた やうに 

ハ ッ としてな ほ も： 入る、 

夜汽車の 窓に 

廣 重さへ も 見なかった 富士を Q  , 

旅人の 言 葉 


旅した 人 は 知る であらう 

わたしの 言 紫 を。 

夕まぐれ 一 つの 町に ついた とき、 

心の It から うれしい と。 


兩 側に 並んで ゐる 低い 屋极の 

ところどころに なびく 夕 かげ、 

白い けむり を 見る とき は 

涙ぐましい よろこびが あると。 

ともしび 光る その 下に 相 寄り 

まるくな つ て 食べて ゐる 家族た ちが 

道から 見える そのと き は、 

聲 でも かけたい 心が する と。 

さらば、 またと はと ほらない 

田 〈せの 町の 柏の 樹ょ、 

お まへ にかたら う、 この 町に は 

やさしい 母が 多い よと。 

かざりけのない 心と 正直な 言葉と、 ， 

土の やうな そのものが たさで、 

淸平^ 


^い 言葉 は 知らぬ けれど 

ただよき 愛 で 働 い てゐる 母お やた ち。 

野の 一 情景 

薄が いちめんに 群がり 茂った 

野中の 小 丘に は 秋風が 鳴つ てゐ る、 . 

赤松の 二三 本、 寂しく かたまって 

稍に さまよ ふ 曰 ざし ものうく、 

下に は、 小さな 一 つの 塚が ある。 

「蛇が ゐ やせん かえ」 

「 今時分 蛇なん ぞが 出て た まる かい」 

こんな こと を 云 ひ 合 ひながら 

四 五 人の 靑 年が 丘 へ のぼ つ て來 た、 

ステッキ を娠 廻したり、 精子 を 投げながら。 
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「こんな 處に 墓が ある ぜ、 

訛の jc^J だら う ？」 と 一 人が 云った、」 

「こんな 寂しい：^: 3^ 色の 中に 

眠って ゐ るの も 1 寸 いいな」 と 

ルバ シカを 着た 青年が 云った、 

前へ 迥 つて、 その 碑の 文字 を讀 みながら。 

「詩人 S …… の 墓 11 

朱 だ 認められ ずして 旣に 忘られた る 11 J 


「 いやに： L 淑 取った 碑銘 を^いて るぜ」 

「こんな 詩人が あつたかな？」 

「どうせ へ ボ 詩人 だら う …… 」 

1 人の 1_ "年 は ステ プキで 墓石の 頭 を 叩いて 云った „ 

「 S …… さう 云 へ ば 何だか 聞いた やうな 名 だ、 

さう だ、 さう だ、 思 ひ 出した よ， . 

セン ティ メンタル だと 云って 


！ニ九 八 

詩壇で 評判の わるい 男だった、 

へえ、 こんな 處に 埋められて ゐ るの か」 

「ぢ や、 やつば りへ ボ詩 人だった のさ」 

「くだらね え、 詩人なん ぞは …… J 

カツと 1 入が 唾 を 草の 中に とばした、 . 

「ああ、 死 は 神聖な りさ」 と 

ルバ シ 力の 靑年は 云って 

{4! に 向って ビィと 口笛 を 吹いた。 

秋で ある〕 晴れて 寂しい 秋で ある。 

口笛の 音が 野の 果てに 

消える と、 それに 答へ る やうに 

何處 かで 百舌鳥が 鋭く 鳴いた？ 

彼等 は 丘の 彼方に 馳せ 下りながら 

昔 はやった 琉行 1； をうた ひだした …： • 


クライストの 碑銘に 

イン リヴヒ *フ オン， クライスト 

一 七 七 六 年 十月 一 日に 生れ 

一八 一 一年 十一月 二十 一 日に 歿す、」 

いと 悲しく 苦しき 時に 

長く 生き 惱 みつ、 

ここに 死 を 求めて 

不滅 を 見出で き …… 

夜更けて しばしば 私 はこの 碑銘 を唱 む- 

ハインリッヒ • フォン • クライスト、 

いと 悲しく 苦しき 時に 

長く 生き 惱 みつ …… 

11 ああ、 かやうな 人の 生きる 時 は 

つねに 悲しく 苦しい 時で ある、 
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惱み こそ、 彼の 受けて 来た 印^ なれば" 

ああ、 ハイン リウ ヒ* フォン • クライスト 1 

ここに 死 を 求めて 

不滅 を 見出で き …： 

.11 され ど、 不滅 はた 何物 ぞ、 

死 を 求めた る 人に とりて は。 . 

すべ ての フィリス ティン の戰搮 する 

悲劇的 運命 こそ、 

汝の 誇りで あり、 汝の 幸福で ある ー 

千 八 百 十一 年 十一月 二十 一日に、 

I 臺の 馬車 はヮ ンゼ ェの 湖畔に むかった。 

馬車の 中には、 男女 二人の •  お、 

こ はいかに 樂 しい 遊山の 客で あらう 0 

旣に 黄ばんだ 凋落の 野道で 

行き 會 うた 一 人の 農夫が 

三 九九 


ふと 立 止って 見上げた ほどに、 

女が 微かに ささやいて 

二人で 高く 笑った その 笑 ひご ゑ ；… (斷片 ) 

狼 

冬の 夜 は 

装 さき はまりて、 

ネ： は^え わたる 碧 色に 徹り 

みがかれ たる 星 は 狼の 隠の ごとし。 

入の 心 は 

考 へき はまりて、 

^は^えた る 碧 色に 徹り 

みがかれ たる I 念 は 狼の ごとし。 

白 銀の tt 上 


四 〇〇 

^けらん とする 狼よ、 

われらし ばし ば 狼なら ん とする 一 」 と あり- 

孤 獨の勇 志 ふる ひ 立つ こと あるな り。 

枝 々 

夕な ぎ、 大 なる 木 を 遠く 見れば 

しづかに しのび 入る や はらぎ。 

この 世なら ぬ や はらぎ、 

装 も 見えず、 葉の 色 も 見えず。 

思 ひわ づ らふ 枝々 の ゆらぎ 

いま、 しづ まりて。 

夕暮、 犬なる 木の ねむり 

しづ かにし の び 入る や はらぎ 0 


風 寒く 渡る 夕と なりに けり、 i 

くもり 日の つづきし のちに 

秋 さびて、 まろき 鏡の 

かげ 青く 澄み。 . 

風 寒く 渡る 夕と なりに けり、 」 

くる 日く る 日の 心に は 

さした る 影 も あら はれで、 . 

色 あら はるる 葉の 上に。 

いのち I つ をい としまん、 " 

くるしき 時 も なぐさめて 

おなじつ とめの ます 鏡、 

風 寒く 渡る 夕と なりに けり。 


年老び ゆけば、 

心 こそ 内へ 内へ と 

もぐり 入る、 

野中に くねる 一 つ 松。 

外へ 外へ とのび て ゆく 

若松な りと 思 ひし を、 

1 骸 きまりて 

なほ も 野に 立つ 一 つ 松 ひ 

お. r まつ 

老松 見れば 老松に、 . 

若松 見れば 若松に、 

それ は それ ぞと 見て やまむ- 

かく こそお もへ 年へ て は。 


象徵の 烏賊 


影 の 國 


寂 篸 

靑ぃ木 はいたる ところに ある、 ， 

生きた 葉 は 死の 表情に 慣れて ノ 

尖った 舌の 重なった 下から、 ， 

寂しい 顔が のぞいて ゐる、 

風の 眼 を 恐れる やうに。 

1 つの 花が あらゆる 肉體 に^く、」 

蝶 は 光に 鞭 たれて 眩惑しながら 

夢より 重く、 翅を 垂れて、 

よろよろと、 出口 を 探して ゐるノ 


疲れた 眼 は 永久に 閉 おられて、 . 

傷つ いた 心 を かくまうて ゐろ。 

ある もの はだん だん 小さくな つて 

最も 遠い 星に 達しよう とする Q 

ある もの はた だ 寂しく 微笑す る。 

數へ 切れない 夢が 

光の 中に 飛んで ゐる、 

羊齒の 扇で 

氷の 方へ と 追 はれながら Q 

鳥 影 

晴れた {4! の もと、 

光る 風の 中 を、 

瞬間の 鳥が 過ぎる 

ただ 一 列な して。 
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とらへ たや、 とらへ たや、」 

あれ はみ なわが もの、 

わが 身の 後光、 

美しく 失 はれて …… , 

身に ひそむ もの 

身 を；！ む もの、 

あまりに も 早く 放ち、 

^！ぃてみる、 鳥 影。 

とまれ. とまれ、 鳥よ、 

わたしの 生の 水晶 を 

切り出して 生んだ 鳥、 

, ^去るな、 今より" I 


わが 裡 なる 谷^、 


晶 石の うつろに 

1 體の 光と しづめ- 

永遠の 相 を 現じて „ 


忘 却 

影の 3- ひに 

裸身 を 浸し、 

流 轉の髮 に 

心 を まかす。 

歷 にかくれ て 

風 を 見つけ、 

鳥 を はなちて 

聲を をさむ。 


おもく 垂れた 


四 
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手 は 遠く、 

勖 くもの みな 

忘れ去る。 

色 は 死に 

相 しりぞき、 

時の 巢に 

ひとり 眠る。 

釣 床 

釣 床に 思 ひ をのせ て、. 

搖れる もの、 みな 花と なる * 

垂れた^^^まり白きに、」 

くち 

紅き g、 しばらく 落す。 


はらから 


風 は 花の 姉妹で ある。 

象徵の 烏賊 


忘れた とき、 つと 來て は、 

胸に 重い もの を かい 撫で、 

思 ひ 出のお ひ を 殘丁。 

合歡の 葉の や はら かな 眸 

閉ぢ ると き、 閉ぢ わすれた 

貝の 紫のお くにこ もりて 

遠く 呼ぶ、 夕の 思 ひ。 

身 は 半ば 死し、 

心の み 半ばめ ざめ。 

釣 床に 搖 られつつ 

時の 袖. しばし 捉 へて。 

網 目 


すべての もの を 網の 中に 置いて 見る， 
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魚の やうに、 

巍の やうに、 . 

すべての もの、 

網：：：： をと ほして すく ひ あげる 

灯 かげで ある、 

風で ある。 

ちらちらと ゆらめく もの は 

生の すべてで ある、 

ただよ ふ 眼 を 惑 はす もの、 

^を 汲み上げる 水車で ある。 ， 

網の 中に 閉ぢ 籠って、 

紗を とほして 見る 

うつろな 隨に、 

すべての もの、 

今 見慣れず、  . 


wo 八 

親しみな し。 

すべての もの、 . 

網の 中の 

白き 眼に、 

遠し、 遠し" 

白檀の 箸 

身の ま はり、 すべて 波な り， . 

脈打ちて、 來ては 1 るる。 

ただ ひとつ、 白檀の 箸， 

短し とす かし 見れば、 

靑 きもの、 底 しれず して。 

ただよへば、 倒る ことなし、 

せつと すれば、 波に 奪ら るる。 


白き もの、 花の ごと 搖れ、 

象牙の 螺旋、 沈み 沈んで、 

日照り 波， 葉 うら を か へす。 


身の ま はり、 すべて 波な り" 

月の 夜の 舟とう かべば、 

斜めなる； 大の はしょり 

零落ち、 淚 こぼれて、 

白き もの、 今は靑 めき， 

靑 きもの、 黑く 老いたり。 


魂の 家 


月の 夜 は、 光の 布れ で 

なめらかな 象牙 を 磨き、 

長い 手 をつ くり、 

圓ぃ足 をつ くり、 

徵の 烏賊 


露 を そそぎ、 

雪 を そそぎ。 

5KC  s はた £ 

閱の夜 は、 漆、 烏羽玉、 . 

黑耀の 石 を 刻んで、. 

膽を つくり、 

髮を つくり， 

夢 を そそぎ、 

淚を そそぎ。 

日た けな は、 レンズの もとに 

火の 色の 珊瑚 を 伐って、 ， 

唇 をつ くり、 

心 をつ くり、 

血 を そそぎ、 

愛 を そそぎ。 
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わが もてる 凡て を ささげ、 

思 ひ を こめ、 願 ひ を こめ、 

魂の 〔水 をつ くりて、 

いま、 ^は輕 し、 

【異 となり 0 


鳥の 言 紫 は 鳥に 遠く、 

眼 はいつ も Mi と 語る。 

これ は 描かれた 昔の 夢で ある。 

その 夢の 中に、 白い 女 一人 あら はれ、 

鳥 をつつ き、 かすかに 笑 ふ， 

敬 ひっつ、 攝 きつつ。 
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象徵の 烏賊 


ii? 籠 は 三つ 並んで ゐる。 

為 は 二 羽づっ 並んで ゐる。 

木の葉が 上から 來て蔽 ふ、 

歌 ひっつ、 碣き つつ。 

fi^ はと まり 木に 身を搖 する 0 

失 はれる こと 3 ない 時を搖 する ( 


或る 肉體 は、 インキに よって 充 たされて ゐる。 

陽つ けても、 傷つ けても、 常に インキ を 流す。 

1ニ十 年、 インキに 浸った 魂の 貧困！ 

或る 魂 は、 自ら インキに すぎぬ こと を 誇る。 

自分の 存在 を隱蔽 せんがた めに 

象徵の 烏賊 は、 好んで インキ を 射出す る。 


或る 蛇 は、 常に i を蓄 へて ゐる" „ 

至大の 恐怖に 驅られ ると、 蛇は嘰 みつく。. 一 

致命の 毒を對 象に 注入しながら  一 

自ら また カ盡 きて 斃れる 旱魃の 河！ 

或る 蛇の 技術 は、 自己 防衞 とその 喪失 ノ 一 

夏 夕の 花火、 一瞬の 龍と 犬 上す る"  一 

或る 貝 は、 海底に 幻怪な 宮殿 を 築く。 

あらゆる 苦 惱は贯 く、 不幸 は鹽 辛く、 . 一 

利 一?- に 刺された 傷口 は 甘く 淚を 流す。 

或る 眞珠 の淚 は、 淸雅 な復饕 である。 

奸黯な 商賈の 金庫に 光 空しく 死せ ども、 

美しい 夫人の 手に 彼の 淚は 輝く。  一 

或る 植物 は、 常に じめじめした？ f 地に 生え、 j 

その 身 を あまりに 夥多なる 液汁に 包む。 一 

!H 夜、 或る い { 仝 洞から ^洞へ 注ぎ こまれ、 二 

象 袋の 烏賊  .ー 


そ の 畸形な る： 1^ 尾 を 振 つ て 游泳す る 

或る 茵 はしばしば 死と 復謦の 神で ある U 

漠 雲の 中 哄笑す る， 目に 見えぬ もの は 神で ある。 

幻の 畫家 

わたし は 自分の 肉體 にいろい ろな もの を 描いた、 

あるとき は 花 を 描き、 

あるとき は 虹 を 描き、 

また 唐草 模樣 を、 

蠻 人の 鎗を、 

天人の 喜戲を 描いた。 

わたし は 名 l!M のた くみ を 知って ゐる、 

然し、 それ は 消さねば ならない、 

それ は 一 日の 名畫 である。 

からだ  お、 は 

わたしの 肉體に 積った 落葉 は 
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無數の 苦： g と 快 樂の樹 から 

ただ 一 日 わたしに 許された 色彩であった。 J 

わたし は 幻の 繋 家であった、 

肉 II の カンゲ スに 

はかない 影 を 描いて、  , 

みづ から 味 は ひ、 

みづ から 溺れ、 

みづ から 泣いた。 

わたし は 描く こと を 忘れ、 

また 消す こと を 忘れた。 

わたしの 樹に 

今 は 沈默の 鳥が とまり、 . 

むかしの 花 を 

その 獎 から 落す …ミ 


四  一 二 

悔 恨 

心臓が あんまり 高く 打つ ので、 

息が とまる かと 思った" 

氷が とけて、 磁氣が 沸騰し、 

^界と 自己と をむ すぶ 

二 本の 導線の 一 端に 

健康が 飽和して、 

傷ついた 心臟は 叛逆した か。 

歡樂 のき はみ に、 死 は 最も 甘し" 

新婚の 床の 心臓 痲痺！ 

くるくる くるくると 五瓣の 水車 は 

狂 氣の薰 香 を ふりま はせば、 

可惜、 ドン • キホォ テの鎗 は 折れる" 

今日は 问の 日ぞ、 佛滅、 すべて は 凶 _ 


夜の 畠に 死の 麥を收 獲す る 

貪婪の 晨夫、 勤勞の 空しき を 知る" 


生の 最後の 執 蕾の 上に 死の 扉 開く、 

黎明、 夜の 胎の 中へ 多淫の 風を途 りつつ、 

何の 故の 午後 ぞ、 まだ 遺書が 書いて ない、 

あの 氷河の 中流に 書く 事 を 忘れて 來た。 

戀 人の 花束 を 埋めた ほとりに 

自分 の 橫顏を 描く ベ き 昨日 を、 

揶子樹 下の 土人 は、 唯 だ 天 をのみ 眺めて 

その 手の指に 咲き出で た 罌粟 を 忘れた。 


虱に みだれる。 

、も C 

長身に して、 

くろの なか 

白く きらめき。 

動く 葉の 

響かぬ 笑 ひ、 . 

言獎 なき 

戀 のさ さやき。 


影の 舟 

影の 國、 

聲 なきと ころ、 

花と 花、 


マ カロ  二の 

線が みだれ、 

顔の 海、 

漕ぐ 舟 あり ( 


海と 呼 

i: 並んで 

を かこめば ノ 

ひ ；. た 

千 i  く 

乏しき 煙。 

IS 風 岩、 

獅 千お" 亚び、 

人の 家 

あまり 小さし。 

あまりに も 貧しき 心、 j 

ま そま そと 

日の 光 ふる、 

涙な き： HI に。 


一 人 ありて、 岩 を 飛べば、 

灣と 岬つ と 寄りて、 

波の 碎 けに 

舟 は 影な し。 

山 行 

火の 山 は 

すでに 眠り、 

笠の 底、 

木の 果 つもれり。 

t は ひ 

つ，、 i 
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數へ數 へて、 

溪 河に  - 

花 を 投げ 投げ。 


採 

草 


曰 は 出て は、 また 入った、 

象徵の 烏賊  K 1 五 


立てば また 

あし は樹 となり、 ト 

手 を ふれば 

煙 ふたす ぢ。 

はる 

杳 けさよ， 

接に 沁む 影、 

一條の 

鐵と見 まが ふ。 


花 は いて， また 散った。 

白髮は 風に なびいて 

篠 原に 雪と ちらば ふ。 

山 深く、 心さ ぐれば、 

てのひら 

掌に 鳥が 來て啼 く。 

またお も ふ、 敵の 杯、 

針の 酒、 胸に 落ちた 日。 


忘却の 藥草を 採.^ に ： 

火の 山の 底へ とく だる。.. 


忘却の 藥草を 採りに 

け はし い 儀 をよ ぢ のぼった 0 


祕 密 


井 戶 

深い 并戶の 中に ， 

石 を 投げて はならない、 

その 底に は 

自分の 魂が 接む。 

井戶は 神聖な 生の 泉で ある、 . 

われわれが $ ^氣 のために 硬ば ると 

く,：. やみ  かへ 

もとの 闇の 中に 復 つて、 

そ の 裔し た か 水の 中に 溶く。 

深い 井戶の 中に 


四 一 六 

永遠なる ものが 眠って ゐる、 

その 中 を 窺いて はならない、 

われわれの 眼 を 塞ぐ まで。 

あらゆる ユウ トビ ァの 探求者 は 

つ ひに 母 達の 國に 下りて ゆく、 

失 はれた ものの 凡て を 見つける もの は 

その 一 つ を も 拾 ひ 上げる 指 を もたない。 

ilf い 井戸の 中に 

石 を 投げて はならない、 

その 淸凉な 闇 は  、 

一 切の ものの 萠芽で ある。 

泉の 中 

泉の 中から 


靜 かな 聲が 聞え る、 

ここにた つた 一 つ 

取殘 された 歌が ある。 

j 切の 歌 は 

拾ひ盡 された、 

ここにた つた 1 つ 

見出され なか つ た 歌が ある。 

泉 は 湧き あふれて 

し きゐ 

地の 闞 まで 浸す、 

その 水 を 汲みながら 

人 は 歌を殘 した。 

天の 底まで 探った 

祌の やうな 詩人 は、 

その 足 もと を 流れす ぎる 

徵の e!5 賊 


水の 中の 歌 を 忘れた。 

取殘 された 歌 は、 

1 人の 忘れられた 

詩人 を 求めた、 

その 心 を 洗 ひながら。 

あふれ 

溢 

水 はおれの 埴を 越え、 

おれ を乘り 越し、 何處 まで 浸す。 

この 井戶は 底な しの 井戶、 

あく ことなしに 湧き あふれる。 

女手の 白き を 重ね， 

女の 胸の 紅き を 積んで 

惱 みを壙 くと、 

四 1 七 


祌荣 をな みする たくみ 0 

水 は 越える、 凉 しく 笑 ひ、 . 

おれ を 溢れ、 沿ら に 歌 ふ、 

人 問の を うづめ て、 

天に とどく、 生 を 溢れて。 

女の あたへ る もの は 夥しく、 

女 の^ふ もの はた だ 1 つ、 

わが it を藏 める 手に 

^れ 落ちて、 掌に とどまる „ 


祕 密 


あらゆる 花の 中に 

わたし は 秘密 を こめる „ 


あらゆる 水の 上に 

永遠 を 流す。 

あらゆる 星の 影に 

眞を ゆだねる。 

あらゆる 唇に 

悲哀 を 刻む。 


あらゆる 譴に 

夢 を 置く。 


與 へる ために 

わたし は 生れた、 

そのす ベてから 

ただ 一 つの 悔を 


受ける ために。 

魂の 黎明 

互 ひに 身 を 隱し合 はう ではない か、 

わたし はお まへの 中に、 

お まへ はわた しの 中に、 

蘆と 置と が 隱 れ合 ふやう に、 

水と 水と が隱れ 合 ふやう に、 

心 と 心との 境 を 取らう ではない か。 

魂の 黎明が 来て、 

裂けた もの、 1 つに 寄る。 

舟が すぎて、 

秋が 生れる。 

{-^|は低く低く垂れて、 

地の ふところに 沈む。 

«is  SS の 烏賊 


いもの、 いよいよ 中； 5；  く、 

匂 ふ もの、 いよいよ 匂 ふ。 

曙 は、 人 も 鳥と なる。 

互 ひに 身を隱 さう ではない か、 

樹木の 中に、 

流れの 中に。 

a. 、レ 

—  i 

さま ざ まの 葉 の 中に 身 を隱し て 來た、 J 

ゆ 巴 蓮の 葉に かくし、 

綜櫚の 葉に かくし、 . 

桐の •  葉-にかくし、 

葛の 葉に かくし、 

たうとう 松 葉に かくし、 . 

杉の 葉にまで も かくした。 
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f , 水 も、 鳥 も、 花 も， 

$^.1 から、 山から、 地から、 草から、 

あらまれ よう、 あら はれよう とする 

なぜお まへ は、 人の 身 を もて、 

神の まへ に隱れ ようとす るか。 

裸.^^^^まりに白ぃがゅゑか、 

白ければ、 隱すも 甲斐ない もの を。 

目に 兑 える 言 紫の 中に 

おのれ を し來 たもの、 

目に 见 えぬ 大氣の 中に 

おのれ を あら はせ。 

あら はせば、 うかびいで なば、 

人 も 雲、 人 も 鳥， 

妙に 飛び、 いみ じく 敬 ふ。 


M  二 〇 

走馬燈 

どラ sC う 

この 走馬燈 はま だ こ はれな い 0 

夜もすがら 消えが て の 灯が またたき- 

いつもい つも、 ものう さう に. 

おなじ 寂しい 姿が めぐって ゐ る。 

章 句 

靑 松葉 を 一延に 編んで、 

夜夜、 わたしの 魂は寢 る。 

露 はの こらず 身に 吸 はれて、 . 

松！^^の鱗をっくる。 

章 句 


金 は 地獄の やうに 直く、 

愛 は 羽毛の やうに 輕 い。 

美女 は 多く 金泥に 死し、 

飢 ゑた 魂 は 空 氣に飽 く。 


沙漠 を さまよ ふ もの * 

いまだ 雨 を 見ず。 

綠地を 捨てて、 

天幕 を卷 いて、 

なほ 渴く 海へ と 向 ふ。 

際 商 はすぎ る、 

あるとき は 金銀 を 積み * 

あるとき は 穀物 を 積み、 


«^ 徵 の 烏賊 


あるとき は 紅の 旗 立て、 

絕 えずす ぎる、 

沙漠の 上 を。 


秋 もな く、 冬 もな し" 

椰子 は 茂り、 風に 蔽 はれ、 

路駝 斃れ、 墓 は 埋まる。 

涯 しなく、 死 は 輝く。 

淚 なく、 笑 ひもな しに 

隊商 はすぎ る、 

？に， き VJO 
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僧 l:^ 


地獄み ち 

•SI 片 をのむ もの あり、 

ハ シ" シュを i: む もの あり。 

魔藥) みな 靈 の藥、 

その 味 は 一 片の 死なり。 

生の 中に 死 を 求めて、 

醉の 中に 神 を 求めて、 

疲れたる もの、 みな 藥 のむ、 

^界 より 廠 やさ れんと して。 

書物に は 古き 澳惱、 


息詰まる 思想 を燒 けば， 

煩惱の 小人 跳り て 

灰の 中に 角 を 失 ふ。 

心の 面、 かき 消せば、 

ただ 白く、 無の そら だき。 . 

戀 すれば、 女 かがやき、 

接吻のと き、 息 は 匂 ふ。 

地 isT-c ち 力 ゆき 力く ゆき 」 

杖 立てて 1SI を 占 ふ。 

火の 酒に 行く もの あり、 ： 

劍の齒 に 行く もの あり。 

獨 座 

小舍の 中に 住む 人が ある、 ， 


心、 木の 紫に 蔽 はれて、 

舂も、 夏 も、 秋 も、 冬 も、 一 

一而の 花 を 咲かせて ゐる。 

寂しげ に 微笑む 花 あり、 

默々 とうな づく花 あり、 

掌 を 合 はす 花 あり、 

風の 中に うた ふ 花 あり。 

月の 夜 は、 人 あまりに 小さ， 

闇の 夜 は、 花が かがやく。 

さ て も 不思議な 人生で ある、 

遠く 連峯に 白い 虹 を 見る。 


ひとり 住めば、 人 は 神と なる、 

鳥と 語れば、 愛 は 果てしなし ( 

花の 小舍 のま はりに、 


山 は 青み、 また 黄ばむ。 

農 人 

日の出 づる ところ、 

日の 入る ところ、 

丈 高き 農 人 ありて、 

終 年， 土 を 耕す。 

織りな す は 春の 花、 

摘みと る は 秋の 木の 實。 

背骨み な 弓と 曲り、 

指 はみ な 節を數 ふ。 


鋤 行けば、 土 はめ ざめ、 

誠 入れば、 泥 かたまる" 

頭、 雲に はら はれ、 


足、 地心 を 踏む。 

1 生の せ.： み、 汗の 梭、 

地の 卜： に 地 を 織る。 

心み な 耕して、 

ただ 一 つ IJf を あます。 

行 者 

骨の 中、 { や： 洞に して、. 

竹の ごと， 水 は 流る。 

打て、 石 を、 聖賢の 石、 

teMKlte, ひ 幽か。 —— 


若き 口、 蛇に 喊 まれ、 

の髮， 綠 褪せぬ。 


寂寞 を £ ずる もの、 

十年經 て、 旣に 苔な り。 


.6- しら 5 づ 

細流に、 頭 を 埋め、 

林間に、 花 を 忘る。 


空し、 {4! し、 曰 は^る- 

遠け 京に 舞 ふ は 童子。 


笑 


髮の 中に、 鼠 凝く ひて、 

鼠の 子、 出て はまた 入る。 

穴藏に 一 生 は 過ぎ、 

得た る もの， ただ 笑 ひなり * 


鱗 相 搏っ笑 ひなり。 

驢年も 消えぬ 笑 ひなり „ 

齒は 寒く 鳴る 笑 ひなり „ 

車 軌む笑 ひなり。 


神々 の 如く 笑 ひ、 

惡 魔の 如く 笑 ひ、 

默 照の 笑 ひ 終れば 

鼠啼 き、 ちちと、 ちちと „ 

不  耀 


假 象の 流れ を 下る 

不壞の 舟 11 


動き やまぬ 水 

かって 動かず。 

q; よ^ 下し、 


舟 は 虹と なる 《 


K- 動なる もの 

はや 

最も 疾し。 

1 線の 矢、 

死の 如し。 


太虚の 胎に 

露 は 眠りて、 

水に 風 行き、 

風に 舟行く。 


天眞佛 


むかし 天 笠の 沙門 は 

けつす めえ 

月 水 衣に 淚 潜々、 ， 


柱 杖 をつ いて 

不 m の 門に 立った。 

けがれ もて 身 を 洗へば、 - 

身 は珠の やうに， H  く、 

、恥の しろし 額に 刻み、 

の 光り 衆生 を 照らす。 一 

婆^門の 家、 

旃陀羅 の 家、 

Fwii のかが やく 二つ， 

鉢 を 割つ て 受ける ものな し。 


Hi; 水 • がの 沙門 通れば、 

道の 下、 地獄の 底に、 

い つもい つも 光ろ 眼が ある、 

星の やうに 淨く 0 


四 二 六 


破 戒 

圓頂黑 衣の ひと、 

白魚 を 彫り、 

^鼠 を 刻む。 

すかしぼり、 

ささら； ばり、 

や はら かなもの を 彫り 彫り, J 

へなへな とした もの を 刻む。 


法の 網に 洩れ もせで、 

成佛 して、 何と 思 ふか、 

白魚よ" 

お まへ を 吉祥天 女に 供養しょう、 

美しい 爪の かがやく 指と 兑 立てて < 


隱遁者 il 鼠 ありて、 

いつも 冬の 相も现 ず。 

不縈氣 なやつ だね え、 

いつも 凍って ゐる やう だ。 

しゃち  . - 

でも、 ときに 舰 となり 

びんと 張ります、 赤くな つて。 

そんなら、 不動明王の 火焰 にしよう。」 

不淨 なる もの を 刻み、 

情欲 を 刀に 光らせ， 

三拜 して、 獄智を 削る。 

圓頂黑 衣の ひと、 

魚 を 彫り、 

肉 を 亥み 

魂 はつひに 彫らず。 

a  ^の 烏賊 


つの  i.- めん 

角 を 持つ 馬面の 瀧 は、 

寢轉ん で .^ふ 6 た 起き ん とし、」 

蛇の 尾の 溪河は 

紅の 方へ 崩れ落ち、 

崩れ落ち ぬ もの を見捨 て る。 

水 は 月の 水銀 を碎 き、 

すべ て の圓 かな も の を碎 き、 J 

さしの ぞく 樹を さら ひ、 

返かぬ 岩石 を さら ふ。 

豐饒 の實り ある 野へ、 

樂音 の完き 海へ、 

溪河 はお のれ を 投げる。 , 

おのが 手の 觸れる もの 

四 二 七 


おのが 目に むか ふ もの ノ 

さら 

みな 共に g{ ひて。 

ひとたび、 築かれた もの、 

あた ひ 

すでに 惯 なし リ 

崩し-取らば、 生かへ る， 

まなこ 

流し 去らば、 服 ひらく。 

紫のお、 波と 逆卷 き、 

土 くれは、 甘き 資 となる。 

落下して、 流轉 する もの、 

不壞の 虹、 .S にか かる" 


過ぎ去り しあと、 

何も 残らず 0 

天地 を 張る 

1 挺の 琴、 


四 二八 


^11^々 と 鳴る 一 


偕 院 

0. 松の 葉 は 寺院 を 刻み • 

僧形の 影うな だれて 行く。 

黑 衣の 袂 長く 地 を 曳きノ 

まつかさ は 打つ、 . 

敷石 を 打つ、 

悟 後 を 打つ。 


竹林 は 沈默を 忘れ、 

藥に懸 る 琴 を 忘る。 

葉 毎 見る、 

言 紫な き 歌。 

雲水の 耳に 

風は隱 る。 


草庵 は 半 15 を廣 き、 . 

たつち 5 う 

塔 頭 は 俗を蓄 ふ。 

臨 &は、 松と なり、 ， 

き は、 竹と なる。 

夏日、 淸風 長く、 . 

流 衆 • "夂 ぎふ。 

禪定の 床に 

老 i|3 は 眠る。 

一 喝 * 

生死 飛び、 

色 身 飛び、 

心 飛ぶ。 

寒 山 子、 今 H も 流れ、 

普 化 は、 鈴 ふる。 


.S づこ . 

心， 何處そ 

天の 一方、 

いんいんと 音して 

遠く 去る もの あり • 


^ 夢 


白き 夫人 

{EI き 夫人、 

白く 微笑む 1 

わが 得 ざり し 

なれば、 —— 

その 紅み 

失； 0 靴し 

知らし めよ 

苦き 味 を。 

白き 心に 

一 點の 紅， 


四 n;Q 

しきもの の 

ぬひと りの 蓄觀、 

したたる 血、 

君 吸 ひた まへ 1 

白き 夫人、 

そと 微笑む。 

白き 夫人、 

L とね ふ 

樽に 臥す 11 

われに なき 

もの を與 へよ、 

わが 足ら はぬ 

もの 一 つ あり、 ， 

おぎな ひて 

滿 たしめ たまへ。 

裂けし まま 


縫 は ざり し 口、 

くちづけに 

ふさがりぬ、 

なほ 强く 

，、のち 

生命 喷 めと I . 

白き 夫人、 

熟れて 紅ら む" 


眞夏の 晝の夢 


あなたの 手 はや はら かすぎ て 

小鳥の やうで、 娘の やうで、 

母の愛が おこり ますの よと、 

その 肥えた 手 もて 握って、 

からか ひの 眼で、 その 胸に おけば、 

新鮮な. g の 歌が、 遠く 近く、 

男の 手に 眞 白な シ イツの 上の 

f . め！ i の 烏賊 


狂亂の 夢を攝 けば、 耳 熱く、 


やけど 


つと 151 つて. 唇に あてる、 火燒の やうに 


たのしげに サイレン は 笑 ひ、 

椅子の 上に つと 身 を そらし、 

ましろの 足 ふた そろへ、 つとの ベて、 

事 なげに、 ちらと 尻 目 し、 . 

まろ い 肘 小さき 輪 を 力き 

細卷の シガ レット、 

紫の 煙 ひとす ぢ、 

身の 底の 匂 ひ をった ふ" 


この 夏 はどうなさい まして、 

どちら へ いらっしゃ いますの、 

キヤ ン ビング、 

それとも ：： と、 

その 足 をす こし ひらいて、 

腰 ふりて、 身 を乘り だす。 

四 三 I 


奥さん、 だいぶ 暑くな つて 来ました ね、 

ねむ さう ではありません か。 

ええ. わたくし、 査寢 るので すよ、 

あなた もお やすみに ならな い？ ホ ホホ。 

ばね 仕掛、 長身の 夫人、 つと 立ち、 

ながながと 瀧の 水 落ち、 

爽 かなもの がくち ふれ、 

これ はわた しの 跗り 物、 

花 市に がて ぬ 花束、 

燃え ひ、 りく  と、 

紹 ごしの 類と、 

白銀の 鼻と、 

大粒の 欺の 服と、 

1 つ に 束ね、 

まあち よい と い で御资 なさ い ましな。 


四 三 二 

奥さん、 何て 美しい 花束、 

氣が狂 ひさうな、 ^ひの 花束、 

惡 魔 でも 死に さう です よ。 

殊に、 褪紅色の この 花 は 

あまりに 大輪で、 

あまりに 開き 切って、 

あまりに 豐滿 で， 

見る さ へ 胸が ときめきます、 

そっと 唇 を あてて 

湧き かへ る 强烈な 香りに 

いの ゥ 

息づ まり. 生命が 消えさう です。 

この 花 だけ はかくして 下さいません か、 

この 花 だけ は ゆるして 下さいません か。 

今 日 

小さな もの、 急に 實 つて、 


あか 5  >,ノ 

靑 いもの、 紅く 熟れた 尸 ，、 

乙女 は戀 人の 言葉 をつ かふ、 . 

「さうよ」 とい ひ、 

「ほんと だ わ」 とい ふ" 

草茫々 とした 喊野 なのに、 

もう そんなに 遠方に 行った のです か。 

若い 木 は 枝雜を ひろげ、 

柘榴 の實、 美しい 口 を あけて、 

「さあ、 おあがり」 と 云 はれて 

子供 は 魏竿を ひっこめます。 

床し いのは、 昨日の， 禮儀 である。 

1 切の 窓が 閉められた 家で ある。 

風 は 心の 上 を 渡る。 

$5 徵の 烏賊 


印 象 

まるみの つ いた 爪先の や はら かさに、 1 

菜 物 かと 思うた、 

その 足に 心 を^せ て、 . 

海 を 行く 人 あり。 

ギヤマンの m に . 

唇 を 盛って、 

凉を嘗 め、 風の 零に ： ： 

太古の 夏 を 探る。 

あまりに 白い 手で あれば， マ, • 

指環 さ へ よけいな ものに 見える。 . 

雪の 中の 梅 は 黄色 だ？ 

くれな ゐ 

艷 やかな 爪 は 紅。 

1： 三 三. 


^；^はすぐ咲く花だった。 

咲いて 贯 たい 花だった。 

ただ S の に。 

ただ 夢の 問に。 

甘 睡 

ダブ ル ベ プドの 上で、 ， 

それ は 云 ひ、 

それ は？？ かれた" 

入 生 を 窓から 閉め だして、 J 


夏の K 查の 花の 夢 だ。 

稍に かかる 風の 歌 だ。 

妙に 吸 はれる 水の 昔 だ。 

誰も 見ず、 誰も 聞かない。 


四 三 iT 

細い 足 は何處 まで 延びて、 

蔓 となる か、 蛇と なる か。 

あしのうら、 顔の やうに 見え、 J 

接吻 すれば、 指が わら ふ。 

矢 車 草が ただ 一輪 咲いて ゐたノ 

艷 夢 

花の 苺に 入って 

ひ， <JU  I 

午睡して ゐ たら、 

死の 息が ふれた やうで、 

夢の 極みに、 めが さめた。 ， 


長い こと、 一人の 女 を 

夢想して ゐ たら、 


その 顔が あまり 近づき、 

向日葵が くるりと めぐった * 


抱いて …… とい ふ 

散り そめの 花の 言葉、 ， 

雨の 手が 十 あれば とて 

&掛を ささへ 得よう か ( 


氷の 息、 溪を わたり、」 

艷夢、 まづ 散って、， 

心の 面紗を 

風が 破った。 


白  P- 


若い 月、 綠に かかり、」 

夕風に 落ちさう だ。 

の 烏賊 


白樺 をいだ いて 

遠く 去った 人 を 泣く。 

その 肌 を 撫で、 ， 

その 香 ひ^ぎ。 

夜 ， 

壺に 花を揷 せば、 冷 かな 表情 消えて、」 

土 も はにかんで、 少し あからむ。 

夜 ひと. I 仪、 百合 花 は サバトに， 

W る  よ ，-づ か 

夜 ひと 夜、 自らの 息に 絕ぇ 入る W 


わたし は 多くの もの を 失 ひました 0 

大切な もの をみ な 失 ひました。 

今、 殘っ たもの は、 {E 分 だけです。 

四 I 二 五 


それが わたし を吞 まう とします。 

l.i に はって  . 

沙漠な， 越え、 

天狗の 冀で 

空に 入る。 

百合 花 は 一夜の 女王です。 

霧の 中の 眼 

霧の 中の 

お まへ は 打 たれた i! の やうに、 まだ 遠ざかる もの を 追 

つて ゐる。 

. ^さな 妖精が、 お まへの 視線の ま はりに ふざけて ゐる。 


w 三 六 

涙が パッ と蹿 くと き、 お まへの まぶた は 閉ざされる ノ 

眼の 中の 霧！ 

お ま へ は何處 まで 果てしなく 擴っ て ゆく の だら う。 

失 はれた 生の 奥底まで、 霧 は 下って 行く であらう。 

累々 として 重った 晶 石の 上に、 ただ 1 つ 輝く ものが あ 

る 0 

霧の 巾の,！ 


申  V 


異 形 


異形の もの、 

心に 群れて。 


頂上の 人 は 奈落 を 愛する „ 


目に 昆 えぬ 翼 は、 落下のと きに 最も 强し ( 


神なる 人、 爐 中に 轉 身す。 


四大を 解いて、 行者 は 合掌の 掌裡に 蛇を隱 す" 


山 巔は靑 {T^ に 最も 遠い 


烏天狗、 

稍から 見る。 

白い 蛇、 

うづ 

谷 を 埋め。 

水牛の 角、 

鎗ぶ すまして < 


奈落に は、 つねに 一輪の 紅蓮が 咲いて ゐる „ 

象徵の  賊 


駕賊、 


四 
七 


胶に ちらちら" * 

據訶不 思談、 

これが おのれ か。 

黄 昏 

その 裂 n. あまり 深くて 

荅 幾-:： r なほ 足らず。 

神々 の ふるさと、 

神す らも うづめ がた し。 


狐の： nr 銀に 光りて、 

かつ 扇ぎ、 かつ 淨 むる は 

さ f  、元 

^蠅 のけ がれ、 

人の いつはり。 


四 三 八 


古沼よ どみ， 水錯 する 

十月の 草 を 分けつつ、 

瘦 せし 馬、 顔 垂れて、 

日の 暮をか 行き か く 行き。 


舟の かげす でに 遠. 

旅人の 笠 も かたむ. 

神々 は 洞に ひそみ、 

笑 ひ 幽か。 


お い 

老， 


わたしの 心が 飢ゑ たと き、 

しばしば 熱い のみもの を 求めた „ 

,レ£ 

無 花 の 液 を 求めた、 

その 割目から したたる を。 

渴く とき、 や はら かな 肉 を 求め、 


女の 血 を 求めた。 

滿 たされて、 與 へられて、 

さらに 飢ゑ、 さらに 渴き。 

苦み は 智慧 を 生み、 

智慧 はた だ諦 念を敎 ふ。 

にこやかに 笑 ふ もの、 

甘やかに 誘 ふ もの、 ， 

飢ゑ をます 毒， 

渴き 呼ぶ 火よ。 

血は渴 くもの、 

は飢 ゑる もの。 

わたしの 心が 老いた とき、 ， 

智慧の 驟、 身う ち をめ ぐり、」 

生命の 芽、 黑く 萎びて 

； tn  、もの も 苦く 

象徵の til 賊 


あたら  すつ は 

鮮 しい 血 も 酸く、 

白い 肉 も 硬ば り、 

あか 

紅い 無花果の 割目 も 

紫の 毒 もてお どし、 

齒は 去え て 落ち、 

手の指 は 伸びる を 忘れ、 

くる. 

一 颗の 胡桃 

て？' ひら 

掌に ころがし、 ころがし …ミ 

性 

囚 はれた 魂 をに ぎる 手が ある、 

かぽ そい 指に、 あまりに 熱い 魂、 

火の やうな もの、 石の やうな もの- 

これが 愛と 悲哀の 化合物で ある。 

ぢィ とこら へて、 にぎって ゐる、 

四 三 九 


脈う つもの を、 ^くもの を、 

.  & けど 

女 は うれしい の だ、 火烧 したいの だ、 

.手.^ ない もの は 小？ で. な い- P だ。 


だが， 魂 は 冷える、 魂 は 縮まる、 

15 うしゅく 

光線 を 放射す る ほ ど收縮 作^ を し て、 

熱く 燃える ほど 光 ある もの， 力 を 失 ふ 

これが すべ. ての 太陽の 運命で ある。 


シャ グー フンの 皮、 ノ 

つ ひに 一 片を あます のみ、 

© 後の 欲望と ともに . 

生命 斷 たれる" 


すべての 雄 は 

つ ひに 雌に はれ、 

悲しき 殘 15- もて 


四 四 〇 


地 穀を蔽 


/ つ ，ン ヨ V ス シコ； iJ ィ其 

，受難劇 

數 限りの ない 受難が ある。 

甚督が 女に なって、 

ひとりひとり、 

十字架に 丰足を ひろげて、. 

磔刑の. 鎗を 受けて ゐる。 . 

地上 はバビ 口 ンの都 を つらね、 

バビロン は 水晶の 柱 を つらねて- 

虚 Ml と 地底と をつな ぐの は， 

一本の 汚辱の 綱で ある。 


末世の 基督 は、 日毎に、 


エリ、 エリ、 ラマ サバ クタ 二 を 叫び， 

マ ゲ ダ ラ^ マ. リア は 

に 聖痕を 磨いて ゐる" 

人の子 は 人の ために 死に、 

罪の 女 は 罪の ために 生く。 

愛 は 半時の 開花で あり、， 

1 日 は 一.. 日の 奇蹟で ある。.. . 

淚の谷 は 笑 ひの 苔に 蔽 はれ、 

下水 は 歡樂の 垢 を 流す。 

石の 上 に絕 間な く 落ち て碎 ける もの は 

むしられた 夢、 f!; はれた 童貞で あ. る。 

預言者 は 酒場の 道化者と な つ て、 

手風琴で は やり をう た つて ゐる" 

風に 響く  < ^貨の 音の 中には 

象徵の 烏賊 


勝ち誇る 神 々 の 笑 ひが ある。 

基督が 女に なって、 

； ひとりひとり 

ふみ 碎 かれた 心臟の 上に、 ： . 

余の 鎗を 受けて ゐ る。. 

數 限りの ない 聖痕 は、 バビロンの 譽れ である。 

■• 人工の 翼 

イカ ロス は 海へ 落ちる、 

人工の 翼 を ふるって 

夭 高く 思 ひは馳 せても、 

あまりに 光に 近く なれば、 

たちまち 黑 い 死にの み 込まれる。 

四 四 I； 


I  二 千年の 問、 

イカ & スは來 て は 落ち、 

来て は 落ちる エイ ゲの 海、 

波の 穏 に^る 神 も あるに、 

人 なれば、 光 を iCi ひ、 光に 打 たれ。 

絕 えず やぶれ、 絕 えず 溺れる 

それ ゆぶ に 人 はた ふとい。 

可愛らしい 裸の 子供で はない か。 

飛びたい な、 飛びたい なと、 

{-I: をめ がけて 兩手を 振って ゐる。 


ただ 一 度、 露 白な 子供が、 

目に 見えぬ 雲の 中まで 昇った が、 

すさまじく 落ちて しまった" 

*J しょ 8-i 一ち 

基督の 翼 やぶれて、 老人 達が、 

その 翼、 いま もつ くろふと いふ d 


狼の 列が 行き 合 ふ、 

狼 は 高 吹え して 

次ぎが 吠え、 その 次ぎが 吠え、 

月の 下に 

長く 尾を曳 き" 

遠く 饗 く。 

行き 合うた 二つ 咬み 合 ふ、 

白き 牙、 月に きらめき、 

ゥ ォ と您 り、 血 はたらら 落つ * 

ろしろ 

一 つ 喰 はれ、 その後から 

一 つ 出て、 また 一 つ 喰 ふ。 


狼はへ，^^ひっ食はれっ、 


狼の 數は へりつつ、 

長い 列、 血と 1 、りつつ、 

瘦 せた 腹、 波う ち 動き、 

物凄く、 月に 吠える。 

血に まみれ、 

牙 はからみ、 

狼の 群れ 

肉 を あまさず。 

われと わが 種屬を 5 非し、 

われと わが 喉 を 裂く。 

狼 あり" 

つ ひに 一 匹、 

悄然と J::^^ らを 行く。 


象 SS の tig 賊 


河 

靑 に 

槍 は 突立ち、 

溪 流の 

音は遙 か。 

河&! 出て 

月と 遊ぶ、 

病 詩人 

河童と 遊ぶ ハ 


河童 あたま 

二つ ゆらめき、 

わら ふ もの、 

うた ふ もの。 


Elg! 一一 一 


霧 ふかし、 

林の 髮の下 かげ、 

あかあかと 

菌 はえ はえ。 

河童の 肌  . 

靑 くさびつ き、 

なめな めと 

手から すべる。 

さびしい な、 

わびしい な、 

河 蜜よ、 おれの 尻の 穴 を 

拔 いて くれぬ か。 


四 四 四 

黑 い 蝙蝠が おれの 天井に ぶら 下って ゐる。 

なんと はえない 古着 屋 の 店 だ " 

こいつ を 殘らず 取って おれの 身に 颸 うたら、 

. おれ も 1 人前の メ フィス トフ ユレ ス だ。 

匈 奴 


野人、 

氷の 中に 生れて、 

鐵 道に 轍 经 され、 

今、 火の. 中に 唸る。 

, 酒に 煮られ、 

女に 喷まれ 、 

： 蒙昧の 招 を 落して、 

タキ：シィドの$^^- 

カフ ェ の ts. 上に 


猪を投 ぐ。 

北 蒙 の^人、 

海風に 嘯く。 

時に 浸されて 

昨日 を 忘れ、 

言葉な ほ 鈍し。 

俗 心、 更に 熱く、 

近き もの を 抑へ、 

下につ くもの を 抑へ- 

知る ものの 白き に、 . 

鄕 人の 家 高き に、 

身は嫉 みに 黑し。 


0A 

死して 條榮 あり" 


三世に 及び、 

S, 不朽 を圆 り、 ， 

龜を馭 して 

北に かへ る。 

影、 血の 如く、 

波に 跳る。 

牙な き 野人、 

悄 として 氷に かへ る „ 


き <o モ 

JSS ひ歹 


詩人 天上 

小さな 小さな 詩人が あって、 

袋の 中で 歌って ゐた。 

歌へば 歌 ふ ほど 

袋の n を しめつけられて、 

だんだん 小さく へそば りながら- 

縮こまりへ そばる ほど 

そ の^は 高くな つた。 

小さな 小さな その 詩人 は 

人の 出さぬ を 出した。 

人の 知らぬ 言 紫で 

ときが たい 歌 をうた つた。 


w 四 六 

死の 歌 か、 呪 ひの 歌 か、 

そんな 不吉な 歌 はやめよ と 

袋の 口 さらに しめられ、 

こ びと 

姿見えぬ その 小人 は 

さらに 小さく 小さくな つた。 

袋た だ 袋 を あまし、 

この 中に 人な しと 見えた 

から 袋の 中に 膝 あり、 

いや 高く 破れる ほどに 

叫び 叫び、 歌 ひ 歌 ふ。 

影 もな く、 生な きもの、 

.S ま . ^つ 

未だ 曾て 歌はなかった 

最も 善く 美しい 歌 をうた つた、 . 

無の 琴に のせる 魔の 曲、 

今ぞ 死の、 呪 ひの 歌 を。 


それ は 魔術 だ、 正しい 詩で はない と 

かぎ 鼻の 批評家が 云った。 

佛蘭 西の どの 詩人 だって 

こんな 變な f^t は 出さぬ と 

長 髮の詩 八 は 云った。 

魔 S 做 だよ、 詩で はない ぞと、 

* ゥ H ルレ ェヌ より ブ レ リイまで 

知らぬ 聲、 知らぬ 歌よ と 

矢の 如く 壓し つけられた 

袋の 中に 聲は 答へ て、 

その 矢つ と、 {11 に 飛び ゆき、 ， 

星 さして 行方 も 知れず。 

奇 蹟  1 


K. 思議な 井戸、 胸に 掘られて、 . 

神の 水、 世界 を 浸す。 

聾の 蛇、 はても なくの び、 

天と地 を ひとす ぢ 結ぶ。 

闇の 中に 歜を そそげば 

寂寥 は 光り かがやく。 

不甲： 議な 歌よ、 自ら を 弔 ふ 欲よ、 

呪 ひもて 棺に 釘うて ば. その 音に 靑{<1 は晴る 0 

自ら をた だ M つため に 歌 ふ、 

歌へば 歌、 傷 を 癒 やす。 


自分 を 虚に する ために、 歌 ふ。 

歌へば、 心、 いよいよ 滿ち 溢れる- 


沈 默 


raira: 七 


EI 四 八 


人、 默 して 地に 描けば、 

地に 生命 る。 

琥^い ろの 人差指より 

人の子の 愛 はした たる。 

かぎりなく 突し い 風光、 

，にた だ 一度 許されて、 

神 も 股 を 細めて 见 入る、 

； $5默 の 光る とき。 


詩人 また、 沈默を 知る。 

口 をと ざし、 地に 描く とき、 

天は默 示の ために ひらく。 

覆 面 

^まの 中の 女の 眼 はいつ も 美しく、. . 

f; 花 架の 獎に蔽 はれた 處は 最も 懸惑 的で ある。 

预言は 常に 謎の 言葉 もて 語られる が 故に 尊く、 

言 1^ なき 歌 は 最も 人の 魂 を搖り 動かす 歌で ある „ 


天侦 たち 喇叭 を 吹いて、 

のぼ くに . 

雲の 中、 上り 下れ は、 

うつむいた 人の 面に 

モの 影、 寂 察の 笑と 映る 一 

徵の 奥義き はめて、 


受 信 ： 

詩人 は 女の手 紙 を讀ん でゐ る、 

一句 I 母に、 天 來の詩 は 燦爛と 落つ。 

いかなる 天才の 入神の技 も、 

愛する 女の 維ない 言葉に は 及ばな 


自分の 聲に 倦いた 詩人が 

泉の そばで 音樂を 聽 く。 

詩人 は聽 衆で あるとき。 

最も 良い 詩人で ある 0 

木の 股から 子供が 生れ、 

土 くれから 鳥が 飛び出し- 

小石から 血が 流れ出し、 

美學 から 詩が 生れる。 

晚 光 


象徵 のお 賊 


繰返しけ 詩人の 一 の 罪過 だ， 

阿呆の やう • に 笑 はう ではない か。 

堇 いろの 詠嘆 も ひからびた、 

それ は 人 を 莫迦に した 春の 贈物 だ。 

十九 世紀ぶ り は、 最後の鐵道馬^51.、 

おれで 打 切りに しな けれ はならない。 

つかまへ た 女 は 手の指から 洩れた" 

一 指 も觸れ ないで しまった 女 は 

遠 ざ かる ほど 强ぃ 言 紫 を よこす。 

ただ その 心を攛 ただけ だと 風に 語る、 

道化者 は 言葉と 心と をと りちが へ てゐ る" 

おれが 最後の 人間で あらう、 莫迦 族の。 


愛 を 失 ふ もの は、 また 夢 を 失 ふ。 

死 を 養 ふために は、 汗の 一 粒 も 惜しい 

仰向きに 寢て、 星 をかぞ へながら、 

p  p  .7 


, 死が 落ちて くるの を 待って ゐる。 

何とい ふ 寂しい 蟲の 一 生 だら う" 

女の手が まだ みぞおち を 抑へ てゐ る。 

SlL 云カ 

わが 魂 は 

婚繊の 床の 上の 白い ももに 似て ゐる、 

熟れた 無 花 if- の やうに 

それ は 二 つ に 裂かれねば ならない、 

善き 歌 を 生む ために は。 

わが 魂 は 

火に 投げ込まれる 栗に 似て ゐる、 

ばつと はぢ けて 赏を はき 出す、 

その 一度に 一 生 を かける、 

ただ 1 つの 叫びの ために。 


四 五 〇 

わが 魂 は 

墓場に ともされる 燈籠 に似て ゐる 

旣に 歌な き 寂寞の 中に よろめき， 

初秋の 嵐に うち 叩かれて 

くづれ 落ちる 骨に 似て ゐる。 

グ 

おれ は 二 本の ペンで 食 ふ。 

赤と 黑 とのべ ンさ きで、 

十 年、 白い 鈑を盒 つた。 

今 はもう、 ぺ ン は 折れた、 

米體も { 人お" になった。 

おれ は 今、 . 折れた ペンで 

水 を 挾んで 食 ふ。 


葦の やうに 瘦 せた 指で 

空 を 縫って 衣る。 

庭 隅の 濕 地に もぐる 

蟇の 腹 を くりぬいて 住む。 

はらわに i  -  » 

月 はおれの 腸を喷 む、 

蘭 はおれの 淚を る。 

ひと 零、 落ちたら 落ちて 

おれの 詩 も， おれの 血 も 

月の 夜に、 {人& となる。 


假 面の R ャ M 象徴のお 賊 第二 


架空の 橋 


洋 より 西洋へ —— 

二つの 洋の h 高く 

かかる.^ を兑 たか、 

i め专 ， ！ 


.S のち .S りち 

生、 生と むすび、 

心、 、むと むすぶ。 


is^ 方 も 人、 

两方も 人 U 


四 五 二 


靈は 肉と 交り、 

靜は 動と 搖れ、 

空しく 分 たれた もの 

i ま 一 女 k-l 1 


月 は 半面、 

日 は 全面、 

階に 光 入り、 

影、 星と なる 0 

夢 は 不眠 を 打ち、 

死 は 生を醒 ます。 

名狀 すべから ざる もの _ 

鼓に 成し遂げら る j 


ただ、 この 架空の 擂、 

地 を 天に むすぶ より 


おま^ 

なほ 偉なる かな、 

東と 西と つなぐ 橋 U 


異 象 

架 { 昼の 橋をか くるひと、 - 

末^の 神、 招 面 蓬髮、 

丁々 と 伐木の 音 こだまし、 

異象、 人 見て 異 となさず。 

七色の 思想の 虹、 

成って ただ、 夏の 戲れ、 

稚兒は 指さし わら ひ、 

とどまれと いふ 入 もな し 《 


架空の 橋 を わたる ひと、 

たちまち 雨と なって 落つ- 

象徵の 烏賊 


ばらばらと 黑 土の 上、 

草の根に 沁みて かすけ く。 

また ひとつ、 世 は 失 ふ。 

きな 

翁 ひとりあって、 長く 惜む、 

見る 眼の 前に 忽然と して 

消え て あと なき 思想 の 舡を。 

振 子 

振子 ゆく、 朝に 夕に、 - 

また 鏡靑き より 

穴藏に 垂れた る 4! 子、 

振れ やまず、 光に 影に Q 


いつも 搖 れいつ も 傷つく 

さだめに と 置かれし 据子、 


e: 五三. 


愛の n より みの 夜へ 

や： さ 

ゆき 通 ふ 乙女 子の 梭" 

一天の 端し より 端し へ 

苦と 樂 のおて より 采 て へ、 

振子 ゆく、 嘆き 泣きつつ、 

振れ やまず、 生に も 死に も。」 

假 面 

あの 中の どれ を！^ ばう、 . 

壁に かかった 假怖。 

靑ぃ 假而、 

赤い 假面、 

笑 ひの 假 ：€、 

泣きの 假面。 


四 五 四 

假面を かぶれば 人が 人と なる、 ， 

死人です らも 肉と なる。 

よく はしゃぐ、 

よく しゃべる、 

よく を どる、 

よく 坐き る。 

生 はこ こに、 愛 もこ こに、 J 

みな 美し、 みな 樂し。 

かの 色白の 人形、 

すっきりと 情深く、 

幾 百の 處 女の 

魂 を 摩 ふ。  . . 

假面 こそ 彼の 眞實、 

人 そのままの 面ぞ假 面。 

神の 如く 聖く， 


環 


魔の 如く 美しく、 

今、 世は樂 土、 

人肉の 假面 をつ けて。 

神 獸 

われと ともに 一 度び 獸 であった 女 は 

わがた めの 神で ある。 

われと ともに 神と ならう と 5! ふ 女 は 

けもの 

まづ獸 とならねば ならぬ。 

彼女よ く 這 ふこと を 解す るか、 

また 吼 ゆる こと を 解す るか、 

交 はる こと を 愛する か、 

さら ば わが 善き 伴侶 である。 


われら は 神と ならん がた めに 

象徵の t:- 賊 


まづ獸 とならねば ならぬ。 

神と 獸とは 二に して 一となる、 - 

われら 今日と もに 神獸 である。 一 

神に 祈る もの は 旣に絕 えた、 

今、 人 はみ な獸に 祈る。 

神 を 忘れて 祈り を 忘れず、 

なほ 依然として 奴隸 である。 

われらの 祈り は 鞭打で あれ" 

河 上に 擧げる 一 齊 、 爆竹で あれ。 

明日の われらが 祝祭の 花火の ために： 

今日、 彼女の 胎に火 を ii ぜ しめよ。 一 


四 五 五 


四 五六 


斷 章 


^仙 子^ 示緣 crhe  Revelation  of  Nonsense) の 名の 

とに 完成 せんとした ものの 斷章 である。 I 部分 は 

京で、 大部分 は大阪 で。 

(1 九 三 〇*五. I 八 大阪 にて) 


大きな 鶴嘴が 一 つ、 

天と地の 間に かかって ゐる 〔 

コヴ ッン、 コッ ッン、 

地 を 打つ、 やみ まなく 打つ。 


。へ 


レ 

7 


シ ァ 一 


天地の 間 

われ 今 口、 天地に 異象 を 見たり. = 

地に なきもの を 天に 見、 

天に なきもの を 地に 見る 

天と地に なきもの、 

天と地の 間に 兑る。 


ニ條の 眉が ひとつら になって、 

^^^ぃろの頰の上に 

欲望と 悲哀と を ゑが い てゐ る。 

濃い 国と、 厚い 唇と は 

ぬひと a- 

ぺ ル シァの 練氈の 夜の 刺 鏽 である * 

ぺ ル シァ 女よ、 踪櫚 蔭の 女よ、 

そなた は 甘い 熟果を ささげる。 

け ふの 一 日、 け ふの 一 夜 を、 

あの キヨ ス クの 中で 


そなたの 織りな す 夢 を 敷きたい。 

あらゆる 精鍊 された もの、 

花と 咲き * 酒と 薰り、 指と 動く。 

ベ ル シァ、 ぺ ル シァ、 

古き ダリ ウスの 不運 もこれ、 

ァ レク サン デルの 誘惑 もこれ。 

詩人 ハァ フィ スと杯 をく みて、 

永遠に 忘れられた 花 を 

その 花園に 摘む とき、 

古い 悔は 養み、 

新しい 悔と 咲き出る。 

ォ I サカ 

ロンドン、 パリ、 二 ユウ ョ ォク、 

《水徵 の 烏賊 


ベルリン、 ヰ イン、 トォキ ヨウ  

飢 ゑた 貧しい 詩人が 月 を 見て ゐる、 

月が 詩人の 髭 を 見て ゐる。 

お ま へ は あまりに 知られす ぎた 月、 

これ は あまりに 知られない 詩人、 

みんなに 見られて ゐる 月と 

誰も 讀 まない 詩人と は、 

この 世で 誰より. - 親しい の だ。 

詩人の 運命 は インタ アナ シ ョ ナル、 

すべて 平凡， すべて 無趣味、 

煤煙と 塵埃との 中 

商業主義の 花 は 開き、 

機械の 中に 神の 呪咀を 聞き、 

貨幣の 音に 詩が 生れる。 

新しい 詩 は 金で ある、 

この 電力の 世に、 まだ 紙に 詩 を かく 

四 五 七 


詩人と い ふ 種族が 生き 殘 つて ゐた のか。 

ォ， サ 力で、 詩人 は 滅びる …… 

章 句 

娘た ちの 歌が、 草から 草へ 流れて ゐる。 

娘た ちの 歌 は、 地が 焚く 香の 煙で ある。 

娘た ちの 生 は、 ただ 一 つの 歌で ある。 

章 句 

蛹 牛 は 殻 を 負うて 生れる、 

おれ は 不幸の 殼を 負うて 生れた。 


四 五八 

おれ を 待つ の は 花と 音樂 である。 

なんとす ばらし い 出世で あらう。 

• 汚 水 

大都會 の 下水の 中 を  " 

ひとりで 流れて ゐた。 

自ら 自らの 何で あるか を 知らない、 

ただ 果てしらず 流れる の を 知って ゐ た。 

ここ は マン ハ ッ タン か、 

ここ は 堂 島、  - 

1 生 はた だ 下水の どぶ、 

わたし はた だ 流れる。 


桃 を 見る 人 あり、 

竹 を 擊っ人 あり、 

かれ もさと り 

これ もさと る。 

われ は 山 を 見て 山 を 見ず、 

海 をみ てまた 海 を 見ず、 

さとり もな く 

1 生 は 終る。 


或る時 は 生に 充 ちて ゐる、 

或る時 は 死に 充 ちて ゐる„ 


蠶 食され る もの、 

氾濫す る ものと なる。 

I 象 鎩め烏 SL 


おれ は墮 ちた る 天使で ある * 

白哲の 神通力 を 失って 

翼 破れて、 喜んで ゐる。 

もう おれ は絕對 自由で ある. 

黑く 波に 身 をの まれつつ。 
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